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平成２８年第１回（３月）上牧町議会定例会会議録 

 

議 事 日 程（第１号） 

 

平成２８年３月４日（金）午前１０時開会 

 

第 １       会議録署名議員の指名について 

第 ２       会期の決定について 

第 ３ 報第 １号 専決処分報告について 

第 ４ 議第 １号 上牧町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例について 

第 ５ 議第 ２号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正す 

          る条例について 

第 ６ 議第 ３号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 

第 ７ 議第 ４号 地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律の施行に伴 

          う関係条例の整理について 

第 ８ 議第 ５号 学校教育法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理につい 

          て 

第 ９ 議第 ６号 上牧町行政不服審査会条例の制定について 

第１０ 議第 ７号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整理について 

第１１ 議第 ８号 上牧町行政不服審査法の規定による提出資料等の写し等の交付に係る手 

          数料に関する条例の制定について 

第１２ 議第 ９号 上牧町債権管理条例の制定について 

第１３ 議第１０号 上牧町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について 

第１４ 議第１１号 上牧町営住宅条例の一部を改正する条例について 

第１５ 議第１２号 上牧町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基 

          準を定める条例の一部を改正する条例について 

第１６ 議第１３号 上牧町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並 

          びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な 

          支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

第１７ 議第１４号 上牧町立幼稚園保育料徴収条例の一部を改正する条例について 
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第１８ 議第１５号 上牧町社会教育委員に関する条例の一部を改正する条例について 

第１９ 議第１６号 上牧町公民館設置条例の一部を改正する条例について 

第２０ 議第１７号 上牧町民体育館設置条例の一部を改正する条例について 

第２１ 議第１８号 公の施設の指定管理者の指定について 

第２２ 議第１９号 公の施設の指定管理者の指定について 

第２３ 議第２０号 公の施設の指定管理者の指定について 

第２４ 議第２１号 公の施設の指定管理者の指定について 

第２５ 議第２２号 公の施設の指定管理者の指定について 

第２６ 議第２３号 公の施設の指定管理者の指定について 

第２７ 議第２４号 公の施設の指定管理者の指定について 

第２８ 議第２５号 公の施設の指定管理者の指定について 

第２９ 議第２６号 公の施設の指定管理者の指定について 

第３０ 議第２７号 公の施設の指定管理者の指定について 

第３１ 議第２８号 公の施設の指定管理者の指定について 

第３２ 議第２９号 公の施設の指定管理者の指定について 

第３３ 議第３０号 公の施設の指定管理者の指定について 

第３４ 議第３１号 公の施設の指定管理者の指定について 

第３５ 議第３２号 公の施設の指定管理者の指定について 

第３６ 議第３３号 公の施設の指定管理者の指定について 

第３７ 議第３４号 公の施設の指定管理者の指定について 

第３８ 議第３５号 公の施設の指定管理者の指定について 

第３９ 議第３６号 公の施設の指定管理者の指定について 

第４０ 議第３７号 公の施設の指定管理者の指定について 

第４１ 議第３８号 公の施設の指定管理者の指定について 

第４２ 議第３９号 上牧町道路線の認定について 

第４３ 議第４０号 平成２７年度上牧町一般会計補正予算（第４回）について 

第４４ 議第４１号 平成２７年度上牧町国民健康保険特別会計補正予算（第３回）について 

第４５ 議第４２号 平成２７年度上牧町介護保険特別会計補正予算（第４回）について 

第４６ 議第４３号 平成２７年度上牧町下水道事業特別会計補正予算（第３回）について 

第４７ 議第４４号 平成２７年度上牧町水道事業会計補正予算（第３回）について 
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第４８ 議第４５号 平成２８年度上牧町一般会計予算について 

第４９ 議第４６号 平成２８年度上牧町国民健康保険特別会計予算について 

第５０ 議第４７号 平成２８年度上牧町後期高齢者医療特別会計予算について 

第５１ 議第４８号 平成２８年度上牧町介護保険特別会計予算について 

第５２ 議第４９号 平成２８年度上牧町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算について 

第５３ 議第５０号 平成２８年度上牧町下水道事業特別会計予算について 

第５４ 議第５１号 平成２８年度上牧町水道事業会計予算について 

第５５ 議第５２号 上牧町防災行政無線デジタル化整備事業に伴う請負変更契約の締結につ 

          いて 

第５６ 議第５３号 ごみ中継施設建設工事の請負契約の締結について 

第５７ 議員提出議案第１号 上牧町議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条 

              例について 

第５８ 意見書案第１号 若者も高齢者も安心できる年金制度の実現を求める意見書（案） 

第５９ 意見書案第２号 児童虐待防止対策の抜本強化を求める意見書（案） 

第６０       予算特別委員会の設置及び委員の選任について 

 

本日の会議に付した事件 

第１から第６０まで議事日程に同じ 
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                     ◇                    

 

出席議員（１２名） 

      １番  長 岡 照 美        ２番  竹之内   剛 

      ３番  遠 山 健太郎        ４番  牧 浦 秀 俊 

      ５番  辻   誠 一        ６番  富 木 つや子 

      ７番  康 村 昌 史        ８番  服 部 公 英 

      ９番  堀 内 英 樹       １０番  石 丸 典 子 

     １１番  東   充 洋       １２番  吉 中 隆 昭 

 

欠席議員（なし） 

 

                     ◇                    

 

地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名 

  町    長 今 中 富 夫 副 町 長 田 中 一 夫 

  教 育 長 松 浦 教 雄 総 務 部 長 西 山 義 憲 

  総 務 部 理 事 為 本 佳 伸 都市環境部長 下 間 常 嗣 

  都市環境部理事 田 中 雅 英 住民福祉部長 藤 岡 季永子 

  保健福祉センター館長 今 西 奉 史 水 道 部 長 大 東 四 郎 

  教 育 部 長 藤 岡 達 也 総 務 課 長 阪 本 正 人 

 

                     ◇                    

 

職務のため議場に出席した事務局員 

  議会事務局長  脇 屋 良 雄    書    記  山 下 純 司 
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    開会 午前１０時００分 

 

    ◎開会の宣告 

〇議長（吉中隆昭） 皆さん、おはようございます。ただいまの出席議員数は12名です。定足

数に達しておりますので、平成28年第１回上牧町議会定例会を開会いたします。 

 本日、定例会が開催されましたところ、議員各位におかれましては、ご出席賜り、厚く御

礼申し上げます。どうか議員各位のご協力をお願い申し上げます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎開議の宣告 

〇議長（吉中隆昭） これから本日の会議を開きます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎町長の挨拶 

〇議長（吉中隆昭） 初めに、招集者の挨拶並びに所信表明をお願いいたします。 

 今中町長。 

          （町長 今中富夫 登壇） 

〇町長（今中富夫） 皆さん、おはようございます。 

 本日、ここに平成28年第１回定例会を招集いたしましたところ、議員各位にはご出席をい

ただき、まことにありがとうございます。 

 皆様方のお席の方に、２月29日答申をしていただきました「人口ビジョン」及び「上牧町

まち・ひと・しごと創生総合戦略」を配付させていただきましたので、ご清覧いただきます

ようよろしくお願いをいたします。 

 さて、国の経済情勢は、企業収益や雇用情勢は改善傾向にあるものの、国民全体が景気高

揚を実感できるまでには至っていないのが実情でございます。また、中国をはじめとするア

ジア新興国の経済が減速し、我が国の景気や輸出に影響を及ぼすことや日銀の金利の引き下

げによる影響など、依然として先行きは不透明な状況が続いております。我が国では、世界

にこれまでにも例のない急速な人口減少、少子高齢化の進行が見込まれており、年金、医療、
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介護をはじめとする接続可能な社会保障制度の確立や地域の活性化と人口減少抑制を目指す

地方創生は、一刻の猶予も許されない喫緊の課題でございます。加えて、全国各地で発生し

ている自然災害に対する防災・減災対策、被災地の復興対策、エネルギー対策と、地球温暖

化問題など、国民生活に密接にかかわる多くの難しい問題を抱えております。 

 このように、我が国がさまざまな課題を抱えている中、地方自治体といたしましても時代

の潮流を踏まえた施策を着実に進め、地域が持つ資源や潜在能力を最大限に生かすとともに、

町民１人１人が力を発揮できる社会を築くことにより、日本に活力をもたらしていかなけれ

ばならないというふうに考えております。 

 こうした状況を踏まえ、平成27年度の町政運営に当たりましては、まちづくり基本条例、

議会基本条例を柱として進めてまいりましたが、平成28年度に策定する第５次上牧町総合計

画を、今１つの柱として加え、３本柱として町政運営に全力で取り組んでまいる所存でござ

います。町政運営の目標並びに方針は、私は人という一文字で示しているところでございま

すが、これは人をふやす、育てる、守る、元気にする、そして、町民の皆様の力や知恵を生

かした共生の社会を構築するという意味を込め、この５つを基本目標に残された課題を含め、

新たな施策を１つ１つ着実に進めてまいります。 

 また、地方創生の推進に総合的に取り組むため、人口の現状分析と将来の展望を提示する

地方人口ビジョンと、それを踏まえて、安定雇用や地方への人の流れ、結婚、出産、子育て、

そして、地域づくりなどを基本目標に、今後５カ年の方向性を具体的にまとめた上牧町総合

戦略と今後10年間のまちづくりに基本的な方針を定める第５次上牧町総合計画の策定を進め、

未来の上牧町を見据えたまちづくりに取り組んでまいる所存でございます。 

 まず、１つ目は、人に優しく活力あふれる地域社会の創造でございます。誰もが住みなれ

た町で健康で安心して生き生きと暮らすことは、町民皆様に共通する願いであり、最も身近

な基礎自治体である町の役割の原点でもございます。この原点を追求し続けていくことが使

命であると強く感じております。こうした考えのもと、今後も昨年度と同様に引き続き、医

療、福祉、子育て支援をはじめ防災・減災対策、教育環境の整備など、町民の皆様の安全、

安心の確保と暮らしの充実を最優先とした施策に取り組んでまいります。 

 ２つ目は、将来を見据えた町経営でございます。我が国が人口減少、少子高齢化の局面を

迎えている中、本町におきましても将来推計人口では、今後人口減少に転じ、少子高齢化が

急速に進行すると予測しており、人口減少社会を見据えた持続可能な町経営に迅速に取り組

む必要がございます。こうした状況を踏まえ、上牧町人口ビジョン及び総合戦略を策定し、
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教育、子育て環境の整備、若者所帯が手軽に住める住環境の整備、連携による地域力の向上

などの施策を重点的に進めてまいります。 

 ３つ目は、信頼と連携を深める町政運営でございます。地方分権改革の進展に伴い、国や

県からの事務権限の移譲が進められるなど、町としての責任が今まで以上に増してきており

ます。こうした状況の中、適正かつ効果的な事務事業の執行に努め、公平公正で、より質の

高い行政サービスを提供することにより、町民皆様の信頼や期待に応えられるよう全力を尽

くしてまいります。 

 また、厳しい財政状況の中にありましても、今まで以上に町民生活に直結する施策の充実

を図り、町としての成長を続けていくためには、町民、関係機関、企業、議員の皆様と連携、

協力を一層深め、ともに力を合わせていくことが不可欠でございます。このため、町政への

ご理解をさらに深めていただくための情報発信や協働の推進、参画を推進するための取り組

みを積極的に進めてまいります。 

 続きまして、本年度の重点施策の主な取り組みについて申し上げます。 

 初めに、町民が安全で安心して心豊かに暮らせるまちづくりについてでございます。 

 暮らしにおける安全確保につきましては、防災や衛生上の観点などさまざまな面で、町民

生活に影響を及ぼしている空き家問題に対して、空き家等対策計画に基づく適正管理の推進

や流通支援など本町独自の施策を行うほか、防犯対策として大きな効果がある防犯カメラに

つきましては、プライバシーの保護に配慮しつつ地域への設置を継続して促進していきます。

生活困窮者や生活保護受給者への自立支援につきましては、就労支援や子どもへの学習支援

など、個々の状況に合ったきめ細やかな取り組みを行ってまいります。 

 次に、将来を担う世代の健やかな成長と豊かな心を育む環境づくりについてでございます。 

 安心して子どもを産み育てられる環境をつくるため、妊娠、出産から子育てまで切れ目の

ない施策を展開してまいります。また、上牧町教育大綱に基づき、子どもたちがお互いを尊

重し思いやる心を育むため、学校教育の充実を図るとともに、健やかな成長を社会全体で見

守り、支える仕組みづくりを進めてまいります。 

 主な取り組みについて申し上げます。 

 子どもを産み育てやすい環境づくりにつきましては、不妊、不育治療における経済的、精

神的負担を軽減するため、夫婦の不妊、不育治療を含めた助成を実施してまいります。 

 学校教育の充実につきましては、いじめや不登校など子どもたちの抱える課題が複雑化し

ている中、１人１人のニーズに応じたきめ細やかな支援を行うため、児童支援専任教諭の配
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置、また、学習支援強化のため、放課後に学習支援員を配置して放課後学習を実施し、児童

の学力向上を図ってまいります。 

 教育環境の整備につきましては、子どもたちが安全で安心して快適な学校、幼稚園生活を

送ることができるよう、防犯カメラの設置、校舎やトイレの改修の整備を進めてまいります。 

 文化財の件でございますが、上牧町の宝でもあります久渡古墳群は全ての発掘が終わって

おりませんので、その進捗状況とあわせながら付近住民の方々の声を聞き、生活に支障が出

ないように史跡公園計画と整備、広報に努めてまいります。また、片岡城址につきましても、

どのような保存と活用があるのかも広く声を聞きながら研究してまいりたいと考えておりま

す。 

 安全で災害に強い都市基盤の整備につきましては、道路や橋梁などの予防安全的な維持管

理を行うことにより、地域道路網の安全性と信頼性を確保してまいります。老朽化が進む下

水道管につきましては、耐震化や長寿命化を進め実施してまいりたいと考えております。 

 以上、本年度の重点施策について申し上げました。 

 続きまして、本年度の予算について申し上げます。 

 平成28年度の予算規模は、一般会計では71億4,206万8,000円、特別会計は59億3,942万円、

水道事業会計は４億9,428万1,000円、全会計の総額は135億7,576万9,000円でございます。本

町の財政につきましては、景気の回復基調などを背景とした町税収入等の要因はあるものの、

高齢化の進行や社会保障施策の充実などに伴う扶助費を中心とした義務的経費の増大が予想

され、依然として厳しい財政運営が見込まれます。こうした状況を踏まえ、平成28年度予算

編成に当たりましては、あらゆる事務事業を精査しながら、町民生活の向上や町のさらなる

発展に向けて予算編成を行ったものでございます。大きく変動する社会経済情勢の中、私た

ちが将来にわたって豊かで幸せな暮らしを実現していくためには、先人たちが大切に築き上

げ継承してまいりました人と人とのきずなの力を遺憾なく発揮し、さまざまな困難にも臆す

ることなく、新しい時代を切り開いていくことが必要であります。ともに開く新しい未来が

全ての町民の皆様の笑顔があふれるうるおいのある町につながることを信じ、これからも全

力を傾け町政運営に邁進してまいります。 

 以上、町政運営に対する私の基本的な考え方を申し上げました。町民の皆様、議員の皆様

の町政に対するご理解と一層のご支援を賜りますよう、お願いを申し上げます。 

 本定例会は、このほか、専決処分、条例改正等をはじめ、平成27年度各会計補正予算案、

平成28年度各会計当初予算案など53議案を提出いたしております。それぞれの案件につきま
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しては、上程の都度ご説明を申し上げます。何とぞ慎重にご審議いただき、可決、同意賜り

ますよう、議員各位のご理解とご協力をお願い申し上げ、所信表明並びに招集のご挨拶とさ

せていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議会運営委員会の報告 

〇議長（吉中隆昭） 挨拶が終わりましたので、過日開催されました議会運営委員会の報告を

求めます。 

 東議会運営委員長。 

          （議会運営委員長 東 充洋 登壇） 

〇議会運営委員長（東 充洋） おはようございます。３月２日に開会されました議会運営委

員会の報告を行います。 

 議会運営委員会は全委員出席で行われました。審議に入る前に康村昌史委員から、２月17

日に開会されたごみ処理問題特別委員会に無断欠席したことについて、今後二度と同じ過ち

は犯さないと謝罪する発言がありました。 

 本日３月４日招集の第１回上牧町議会定例会の議会運営について、以下の内容を審議いた

しました。 

 初めに、平成28年度予算案が提出されているため、予算特別委員会を設置するものとして、

各委員会への議案の振り分けを審議いたしました結果、本日の本会議において、報第１号 専

決処分報告について、議員提出議案第１号 上牧町議会議員の議員報酬等に関する条例の一

部を改正する条例についての２議案を審議することと決しました。 

 総務建設委員会に、議第１号 上牧町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条

例について、議第２号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改

正する条例について、議第３号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

について、議第４号 地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律の施行に

伴う関係条例の整理について、議第６号 上牧町行政不服審査会条例の制定について、議第

７号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整理について、議第８号 上牧町行政不服審

査法の規定による提出資料等の写し等の交付に係る手数料に関する条例の制定について、議

第９号 上牧町債権管理条例の制定について、議第10号 上牧町消防団員等公務災害補償条
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例の一部を改正する条例について、議第11号 上牧町営住宅条例の一部を改正する条例につ

いて、議第18号から議第38号までの公の施設の指定管理者の指定についての21議案を一括審

議する、議第39号 上牧町道路線の認定について、議第40号 平成27年度上牧町一般会計補

正予算（第４回）について、議第52号 上牧町防災行政無線デジタル化整備事業に伴う請負

変更契約の締結について、議第53号 ごみ中継施設建設工事の請負契約の締結について、以

上35議案を付託することに決しました。 

文教厚生委員会に、議第５号 学校教育法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例

の整理について、議第12号 上牧町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例について、議第13号 上牧町指定地域密着型

介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係

る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例に

ついて、議第14号 上牧町立幼稚園保育料徴収条例の一部を改正する条例について、議第15

号 上牧町社会教育委員に関する条例の一部を改正する条例について、議第16号 上牧町公

民館設置条例の一部を改正する条例について、議第17号 上牧町民体育館設置条例の一部を

改正する条例について、議第41号 平成27年度上牧町国民健康保険特別会計補正予算（第３

回）について、議第42号 平成27年度上牧町介護保険特別会計補正予算（第４回）について、

議第43号 平成27年度上牧町下水道事業特別会計補正予算（第３回）について、議第44号 平

成27年度上牧町水道事業会計補正予算（第３回）について、意見書案第１号 若者も高齢者

も安心できる年金制度の実現を求める意見書（案）、意見書案第２号 児童虐待防止対策の抜

本強化を求める意見書（案）、以上13議案を付託することに決しました。 

予算特別委員会に、議第45号 平成28年度上牧町一般会計予算について、議第46号 平成

28年度上牧町国民健康保険特別会計予算について、議第47号 平成28年度上牧町後期高齢者

医療特別会計予算について、議第48号 平成28年度上牧町介護保険特別会計予算について、

議第49号 平成28年度上牧町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算について、議第50号 平

成28年度上牧町下水道事業特別会計予算について、議第51号 平成28年度上牧町水道事業会

計予算について、以上７議案を付託することに決しました。 

 次に、会期日程について審議いたしました結果、本会議を３月４日午前10時、３月18日を

午後１時開会とし、文教厚生委員会を３月７日午前10時開会、総務建設委員会を３月８日午

前10時開会、３月９日から３月11日の３日間、午前10時から予算特別委員会を開会すること

に決しました。一般質問は初日、３月14日午前９時から開会し、質問者は遠山、堀内、牧浦、
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辻、石丸、服部議員の６名が行い、２日目は３月17日午前９時から開会し、康村、富木、長

岡、竹之内、東議員の５名が行うことに決しました。また、一般質問の持ち時間は理事者側

の答弁を含め１人１時間以内とすることに決しました。 

 平成28年度第１回定例議会の会期は、３月４日から３月18日までの15日間と決しました。 

 以上、議会運営委員会の報告といたします。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議事日程の報告 

〇議長（吉中隆昭） 報告が終わりましたので、これより委員長の報告どおり議事を進めてま

いりたいと思います。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

                     ◇                    

 

    ◎会議録署名議員の指名について 

〇議長（吉中隆昭） 日程第１、会議録署名議員の指名について。 

 会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第118条の規定により、１番、長岡議員、11番、東

議員を指名いたします。 

 

                     ◇                    

 

    ◎会期の決定について 

〇議長（吉中隆昭） 日程第２、会期の決定について、これを議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から３月18日までの15日間にしたいと思います。ご異議ございま

せんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 
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 したがって、本定例会の会期は、本日から３月18日までの15日間と決定いたしました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎報第１号の上程、説明、質疑 

〇議長（吉中隆昭） 日程第３、報第１号 専決処分報告について、これを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 報第１号 専決処分報告について。 

 地方自治法第180条第１項の規定により、議会において指定されている下記事項について、

別紙のとおり専決処分をしたので同条第２項の規定により報告する。 

 記。 

 町管理道路（緑ケ丘１丁目７番付近）の道路事故について。 

 平成28年３月４日報告 上牧町長 今中富夫。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、報告内容の説明を求めます。 

 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 報第１号 専決処分報告について、内容説明をさせていただき

ます。 

 報第１号 専決処分の内容につきましては、事故発生による賠償の示談でございます。 

 事故発生日につきましては、平成27年７月18日土曜日午後２時でございます。 

 事故発生場所につきましては、上牧町緑ケ丘１丁目７番地先、町管理道路に隣接するハイ

ツ駐車場の一角でございます。 

 事故発生の原因につきましては、ハイツ駐車場の一角に隣接する町管理の道路側溝の破損

による雨水排水の流水によりまして、ハイツ駐車場一角の地盤が侵食されたことによる歩行

中の陥没による転落時のけがでございます。 

 示談内容につきましては、この示談が平成28年２月５日に成立いたしまして、被害者の事

故発生から２週間の間にけが治療をされた治療費３万4,120円を支払うものでございます。 

 以上でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

 富木議員。 
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〇６番（富木つや子） 今のは事故場所は緑ケ丘ということなんですけれども、示談交渉とい

うことで対応されておりますけれども、道路の一角の破損によりけがをされたということで

ちょっと判断しているんですけれども、その後のその部分の工事、また、その手当てという

のはどのようにされたのか、お願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） そこの部分につきましては、先ほども説明させていただきまし

たように、町管理の側溝がございまして、その側溝の破損により水が流れたことによりそこ

の駐車場一角の部分が歩行時に陥落したということでございますので、それ以降につきまし

ては、町の方からそこの部分の補修、それから、側溝の部分の補修もさせていただいたよう

な現状でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 富木議員。 

〇６番（富木つや子） わかりました。 

〇議長（吉中隆昭） ほかにございませんか。 

堀内議員。 

〇９番（堀内英樹） ９番、堀内です。 

 今回の事故ですが、道路側溝とハイツの駐車場の取り合いというか、その部分の排水が悪

くて、一部それに伴う土地の不具合から賠償責任が生じたと、こういうお話なんですが、こ

の道路側溝を含めて町の道路というのは随分範囲も広いし、それから、相当延長距離もござ

いますね。こういった道路管理上の責任が問われるような点検というのはどのようになさっ

ているのか。それから今後、こういう非常に延長も長く、相当多岐にわたる町道の管理とい

うものをどのように進めようと考えているのか。限られた担当職員の陣容で、ある意味では

大変だろうと思うんです。そこのところ、基本的な考え方を、ぜひ述べていただきたい。お

願いします。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 今、堀内議員のご質問、まさにこの町管理しているところにつ

きましては延長も相当あるというところで、これを見つけていくのは非常に難しいというふ

うには感じておりますが、ただ、こういう事象がたびたび起こるという部分につきましては

あってはならないことで、最小限に防ぐというのが私どもの職務であると考えます。その中

で、やはり定期的に点検をして事前に防いでいくという手法、それから、やはり延長も大き

くなってきますので、町職員のパトロールだけでは賄い切れない部分もございます。そうい
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う面からおきまして、やはり今後は予算的措置を講じまして、全町一斉にというのは大変難

しいというところはあると思いますが、定期的に地区地区を調査いたしまして、今後未然に

こういうふうな部分は防いでいけたらなというふうには感じております。 

〇議長（吉中隆昭） 堀内議員。 

〇９番（堀内英樹） こういう賠償を伴う事故というのは、以前にも、死亡事故も含めて、ま

た、道路管理から来る物損事故というのは結構あるわけですね。ですから、その辺は今担当

部長からも説明ございましたように、相当多岐にわたります。わたりますが、しかし、した

がって、本当に隅から隅まで毎日これを点検するのを仕事にするわけにもいかない、そうい

う点はわかります。ただし、こういった大きな賠償を伴う、また、ときには死亡事故を伴う

ようなことも十分考えられるので、もう一度、点検の体制というものを、やっぱり大事な仕

事の一部としてきちっと整理して取り組まれるように指摘しますが、いかがですか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 今ご指摘があった部分につきましては真摯に受けとめ、今後検

討していきたいと思います。 

〇９番（堀内英樹） 以上です。 

〇議長（吉中隆昭） ほかにございませんか。 

東議員。 

〇１１番（東 充洋） 今、口頭で説明をされたんですけれども、どのような状況なのかとい

うのはなかなか把握しにくい、陥没したんだというだけでは。これ、写真等はきちっと撮ら

れておるんですか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） そこの部分については、写真等は撮っております。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） 今後やはりこのような事故が起こらないように、きちっとどういう状

況であったのか、その写真を我々にも見せていただくというふうにしていただきたいと思う

んですけども、よろしいですか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） また提示させていただきたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） それで、今議員の方からも指摘があったんですけれども、担当課の方
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では、道路管理だとかそういうところで、パトロールをしている、パトロールをしていると

いうのはよく私たちは拝聴するわけなんですけれども、どのような期間で、どのようなとこ

ろをどのように回っているのかという、１つは、パトロールのチェック項目とかというのを

定めて、日々パトロールしてきた状況で、そのチェック項目に照らして、今回のパトロール

には異常がなかったとか、この辺に改修、補修の必要がありだとか、そういうような点検の

仕方をされているのか、それとも、通り一遍道路をずっと車で走ってみて、ちょっとおかし

いかなというようなところだけをチェックアップしているというふうにしているのか、その

辺はどういう状況なんでしょう。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 今のパトロール状況につきましては、今、東議員おっしゃって

います日報的なものは、今作成していないような状況で、ただ検視といいますか、見た目の

中で修理が必要かどうかという部分の判断というところの点検でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） やはりそれをやろうとすれば、担当課の人員が少ないために、そこま

でチェックすることができないという状況なのか、それとも、人員はかなりゆとりはあるけ

れども、今までそういうチェックの仕方をしてこなかったということになるのか、どっちな

んですか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 今、その点検だけに毎日費やすという部分につきましては、人

員的には若干不足があるというふうには思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） 上牧町内の道路、及び、いろんな状況があろうかと思うんですけれど

も、やはりこのような状況は日々変わるわけですよね。今まで、きのうまで穴ぼこあいてい

なかったけれども、きょうちょっと大きな車が通ったために穴ぼこになってしまった、なん

ていうようなところだって出てくるわけですよね、日々。ですから、そういうチェック体制

というんでしょうか、そういうものはやはり今後少しは強化する必要があるんではないかと

いう点と、それからもう１つは、やはり何と何を点検するんだということぐらいの項目はき

ちっと決めておいて、日々チェックをして、そして、整備、どうであったのかということは、

これはやはり最低限皆さんのお仕事だというふうに私は解していますので、その辺、人員が

少なければ人員を充てられるような方法を、ぜひとっていただきたいというふうに思うんで
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すけども、副町長、いかがですか。 

〇議長（吉中隆昭） 副町長。 

〇副町長（田中一夫） 今おっしゃっているのは当然のことと思っております。ただ、人材的

な、限られた人材、限られた財源、その中で効率よく円滑に行うのが使命と思っております

ので、今おっしゃる件につきましては十分検討しますし、あと、やはり意識が問題なのかな

と思っております。やはり、その辺の知識、経験に頼らず、意識改革をもって現場を見ると

いうのは大事かなと思っておりますので、今後も十分検討しながら行いたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） わかりました。ですから、部長ね、このチェック項目を課の方々と今

回の事象もあわせて、含めて、何と何を最低限チェックしようというチェック項目を決めて

いただいて、日々住民の安全を、冒頭、町長は、住民の安心、安全を高らかと言われたわけ

ですから、やはりこのような状況が今後起こらないように、難しいところがあると思うんで

すけれども、ぜひそういう安心を住民に与えていただけるような、そのようなチェックを、

パトロールを努めていただきたい、強くお願いを申し上げたいというふうに思いますので、

その点よろしくお願いしたいが、いかがですか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 今、ご指摘がありましたチェック項目につきましては、担当の

方で整備し、今後チェックをする上においてそこの部分の作成をし、どういう状況なのかと

いうのを課全体等で把握できるような体制は整えたいというふうに思っております。 

〇１１番（東 充洋） よろしくお願いします。以上です。 

〇議長（吉中隆昭） ほかにございませんか。 

 康村議員。 

〇７番（康村昌史） ７番 康村昌史です。 

 今までの質問は、管理ということが重点に置かれております。管理で、人間ですから、見

落とすこともあります。しかし、片岡台２丁目には、ある１カ所、側溝が西大和開発から移

行を受けた時点ではわからなかったと思うんですけれども、大雨が降ったときにどうしても

冠水する箇所があります。それはもう以前から、自治会からも早く修繕してほしいという要

望は出しているはずです。しかしながら、費用等の問題でずっと延び延びになっております

が、最近はゲリラ豪雨等、非常に雨が一気に降ります。そのときに何カ所かの家が冠水しま

す。その責任は町がとるということで理解してよろしいんでしょうか。どうなんですか。 
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〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 今、道路部分に関しての示談ということでの説明はさせていた

だいております。今、ご提議ありました康村議員のおっしゃっている部分につきましては、

まだ、そういうふうな事象が起きたというところでの原因云々というのは、今、机上の話の

中での部分なので、即座に今それがどうなのかという判断は、私どもとしてはできないとい

うところで、そこのところを未然に防ぐという部分では、先ほどもおっしゃっておられます

パトロール強化というところで対応していきたいなと思います。 

 それと、今おっしゃていました部分では、事前に今後そういうようなものを防いでいくと

いうところで点検はさせていただきたいなというふうには思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 康村議員。 

〇７番（康村昌史） 部長、私の言っているのは、自治会からこの部分は大雨が降ると冠水す

るので、早く直してほしいと指摘しています。それを町が何もしないで、もし大雨、ゲリラ

のような雨が降って冠水して、家が床下浸水あるいは床上になったときは、そのときの責任

はどうなるのかと聞いているんです。これはあくまでも、大災害、災害による冠水ですので、

保険とか出ないかもしれないんですけれども、これは自治会が以前から、ここはだめですよ

と、早く直してしてくださいと指摘しているいるにもかかわらず直さない。ということは、

これは人為的ミスじゃないのかという質問を私はしているわけです。その場合、冠水したと

きは、この責任は、今回の賠償しているのと同じように上牧町が払うような問題になるんじ

ゃないのかと、そこの質問をしております。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） ただいま康村議員からのご質問でございますが、本議案につきまし

ては、事故の報告をさせていただいているというところでございます。今ご質問と申します

か、こういうふうな形で要望もしておるんだが、その辺はどうなっておるんだということで

ございますので、その部分につきましては担当部署に、どういうふうな形になっているかと

いうことを確認とりまして、おっしゃるように浸水等が発生する事象があるようでございま

したら、対処するようにという形で担当課の方に確認をとらせていただきます。 

〇議長（吉中隆昭） 康村議員。 

〇７番（康村昌史） わかりました。それじゃ、早急に調べていただいて、自治会から必ず要

望出ていますので、その点よろしくお願いいたします。 

 以上です。 
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〇議長（吉中隆昭） ほかにございませんか。 

 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） 私もこの件に関しまして、一般質問でもさせていただくんですが、それ

に関しまして、今の道路の陥没だけでなくて歩道の方も、目の不自由な方が歩く、桜ケ丘の

場合ですけど、こちらの方の点検もよくやっていただいて、メニューに加えていただきたき

たいですね。上牧町では、全盲の方、こう歩いてるとこあまり見かけない。 

          （「議案審議に戻ろうよ」と言う者あり） 

〇５番（辻 誠一） 一般質問の方でやらせていただきます。メニューに入れとってください。 

〇議長（吉中隆昭） ほかにございませんか。 

          （「ほかになし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） これで質疑を終わります。 

 よって、本案の報告は終了いたしました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第１号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第４、議第１号 上牧町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改

正する条例について、これを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第１号 上牧町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正

する条例について。 

 上牧町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例については、別紙のとおりで

ある。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 議第１号 上牧町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正す

る条例について、説明いたします。 

 上牧町職員の服務の宣誓に関する条例の別記様式、宣誓書に、上牧町まちづくり基本条例

を遵守することを宣誓事項として加えるものでございます。このことにより新規採用職員が、
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採用の辞令交付後において直ちに本町の最高規範たる同条例の遵守義務に関する動機づけを

行うことができ、有益なものであると考えています。 

 また、文中、「誠実かつ公正に」から「公正で、誠実かつ効果的に」への改正については、

上牧町まちづくり基本条例第14条第１項に規定する町職員の責務の条文からの引用により、

文言の整理を行ったものでございます。 

 附則。この条例は平成28年４月１日から施行する。 

 以上でございます。可決賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第２号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第５、議第２号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関す

る条例の一部を改正する条例について、これを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第２号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する

条例の一部を改正する条例について。 

 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例については、

別紙のとおりである。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 議第２号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条

例の一部を改正する条例について、説明いたします。 

 国における一般職の国家公務員の給与改定に伴い、特別職の職員の給与の額を改定する必

要が生じ、特別職の職員の給与に関する法律の一部の改正を受けての改正でございます。 

 第１条は、特別職の期末手当の支給割合を12月支給分で調整、100分の162.5を100分の167.5

とする改正をいたします。 

 第２条では、特別職の期末手当支給割合、６月分支給分を100分の147.5を100分の150に、
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12月支給分を100分の167.5を100分の165とする改正をいたします。 

 附則第１条で、この条例は公布の日から施行する。 

 本文の第１条の規定は、平成27年４月１日から適用し遡及いたします。本文の第２条の規

定は、平成28年４月１日から施行する。 

 また、附則第２条は、平成27年度支給された給与は今回改正された条例による給与の内払

いとみなすということでございます。 

 以上でございます。可決賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第３号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第６、議第３号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正

する条例について、これを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第３号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正す

る条例について。 

 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例については、別紙のとおりであ

る。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 議第３号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する

条例について、説明いたします。 

 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を人事院勧告による改正するものでございます。 

 第１条は27年４月１日から適用するもので、職員の勤勉手当支給割合を、12月支給分につ

いて100分の75から100分の85とし、再任用職員については、100分の35から100分の40となる

よう改めるものです。 

 なお、附則第19項の改正につきましては、平成30年３月31日までの間、職務の級が６級及
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び７級の職員で、満55歳以上の職員に対する勤務手当の減額に係る当該勤務手当の支給割合

の改正による所要の整理を図ったものでございます。 

 別表第１は、給料表の改正でございます。 

 第２条は、平成28年４月１日から施行するもので、職員の勤務手当支給割合を、６月支給

分については100分の75、12月支給分は100分の85を、どちらの月の支給分も100分の80とし、

再任用職員については、６月支給分については100分の35、12月支給分については100分の40

を、どちらの月の支給分も100分の37.5に改めるものです。 

 第３条は、地域手当に関する特例期日を平成30年３月31日から平成28年３月31日とする改

正です。 

 附則。この１条で、この条例は公布の日から施行する。本文の１条の規定は、平成27年４

月１日から適用とし、また、本文第２条の規定は、平成28年４月１日から施行する。 

 附則第２条は、平成27年度支給された給与は、今回改正された条例による給与の内払いと

みなす。 

 第３条は、規則への委任を定めております。 

 以上が改正内容でございます。可決いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第４号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第７、議第４号 地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改

正する法律の施行に伴う関係条例の整理について、これを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第４号 地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正

する法律の施行に伴う関係条例の整理について。 

 地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理

に関する条例については、別紙のとおりである。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 
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 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 議第４号 地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正す

る法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例について、説明いたします。 

 地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律の地方公務員法第24条第２項

を削り、第３項を２項とし、以下順次１項ずつ繰り上げ、６項を５項とする一部改正が平成

28年４月１日から施行されます。この地方公務員法第24条第６項をうたっている関係条例の

条文を、第24条第５項とする一部改正でございます。 

 第１条では、職員の勤務時間、休暇等に関する条例、第２条では、一般職の職員の給与に

関する条例、第３条では、職員の特殊勤務手当に関する条例、第４条では、職員の旅費に関

する条例等の関係条例の改正です。 

 附則。この条例は平成28年４月から施行する。 

 以上でございます。可決賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第５号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第８、議第５号 学校教育法等の一部を改正する法律の施行に伴う

関係条例の整理について、これを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第５号 学校教育法等の一部を改正する法律の施行に伴う関

係条例の整理について。 

 学校教育法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例については、

別紙のとおりである。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 議第５号 学校教育法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係

条例の整備に関する条例について、説明いたします。 
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 学校教育法等の一部を改正する法律により、小学校から中学校までの義務教育を一貫して

行う義務教育学校が新たな学校の種類として規定され、平成28年４月１日から施行されます。

その施行に伴う関係条例を一括して改正するものです。 

 第１条では、職員の勤務時間、休暇等に関する条例の第８条の２第２号中、小学校の次に、

「義務教育学校の前期過程または特別支援学校の小学部」を加える一部改正です。 

 第２条では、上牧町放課後児童健全育成事業の整備及び運営に関する基準を定める条例の

第11条第３項第４号中、中学校の次に「義務教育学校」を加える一部改正でございます。 

 附則。この条例は平成28年４月１日から施行する。 

 以上でございます。可決賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第６号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第９、議第６号 上牧町行政不服審査会条例の制定について、これ

を議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第６号 上牧町行政不服審査会条例の制定について。 

 上牧町行政不服審査会条例の制定については、別紙のとおりである。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 議第６号 上牧町行政不服審査会条例の制定について、説明いたし

ます。 

 上牧町行政不服審査会条例案につきましては、国民が簡易、迅速かつ公正な手続の下で広

く行政庁に対する不服申し立てをすることができるための制度を定めることを目的とされ、

平成26年６月13日に行政不服審査法が全面改正されました。その施行日を平成28年４月１日

とする政令が制定されたのを受けまして、改正された行政不服審査法では、第81条第１項で、

地方公共団体に執行機関の附属機関として法令の規定により、その権限に属された事務を処
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理するための機関を置く。また、同条第４項では、当該機関の組織及び運営に関し、必要な

事項は地方公共団体の条例により定めることと規定されております。このことから、本町に

おきましても、審査請求があった場合の諮問機関といたしまして、上牧町行政不服審査会を

設置するとともに、その組織及び運営に関し必要な事項を定めるため、この条例を制定する

ものでございます。 

 制定する条例の内容でございますが、第１条ではこの条例の趣旨を、第２条では名称を、

第３条では所管する事務を、第４条では組織の構成委員数をそれぞれ規定しております。第

５条ではこの審査会の委員について、選任要件、また、任期、解任要件などを規定し、第６

条では委員の守秘義務を、第７条では委員会に置く会長、副会長に関する規定を、第８条で

は委員会の会議の招集等について規定しております。第９条では必要がある場合、委員以外

のものに意見聴取を行うことができることを規定し、第10条では委員会の庶務規定を、第11

条では委員会への委任規定を、第12条では委員の守秘義務違反に関する罰則規定をしており

ます。 

 附則で、この条例の施行日を法の施行日にあわせ、平成28年４月１日からの施行としてお

ります。 

 以上が今回提案させていただいております条例案の内容でございます。議決賜りますよう、

よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第７号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第10、議第７号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整理につ

いて、これを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第７号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整理につい

て。 

 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整理に関する条例については、別紙のとおりであ

る。 
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 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 議第７号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整理について、

説明いたします。 

 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整理に関する条例案につきましては、平成26年６

月13日に行政不服審査法が全面改正され、その施行日を平成28年４月１日とする政令が制定

されました。このことを受けまして、法改正に関する条例の整理を行う必要があることから、

関係条例、関係６条例の一部を改正するものでございます。 

 各条例で共通いたします条例整理につきましては、「不服申し立て」「異議申し立て」など

の条文を「審査請求」に改め、「旧法適用」を「新法適用」に改めております。また、関係す

る条文の追加、また、条文削除等も行っております。 

 それでは、各条例の改正内容についてご説明申し上げます。 

 第１条では、上牧町情報公開条例の一部改正といたしまして、第15条の２で、審理員によ

る審査手続に関する規定の適用除外規定を追加し、第16条では、「不服申し立てがあった場合

の手続」を「審査請求があった場合の手続」に改め、条文整理と条文の追加をあわせて行っ

ております。 

 第17条の上牧町情報公開審査会に関する規定では、第１項及び第７項で一部条文を改めて

おります。 

 次に、第２条の上牧町個人情報保護条例の一部改正といたしましては、第21条の２で、先

ほどと同様の審査員による審査手続に関する規定の適用除外規定を追加し、第22条では、「不

服審査申し立てがあった場合の手続」を「審査請求があった場合の手続」に改め、条文整理

と条文の追加を行っております。 

 第23条の上牧町個人情報保護審査会に関する規定では、第７項で一部条文を改めておりま

す。 

 次に、第３条の上牧町行政手続条例の一部改正といたしましては、第３条の適用除外に関

する規定で、第10号の一部条文を削除しております。 

 第19条の聴聞の主催に関する規定で、第２項第４号の一部条文を削除しております。 

 次に、第４条、上牧町固定資産評価審査委員会条例の一部改正といたしましては、第４条

の審査の申し出に関する規定で、条文の追加、及び「旧法適用条文」を「新法適用条文」に
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改め、第６条の書面審理に関する規定では、第２項でただし書きを削除、また、２項の条文

を追加しております。 

 第11条の決定書の作成に関する規定では、決定書に記載する事項の条文を追加しておりま

す。 

 次に、第５条、一般職の職員の給与に関する条例の一部改正といたしましては、第15条の

３の期末手当に関する規定で、第４項の「旧法適用条文」を「新法適用条文」に改めており

ます。 

 次に、第６条の上牧町消防団員等公務災害補償条例の一部改正といたしましては、第26条

見出しの「異議申し立て」を「審査請求」に改め、条文中の一部も同様に改めております。 

 附則で、この条例の施行日を不服審査法の施行日にあわせ、平成28年４月１日からの施行

としております。 

 以上が今回の条例案の主な内容でございます。議決賜りますよう、よろしくお願い申し上

げます。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第８号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第11、議第８号 上牧町行政不服審査法の規定による提出資料等の

写し等の交付に係る手数料に関する条例の制定について、これを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第８号 上牧町行政不服審査法の規定による提出資料等の写

し等の交付に係る手数料に関する条例の制定について。 

 上牧町行政不服審査法の規定による提出資料等の写し等の交付に係る手数料に関する条例

の制定については、別紙のとおりである。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 議第８号 上牧町行政不服審査法の規定による提出資料等の写し等
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の交付に係る手数料に関する条例の制定について、ご説明申し上げます。 

 上牧町行政不服審査法の規定による提出資料等の写し等の交付に係る手数料に関する条例

案につきましては、現在、手数料の徴収等は地方自治法第227条の規定に基づきまして、上牧

町手数料条例で運用しておりますが、改正された行政不服審査法では、第38条第１項で、提

出書類等の交付を、また、第81条第３項において準用する第78条第１項では、提出資料の交

付をそれぞれ求めることができると規定されております。このことから、今般の行政不服審

査法改正に伴います関係条例等の整備を行う上におきまして、手数料に関する事項を規定す

る必要があることから、行政不服審査法の規定による提出資料等の写し等の交付に係る手数

料に関し、特別の定めとしてこの条例を制定するものでございます。 

 制定する条例の内容といたしましては、第１条でこの条例の趣旨を、第２条では提出書類

等の写し等の交付に係る手数料について、第３条では提出資料の写し等の交付に係る手数料

についてそれぞれ規定しております。また、第２条、第３条の中で規定しております交付の

方法及び手数料の額につきましては、末尾の別表で整理し、規定をしております。第４条は

手数料の減免に関する規定。第１項、第２項及び第３項で、審理者が手数料を減免すること

ができる要件及び金額を、行政不服審査法施行令第13条各項を参酌して規定し、第４項及び

第５項では、減免権者の読みかえ規定を規定しております。 

 附則では、この条例の施行日を法施行日にあわせ、平成28年４月１日からの施行としてお

ります。 

 以上が今回提案させていただいております条例案の内容でございます。議決賜りますよう、

よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のために保留

し、次に進みます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第９号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第12、議第９号 上牧町債権管理条例の制定について、これを議題

といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第９号 上牧町債権管理条例の制定について。 
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 上牧町債権管理条例の制定については、別紙のとおりである。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 議第９号 上牧町債権管理条例の制定について、ご説明申し上げま

す。 

 今回提案させていただきます上牧町債権管理条例案につきましては、これまで担当部署ご

とに行っていた債権管理を地方税法の規定に基づく徴収金に係る債権を除き、全ての債権管

理について、公法上の債権と私法上の債権に整理して区分を明確にし、債権区分に応じた管

理手法を体系化して債権管理の適正化を図り、回収率の向上と事務処理の効率化を図ること

を目的として制定するものでございます。 

 整理手法といたしましては、町の債権を法令等の規定により強制徴収公債権、非強制徴収

公債権、私債権に区分し、それぞれ徴収に係る債権管理について規定しております。また、

滞納処分や強制施行等を行った後の債権につきましても、時効を迎えてから既に何年も経過

している債権や債権者が死亡されていたり、行方不明になっている債権など回収不納債権を

継続的に管理することは業務の非効率化を招くことから、この条例案では、債権放棄に関す

る規定も明記しております。 

 それでは、条例案の内容についてご説明いたします。 

 まず第１条は、この条例の趣旨として、法令等の規定を補い債権管理に共通して必要とな

る事項を定めております。第２条では、この条例で用いる用語の提議を、第３条では、他の

条例との関係を、第４条では、町長の責務としてこの債権管理に当たって法令等の定めに従

い、適正に管理しなければならないことを規定しております。第５条では、この条例の適正

管理のため台帳整備を義務づけております。第６条では、督促について。町の債権について

履行期限までに履行しないものがあるときは、法令等の規定により期限を決めて督促する旨

を規定しております。 

 第７条では、強制徴収公債権について。督促を受けた者が指定した期限までに履行しない

ときは、地方税法等の個別法及び条例等の定めに従い、滞納処分、その他の必要な措置を講

ずることを規定しております。また、第２項では、当該債権について、法令等に定めがある

事項に該当する場合の徴収の換価の流用、または滞納処分の停止を行うことなどを規定して

おります。 



 

 －29－ 

 第８条では、非強制徴収公債権及び私債権について規定しており、督促を受けたものが相

当の期間経過しても履行しないとき、地方自治法施行令の定めに従い、強制執行、その他の

必要な措置を講ずることを規定し、ただし書きで、特別の事情がある場合の適用除外も規定

しております。また、第２項では、地方自治法施行令の定めに従い、徴収停止、執行期限の

延長、また、債務の減免を行うことなどを規定しております。 

 第９条では、回収不納と考えられる債権を継続管理することによって業務の非効率化を招

いていることから、債権を放棄できる場合の条件を規定しております。第１号では、消滅時

効期間が満了した場合の私債権について、第２号では、債権者が生活保護受給者等で資力の

回復が困難となる場合などについて、第３号では、債権者が死亡し、その債権について限定

承認があった場合について、第４号では、債権者が破産などによる場合について、第５号で

は、債権者が失踪、行方不明などになった場合について、第６号では、徴収停止の措置をと

った場合について規定しております。また、第２項では、この債権放棄をした場合に、議会

に対しての報告義務を規定しております。第10条では、この条例の施行に関しての必要な事

項の定めについて、町長に委任することを規定しております。 

 附則。この条例は公布の日から施行すると規定しております。 

 以上が今回提案させていただいております条例案の内容でございます。議決賜りますよう、

よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 ここで、11時30分まで暫時休憩します。 

 

    休憩 午前１１時２１分 

 

    再開 午前１１時３０分 

 

〇議長（吉中隆昭） 再開いたします。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第１０号の上程、説明 
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〇議長（吉中隆昭） 日程第13、議第10号 上牧町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正

する条例について、これを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第10号 上牧町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正す

る条例について。 

 上牧町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例については、別紙のとおりであ

る。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 議第10号 上牧町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条

例について、ご説明いたします。 

 上牧町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例案につきましては、非常勤消防

団員等の公務上の災害に対する損害補償に関し、同一の事由により他の法律による年金たる

給付が支給される場合における障害補償年金及び休業補償の額に乗じる調整率の改正に伴う

ため、非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める条例の一部改正が平成28年４月１日

に施行されます。このことを受け、上牧町消防団員等公務災害補償条例につきましても、所

要の改正を行う必要があることから、条例の一部改正を行うものでございます。 

 今回の政令の改正に伴う具体的な条例の改正内容といたしましては、附則第５条第２項の

表１の項右欄中、調整率0.86を0.88に、同表２の項右欄中の調整率0.91を0.92に、また、括

弧書き内の「第１級又は第２級に適用する傷病等級調整率0.90」を「第１級に適用する障害

等級調整率0.19」に改め、同条第５項の表中、調整率0.86を0.88に改めるものでございます。 

 附則では、この条例の施行日を政令の施行日に合わせ、平成28年４月１日からの施行とし、

条例改正に係る適用経過措置も規定しております。 

 以上が今回の条例改正の内容でございます。議決賜りますよう、よろしくお願い申し上げ

ます。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 

                     ◇                    
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    ◎議第１１号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第14、議第11号 上牧町営住宅条例の一部を改正する条例について、

これを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第11号 上牧町営住宅条例の一部を改正する条例について。 

 上牧町営住宅条例の一部を改正する条例については、別紙のとおりである。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 議第11号 上牧町営住宅条例の一部を改正する条例について、

説明いたします。 

 今回の改正につきましては、老朽化のため除却いたしました町営住宅２戸を、町営住宅の

設置数から差し引き、現状の設置数44に改正するものでございます。 

 議決いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第１２号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第15、議第12号 上牧町指定地域密着型サービスの事業の人員、設

備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について、これを議題といたし

ます。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第12号 上牧町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備

及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について。 

 上牧町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例については、別紙のとおりである。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 



 

 －32－ 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 議第12号 上牧町指定地域密着型サービスの事業の人員、設

備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について、説明いたします。 

 今回の条例は、介護保険法及び関係省令の一部改正の公布により、小規模な通所介護事業

が新たに創設されます。地域密着型通所介護事業となり、平成28年４月１日から所在地市町

村の管理に移行されることに伴い、条例の一部を改正するものでございます。 

 主な改正点といたしましては、要介護状態となった場合におきましても、可能な限り居宅

において自立した日常生活を営むことができるよう、生活機能の維持向上を目指し、日常生

活の世話及び機能訓練を行うことにより、利用者の心身機能の維持、また、その家族の負担

軽減を図ることを基本方針といたします。地域密着型通所介護を新たに、第３章の２として

追加するものでございます。第１節から第４節におきまして基本方針、人員、設備、運営に

関する基準を、第５節、指定療養通所介護の事業の基本方針並びに人員、設備及び運営に関

する基準を、第１款から第４款まで定めるものでございます。 

 また、関係法令の一部改正に伴い、準用規定を改めるものでございます。 

 附則。この条例の施行期日を平成28年４月１日からとしております。経過措置といたしま

して、通所介護の事業を行うものが申し出を行うことにより、この条例の施行の日から、サ

テライト型指定小規模多機能型居宅介護事業を開始する場合は、平成30年３月31日までの間

は、宿泊室を設けないことができるものとしております。 

 以上でございます。議決いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第１３号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第16、議第13号 上牧町指定地域密着型介護予防サービスの事業の

人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的

な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について、これを議題といた

します。 
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 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第13号 上牧町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人

員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な

支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について。 

 上牧町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着

型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例については、別紙のとおりである。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 議第13号 上牧町指定地域密着型介護予防サービスの事業の

人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的

な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について、説明いたします。 

 今回の条例は、介護保険法及び関係省令の一部改正の公布により条例の一部を改正するも

のでございます。 

 主な改正点といたしましては、指定介護予防認知症対応型通所介護事業者につきまして、

地域との連携や運営の透明性を確保するため、運営推進会議の設置が義務づけられたこと、

また、指定介護予防認知症対応型通所介護を提供する場合は、当該建物に居住する利用者以

外の者に対しても通所介護の提供に努める旨の規定を、新たに第39条に３項を追加するもの

でございます。 

 また、関係法令の一部改正に伴い、準用規定を改めるものでございます。 

 附則。この条例の施行期日を、平成28年４月１日からとしております。経過措置といたし

まして、通所介護の事業を行う者が申し出を行うことにより、この条例の施行の日から、サ

テライト型指定小規模多機能型居宅介護事業を開始する場合は、平成30年３月31日までの間

は宿泊室を設けないことができるものとしております。 

 以上でございます。議決いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 

                     ◇                    
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    ◎議第１４号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第17、議第14号 上牧町立幼稚園保育料徴収条例の一部を改正する

条例について、これを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第14号 上牧町立幼稚園保育料徴収条例の一部を改正する条

例について。 

 上牧町立幼稚園保育料徴収条例の一部を改正する条例については、別紙のとおりである。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 議第14号 上牧町立幼稚園保育料徴収条例の一部を改正する条例に

ついて、説明いたします。 

 今回の条例の一部改正につきましては、子どもを産み育てやすい環境づくりを推進するた

め、多子世帯の保護者負担の軽減を図るものでございます。 

 改正内容につきましては、第３条で保育料を定めておりますが、第５階層の追加と同一世

帯において幼稚園年少から小学校３年生までの範囲で、当該園児が最年長の子どもから２人

目を半額にするものでございます。 

 附則。この条例は平成28年４月１日から施行する。 

 以上でございます。議決いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第１５号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第18、議第15号 上牧町社会教育委員に関する条例の一部を改正す

る条例について、これを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第15号 上牧町社会教育委員に関する条例の一部を改正する
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条例について。 

 上牧町社会教育委員に関する条例の一部を改正する条例については、別紙のとおりである。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 議第15号 上牧町社会教育委員に関する条例の一部を改正する条例

について、説明いたします。 

 今回の改正は、社会教育法が改正されたのに伴う条例改正です。 

 改正後の社会教育法第18条の規定により、社会教育委員の委嘱の基準について、文部科学

省で定める基準を参酌し条例で定めることと改正されたため、上牧町社会教育委員条例の一

部を改正するものです。 

 附則。この条例は平成28年４月１日から施行する。 

 以上でございます。議決いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第１６号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第19、議第16号 上牧町公民館設置条例の一部を改正する条例につ

いて、これを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第16号 上牧町公民館設置条例の一部を改正する条例につい

て。 

 上牧町公民館設置条例の一部を改正する条例については、別紙のとおりである。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 議第16号 上牧町公民館設置条例の一部を改正する条例について、

説明いたします。 
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 今回の条例の一部改正につきましては、下牧自治会から下牧文化会館を寄附していただい

たことにより、上牧町の公の施設として管理することとなり、住民の福祉を目的にした施設

として中央公民館分館に加えるものです。 

 附則。この条例は平成28年４月１日から施行する。 

 以上でございます。議決いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第１７号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第20、議第17号 上牧町民体育館設置条例の一部を改正する条例に

ついて、これを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第17号 上牧町民体育館設置条例の一部を改正する条例につ

いて。 

 上牧町民体育館設置条例の一部を改正する条例については、別紙のとおりである。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 議第17号 上牧町民体育館設置条例の一部を改正する条例について、

説明いたします。 

 今回の条例の一部改正につきましては、住民の利便性を図るため、使用できる時間を変更

するものです。第４条、別表中の使用できる時間を、午前９時から午後９時までの全ての時

間を使用できるように変更するものです。 

 附則。この条例は平成28年４月１日から施行する。 

 以上でございます。議決いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 
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                     ◇                    

 

    ◎議第１８号から議第３８号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第21、議第18号から日程第41、議第38号 公の施設の指定管理者の

指定について、以上の21件の議案については、会議規則第37条の規定により一括議題といた

します。 

 議案の朗読を省略し、一括して提案理由の説明を求めます。 

 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 議第18号から議第38号の公の施設の指定管理者の指定について、一

括説明いたします。 

 議第18号から議第36号の公の施設の指定管理者の指定につきましては、平成23年４月１日

より、各自治会及びシルバークラブに指定管理として施設の管理をお願いしておりますが、

指定管理が平成28年３月31日までとなっておりますので、今回、平成28年４月１日から平成

33年３月31日までの５年間の指定管理の指定を引き続きお願いするものでございます。 

 また、議第37号及び議第38号の公の施設の指定管理者の指定につきましては、新しく下牧

文化館を下牧自治会に、ゆりが丘消防コミュニティセンターをゆりが丘自治会にそれぞれ平

成28年４月１日から平成33年３月31日までの５年間、指定管理者として指定させていただき、

施設の管理をお願いするものでございます。 

 議決賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第３９号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第42、議第39号 上牧町道路線の認定について、これを議題といた

します。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第39号 上牧町道路線の認定について。 

 道路法第８条第２項の規定により、上牧町道路線を下記のとおり認定する。 
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 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

 ナンバー１、路線名、新町６号線。起点、上牧2804の３。終点、上牧2591の２。重要な経

過地、上牧2825の３。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 議第39号、新町６号線の認定については、起点を県道中筋出作

川合線沿いの介護施設こころ上牧東側とし、終点を新町１号線の設置地点までとして認定す

るものでございます。 

 議決いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第４０号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第43、議第40号 平成27年度上牧町一般会計補正予算（第４回）に

ついて、これを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第40号 平成27年度上牧町一般会計補正予算（第４回）につ

いて。 

 平成27年度上牧町一般会計補正予算（第４回）については、別紙のとおりである。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 議第40号 平成27年度上牧町一般会計補正予算（第４回）について、

説明いたします。 

 補正予算（第４回）につきましては、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億

2,179万6,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ89億8,902万5,000円とす

るものでございます。 

 第２条、繰越明許費では、翌年度に繰り越しして使用することができる経費として、６ペ
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ージ、第２表に防災行政無線デジタル化整備事業のほか７事業の事業名とその金額を明記し

ております。 

 第３条、地方債の補正では、追加変更として、７ページ第３表に、セキュリティー強化対

策整備事業債ほか２事業債の追加と、道路整備事業債ほか１事業債の限度額の減額変更を明

記しております。 

 今回の補正予算につきましては、地方創生加速化交付金事業2,300万円、年金生活者等支援

臨時給付金関係費用7,126万9,000円など、国の補正予算に対応した各事業と上牧久渡古墳群

土地購入費用２億6,000万円などを計上いたしております。そのほか、人件費の調整、各種事

業の執行残の減額、各特別会計への繰出金の調整などもこの補正で行っております。 

 それでは、補正予算に関する説明書の事項別明細で、主なものにつきましてご説明いたし

ます。 

 まず、歳入につきましては、説明書３ページ、地方交付税で、国から普通交付税の調整額

分の追加交付通知を受けましたので、通知額483万6,000円を増額計上。 

 ４ページに移りまして、国庫補助金の総務費、国庫補助金で、年金生活者等支援臨時給付

金給付事業補助金6,855万円、地方公共団体情報セキュリティー強化対策補助金685万円、地

方創生加速化交付金2,300万円をそれぞれ増額計上し、教育費、国庫補助金では、久渡古墳群

公有化事業補助金１億8,515万6,000円を増額計上しております。 

 ６ページに移りまして、県補助金の教育費県補助金では、久渡古墳群公有化事業補助金

1,386万1,000円と、史跡等整備活用補助金1,113万7,000円を増額計上。 

 ７ページに移りまして、寄附金では、一般寄附で１件、寄附によるまちづくり条例に基づ

く寄附で２件、それぞれ寄附をいただきましたので、増額計上しております。 

 ８ページに移りまして、町債では、総務債で、セキュリティー強化対策整備事業債680万円、

民生債で、上牧小学校学童整備事業債123万円をそれぞれ増額計上し、土木債では、道路整備

事業債1,320万円と橋梁整備事業債690万円をそれぞれ減額し、流域貯留浸透整備事業債240

万円を増額しております。 

 次に、歳出に移りまして、９ページ、総務管理費の企画費で、地方創生加速化事業として、

「すむ・奈良・ほっかつ」事業の委託料500万円と、10ページに移りますが、この事業の負担

金1,800万円を増額計上しております。同じく総務費の電子計算費では、地方公共団体情報セ

キュリティー強化対策整備の委託料2,108万円を増額計上し、年金生活者等支援臨時給付金給

付事業費では、臨時給付金6,855万円と事務経費を合わせまして、7,126万9,000円を増額計上
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いたしております。 

 12ページに移りまして、戸籍住民基本台帳費では、通知カード、個人カード関連事務の委

任に係る交付金390万5,000円を増額計上し、14ページに移りまして、児童福祉費の児童福祉

総務費で、年小園児数の増により、保育負担金1,179万1,000円を増額計上いたしております。 

 16ページに移りまして、清掃費の塵芥処理費で、可燃ごみ運搬処理料2,183万4,000円を減

額計上し、17ページ、農業費の地籍調査費、18ページの道路橋梁費の道路橋梁費、19ページ

の都市計画費の都市計画街路費、及び、19ページの住環境整備費につきましては、国の採択

事業費が大幅に減額されたことに伴いまして、各事業の関係経費を減額計上いたしておりま

す。 

 次に、23ページに移りまして、社会教育費の文化財保護費では、久渡古墳群の土地購入費

用２億6,000万円を増額計上し、24ページに移りまして、基金の財政調整基金に6,019万7,000

円を積み立て、積み立て後の基金残高は11億1,740万2,000円となっております。 

 25ページの特別会計繰出金につきましては、国民健康保険特別会計で433万円、下水道事業

特別会計で439万4,000円、介護保険特別会計で1,514万円それぞれ繰出金を減額計上しており

ます。 

 以上、今回の補正予算の主な概要を説明させていただきました。議決賜りますよう、よろ

しくお願い申し上げます。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 ここで暫時休憩とし、再開は午後１時より行います。 

 

    休憩 午後 ０時００分 

 

    再開 午後 １時００分 

 

〇議長（吉中隆昭） それでは再開いたします。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第４１号の上程、説明 
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〇議長（吉中隆昭） 日程第44、議第41号 平成27年度上牧町国民健康保険特別会計補正予算

（第３回）について、これを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第41号 平成27年度上牧町国民健康保険特別会計補正予算（第

３回）について。 

 平成27年度上牧町国民健康保険特別会計補正予算（第３回）については、別紙のとおりで

ある。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 議第41号 平成27年度上牧町国民健康保険特別会計補正予算

（第３回）について、説明いたします。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ362万4,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ33億1,021万1,000円とするものでございます。 

 それでは、内容について説明いたします。 

 説明書１ページ、歳入におきまして、款３国庫支出金で19万9,000円の減額。款４療養給付

費交付金で823万1,000円の減額。款６県支出金で19万9,000円の減額。次に、款７共同事業交

付金で4,916万3,000円を計上いたしております。これにつきましては、平成27年度の交付金

拠出金の額の確定によるものでございます。次に、款９繰入金で433万円を減額計上しており

ます。これにつきましては、育児休暇による人件費の減額によるものでございます。 

 ５ページ、歳出に入りますが、款１総務費で433万円の減額計上を行っています。これにつ

きましては、人件費の減額分でございます。次に、款２保険給付費で1,794万7,000円を計上

しております。これにつきましては、医療費、高額療養費の増加によるものでございます。

次に、款７共同事業拠出金で764万7,000円を計上しております。これにつきましては、拠出

金の確定に伴う増額分でございます。次に、款９諸支出金で1,494万円を計上いたしました。

これにつきましては、財政調整基金への積立金でございます。 

 以上でございます。ご審議の上、議決いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 
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                     ◇                    

 

    ◎議第４２号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第45、議第42号 平成27年度上牧町介護保険特別会計補正予算（第

４回）について、これを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第42号 平成27年度上牧町介護保険特別会計補正予算（第４

回）について。 

 平成27年度上牧町介護保険特別会計補正予算（第４回）については、別紙のとおりである。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 議第42号 平成27年度上牧町介護保険特別会計補正予算（第

４回）について、説明いたします。 

 第１条、保険事業勘定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億1,229万6,000円を

減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ15億3,139万9,000円とする。 

 第２項、介護サービス事業勘定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ36万円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ1,581万4,000円とするものでございます。 

 第２表、繰越明許費につきましては、介護保険制度システム改修事業として156万5,000円

を翌年度の繰り越し事業として明記させていただいております。 

 それでは、保険事業勘定の主な内容について説明いたします。 

 説明書３ページ、歳入につきまして、款１介護保険料、目１第１号被保険者保険料2,828

万4,000円を減額しております。これにつきましては、低所得者保険料の軽減分と給付費の減

額により調整するものでございます。 

 款３国庫支出金、項１国庫補助金、目１介護給付費負担金で2,005万1,000円の減額。項２

国庫補助金、目１調整交付金で209万4,000円の減額。４ページの款４支払基金交付金で3,135

万5,000円の減額。款５県支出金、項１県負担金、目１介護給付費負担金で1,634万3,000円を

減額しております。これにつきましては、保険給付費の減額によるものでございます。 

 続きまして、５ページ、款７繰入金、目１一般会計繰入金で1,514万円を減額しております。

これにつきましては、一般会計からの法定繰入分の減額が主なものとなっております。 
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 続きまして、歳出について説明いたします。 

 ７ページ、款２保険給付費、項１介護サービス等諸費で１億1,485万4,000円を減額してお

ります。これにつきましては、居宅介護サービス給付費の減によるものでございます。項２

介護予防サービス等諸費で、介護予防サービス給付費の増によります281万2,000円を計上し

ております。 

 ８ページ、款４基金積立金、介護給付費準備基金積立金に基金の利子であります７万5,000

円を計上いたしております。 

 続きまして、介護サービス事業勘定について説明いたします。 

 説明書11ページ、歳入の款１サービス収入で36万円を計上。 

 12ページ、歳出の款１サービス事業費で19万3,000円を計上しております。これにつきまし

ては、介護予防サービス計画費の増によるものでございます。 

 以上の介護予防サービス事業執行見込みによる増額分16万7,000円を、款２基金積立金介護

予防サービス事業費準備基金積立金へ積み立てるものでございます。 

 以上でございます。ご審議の上、議決いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第４３号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第46、議第43号 平成27年度上牧町下水道事業特別会計補正予算（第

３回）について、これを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第43号 平成27年度上牧町下水道事業特別会計補正予算（第

３回）について。 

 平成27年度上牧町下水道事業特別会計補正予算（第３回）については、別紙のとおりであ

る。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 水道部長。 



 

 －44－ 

〇水道部長（大東四郎） 議第43号 平成27年度上牧町下水道事業特別会計補正予算（第３回）

について、説明いたします。 

 既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ1,579万4,000円を減額し、歳入歳出の

総額を歳入歳出それぞれ６億9,355万3,000円とするものでございます。 

 内容につきましては、説明書３ページ、歳入の下水道使用料が、使用水量の減少によりま

して350万円の減額、公共下水道事業国庫補助金の内示額の減によりまして300万円の減額、

一般会計繰入金439万4,000円の減額、下水道事業債490万円の減額を計上いたしております。 

 次に、歳出は、説明書４ページの下水道総務費の人件費の減額、委託料の112万円の減額、

負担金補助及び交付金の流域下水道維持管理市町村建設負担金270万円の減額、歳出の公共下

水道事業費におきましても、人件費の調整、執行残によります委託料部分で、公共下水道長

寿命化計画100万円の減額、補償補てん及び賠償金の水道管移設補償33万7,000円の減額、流

域下水道事業につきましては、国庫補助事業の減額によります負担金補助及び交付金の大和

川上流流域下水道事業市町村建設負担金500万円の減額計上をいたしております。 

 以上でございます。ご審議の上、議決いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第４４号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第47、議第44号 平成27年度上牧町水道事業会計補正予算（第３回）

について、これを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第44号 平成27年度上牧町水道事業会計補正予算（第３回）

について。 

 議第44号 平成27年度上牧町水道事業会計補正予算（第３回）については、別紙のとおり

である。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 水道部長。 
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〇水道部長（大東四郎） 議第44号 平成27年度上牧町水道事業会計補正予算（第３回）につ

いて、説明いたします。 

 既決予算の収益的収入を900万円減額し、収益的収入の合計額を５億402万2,000円とするも

のです。また、収益的支出を148万円増額し、収益的支出の合計額を４億5,650万5,000円とす

るものです。補正内容は、水道使用料の減少に伴うものが主な要因でございます。 

 次に、既決の資本的収支ですが、資本的収入を623万8,000円増額し、資本的収入の合計額

を1,173万8,000円とするものです。補正内容は施設負担金及び給水分担金の増額でございま

す。また、資本的支出を1,245万円減額し、資本的支出の合計額を7,221万1,000円とするもの

です。補正内容は、建設費の配水管及び委託料の事業費減額でございます。 

 以上でございます。ご審議の上、議決賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第４５号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第48、議第45号 平成28年度上牧町一般会計予算について、これを

議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第45号 平成28年度上牧町一般会計予算について。 

 平成28年度上牧町一般会計予算については、別紙のとおりである。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 議第45号 平成28年度上牧町一般会計予算について、ご説明いたし

ます。 

 平成28年度の上牧町の一般会計予算につきましては、第１条で、歳入歳出予算の総額を、

歳入歳出それぞれ71億4,206万8,000円と定めております。前年度対比マイナス7.1％、金額で

は５億4,977万7,000円の減となっております。 

 第２条の債務負担行為につきましては、債務を負担する行為をすることができる事項、期



 

 －46－ 

間及び限度額を８ページ、第２表で明記しております。 

 第３条の地方債につきましては、起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、起債

の方法、利率及び償還の方法を、９ページ、第３表で明記しております。借入限度額の総額

といたしましては、３億9,291万2,000円と定めております。 

 第４条では、一時借入金の最高額を20億円と定め、第５条では、歳出予算の流用について

定めております。 

 次に、予算に関する説明書の事項別明細で主なものについて、ご説明いたします。 

 まず、歳入につきましては、町税では21億3,417万2,000円で、前年度対比プラス0.1％、金

額にして123万5,000円の増額となっております。 

 地方消費税交付金は３億3,194万7,000円で、前年度対比プラス12.9％、金額にして3,790

万円の増額となっております。 

 地方交付税は24億6,670万1,000円で、前年度対比マイナスの2.2％、金額にして5,637万円

の減額になると見込んでおります。 

 使用料及び手数料は１億9,646万9,000円で、前年度対比マイナスの1.5％、金額にいたしま

して307万円の減額となっております。 

 国庫支出金は７億6,643万7,000円で、前年度対比マイナスの1.8％、金額にいたしまして

1,396万1,000円の減となっております。 

 県支出金は４億5,859万6,000円で、前年度対比マイナス0.7％、金額にいたしまして315万

9,000円の減となっております。 

 繰入金は、基金繰入金として１億332万9,000円で、前年度対比マイナス4.8％、金額にして

526万1,000円の減となっております。 

 町債では３億9,291万2,000円で、前年度対比マイナスの58％、金額にして５億4,224万円の

減となっております。 

 次に、歳出につきましては、総務費関連では、総務管理費の一般管理費、委託料で新地方

公会計を導入するための支援委託料125万3,000円、財産管理費、委託料で公共施設等の総合

管理計画を作成するための委託料993万6,000円、文化センター費、工事請負費で、トイレの

バリアフリー改修工事費137万3,000円、諸費では省エネルギーの推進として自治会のＬＥＤ

防犯灯取りかえに対する補助金500万円を計上しております。 

 民生費関連では、社会福祉費、社会福祉総務費、乳幼児医療で中学３年生までの通院の医

療費補助を含め4,700万6,000円、児童福祉費、学童保育運営費で第二小学校学童保育所トイ
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レ改修工事145万8,000円、町立第一保育所で空調機設置工事345万6,000円を計上しておりま

す。 

 衛生費関連では、保健衛生費、母子衛生費で少子化対策の一環として、不妊、不育治療へ

の助成事業を盛り込み、その助成金120万円を計上し、衛生費、塵芥処理費では、ごみ中継基

地完成後に可燃ごみ焼却処分を民間委託とするため、その運搬処理費8,553万6,000円、また、

一般廃棄物の処理計画を策定する委託料といたしまして、536万8,000円を計上いたしており

ます。 

 農業商工費関連では、農業費、地籍調査費で、継続して実施いたします地籍調査の委託料

550万2,000円。 

 土木費関連では、道路橋梁費で、道路整備事業といたしまして、ＣＢＲ調査委託料920万円

と道路整備工事9,080万円、合わせて１億円を計上し、橋梁補修・耐震工事で長寿命化計画の

策定、補修設計などの委託料2,030万4,000円と補修・耐震工事費9,500万円、合わせて１億

1,530万4,000円を計上させていただいております。また、治水対策といたしまして、池の貯

留浸透事業として600万円も計上させていただいております。 

 都市計画費、都市計画街路費では、服部台明星線事業の委託料と工事費、合わせまして6,192

万1,000円を計上し、住環境整備費では、小規模住宅改良事業2,500万円、また、空き家対策

事業といたしまして、調査委託料1,000万円も計上させていただいております。 

 次に、教育費関連では、小学校管理費で給食室の防水・トイレ改修工事費など440万6,000

円。中学校費、中学校管理費では、上牧中学校渡り廊下の耐震診断委託料612万4,000円、上

牧第二中学校体育館屋根補修工事費3,039万6,000円を計上し、幼稚園費でも、給食室の改修

工事費221万6,000円を計上させていただいております。 

 次に、社会教育費、公民館費では、庁舎西館の耐震設計委託料677万円。青少年健全育成推

進事業費では、学校教育の充実、活性化と学力向上の学習支援強化といたしまして、学校支

援向上・学校地域パートナーシップ事業424万7,000円を計上し、文化財保護費では、久渡古

墳群の発掘調査に係る発掘作業委託料794万6,000円、土地購入費354万円などを計上させてい

ただいております。 

 社会体育費、体育施設費では、第二体育館耐震工事の設計委託料743万5,000円、第一体育

館のトイレ改修工事といたしまして594万円なども計上させていただいております。 

 以上が主な事業等の内容を説明させていただきました。議決賜りますよう、よろしくお願

いいたします。 
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〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第４６号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第49、議第46号 平成28年度上牧町国民健康保険特別会計予算につ

いて、これを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第46号 平成28年度上牧町国民健康保険特別会計予算につい

て。 

 平成28年度上牧町国民健康保険特別会計予算については、別紙のとおりである。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 議第46号 平成28年度上牧町国民健康保険特別会計予算につ

いて、説明いたします。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ31億8,086万円と定めました。対前年度

比4.5％の増、金額で申しますと１億3,688万5,000円の増額となりました。 

 それでは、歳入の内容について説明させていただきます。 

 説明書１ページ、款１国民健康保険税で５億1,880万1,000円、対前年度マイナス0.25％、

金額として132万1,000円の減額となりました。主な要因として、平成27年度からの国民健康

保険税の軽減の拡大によるものでございます。 

 次に、款３国庫支出金で６億233万4,000円、対前年度比7.8％、金額で4,357万2,000円の増

額でございます。これにつきましては、医療費等の増額によるものが影響しております。 

 款４療養給付費交付金で7,663万9,000円、対前年度マイナス20.3％、金額で1,949万8,000

円の減額となっております。これにつきましては、退職被保険者の被保険者数の減少に伴う

医療費の減少が影響しております。 

 次に、款５前期高齢者交付金で８億7,487万4,000円、対前年度比3.1％、金額で2,640万6,000

円の増額でございます。 
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 続きまして、款６県支出金で１億4,511万1,000円、対前年度比16.9％、金額で2,098万2,000

円の増額でございます。 

 款７共同事業交付金で６億1,590万6,000円、前年度比6.8％、金額で3,905万9,000円の増額

でございます。 

 次に、款９繰入金で１億9,478万2,000円、対前年度比でマイナス1.8％、金額で358万1,000

円の減額となっております。これにつきましては、他会計繰入金で人件費の減額が要因とな

っております。 

 次に、款10保険基盤安定繰入金で１億4,940万3,000円、対前年度比26.3％で、金額で3,109

万3,000円の増額となっております。これにつきましては、平成27年度に行われた制度改正に

よるものでございます。 

 次に、歳出でございますが、２ページ、款１総務費で4,526万8,000円、対前年度比マイナ

ス20.4％、金額にいたしまして1,157万円の減額となっております。これにつきましては、退

職手当組合負担金の減額が主な要因でございます。 

 次に、款２保険給付費で20億2,985万円、対前年度比6.9％、金額で１億3,190万4,000円の

増額となっております。これにつきましては、医療費、高額療養費の増加によるものでござ

います。 

 次に、款３後期高齢者支援金等で３億2,513万円、対前年度比マイナス2.6％、867万円の減

額となっております。 

 次に、款６介護納付金で１億2,882万6,000円、対前年度比6.4％、779万1,000円の増額とな

っております。 

 次に、款７共同事業拠出金で６億2,140万7,000円、対前年度比2.8％、金額で1,709万3,000

円の増額となっております。 

 款８保健事業費で2,700万8,000円、対前年度比1.2％、金額で31万1,000円の増額となって

おります。 

 以上が当初予算の主な内容でございます。ご審議の上、議決いただきますよう、よろしく

お願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 

                     ◇                    
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    ◎議第４７号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第50、議第47号 平成28年度上牧町後期高齢者医療特別会計予算に

ついて、これを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第47号 平成28年度上牧町後期高齢者医療特別会計予算につ

いて。 

 平成28年度上牧町後期高齢者医療特別会計予算については、別紙のとおりである。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 議第47号 平成28年度上牧町後期高齢者医療特別会計予算に

ついて、説明いたします。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２億9,791万2,000円と定めました。前

年度対比7.6％、金額で2,107万円の増額となっております。 

 それでは、内容について説明いたします。 

 説明書１ページ、款１後期高齢者医療保険料で２億2,390万5,000円、対前年度比7.6％、金

額で1,584万3,000円の増額となっております。これにつきましては、保険料率改正と被保険

者の増加によるものでございます。 

 次に、款３繰入金で6,717万7,000円を計上しております。内訳といたしましては、事務費

繰り入れで1,314万8,000円、保険基盤安定繰入金で5,402万9,000円となっております。 

 次に、款４諸収入で681万3,000円を計上いたしております。特定健診に係る費用を広域連

合より受けるものと、今年度より予定しております人間ドック費用助成に係る補助金分の増

額でございます。 

 次に、歳出でございますが、２ページ、款１総務費で249万1,000円を計上いたしておりま

す。 

 款２後期高齢者医療広域連合納付金で２億8,891万円、対前年度比7.4％、金額で1,978万

8,000円の増額となっております。内訳といたしましては、共通経費負担金で1,097万5,000

円、保険料で２億2,390万6,000円、基盤安定負担金で5,402万9,000円となっております。増

額の要因といたしましては、保険料で1,584万3,000円と、基盤安定負担金の413万2,000円の
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増額分でございます。 

 次に、款３保健事業費で651万1,000円を計上いたしております。これは、広域連合から委

託を受けた特定健診に係る費用と今年度より予定している人間ドック費用助成金が主なもの

でございます。 

 以上が当初の予算の主な内容でございます。ご審議の上、議決いただきますよう、よろし

くお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第４８号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第51、議第48号 平成28年度上牧町介護保険特別会計予算について、

これを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第48号 平成28年度上牧町介護保険特別会計予算について。 

 平成28年度上牧町介護保険特別会計予算については、別紙のとおりである。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 議第48号 平成28年度上牧町介護保険特別会計当初予算につ

いて、説明いたします。 

 第１条第１項保険事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ18億2,346万8,000

円と定めました。第２項介護サービス事業勘定でございますが、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ1,176万2,000円と定めました。平成28年度の予算につきましては、対前年度比

13.6％、金額にいたしまして２億1,899万6,000円の増となっております。 

 次に、予算の概要について説明いたします。 

 説明書３ページ、歳入につきましては、款１保険料で４億4,326万3,000円と定めました。

対前年度比12.9％、額にいたしまして5,061万1,000円の増となっております。 

 次に、３ページから４ページの款３国庫支出金で３億5,794万6,000円を、４ページ、款４
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支払基金交付金で４億9,195万5,000円を、款５県支出金で２億6,249万6,000円を計上いたし

ました。それぞれ歳出の保険給付費及び地域支援事業費をもとに計上いたしております。 

 次に、５ページ、款７繰入金で法定繰入分を含め２億6,677万8,000円を計上いたしました。 

 続きまして、７ページ、歳出でございますが、款１総務費で3,767万1,000円を、９ページ、

款２保険給付費で17億4,166万2,000円を計上いたしました。保険給付費は対前年度比14％、

額にいたしまして２億1,340万5,000円の増となっております。 

 11ページ、款３地域支援事業費で4,281万9,000円を計上いたしました。対前年度比13.5％、

額にいたしまして509万1,000円の増でございます。 

 次に、介護サービス事業勘定でございますが、17ページ、歳入、款１サービス収入958万6,000

円を、款２繰入金216万7,000円を計上いたしました。 

 18ページの歳出では、款１サービス事業費1,176万1,000円を計上いたしました。これは主

に介護予防プラン作成委託料と賃金でございます。 

 以上が当初予算の主な内容でございます。ご審議の上、議決いただきますよう、よろしく

お願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第４９号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第52、議第49号 平成28年度上牧町住宅新築資金等貸付事業特別会

計予算について、これを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第49号 平成28年度上牧町住宅新築資金等貸付事業特別会計

予算について。 

 平成28年度上牧町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算については、別紙のとおりである。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 議第49号 平成28年度上牧町住宅新築資金等貸付事業特別会計
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予算について、説明いたします。 

 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ351万1,000円と定めました。前年度予算と比較

して13万5,000円、率にして3.9％の減額予算となっております。減額の主な要因といたしま

して、貸付の元利償還金の減少によるものでございます。 

 次に、内容について説明いたします。 

 歳入の主なものといたしまして、説明書４ページ、款５諸収入、項１貸付金元利収入で281

万円を計上しております。 

 次に、歳出の主なものといたしまして、説明書の５ページ、款２公債費、項１公債費で長

期の元利償還金318万8,000円を計上しております。 

 以上が当初予算の主な内容でございます。議決いただきますよう、よろしくお願い申し上

げます。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第５０号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第53、議第50号 平成28年度上牧町下水道事業特別会計予算につい

て、これを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第50号 平成28年度上牧町下水道事業特別会計予算について。 

 平成28年度上牧町下水道事業特別会計予算については、別紙のとおりである。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 水道部長。 

〇水道部長（大東四郎） 議第50号 平成28年度上牧町下水道事業特別会計予算について、説

明いたします。 

 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６億2,190万7,000円と定めました。前年度と比

べまして0.88％の減でございます。 

 歳入につきましては、下水道使用料が前年度当初予算に比べまして1.7％減少、金額では477
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万9,000円減額の２億7,204万円でございます。 

 続いて、下水道事業費国庫補助金2,200万円、一般会計繰入金１億4,828万5,000円、町債１

億7,940万円等を計上いたしております。 

 歳出につきましては、下水道総務費で前年度比143万8,000円増額の１億7,770万円、公共下

水道事業費は、公共下水道事業の委託料減によりまして999万9,000円減額の7,314万2,000円

の計上をいたしております。流域下水道事業費では411万3,000円増額の1,554万2,000円、公

債費につきましては総額で前年度比3.74％減少の３億4,278万1,000円の計上となりました。 

 第２条、債務負担行為につきましては、４ページ、第２表のとおり、水洗便所改造者が金

融機関より借り入れる改造資金に対して債務の損失補てんを定めております。 

 第３条、地方債は、４ページ、３表のとおり、特別措置分も含めまして借入総額は１億7,940

万円となっております。 

 以上が当初予算の概要でございます。ご審議の上、議決いただきますよう、よろしくお願

いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第５１号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第54、議第51号 平成28年度上牧町水道事業会計予算について、こ

れを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第51号 平成28年度上牧町水道事業会計予算について。 

 平成28年度上牧町水道事業会計予算については、別紙のとおりである。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 水道部長。 

〇水道部長（大東四郎） 議第51号 平成28年度上牧町水道事業会計予算について、説明いた

します。 

 まず、業務の予定量は、平成27年度当初予算と比べまして、総給水戸数で38戸増の7,015



 

 －55－ 

戸、年間総配水量は５万6,140立方メートル減の196万8,392立方メートルと定めました。 

 次に、収益的収入は、前年度当初予算に比べまして1,874万1,000円減の４億9,428万1,000

円でございます。水道料金では1,468万7,000円の減額、給水分担金については378万円減額の

1,738万8,000円となっております。 

 収益的支出は、受水費等の減少に伴いまして200万円減額の４億5,200万円と定めました。 

 続きまして、資本的収支につきまして、資本的収入の予算は平成27年度と比べて250万円減

の300万円と定め、また、資本的支出は3,290万円減額の5,010万円と定めました。資本的支出

の減額につきましては、建設費の事業投資額の縮小が主な要因でございます。 

 続きまして、第６条の議会の議決を得なければ流用することができない職員給与費を7,835

万8,000円計上いたしております。 

 以上が当初予算の概要でございます。ご審議の上、議決いただきますよう、よろしくお願

いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第５２号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第55、議第52号 上牧町防災行政無線デジタル化整備事業に伴う請

負変更契約の締結について、これを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第52号 上牧町防災行政無線デジタル化整備事業に伴う請負

変更契約の締結について。 

 上牧町防災行政無線デジタル化整備事業について、下記のとおり請負変更契約を締結する

ため、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和39年３月条例

第５号）第２条の規定により議会の議決を求める。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

 記。 

 １、事業名 上牧町防災行政無線デジタル化整備事業。 

 ２、変更内容 変更前の事業期間、契約の日から平成28年３月31日まで。変更後の事業期
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間、契約の日から平成28年11月30日まで。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 議第52号 上牧町防災行政無線デジタル化整備事業に伴う請負変更

契約の締結について、説明させていただきます。 

 昨年、第４回定例会に提出させていただき、12月16日に議決いただきました上牧町防災行

政無線デジタル化整備事業に伴う請負契約につきましては、同一契約を締結し、鋭意事業を

進めておりますが、事業期間の延長が必要となったことから、竣工期日を平成28年11月30日

まで変更することの契約締結を行うに当たりまして、地方自治法第96条第１項第５号及び議

会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定によりまして、

議会の議決をお願いするものでございます。 

 議決賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第５３号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第56、議第53号 ごみ中継施設建設工事の請負契約の締結について、

これを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議第53号 ごみ中継施設建設工事の請負契約の締結について。 

 ごみ中継施設建設工事について、次のとおり契約を締結したいので、議会の議決に付すべ

き契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和39年３月条例第５号）第２条の規定によ

り、議会の議決を求める。 

 平成28年３月４日提出 上牧町長 今中富夫。 

 記。 

 １、工事名 ごみ中継施設建設工事。 

 ２、工事場所 北葛城郡上牧町大字上牧地内。 

 ３、工事金額 ２億7,216万円（内消費税及び地方消費税額2,016万円）。 
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 ４、契約の相手方 奈良県北葛城郡広陵町大字平尾11番地の１、村本建設株式会社奈良本

店取締役常務執行役員本店長、市岡 武。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 

 都市環境部理事。 

〇都市環境部理事（田中雅英） 説明いたします。議第53号 ごみ中継施設の建設の請負契約

の締結につきまして、説明いたします。 

 昨年の平成27年第２回定例会の一般会計補正予算（第１回）におきまして、ごみ中継施設

建設の工事請負費２億8,750万円を可決いただきましてから、はや９カ月が過ぎました。よう

やく４日前の２月29日に、総合評価方式による落札候補者の決定を受けました。よって、議

案書のとおり請負契約の締結をしたいので、議会の議決を求めるものでございます。なお、

竣工は平成28年10月31日を予定しております。 

 ご審議よろしくお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議員提出議案第１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第57 議員提出議案第１号 上牧町議会議員の議員報酬等に関する

条例の一部を改正する条例について、これを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 議員提出議案第１号。 

 2016年、平成28年３月４日 上牧町議会議長 吉中隆昭 殿。 

 提出者 上牧町議会議員 東 充洋。 

 賛成者 上牧町議会議員 辻 誠一、同、竹之内剛、同、富木つや子、同、康村昌史、同、

堀内英樹。 

 上牧町議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例（案）。 

 上記の議案を別紙のとおり地方自治法第112条及び上牧町議会会議規則第14条第２項の規

定により提出します。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めます。 
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 東議員。 

〇１１番（東 充洋） 提案理由の説明を行います。ただいま議題とされました議員提出議案

第１号 上牧町議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例（案）について、

提案理由を説明します。 

 特別職の職員の給与に関する法律の一部を改正する法律（平成28年法律第２号）が平成28

年１月26日に公布され、特別職の職員の期末手当が0.05カ月分引き上げられることに伴い、

上牧町議会議員の期末手当も同様に0.05カ月分引き上げる改正であります。 

 内容につきましては、平成27年12月１日の遡及適用として、第１条で100分の162.5を100

分の167.5に改め、平成28年４月１日施行として、第２条で100分の147.5を100分の150に、100

分の167.5を100分の165に改めるものです。 

 何とぞ議員各位のご賛同賜り、ご審議の上、可決いただきますようお願いいたします。 

 以上です。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は原案どおり可決することに決定いたしました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎意見書案第１号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第58、意見書案第１号 若者も高齢者も安心できる年金制度の実現
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を求める意見書（案）、これを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 意見書案第１号。 

 2016年、平成28年３月４日 上牧町議会議長 吉中隆昭 殿。 

 提出者 上牧町議会議員 石丸典子。 

 賛成者 上牧町議会議員 辻 誠一、同、東 充洋、同、竹之内剛、同、牧浦秀俊、同、

遠山健太郎。 

 若者も高齢者も安心できる年金制度の実現を求める意見書（案）。 

 上記の議案を別紙のとおり上牧町議会会議規則第14条の規定により提出する。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、趣旨弁明を求めます。 

 10番、石丸議員。 

〇１０番（石丸典子） 10番、石丸典子です。 

 では、説明をいたします。2004年、年金制度の持続を理由にマクロ経済スライドが導入さ

れましたが、いまや年金生活者は持続不可能になっています。消費税が10％に上がった上、

医療や介護の負担はふえ、年金生活者は何を削って生活したらいいのでしょうか。また、年

金積立金の株式運用を拡大し、大きな損失を出していることにも怒りが広がっています。こ

の意見書案は、２月19日、全日本年金者組合奈良県本部から要請されたものです。 

 それでは、意見書案を朗読いたします。 

 若者も高齢者も安心できる年金制度の実現を求める意見書（案）。 

 厚生労働省は一昨年の全国消費者物価指数（プラス2.7％総務省）を受けて、昨年１月30

日、2015年度年金を0.9％の増額改定しました。物価が2.7％上がったにもかかわらず、年金

は0.9％しか上がりませんでした。これはマクロ経済スライドの初めての適用などによるもの

です。貧困化が深刻な中、年金の大幅な実質低下は、年金受給者の生活に大きな打撃を加え、

生存権を脅かします。その上、厚生労働省はマクロ経済スライドを使って、この先30年間年

金を下げ続けることを見込んでいます（平成26年度財政検証の結果）。しかも、この仕組みを

デフレ経済下でも適用できるようにする見直し案も予定しています。 

 30年間にもわたる年金削減は、高齢者だけの問題ではありません。賃金低下と非正規雇用

労働者がふえる中、年収200万円のワーキングプアが1,100万人を超えました。将来の年金者

の年金も心配されます。年金引き下げの取りやめは切実な願いです。将来の高齢者、つまり、

現役の方々にとっても同様です。また、国民の生存権を守る全額国庫負担の最低保障年金制
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度も欠かせません。また、各月払いの年金支給を毎月払いにすることは、受給者の切実な願

いに応え、国際基準に合わせることです。その気になればすぐにでも実現できる課題です。 

 よって、下記事項について適切な措置を講じられるよう、強く要望します。 

 記。 

 １、年金削減を取りやめ、そのためのマクロ経済スライドを廃止すること。 

 １、全額国庫負担の最低保障年金制度を実現すること。 

 １、現在、各月払いの年金支給を毎月払いにすること。 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。 

 2016年、平成28年３月４日。奈良県上牧町議会。 

 議員の皆様におかれましては、賛同いただき、採択いただきますよう、よろしくお願いい

たします。 

 以上です。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、

次に進みます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎意見書案第２号の上程、説明 

〇議長（吉中隆昭） 日程第59、意見書案第２号 児童虐待防止対策の抜本強化を求める意見

書（案）、これを議題といたします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

〇議会事務局長（脇屋良雄） 意見書案第２号。 

 2016年、平成28年３月４日 上牧町議会議長 吉中隆昭 殿。 

 提出者 上牧町議会議員 長岡照美。 

 賛成者 上牧町議会議員 富木つや子。 

 児童虐待防止対策の抜本強化を求める意見書（案）。 

 上記の議案を別紙のとおり上牧町議会会議規則第14条の規定により提出します。 

〇議長（吉中隆昭） 朗読が終わりましたので、趣旨弁明を求めます。 

 １番、長岡議員。 

〇１番（長岡照美） １番、公明党、長岡照美でございます。 
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 児童虐待防止対策の抜本強化を求める意見書（案）につきまして、案文の朗読をもちまし

て、趣旨説明にかえさせていただきます。 

 本年１月の埼玉県狭山市における３歳女児の死亡事件や東京都大田区での３歳男児の死亡

事件など、児童虐待により幼い命が奪われる深刻な事態が続いています。家庭や地域におけ

る養育力の低下、子育ての孤立化や不安、負担感の増大等により、児童虐待の相談対応件数

は増加の一途をたどり、複雑困難なケースも増加しています。 

 こうした状況に鑑み、政府は昨年12月、全ての子どもの安心と希望の実現プロジェクトに

おいて、児童虐待防止対策強化プロジェクトを策定しました。政府においては、同プロジェ

クトで策定された施策の方向性を踏まえ、児童虐待発生予防から、発生時の迅速かつ的確な

対応、自立支援に至るまでの一連の対策強化のため、早期に児童福祉法等改正案を国会に提

出するとともに、下記の事項についても速やかに実施するよう強く要請します。 

 記。 

 １、児童虐待の発生を予防し、妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援を実現するため、

子育て世代包括支援センターを法定化し、子育ての不安や悩み等を抱える家庭への養育支援

訪問事業やホームスタート、家庭訪問型子育て支援事業を全ての自治体で実施できるように

すること。 

 ２、児童相談所全国共通ダイヤル189のさらなる周知を図るとともに、通報しやすい体制を

整えること。また、児童虐待が発生した場合、迅速かつ的確な初期対応が行われるよう、児

童相談所の体制や専門性を抜本的に強化すること。 

 ３、学校や医療機関、警察等、関係機関における早期発見と適切な対応を図るため、児童

相談所と関係機関との間における緊密な連携体制を再構築すること。 

 ４、一時保護所における環境改善を早急に図るとともに、量的拡大を図ること。また、里

親や養子縁組を推進し、家庭的養護のもとで子どもたちが安心して養育される環境を整える

こと。被虐待児童について、18歳を超えても、引き続き自立支援が受けられるようにするこ

と。 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。 

 2016年、平成28年３月４日。奈良県上牧町議会。 

 各議員におかれましては、ご賛同賜り、採決いただきますよう、よろしくお願い申し上げ

ます。 

〇議長（吉中隆昭） 説明が終わりましたが、この件につきましては、議案熟読のため保留し、
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次に進みます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎予算特別委員会の設置及び委員の選任について 

〇議長（吉中隆昭） 日程第60 予算特別委員会の設置及び委員の選任について、これを議題

といたします。 

 平成28年度予算案件については、委員会条例第５条第１項の規定により、６名で構成する

予算特別委員会を設置し、これに付託して審査したいと思いますが、これにご異議ございま

せんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、平成28年度予算案件については、６名で構成する予算特別委員会を設置し、

これに付託して審査することに決定いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員の選任について、どのような方法ですればよろしいですか。 

          （「議長一任」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 議長一任という声がありますが、ご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 異議ないようですので、私の方で選任させていただきます。 

 ここでしばらく休憩します。 

 

    休憩 午後 ２時１０分 

 

    再開 午後 ２時１０分 

 

〇議長（吉中隆昭） それでは再開いたします。 

 先ほど設置されました予算特別委員会の委員の選任については、委員会条例第５条第２項

及び第７条第１項の規定により、１番、長岡議員、２番、竹之内議員、３番、遠山議員、４

番、牧浦議員、８番、服部議員、11番、東議員、以上６名の方を指名したいと思います。 
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 ご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、ただいま指名いたしました６名の方を予算特別委員に選任することに決定い

たしました。 

 予算特別委員会におかれましては、委員長、副委員長を互選の上、報告願います。 

 それでは暫時休憩いたします。 

 

    休憩 午後 ２時１１分 

 

    再開 午後 ２時１３分 

 

〇議長（吉中隆昭） それでは再開いたします。 

 

                     ◇                    

 

    ◎予算特別委員会正副委員長の互選結果について 

〇議長（吉中隆昭） 休憩中に予算特別委員会の委員長、副委員長を互選いただきましたので、

ご報告申し上げます。 

 予算特別委員会の委員長に東議員、副委員長に長岡議員という報告でございます。 

 委員長、副委員長、よろしくお願い申し上げます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第１号から議第５３号、意見書案第１号、第２号の委員会付託 

〇議長（吉中隆昭） お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております議第１号から議第53号、意見書案第１号、第２号について

は、お手元に配付いたしました議案付託表のとおり、それぞれの所管の委員会に付託し、一

般質問については理事者側の答弁を含め、１人１時間以内とすることにご異議ございません

か。 
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          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、議案付託表のとおり所管の委員会に付託し、また、一般質問については１人

１時間以内とすることに決定いたしました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎散会の宣告 

〇議長（吉中隆昭） 以上で本日の日程は終了いたしました。 

 本日はこれで散会いたします。 

 

    散会 午後 ２時１５分 
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平成２８年第１回（３月）上牧町議会定例会会議録 

 

議 事 日 程（第２号） 

 

平成２８年３月１４日（月）午前９時開議 

 

第 １ 一般質問について 

    ３番 遠 山 健太郎 

    ９番 堀 内 英 樹 

    ４番 牧 浦 秀 俊 

    ５番 辻   誠 一 

   １０番 石 丸 典 子 

    ８番 服 部 公 英 

 

本日の会議に付した事件 

議事日程に同じ 
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                     ◇                    

 

出席議員（１２名） 

      １番  長 岡 照 美        ２番  竹之内   剛 

      ３番  遠 山 健太郎        ４番  牧 浦 秀 俊 

      ５番  辻   誠 一        ６番  富 木 つや子 

      ７番  康 村 昌 史        ８番  服 部 公 英 

      ９番  堀 内 英 樹       １０番  石 丸 典 子 

     １１番  東   充 洋       １２番  吉 中 隆 昭 

 

欠席議員（なし） 

 

                     ◇                    

 

地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名 

  町    長 今 中 富 夫 副 町 長 田 中 一 夫 

  教 育 長 松 浦 教 雄 総 務 部 長 西 山 義 憲 

  総 務 部 理 事 為 本 佳 伸 都市環境部長 下 間 常 嗣 

  都市環境部理事 田 中 雅 英 住民福祉部長 藤 岡 季永子 

  保健福祉センター館長 今 西 奉 史 水 道 部 長 大 東 四 郎 

  教 育 部 長 藤 岡 達 也 総 務 課 長 阪 本 正 人 

  まちづくり推進課長 杉 浦 俊 行 住宅土地管理課長 山 本 敏 光 

  福 祉 課 長 濱 田   寛 保険年金課長 木 村 博 行 

  教育総務課長 中 川 恵 友 社会教育課長 塩 野 哲 也 

 

                     ◇                    

 

職務のため議場に出席した事務局員 

  議会事務局長  脇 屋 良 雄    書    記  山 下 純 司 
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    開議 午前 ９時００分 

 

    ◎開議の宣告 

〇議長（吉中隆昭） 皆さん、おはようございます。ただいまの出席議員数は12名です。定足

数に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議事日程の報告 

〇議長（吉中隆昭） それでは、日程表に従い、順次議事を進めてまいります。 

 

                     ◇                    

 

    ◎一般質問 

〇議長（吉中隆昭） 日程第１、一般質問について。 

 一般質問の持ち時間は、理事者側の答弁を含め１人１時間以内です。質問者はその点、十

分心得て質問し、理事者側は的確かつ簡潔に答弁をお願いします。 

 

                     ◇                    

 

          ◇遠 山 健太郎 

〇議長（吉中隆昭） それでは、３番、遠山議員の発言を許します。 

 ３番、遠山議員。 

          （３番 遠山健太郎 登壇） 

〇３番（遠山健太郎） おはようございます。３番、遠山健太郎です。議長の許可をいただき

ましたので、一般質問通告書のとおり一般質問をさせていただきます。 

 一般質問に入る前に、少しだけお話をさせていただきたいと思います。本日３月14日は、

いわゆる１カ月前の２月14日にいただいたプレゼントのお返しをする日と言われています。

既にお返しをされた方、これからする方、すっかり忘れて困っている方、それぞれだと思い
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ますが、そのお返しについて一言。 

 間もなく４月。昨年の統一地方選でこの上牧町議会に送り出していただき、早いもので間

もなく１年になろうとしています。その間、町民の皆様をはじめ、理事者側の皆様、そして

先輩議員の皆様に大変お世話になり、大変有意義な１年間を過ごしてまいりました。そんな

私が皆様にお返しできることは何だろうかと改めて思うに、それは選挙時に掲げた自分自身

の選挙公約の実現であると、改めて思いを強くしています。 

 上牧町議会では、昨年４月の統一地方選から、上牧町まちづくり基本条例並びに上牧町議

会基本条例の趣旨にのっとり、町村議会では大変珍しく、全ての議会議員候補者が選挙公約

を掲げた選挙公報の発行をしました。私の選挙公約は、「安心安全で住みやすいまちづくり」、

「子育て支援が充実したまちづくり」、「住民皆で考えつくりあげるまちづくり」の３点でし

た。この公約実現のため、さまざまな観点からこの１年間活動をしてまいりました。きょう

の質疑でも出てまいりますが、私自身、１年間を通じて、さまざまな上牧町の計画や施策に

対して、絵に描いた餅とならないように進言をしてまいりました。その私自身が、自分自身

の選挙公約を絵に描いた餅にしているようでは、まさに本末転倒。そんな意味からも、自分

に対しても今後もさらに厳しく律してまいりたいと思います。 

 そして、ことし１年、理事者側のご尽力もいただきながら、平成28年度予算において、幼

稚園、小・中学校にある既存の防犯カメラの入れかえや、私立幼稚園の就園奨励費支給限度

額の拡大など、少しずつ、一つずつですが、徐々に安心安全・子育て支援が実現していると

思っています。今後も引き続き町民の皆様と、そして行政の皆様と協働しながら、私自身の

公約、そして町の施策が絵に描いた餅とならないよう、改めて自分を律しながら精進してま

いる所存です。どうか平成28年もよろしくお願いいたします。 

 それでは、一般質問に入ります。私の質問は大きく２つ、平成28年度の予算編成について

と公用車の管理についてです。 

 まず１点目、平成28年度の予算編成について。 

 （１）上牧町人口ビジョン及び地方版総合戦略と平成28年度予算編成について。上牧町人

口ビジョン及び地方版総合戦略については、先月２月１日よりパブリックコメントに付され、

いよいよ具体的に実行する段階となりました。そこで、以下の点について伺います。 

 ①策定委員会や審議会での審議内容とパブリックコメントの状況、そして現在の進捗状況

について。 

 ②地方版総合戦略の進行管理について。 
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 ③地方版総合戦略を推進するための事業と事業推進に伴う平成28年度予算編成について。 

 （２）上牧町地域福祉計画と平成28年度予算編成について。上牧町地域福祉計画が先月２

月15日よりパブリックコメントに付されました。本計画は平成28年度からの５カ年計画であ

り、この４月より具体的に計画を実施していく段階となります。そこで、以下の点について

伺います。 

 ①委員会での審議内容とパブリックコメントの状況、現在の進捗状況について。 

 ②計画に伴う施策の展開と推進の管理について。 

 ③計画を推進するための事業と事業推進に伴う平成28年度予算編成について。 

 （３）その他の事業と平成28年度予算編成について。次の事業に関する予算編成がどのよ

うになっているのか、今後の事業展開も踏まえて伺います。（１）空き家対策について、（２）

遊休農地の管理について。 

 大きな２点目、公用車の管理について。公用車の事故報告が散見されています。不幸中の

幸いか、大きな事故、あるいは人身事故になっていないのが現状ですが、いま一度公用車の

運行管理体制について伺います。 

 ①運行管理に関するマニュアルの整備について。 

 ②公用車の車両整備の管理方法について。 

 ③公用車を運転する運転者の健康管理方法について。 

 以上が一般質問項目です。再質問は質問者席から行わせていただきます。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） それでは、最初の質問、上牧町人口ビジョン及び地方版総合戦略と平

成28年度予算編成について。まず、策定委員会や審議会の内容、構成員や審議回数、審議内

容から順次答弁をお願いします。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 地方人口ビジョン及び地方版総合戦略策定委員会におきましては、

副町長を委員長とし、教育長、各部長の10名で構成し、合計４回開催いたしました。内容と

いたしましては、上牧町人口ビジョン及び地方版総合戦略策定の基本方針を定め、上牧町人

口ビジョン案及び地方版総合戦略骨子案の検討をし、重要施策に対する重要業績評価指数、

ＫＰＩの設定を行いました。 

 地方人口ビジョン及び地方版総合戦略審議会におきましては、学識経験者委員２名、一般

公募住民委員７名、町議会議員委員２名、町内各種団体の代表委員５名、その他町長が必要
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と認める委員３名の合計19名で構成し、合計６回開催いたしました。内容といたしましては、

策定委員会で定めました人口ビジョン案及び地方版総合戦略骨子案、重要施策に対する重要

業績指数、ＫＰＩ、また、パブリックコメントによる修正内容につきまして審議を行ったと

ころでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） 今、理事の方から、策定委員会が４回、そして審議会が６回開催され

たというお話を伺いました。この人口ビジョンの戦略会議、審議会と策定委員会の内容につ

いては、６月の議会で資料をいただきまして、具体的な内容については策定委員会で決める。

その下に部会があると。その策定した内容を今、理事の答弁のとおり、審議会で審査をする

というお話を伺ったんですが、総合戦略、私も手元にありますし、皆さんもお手元にあると

思いますが、特に最後の方のいろいろな施策は本当にすばらしい内容だと思っています。 

 ただ、どうしてもこの辺、疑問に感じているのが、今、ＫＰＩのお話もありましたが、か

なり多くの施策の内容と目標数値の設定がされていますが、これ、４回で策定できたんです

か。もうちょっと十分な議論が必要だったんじゃないかなと思うんですが。４回でこれをま

とめるというのは１回の委員会の時間が相当長いであるとか、それに伴う部会が多かった。

部会の回数は私は問いませんけども、かなりの内容を詰めた上での４回という認識でよろし

いですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 各部で、部の下に課があるわけなんですけども、その課で大分十

分審議をしていただいたり、また、ワークショップ等を開いて、いろいろなことを基礎調査

してその中から戦略の策定委員会を開いたのでございまして、４回という回数は少ないかも

わかりませんけども、十分検討した結果がこうなったところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） 今、理事がおっしゃるとおり、回数は関係ないと思います。要は中身

だと思います。これから実際に実行していくに当たって、その４回といいますか、中身が妥

当だったかどうかというのは判断されることだと思いますので、後で進行管理の内容につい

ても述べますが、きっちり実行していかないと、その４回が足りなかったとか中身が薄かっ

たんじゃないかというふうに議論されると思いますので、その辺は注意していただきたいと

思います。 

 それでは、その審議会は６回開催されたとありますが、審議会でこの内容について、例え
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ば私の中では１回目がたしか８月の末だったという認識をしています。約半年間で６回開催

された。それで、この総合戦略を審議した。回数的に十分だったのか、議論が足りなかった

んじゃないか、その辺、審議会で議論になったりとかはしていないですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） ６回を開催しましたが、第１回目はまず、審議会の基本方針につ

いての説明です。それとまた、今後の進め方のスケジュールについて。２回目は10月30日、

人口ビジョンについてと総合戦略の基本的方向について。３回目は１月８日、人口ビジョン

の概要版について、総合戦略の概要版についてを審議していただきました。第４回目につい

ては、総合戦略全体図における審議会委員の意見等の対応について。また、上牧町人口ビジ

ョン及び総合戦略の素案についてということで審議をしていただきました。第５回目につい

ては、大体まとめになるんですけども、上牧町人口ビジョン及び総合戦略の案についてとい

うことで最終的な審議をしていただき、第６回目については、答申を含めた会議になってお

ります。 

 以上でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） 私もスケジュールが合わなくて全てを傍聴できているわけではなくて、

１回目しか傍聴は実はできていないんですが、いろいろ会議録を拝見させてもらいまして、

そして今の理事の説明を受けますと、６回あるんですが、１回目は委嘱状の交付やら挨拶、

２回目に基本方向についてを話し合って、４回目が既に素案についての話をして、５回目、

６回目で答申等の話をしたということで、具体的な議論が第３回の１回ぐらいしかできてい

ないんじゃないのかなというふうに思っているんです。これも先ほどの話と一緒で、回数で

はないと思うんですね。中身がしっかり伴っていれば実行ができるわけですから、問題ない

と思うんですが、その辺きっちりとした議論が尽くされたという認識でよろしいですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 素案をつくりまして、各委員さんに早い目にお渡ししていろいろ

見てもらって、それからの審議ですので、十分とは言えませんけども、審議を尽くされたか

なという印象は持っております。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） 言葉尻ではないですが、十分ではなかったかと思いますがというとこ

ろの一抹の不安を私も正直持っていますが、これは各審議会の委員さんとかの中でもいろい
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ろ温度差があると思います。その辺、これから実行するに当たってしっかり、何度も言いま

けども、実現していくことが大事なことだと思いますので。 

 こちらについては、先月の２月１日よりパブリックコメントに付されていると思いますが、

そのパブリックコメントの中で特に私は心配なのが、私と同じような思いをしている方がい

らっしゃると思うんです。本当にすばらしい内容なんですが、これが本当に実現されるのか

どうなのか、そんなようなパブリックコメントの内容というのはなかったですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） パブリックコメントにつきましては、平成28年２月１日から２月

15日まで実施し、３件の意見をいただいたところでございます。主な意見といたしまして、

出生率を上げることの困難さ、大阪を中心とした周辺ベッドタウンとして生き残るために、

若い世代の定住促進の重要性、教育及び住環境の充実の重要性に関するものでございました。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） 今のお話を伺うと、内容についてはありますけども、審議会自体の問

題とか、もう少し、本当にこれ、具体的に実現されるのかなとか、そういうパブリックコメ

ントというのはなかったですか。本当に大丈夫なのかという内容とかなかったですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） そういうコメントといいますか、パブリックコメントはなかった

です。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） なるほど。私自身はパブリックコメントは付していないので何とも言

えないんですが、その辺が少しどうしても温度差があるような、私自身とですけども、感じ

ています。何とかこれは実現をしていかないといけないものだと思うので、しっかりしてい

ただきたいと思うんですが、では、次に行きます。 

 この総合戦略の進行管理なんですけれども、この総合戦略、一番最後のページに推進体制

についてのことがいろいろ書いてありますが、その中でも総合戦略の進行管理についていろ

いろ書いてあります。この総合戦略の進行管理をどのようにされるか、まずはイメージ像を

お聞かせください。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 上牧町まち・ひと・しごと創生総合戦略の進行といたしましては、

目標達成プロセスの実施状況を計測するために、実行の度合いを定量的に示す活動指数であ
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りますＫＰＩの目標値を設定することにより進捗を管理し、このＫＰＩの達成度について、

毎年１回、担当課及び事務局が進捗状況を把握するだけでなく、外部有識者等を含む検証機

関を設置し、達成度の評価、検証を行うこととし、ＰＤＣＡサイクルを十分に機能させ、有

効かつ確実な政策の展開を図ることとしておるところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） まさに理事、今ここに書かれていることを詳しくというか、説明いた

だいたんだと思うんですが、私自身、このＫＰＩに関しても突っ込みどころが実は満載で、

このＫＰＩというのは何なんだろうかという話を議論すると、きょうはこれで終わってしま

うので、そこは触れませんが、今の話を聞いていますと、いろいろ達成度の検証を毎年１回

する、担当課及び事務局並びに外部有識者を含む検証機関を設置するとありますが、その大

もとの主語がないように思うんです。わかりますかね。じゃ、これ、どこが主体となって、

そういうことを設置していこう、こういうことを管理していこうというのは、大もとの管理

をする部署というのはどちらになるんですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 私ども政策調整課の中の事務局だと思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） まさに理事が答弁をしていただいているので、政策調整課の皆さんで

いろいろ検証していくと思うんですが、政策調整課はほかにも仕事もたくさんありますし、

ここの総合戦略を見ますと、担当課にもなっています。実際、これを本当に全ての管理がで

きるのかなと。先ほどの実行性の話じゃないですけども、私としてはどうしても疑問に感じ

ざるを得ないんです。実はこれについてはほかの議員の方からも同様の質問通告があるんで

す。 

 ここで一度提案をさせてもらいたいと思うんですが、この実行性のためにしっかりとした

部局横断的な部署が必要ではないのかなと私自身は思っています。理想は専門な部署、例え

ば総合戦略推進室とか、そういうものが必要だと思います。ただ、大きな市と違いまして、

上牧町は限られた人間の中で難しいと思います。それであれば、実行委員会などの組織を設

けなければ、今のままの政策調整課で本当にこれが管理できるのか私は疑問に思うんですが、

そのあたり、いかがお考えですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） よく人事のことを聞かれたら、私は言うんですけど、私らは限ら
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れた人数で精いっぱいやるというのが一番基本でございます。ただ、ただいまご提案いただ

きました専門の部署を設けたらどうか、専門の係を設けたらどうかというご意見もまた、今

後検討していきたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） その辺、改めてこの総合戦略の進捗状況の管理じゃなくて、進行状況

の管理をきちっとできているかどうかの管理も毎年１回しっかり検討していただいて、私は

１年後じゃ遅いと思っているんです。これ、５年間なので、１年後に考えて、やはり部局横

断的な組織が必要だったなでは遅いと思っているので、本当は今すぐにでも立ち上げの検討

をしていただきたいんですが、今のお話をしますと、しっかり考えている上で無理だという

お話であればやむを得ませんが、しっかりその辺を議論といいますか、検討していただきた

いと思います。もう一度お約束をお願いします。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 今言われましたこと、十分検討いたします。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） では、次の質問に移ります。 

 総合戦略は、平成28年度より稼働します。つまり、平成28年度予算にはその実行性の内容

が見込まれていると思います。さきの予算特別委員会でも多くの審議がありました。全てを

お示しいただくと時間的に限りがありますので、私の方から代表的なものを２点ほどピック

アップしましたので、内容を伺います。 

 １点目は、子どもの学力向上支援についてです。そしてもう１つは、既存ストックを活用

した住環境の整備について。少し時間がありませんので、この２点に絞って伺います。 

 まず、子どもの学力向上については、学校支援事業が予算計上されていますが、予算特別

委員会の中では放課後支援に対する取り組みのお話をメーンに伺いました。ここで私が伺い

たいのは、放課後支援だけではなくて、いわゆる生活困窮者等に対する子どもの施策につい

てどのようなものを盛り込んでいるか。その辺をまず１点目、伺いたいと思います。いかが

ですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 子どもの学力向上支援ということで、私が今持っています手元の

資料では、学校支援向上事業、また、子ども体験学習事業、子どもの学力向上支援、ウオー

キングのときのバスの借り上げ事業等でございまして、貧困に関することは平成27年度事業
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では手元の資料ではございません。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） 今、私が聞いたのは、理事が言った最後の部分なんですけども、生活

困窮者家庭に対する支援は今ないとおっしゃいましたか。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 子どもの貧困対策につきましては、現在も施策を実行してい

るところでございます。まず、さまざまな住民の方がご相談に来られます。住民福祉部とい

たしましては、今現在もいろんなさまざまな相談事業、支援に当たっております。県とのサ

ポートセンターとも連携をとりまして、困窮の関係、生活の関係、子どもの教育の関係、さ

まざまな相談を受けているところです。ここにはまだ困窮に関する計画は明記されていない

と思いますけれども、このまま推進していきたいと考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） 私も何名かの方からお話を伺いまして、継続して今までもそういう事

業があるというのは認識しています。その事業を継続して活動していくという認識なんです

けども、継続したものであっても、私はこの総合戦略の中に入っていてもいいんじゃないの

かなと思っているんです。新たに施策をするものだけではなくて、基本方針として、やはり

そういう方たちをきっちりと対処していくということを町としても重要な施策だと思ってい

ますので、するのであれば、この総合戦略の中になぜ入っていないんだろうという、そうい

う疑問を感じて今質問させてもらっているんですが、その辺はいかがですか。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） なぜ入っていないかとおっしゃいましたけれども、まず、大

きな施策のくくりといたしまして、地域ぐるみの子育て支援、このあたりに入っているのか

と考えております。地域の方々にもご協力いただいて、生活困窮の家庭の子どもを支援する

と。町の事業だけではなくて、地域ぐるみで支援するという考えでおります。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） 理解しました。そういう家庭に対しては、地域を上げて支援をしてい

く。それが対策なんだということで、ここに書いてあるという理解をしました。多分、行間

を読んだら理解できることだと思って、私の認識不足だとは思うんですが、今後これを検証

していくに当たって、外部有識者の方、いろいろな方を入れていく中で、そこが本当に認識

されるかどうかというのはやはり疑問なところもありますので、そういう方に対してを踏ま
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えての地域での教育の充実ということをうたっていただきたい。その辺も踏まえて今後も検

討していただきたいと思いますが、いかがですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 今言われたとおり、そのとおりにしたいと思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） ぜひお願いしたいと思います。 

 それでは、次の既存ストックを活用した住環境の整備、こちらについてのどのような予算

措置を計上されているか伺います。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 既存ストックを活用した住環境の整備として、本町でも空き家対

策ということで住環境整備を行いますけども、また、北葛においても空き家の意向調査後の

家屋診断を行い、その後、北葛でストックファイリングをする予定でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） 今、都市環境部長に出ていただきましたけども、空き家対策の詳しい

内容につきましては、そしたら後で項目があるので、その辺についてまた伺いますので、私

が実はここで伺いたいのは、総合戦略の中に既存ストックを活用した住環境の整備というこ

とで約３ページにわたって記載がされているんですが、私はこれを見てどうしても実行性の

イメージがわかないんです。その辺をちょっと伺いたいんですが、ＫＰＩという先ほど来、

目標値を設定しているというのがありますが、ＫＰＩというのは何なのかはこの際議論では

なくて、特にこの既存ストックを活用した住環境の整備のＫＰＩの基準値、目標値の数値の

設定の仕方にすごく僕は疑問を感じているんです。この中には、特にこの既存ストックの活

用の中で大き過ぎるような目標値、例えばＵＲ住宅の入居促進、転入者数を2015年度に765

人、2020年には1,000人の入居促進を図るとありますが、この辺の実行性であるとか、内容に

ついてはまた問いませんが、それとは逆に小さ過ぎる設定、例えば次のページにあるんです

が、上牧町交通政策検討会の開催が、これは公共交通の利便性の向上ということで二重丸、

重点施策と打っているにもかかわらず、５年後にようやく１回の開催。これ、小さ過ぎるよ

うな気がするんです。大小は恐らく先ほどの話、策定委員会の中でＫＰＩの数値を設定した

とありますので、本当にという議論は問いませんが、その辺、本当にこれ、実行をするとい

うイメージでしているのかなと。まだこれは始まったばかりの段階なので、努力しますとい

う形しか言えないとは思うんですが、もう2015年度には始まっていますよね。あと２週間で



 

 －77－ 

2015年度は終わります。このＵＲの入居促進が765名達成できたのかどうかというのもあると

は思うんですが、次年度以降、しっかりこのＫＰＩの数値の見直しといいますか、再検討も

踏まえて検討していただきたいと思いますが、その辺いかがでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 初めに言いましたＰＤＣＡサイクルによって、また、ＫＰＩによ

って改善も、目標の達成の度合いを図る指標ですので、その辺はやっぱり目標値をまた修正

していきたいなと思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） 先ほど来、その辺は問いませんと言いましたけど、いま一度、どうし

てもやっぱり僕、我慢できないので、ＫＰＩというのは何ですか。それを教えていただけま

せんか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） ＫＰＩとは、組織や事業、業務の目標の達成度合いを図る定量的

な指標のことということだと思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） それは目標という言葉では足りない何かがあるんですか。僕はどうし

てもなぜそのＫＰＩという言葉を使うのかが理解できなくて、そこがそもそも実行性の疑問

に感じてしまうところなんですけども、目標としてこうするで足りるんじゃないか、このＫ

ＰＩという認識というのはどういうものなんですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 事業の目標達成度合いを図るという形で捉えていただいて結構か

と思います。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） それでは、十分認識をされているという前提で今後推移を見守りたい

と思いますが、その辺を踏まえて検討していただきたいと思います。 

 では、次の大きい項目に行きます。上牧町の地域福祉計画について伺います。 

 この計画も、さきの総合戦略と同様、先月にパブリックコメントに付されました。時間の

関係上、簡略した形でまず、この本計画の策定の経緯を伺いたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 社会福祉法第107条でございますけれども、市町村地域福祉計
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画を作成という文言がございます。これに関しましては、地域における福祉サービスの適切

な利用の推進に関する事項、地域における社会福祉を目的とする事業の健全な発達に関する

事項、地域福祉に関する活動への住民の参加の促進に関する事項を計画に盛り込むという法

のもとに立ちまして、本町におきましても、地域力の低下がだんだん顕著にあらわれており

ますので、この計画を立てることにいたしております。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） こちらにつきましてもパブリックコメントが付されていると思います

が、そのあたり、住民の皆様の反応はどうだったでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） パブリックコメントの状況でございますけれども、２月15日

から29日まで実施いたしましたが、特にご意見はいただいておりません。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） では、この計画は今、素案という形になりますが、具体的に今後どの

ようになっていくんですか。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 今現在、策定委員会をいたしておりまして、３回目の策定委

員会が済んでおります。その中で素案の審議を行っておりました。今後は、今現在の進捗状

況でございますけれども、今、計画書と概要版の構成の段階でございます。３月、今月の下

旬に最終の策定委員会を実施する予定でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） この地域福祉計画も、同様に最後の方のページで協働による計画の推

進の管理等があるんですが、こちらもその前のところで政策の展開ということで、まず、町

民、地域の取り組み、そして社会福祉協議会の取り組み、町の取り組み、大きな３本柱がた

くさん並んでいます。全て重要な取り組みだと思うんですが、こちらについて、管理をする

のは主に上牧町でいうどちらの部署になるんですか。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 中心となって管理を行う担当課でございますけれども、福祉

課でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） この地域福祉計画は、福祉計画の趣旨にもありますとおり、総合計画
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と当然リンクをしていくものだと思っているんです。総合計画というのは恐らく政策調整課

等が主体となっていくと思うんですが、そのあたりの連携というのはきちっと対応はできる

んでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 総合計画につきましてはこれからの計画でございますので、

それと、先に地域福祉計画が策定されるわけでございますけれども、今後は計画ができ上が

ったときに連携をかけていきたいと思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） そのとおりで、今回は国の施策等の関係で、先ほどの総合戦略並びに

地域福祉計画が先にできましたけども、本来のイメージからいくと、大きな総合計画があっ

てその下に総合戦略や地域福祉計画があるものだと思うんですね。今回は細かい内容が先に

できて、後で総合戦略ができることになりますので、その辺の整合性をしっかり、総合計画

をつくるときもそうですけども、管理の部分でもしっかりしていただきたいなというふうに

思っています。 

 では、次に行きますけれども、こちらの地域福祉計画、いろいろな町の施策がありますが、

平成28年度の予算措置等を講じて、具体的に28年度から実施していく主な取り組みが何かあ

りましたら教えていただきたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 計画を推進する事業と事業推進に伴う平成28年度予算編成に

つきましては、予算編成、財源の調整はしておりません。その理由といたしましては、今後、

具現化された事業展開が生じることも考えられます。必要に応じて柔軟な予算化も検討いた

したいと思っておりますが、28年度につきましては地域福祉の意識の高揚を図る、それを重

点課題といたしております。主に周知、啓発に取り組むことから、予算化はしておりません。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） 今、部長が説明していただいたとおり、しっかりとした５カ年計画の

中で初年度は予算計上をしないで意識高揚を図る、それで次年度以降、しっかり予算化をし

て取り組みをするということであれば、そのあたりは全く問題ないと思います。ぜひそうし

ていただきたいと思います。そのかわり、やはりこの１年間の意思統一であるとか、きちっ

とした周知徹底をしていただきたい。特に協働による計画型の推進のところに、地域住民を

はじめ、民生委員、児童委員、自治会、シルバークラブ、小地域ネットワーク、障害者団体、
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ボランティア、ＮＰＯ、たくさん書いてありますね。協働による取り組みというのは本当に

大事なことなんですが、協働する団体が多ければ多いほどやはり取りまとめも難しいと思い

ます。そのあたりをしっかり管理していただいて進めていただきたいと思いますが、いかが

ですか。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） もちろん町民の方と参画協働、情報の共有が上牧町まちづく

り基本条例の中の共有の基本原則となっておりますことから、十分に取り組んでいきたいと

考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） ぜひお願いしたいと思います。 

 それでは、次の（３）に行きます。平成28年度予算編成の中で、空き家対策に対する計上

がされていますが、上牧町での空き家対策の考え方や将来の取り組みに対して伺いたいと思

います。具体的に言いますと、今年度、平成28年度に予算計上されている、先ほど少し説明

がありましたが、空き家等抽出調査委託料1,000万円、これについて少し細かく伺います。 

 平成28年度中に全空き家の情報収集、全空き家の実態把握、全部の空き家の所有者の特定、

全部の空き家の所有者の意向調査を実施、完了するという説明を受けましたが、それが本当

に可能かどうか。特に、所有者の意向調査を全て完了するのは大変難しいと思いますが、い

ま一度、空き家の数、伺ってはいますが、も踏まえてどのように把握をするつもり。これを

全て完了するつもりというのはどういうふうにしていくのか、伺いたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 空き家対策についてというところなんですが、近年、全国的に

人口減少や既存の住宅、それから建築物の老朽化により空き家が増加しているということを

踏まえまして、総務省から空き家に関する総合施策を受けて、本町といたしましても、それ

の役割と市町村の実施体制の整備をするという上で、空き家計画を進めることが大切という

ところで、その事業にとりかかろうとしております。その中で法が実施されまして、その中

でその時点での空き家件数が幾らなのかというところでは、平成25年の住宅統計調査の710

件というところです。その数値につきましては、賃貸借の住宅とか売却用の住宅を含んだも

のでしたので、それについては今、空き家対策の件数とは相違があるというところで、それ

はさておいて、空き家対策に対する今の数値がどうなのかというところで、町の方で若干、

調査をさせていただいたと。その件数につきましては、253件というものです。この数値につ
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きましても、水道の閉栓、それから自治会長の協力を得まして調査をさせていただいていた

数値でございますが、この数値についても若干まだ正確なものではございません。これをよ

り正確なものにしたいというところで、28年度におきまして、住環境整備費の中で1,000万円

を計上させていただいてこの調査をしたいというところで、歳出として1,000万円を計上させ

ていただきました。歳入の方では、その財源といたしまして、交付金を利用してその２分の

１というところで500万円を計上してその事業に当たりたいというところです。 

 その28年度における調査内容というところですが、その内容につきましては、まず、現地

調査をすると。これにつきましても、当課の方である程度の現地の写真と、ある程度の分は

整備をしております。次に所有者のアンケート調査、それから調査票の入力、集計と、それ

から空き家のデータベースの作成とシステム導入を考えております。 

 以上が28年度に実施したいと考えておる空き家対策に対する施策の部分です。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） 今、部長が詳しく説明をしていただきましたけれども、その辺につい

ても事前に委員会等で伺っておりまして、ぜひしていただきたいと、このように思っていま

す。本来ですと、半分補助があるとはいえ、費用を出すわけですから、最終的な空き家対策

まで踏まえた上での調査をすべきだと思いますが、近々の課題でもあるのでその辺は見守り

たいと思いますが、私が心配しているのは、今回の空き家対策については「すむ・奈良・ほ

っかつ！」事業にもリンクをしてくると。「すむ・奈良・ほっかつ！」につきましては、北葛

の４町のところで今中町長が音頭取りとなって主体的にやっていくということで、私はすば

らしいことだなということで委員会でもお話をしましたが、なので、この調査がおくれるよ

うだと全てそれが後に迷惑をかける。ひいて言うと、ほかの３町はわかりませんが、上牧町

の調査がおくれて、上牧町だけ「すみません、終わっていません」という話では済まないと

思うので、この辺をしっかり、額云々ではなくて調査内容、ことしで終わると決めたのであ

ればきっちり終わらせて、「すむ・奈良・ほっかつ！」事業にもリンクをしていただきたい、

このように思っていますが、いかがですか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 今、遠山議員おっしゃっていただいている部分、まことにその

とおりだと思います。私ども、ある程度事前に調査をさせていただいたというのは、一から

十まで業者委託をするとその期間を要するというところで、私どもが調べさせていただいた

データをもとにある程度期間の短縮も図りたいというところで事前に調査をさせていただい
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たので、極力じゃなしに、この年度で終わるように努めていきたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） ぜひお願いしたいと思います。 

 それでは、次に行きます。次の遊休農地の管理ですけれども、こちらについては私の考え

方を述べますので、その辺のあたりの意見を伺いたいと思うんですが、遊休農地につきまし

ては、昨年の11月27日に、2015年の農林業センサス結果の概要数値が出まして、去年の２月

１日現在の農家数は215万3,000戸で、５年前に比べて37万個、率にして約15％減少していま

す。農業就業人口の平均年齢も66.3歳、65歳以上が占める割合も63.5％となっています。恐

らく我が上牧町も同様の数値の経緯だと思いますが、今後の遊休農地の増加と農業従事者の

高齢化は切っても切れない課題だと思っています。 

 そこで、私の考え方なんですが、遊休農地には青年農業従事者の参入、具体的には、奈良

県の補助金である奈良県新規就農者確保事業補助金を活用した、青年の新規農業従事者の参

入を施す施策が将来的な上牧町の重点施策ではないかと。ぜひそれを取り入れていただきた

いと思っています。先ほどの総合戦略にもありますが、そこにも私は入れてほしいぐらいで

す。これがひいては人口減少、若者の就労支援や、ひいては空き家対策にもつながってくる

のではないかなと思います。ぜひ前向きに検討していただき、さきの総合戦略の見直し等も

踏まえて検討していただきたいと思いますが、その辺だけ１点、お願いします。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 今、遊休農地というところで、やはり農業の担い手につきまし

ても高齢化が進んでいるような状況です。今おっしゃっていただいています青年給付金も利

用しながら、やはり若い世代を取り入れて、農業、それから遊休農地の管理、減少について

も努めていきたいというふうに考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） ぜひお願いします。この補助金は100％交付される補助金なので、町の

財源が要らない補助金だと思いますので、ぜひ前向きに検討していただきたいと思います。

では、ありがとうございます。 

 次は大きな２番目に行きます。公用車の管理についてです。公用車の事故報告が散見され

ています。不幸中の幸いか、大きな事故や人身事故になっていないのが現状ですが、皆さん

の認識のとおり、この冬以降、観光バスの運行管理体制の不備により本当に大変な事故、い

や、これは事件と言ってもいいと思いますが、起こっています。そこで、上牧町の中でも、
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時間に限りがありますので、特に巡回バスと幼稚園バス、この運行管理について伺いたいと

思います。上牧町で運用している巡回バスや幼稚園バスは、基本的にいわゆる道路運送法で

いう旅客には当たらないと思いますが、その理解は正しいかどうか。そして、その運行管理

体制がどのようになっているのか、マニュアルの整備等も踏まえて伺いたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） まず、最初の部分の当たるのかどうかというところでございます。

これについては、当たらないようでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） 緑ナンバーもついていないので、旅客には当たらないという認識で正

しいと思いますが、仮に当たる場合というのは、やはり人の命を運ぶというものの中での法

規制、運輸局の許可が要るものなんですね。そのためには整備管理者をしっかり設けて管理

をしていくという姿勢をもとに許可をもらう。上牧町の場合はそれは要らないということな

んですが、同じことをしているんです。町民の方を乗せてバスを巡回する、幼稚園バスに当

たっては幼稚園の園児を乗せて運行する。そのあたり、まず、車の管理と運転手の管理をど

のようにしているのか、簡潔に教えていただけませんでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 車の管理につきましては、今ございます上牧町の公用車使用規程、

その中の部分、それからその内規といたしまして、マイクロバス規程等がございます。それ

を準用して行っておるというところでございます。それと、バスの運行に関しましては、シ

ルバー人材センターに委託契約を行いまして、現在運行していただいているというところで

ございます。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） 私も上牧町の例規集を見ましたら、公用車の管理規程はありました。

そこに車の整備の内容とか運転日報の様式、詳しいことは書いてありましたが、私がやっぱ

り一番心配しているのは、最後の部分の運転手の管理なんですね。シルバーに委託をされて

いるという話がありましたけれども、例えば万が一、ないと思いますが、ないと信じますが、

事故が起こったとき、それはシルバーに委託をしていたから、シルバーの方が管理をしてい

たからうちは知らないでは済まないと思うんです。朝、運転手の方の体調管理、どのように

シルバーの方に指示をしているのか、その辺を伺いたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 
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〇総務部長（西山義憲） 派遣契約の中で、シルバーさんにはそれに沿った形で運行していた

だくようやっていただいているということでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） 恐らくそうだと思います。ここで提案といいますか、お願いです。そ

の派遣契約に基づいてしっかりやっている、そこで例えばどちらの責任になるかどうか、詳

しい内容が書いていると思いますが、やはりこれに関してはどうしても人の命がかかってく

るので、管理を委託先任せでは済まないと思います。いま一度、計画内容を見直していただ

いて、しっかり上牧町で運転手の健康管理ができるような体制を何とかつくっていただきた

い、その辺はいかがでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 今、議員が申されたとおりだと思っております。上牧町の公用車の

場合でありましたら、町の職員は１年に１回の健康診断等も行っております。シルバーに対

しましても、運転手さんについては８時間以内とかいうふうな形で的確にやっていただくよ

うお願いしているところではございますが、また健康管理につきましても、町職員と同等ま

ではいかなくとも、大切な住民さんを乗せて走っていただくわけですから、ちゃんとした健

康管理を行っていただくよう申し入れ等を行っているところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 遠山議員。 

〇３番（遠山健太郎） ぜひお願いしたいと思います。時間の関係上、お話はしませんでした

が、人様を乗せない公用車についても事故が散見されますので、そのあたりはきっちりと管

理をしていただいて、今後の運用に進んでいっていただきたいと思います。 

 長い時間にわたりまして、個々の質問につきまして丁寧に答弁をいただきまして、まこと

にありがとうございました。以上で私の一般質問を終わります。 

〇議長（吉中隆昭） 以上で、３番、遠山議員の一般質問を終わります。 

 ここで暫時休憩とし、再開は10時10分より行います。 

 

    休憩 午前 ９時５８分 

 

    再開 午前１０時１０分 

 

〇議長（吉中隆昭） それでは、再開いたします。 
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                     ◇                    

 

          ◇堀 内 英 樹 

〇議長（吉中隆昭） 次に、９番、堀内議員の発言を許します。 

 ９番、堀内議員。 

          （９番 堀内英樹 登壇） 

〇９番（堀内英樹） ９番、堀内英樹です。 

 人間は必ず失敗し、失敗しながら成長するとされています。上牧町においては、行財政の

立て直しを図るとともに、新たな時代に対応する取り組みを懸命に進めています。その過程

で大なり小なりの人為的な失敗、ミスが見受けられます。仕事上の人為的な失敗、ミスは時

間の浪費であり、信用の失墜にもつながります。時として経済的な損失をもたらすこともあ

ります。限られた財源と陣容の中で住民の福祉を向上させ、安全・安心のまちづくりを円滑

に進めるためには、仕事の失敗を減らす取り組みが必要不可欠であると考えます。 

 私の質問は、仕事の失敗を減らす取り組みについてです。その１、事務事業の全般にわた

る失敗の点検と対策について。 

 ①仕事の失敗であると捉えている典型的な事例は何か。 

 ②失敗の原因はどこにあると分析しているのか。 

 ③失敗を減らす具体的な取り組みをどう進めるのか。 

 ④取り組み状況の検証と実務への反映をどうするのか。 

 その２、マイナンバーの情報漏えいを防止する取り組みについて。 

 ①情報漏えいを防止するために何を実施してきたのか。 

 ②取り組み状況の検証と実務への反映をどうするのか。 

 以上が一般質問項目です。再質問は質問者席から行わせていただきます。どうぞよろしく

お願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 堀内議員。 

〇９番（堀内英樹） それでは、最初のお尋ねから、答弁をよろしくお願いします。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 最初のお尋ねでございますが、まず、公用車の事故、今回議会に報

告させていただきました町道、管理道路での事故、また、事務事業の中でも確認を怠ったチ
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ェックミスというものが多数出ているというふうなところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 堀内議員。 

〇９番（堀内英樹） 今、幾つかのタイプに整理して項目だけをおっしゃっていただいたんで

すが、その他、最近では広報かんまき２月号、これは極めて単純なミスです。マイナンバー

相談窓口の時間が誤って表示されていたということで、住民の方から指摘があり、今回訂正

記事があったように思います。それから、大きいところでは、かつて小集落地区改良事業の

国庫補助金の返還問題、今、大和高田でよく似た事例が報告されておりますが、それとか土

地開発公社の経営破綻、これは大き過ぎて、ここで言う仕事の失敗ではあるんですけども、

どちらかというと経営判断にかかわる話。 

 もう少しお尋ねしますけれども、例えばここ一、二年の間に出てきた大変気になる話を２

つほど申し上げます。廃棄物の町有地への不法投棄がありました。代執行が行われました。

これ、27年度の頭だったと思いますが、強制撤去しております。当然、これは代執行の債権

回収が行われることによって一定の解決を見ますけれども、これは大変難しい状況にあると

思います。これは明らかに事業の引き継ぎに空白が生じて、どこが管理するのかわからない

ような状況の中で起こったと思います。 

 それから、年明けには12月議会で一旦議決したはずの山辺・県北西部広域環境衛生組合の

規約の再議決が臨時議会で行われました。これも思い込みによる確認漏れが原因かと思いま

す。ちょっとオーバーな言い方をしますと、外から見ると上牧町は一体どうなっているんだ

と言われかねない、信用性の点で疑問符がつくような話かと思います。この辺はここで申し

上げた仕事上の失敗、あるいはミスだというふうに私は直近の例から思うんですけれども、

いかがですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 今、申されたことでございます。２点言っていただきました。まず

１点、不法投棄につきましては、事務の引き継ぎが不適切であったのではないかというとこ

ろでございます。その部分につきましては、委員会の中でも指摘いただいておりますように、

町有地の適正管理、この部分についてもご説明させていただきましたが、今後も適正管理に

努めたいというふうな形で予算も計上させていただき、これから適正管理により一層努めた

いというふうには考えております。 

 もう１点、事務の引き継ぎのところでございます。この部分につきましては、町といたし

ましては、上牧町の職員服務規程の第13条の中で明確に事務の引き継ぎというものをうたっ
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ております。この部分について徹底した形で事務の引き継ぎを行うよう職員一同にまた指導

なりしていきたいというふうには思っております。 

 次に、もう１点、山辺・県北西部広域衛生組合規約の再議決をいただいたことでございま

す。この部分につきましては、チェックミスというところが大であったのではないかな。チ

ェックミスと申しますか、思い込みと申しますか、結論的にはそのような形であったのでは

ないかなというふうには、直接携わっておりませんでしたので、そのようには考えておりま

す。ただ、この部分につきましては、先ほど私が答弁させていただいた以上に、いろいろ例

を挙げまして、今指摘をいただいたところでございます。その部分につきまして、まず何を

やらなければならないのかというところから、一般質問の通告もいただいておりますが、そ

れ以前としてチェックの上にもチェックと、ダブルチェックの構築をするようにと、職員一

同に私の方からダブルチェック体制の構築を促したというところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 堀内議員。 

〇９番（堀内英樹） 今、総務部長から、先ほど私が例に挙げた２つの件、それからそこにつ

いてどういうふうに考えているのかということ、それからどういうふうに今後取り組んでい

くかという基本的な考え方を述べていただきました。最初の事例は、約2,000万近く債権化し

ているわけですね。今回、この議会には債権管理条例が提出されました。これ、こういった

裁判にかかわる債権だけではなくて一般的な債権ですから、当然、町税の滞納であったり、

そのほかの使用料等の滞納も含めて債権管理に努める、そのためにはまずリストアップをす

ると。そして債権の管理体制を構築していくと。私はこの債権管理条例については、委員会

でも申し上げましたが、大変高い評価をしております。ということは、大いに期待しており

ます。それだけに、ここのところはやはり失敗から来る１つの教訓としてきちっと運用して

いただきたいというふうに考えておりますが、いかがですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 今回提出させていただきました債権管理条例につきましては、町は

徴収課等々で徴収体制の強化を図るとともに、その次の施策といたしまして、公営住宅、こ

れも強化を図っていたところでございます。ただ、徴収率は、県内と比べまして高い方かと

いうとそういうわけでもございません。そのことから、庁内の統一的な見解をもってさらな

る債権管理に取り組むんだというところから、今回、債権管理条例の条例案を提出させてい

ただいたところでございます。今後は各部署におけます債権を整理いたしまして、一覧表に

し、どのような債権になるのか、公債権なのか私債権なのか、その辺も整理いたしまして、
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その後、債権管理にかかわる実質的なマニュアルそのものも作成して、全庁で取り組んでい

きたいと、このように考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 堀内議員。 

〇９番（堀内英樹） 債権管理、あるいはまた債権回収にかかわる体制については、しっかり

と取り組んでいただきたい。税収も大変上がりにくくなってきております。また、交付税も

今度の予算で若干ですけども減りました。こういった貴重な財源はやはり確保するのは大変

難しい状況になっていますから、この債権をもう一度見直してきちっと回収していくという

ことは大変重要だというふうに考えております。これも上牧町の泣きどころの１つでありま

すから、ここをカバーしていくということが大変重要だと思います。 

 それでは、大きな②に行かせていただきます。先ほど少し総務部長から失敗の原因につい

ても触れられたんですけれども、改めてこういう仕事の失敗、ミスの原因というのは、これ

は事象によっていろいろあるんですけれども、一般的にざっくりこの仕事上の失敗の原因が

どこにあると考えておられるのか、通告しておりますので、町としてもいろいろと分析もし

ていただき整理していただいたと思うんですが、いかがでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） まず、失敗の原因でございます。この部分については不注意、それ

と、なれた作業での慢心、それからうっかりミス、技量の不足などもあるのかなというふう

には考えております。ただ、ミスには普通考えられないような原因でも発生する場合もある

というふうには分析しております。失敗の原因のさらに分析でございますが、まず、４つに

分類できるのではないかなというふうに思っております。１つは、行為の初期の段階での行

為の意義の取り違いエラー、２つ目は、計画段階においての思い込みのエラー、３つ目は、

実施段階におきましてのうっかりミス、４つ目は、それを評価、最終段階になりますが、そ

の部分についての確認の怠ったミス、このような４つの原因が失敗またミスの要因ではない

かというふうには分析しております。 

〇議長（吉中隆昭） 堀内議員。 

〇９番（堀内英樹） 仕事の失敗に関して、私は今回減らす取り組みとあえて言いました。住

民の方から、事前にこういう通告をしましたとホームページに乗っけましたら、減らすんじ

ゃなくてなくす取り組みをせえという指摘をメールでいただきました。なぜそういう言い方

をしたかといいますと、最初にも申し上げましたように、人間の失敗というのは、これはあ

る程度つきものだと思います。中にはそら失敗したことないよという方もいらっしゃると思
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うんですが、私も数え80になりましたが、約80年近く生きさせていただいて、むしろ失敗の

連続でございます。そういう意味では、やっぱり人間は失敗はある程度あるということはこ

れは覚悟して、しかし、その失敗をどういうふうに分析して、そして対応していくかという

ことをしっかり組み立てていく方が大事であろうというふうに私は考えております。 

 そこで、この失敗の原因まで聞いたんですが、上牧町の場合、もっと大きなテーマもあり

ました。財政健全化団体への転落、またこれも５年ほど前の話でございます。これは失敗と

いうよりも、もっと大きな根本的な経営判断の欠如、成り行き任せで財政運営してきたこと

がこういう結果になったというふうに思います。こういう話は今回おいときますが、そこで

町長、先ほど山辺・県北西部広域環境衛生組合の再議決の話を申し上げたんですけれども、

上牧町の場合でも、じっと見ていますとやはり……。もうちょっとわかりやすい言い方をさ

せていただきます。組織として大勢の人間が１つの仕事を、あるいはまた事業をやっていか

れるわけですね。これは家族、家庭でも一緒やと思うんです。家族であれば、当然、これ、

日常生活をやる上でここが欠けるとこういう結果になるなという１つの事例として申し上げ

ますが、よく報・連・相という言い方があります。つまり、報告、連絡、相談、これをもっ

て報・連・相と、野菜のホウレンソウみたいな言い方をしているんですが、わかりやすい言

い方ですね。これが欠ける、あるいは不足することで、例えば組織の中であればちぐはぐな

行動をする、家族であれば反対の行動をする、その結果いろんな失敗が起こってくる、ミス

が起こってくるというふうに私は考えているのですが、この点は町長はどのように考えてお

られますか。 

〇議長（吉中隆昭） 今中町長。 

〇町長（今中富夫） 今、堀内議員の方からいろんな例を出して質問をしていただいておりま

す。私の考え方としては、やっぱり意識が欠如してくるとミスが当然多くなってくるのでは

ないかなと。それともう１つ、下の者のミスというよりも、私も含めてトップクラス、それ

とここに座っております町の幹部、こういう職員が本来、今おっしゃられた報・連・相の話

でございますが、そういう事柄について欠如してくるとなってきたときには、もうチェック

のしようはないということになってまいりますので、できるだけ下位から、しっかりとした

今言っている報・連・相をしっかりと徹底した形、そういうことでチェック体制ができ上が

っていくということになってまいりますと、ミスを減らすことができるのではないかなと。 

 それと、堀内議員もおっしゃっていただいておりますように、ミスのない人間はないわけ

でございますので、ミスを早く見つける、これが一番私は大事なのではないかと。早く見つ
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けることによって大きな事故につながっていかない。その早く見つけることが大事でござい

ますので、チェック体制をしっかり整えていく。そのためにはトップ、上層部というよりも、

下からしっかりとそういうものが上がってくると、そういう体制をやっぱり構築する必要が

あるのではないか。そのためには一人一人職員がそういう意識をしっかり持つこと、知識じ

ゃなしに意識を持つと、これが一番大事なのではないかなというふうに考えます。 

〇議長（吉中隆昭） 堀内議員。 

〇９番（堀内英樹） 町長、ありがとうございました。それともう１つ、この失敗の原因、あ

るいはミスの原因がどこにあるかということで感じることを申し上げます。できましたら、

副町長、事務方のトップとしてご意見をお聞きしたいんですが、具体的なやりとり、組織中

ですからいろんなやりとりをします。例えば指示したり、聞き取りしたり、メモする。こう

いう習慣が私は見ていて上牧町さんに少し足らないのではないかなという感じがします。 

 もう１つ例えを出しますが、新聞記事とか、あるいはマスコミ等でよく言われます５Ｗ１

Ｈ、いつ、どこで、誰が、何を、なぜ、どのようにという、これの略であります５Ｗ１Ｈ、

ここのところの確認というか、あるいは念押し、上からの指示もそうだし、聞く方もそうだ

し、それからその聞いたことをメモする。町長が先ほど意識の問題というふうにおっしゃい

ました。下からそういう意識を変えていくということも大事だというお話があったかと思い

ます。こういう日常的なもっと身近な話として、副町長、何かできることからマニュアル化

していくということが私は大事ではないかなと思っているんですが、いかがでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 田中副町長。 

〇副町長（田中一夫） 今おっしゃった内容、私もそのように感じております。最近特に、私

が部長、課長といろんな事件、事業の実施、それとまた交渉関係の中でまずどういう話をい

つしたのか、どういう内容でどういうふうに展開していったのかということの要点筆記を常

日ごろ言っております。その辺が今後事件につながったり、また問題につながったときに検

証にもなりますし、考え方も整理できる。もう１点が、その中で問題が起こりそうなこと、

大きな事件につながりそうなときにはそこで断ち切れができる。大きな問題につながらない

というように思っておりますので、日ごろはそういう形で協議の内容については全てメモを

してくれと。それで報告をくれということで指導しているところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 堀内議員。 

〇９番（堀内英樹） 先ほど来、広報かんまきのマイナンバー相談窓口に関する時間表示のミ

スを言いましたが、ここらは極めて単純な話ですね。ダブルチェックといいますか、１人が
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原稿を書いて、もう１人、誰か横の者でも上の者でもいいです、同じチームの者がもう１回

目を通したら気づくような極めて単純な話だったんですね。これは私もよくやるんです。で

すから、文章を書いたときに皆さんに念のため目を通していただけませんかと言って、担当

課長なんかにお願いしたりすることもよくあります。日ごろご協力いただいておるんですが、

そういったこと、文章のダブルチェックなんかは簡単に、とにかく自動的にやるんだという

ことさえやればそんなに難しい話ではないと思いますので、こういうのはもう少し、先ほど

副町長から例えば交渉事の経過をメモにと、こういうのもありましたけれども、そういう高

度な話もあわせて、この文章の簡単なダブルチェック、宛名書きでもそうですし、肩書を間

違うとかいうのがありますから、そういうところはやっぱりこの条例・規則とかそんなのと

は別に、取り扱い基準というか、仕事する上での基準というか、マニュアルとして、断片的

でもいいから、できることはつくっていくと。それを全職員が常に仕事の横へ置いて、ある

いは机にでも張って使うというふうにぜひされてはどうかなと思うんですが、いかがでしょ

う。 

〇議長（吉中隆昭） 田中副町長。 

〇副町長（田中一夫） 今おっしゃっている事象につきましては、本当に基本的なミスでござ

いますし、常日ごろ、その分については周知するようにメール等で促しておりますが、まだ

改善されていないのが実態でございます。ご存じのように、ハインリッヒの法則でときどき

ご意見をいただくんですけども、やはり問題は90％は現場で起こっていると。その中でどう

するのかというのが基本でございますので、今おっしゃった件、その都度その都度、一時的

なものではなしに喚起をするという流れの中で対応していきます。 

〇議長（吉中隆昭） 堀内議員。 

〇９番（堀内英樹） 副町長、ありがとうございました。 

 お話は既にこの③の失敗を減らす具体的な取り組みに入っております。どうでしょうか。

今、できることのマニュアル化という話を申し上げたんですが、それ以外に総務部長、どう

でしょう。ほかにこれ以外にもいろんなことが考えられるんですが、どうでしょう。この失

敗を減らす具体的な取り組みというのはどのように進めていこうと考えておられますか。い

ま一度お願いします。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 今申されましたように、仕事のミス、単純なミスからたくさんある

わけでございます。職員一人一人がみずから確認行為を行う、自分自身でそのようなチェッ
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ク体制の考え方を築くというのが、まず１点でございます。それから、先ほども申されまし

たように、個人では取り組みを行ったとしても完璧とは言えません。そのことから、当然、

私たち部長、課長もおります、上司がそのチェック体制を構築する、そういうふうな意識を

必ず持つというふうなところから、職員から私たち部長に至るまで、チェック、ダブルチェ

ック、トリプルチェック、その意識が重要であるという認識を改めて植えつけるということ

が大変重要ではないかというふうには考えます。このことは一番ミスを少なくする方法だと

思っております。 

 それと、先ほど申しました部分の中でありましたように、例えばなれた作業でその部分の

放漫さからミスを招いてしまうと、こういうことも多々あるのではないかなというふうに思

います。その部分につきましては、なれを防止するという意味では、例えば職員の職種の変

更、異動と申しますか、そういうところも今後考慮していかなければならないのではないか

なというふうにも思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 堀内議員。 

〇９番（堀内英樹） 今、総務部長からお答えいただいたことは必要なことだと思いますので、

ぜひ進めていただきたいと思います。 

 それともう１つ、この機会に意見として申し上げますが、この失敗を減らす取り組みを、

これは事務事業ではなくて事務事業を進めていく上での脇の仕事というか、そういう位置づ

けではなくて、私はこの失敗を減らす一連の取り組みというものを事務事業の一部としてき

ちっと位置づけていただきたい。そして、庁全体でぜひ取り組んでいただきたい。つまり、

上から下までの縦のライン、それから同僚のライン、窓口もあります。これはやっぱり最初

に申し上げたように、ミスは高くつきます。それから時間の無駄です。信用も損ねます。そ

ういう点からも、事務事業の一部だと、１つの大事な仕事だという認識で庁全体で取り組ん

でいただきたい。これはぜひ提案申し上げるんですが、いかがでしょう。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 今申されましたように、失敗またミスによりまして住民さん方にご

迷惑をかけるというケースも発生します。そのことから、今申されましたように、チェック

をなくすというのは事務事業の１つだと思います。上牧町の場合もそうですが、事務をなく

すために官公庁は特に決済には起案というものがございまして、そのケースによりまして、

担当課長、部長、副町長、町長と段階に応じた決済をとるわけでございます。その部分の中

でチェックをかけ、決済を押すわけでございますが、これは官公庁特有と申しますか、たく
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さんの部分についてチェックを行うというところも事務事業としてやっているわけでござい

ます。今申されましたように、ミスを少なくする、この部分についても今後、事務事業とい

う形でも取り組んでいきたいというふうに思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 堀内議員。 

〇９番（堀内英樹） 今、事務事業としても取り組んでいきたいという答弁をいただきました。

ぜひお願いします。 

 それでは、④ですが、もうちょっと先の話をします。取り組み状況の検証と実務への反映

をどうするのか、ここも大事です。つまり、一度っきりこういう話をするのでみんな気をつ

けようねということで終わっていたのでは、またもとのもくあみになります。そうではなく

て、事務事業の一部として位置づけ、マニュアルもつくって、それをみんなどれだけ実行で

きているか検証する、そしてまた実務へ戻していく、反映させていく。この取り組み、考え

方、部長、いかがでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 今、少し実名と申しますか、ミスの具体的なところは差し控えさせ

ていただきますが、事務事業で問題が起きた、そういうときの対処はどうやっているのかと

いうところをまずご説明させていただきたいと思います。 

 まず、問題が起きた事象に対する対応といたしましては、第一に、事象に対する措置、こ

れは住民の方々に影響はないのか、他の部署にも影響はないのかというというところを速や

かに把握し、それに対してその対処を決定するという形で、まず一番に行っております。 

 その次にやる部分につきましては、速やかなる対処の次に、原因の究明でございます。こ

れは事象が起こった経緯、それの整理、また、事象発生の原因の究明、これを行っておりま

す。 

 その後、３番目といたしまして、今後の対策をそのことにより講じる。まず究明した事象

の状況について、関係する部署全体でその分を協議し、問題発生を認識すると、そういう形

で今行っておるというところでございます。そして、全員で今後どのようにすれば問題が発

生しないか協議を行えという形で協議も行わせております。その後に、その部分を今後行わ

ないような形でするにはどういう形という協議をした後、その分を取りまとめて全員が認識

したというものを私の方に報告書としてまとめて提出するようにという形で、実際に提出も

していただいているところでございます。 

 この部分については、大きなミス、小さなミスもございます。ただ、基本的な考え方とし
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ては、今申しましたように、まずミスが起こったときの速やかなる対処、それから原因究明、

それからその次には、それを起こさないためにはどうするのかというところを、起こした者

だけではなしに、その部署全体で考え、そして認識し、起こらないための、例えば先ほど申

されましたように、チェックシートも１つのいい手法ではないかなというふうにも思ってお

ります。そのような考え方で今も指示しておりますし、今後、そのような形をまとめて、ま

た全職員にも通知したいなというふうにも考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 堀内議員。 

〇９番（堀内英樹） 今、対処する方向性を答弁いただきましたが、その取り組みは大変大事

だと思います。もう１つ、大事な取り組みとして、先ほど総合戦略の話でさきの遠山議員と

も議論がございましたが、やはりしっかりミスをなくす取り組みを、よくＰＤＣＡといわれ

ます。私はＰＤＳＡでもいいかなと。つまり、「Ｓ」は「ｓｔｕｄｙ」です。学ぶという意味

で、チェックよりも学ぶと言った方がわかりいいし、このケースはこれになじむかなと思い

ます。このサイクルをうまく活用していくということが大事だと思います。そうしないと、

いろんな原因を追及して、そしてまた対応の方法等を部署で検討して、総務部長のところへ

上げて、それをまた庁全体で共有すると、これは大事です。それをやっぱり庁全体で共有し

たら、今度は実際の日常業務でそれを使ってほしい。そして、その結果、まさにＰＤＣＡで

す。その結果どうであったのかというものをまた戻していく、このサイクルをうまく活用し

ていくということが大事です。 

 それともう１点、あわせて申し上げます。議会と住民にも公表してほしい。町の中だけで

は限界があると思います。差し支えない範囲で議会と住民に公表していただきたい。また、

当然、住民からも意見が出るでしょうし、議会としても意見を申し上げることも提案するこ

とも出てくると思います。そこのところ、基本条例にもある情報の共有と意見の反映、ここ

のところを地でいってほしいというのが私の願いです。いかがでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） いろいろなミスがございます。住民さん、または議会にご心配をか

けることもあるようなミスもあろうかと思います。ミスが発生した段階で、先ほど私の方が

申しましたように、最初の対処からそれをなくすための再構築をするわけでございます。住

民さん方、また議会の皆様方にも、公表すべき部分についてはこれは公表させていただきた

いと思います。また、それと、場合によっては、公表させていただいたミスについて、対処

方法もあわせて今後こういうふうにやらせていただきますというところも報告、またお知ら
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せをさせていただきたいなと、そのように思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 堀内議員。 

〇９番（堀内英樹） それともう１点、ミスすると、それに対してよくペナルティーだと、こ

ういう考え方がかなり古くからあります。それもなしとは言いませんが、やはりしっかり原

因をつかんで、対処方法を考えて、そしてみんなでそれから学んでいくということが大事だ

と私が申し上げているのは、１つの例えとして、子どもがボール遊びでもしてガラスを割っ

てしまったと。割れたガラスというのは、子どもを叱りつけたところで戻りません。やはり

むしろけががなかったかと、そしてガラスが割れないようにするためにはどうすればいいの

か、そっちを考えることの方が先決だろうと私は考えているんです。そういう意味で、先ほ

ど来の議論というのはぜひ参考にしていただいて、これからもミスを絶対出さないんだとい

うふうな格好のいいことを言うよりも、むしろどうして減らしていくか、それを地でいって

ほしいというのが私のこの問題に対する願いです。何か感想なりご意見がございましたら、

一言お願いします。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 今ご指摘、提案していただいたとおりだと思っております。町の取

り組みといたしましては、例えば先般の公用車の事故、それにつきましても私なりに検証し

ております。その中で原因をなお究明し、できるだけ起こりにくくするにはどうしたらいい

のかと。例えば役場近くの事故につきましては、当然見にくい場所でございます。その部分

については、当然、職員一人一人が公用車を運転するに当たりまして、最善の注意を払うと

いうのも当然やらなければならないことです。ただ、見にくいことは見にくい。どうしたら

いいのだと。それをするためには見やすいようなカーブミラー、これも担当の部署の方でい

ち早くつけていただいております。そのように認識を持つのも当然のことではございますが、

ミスが起こらないような形の善処策、それをできる限り構築していく、今申されましたよう

に、その辺のところも十分認識しながらミスを起こさないような管理に努めたいというふう

には思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 堀内議員。 

〇９番（堀内英樹） よろしくお願いしたいと思います。またこれからも機会あるたびにお聞

きしていきたいと思っております。 

 それでは、大きな項目の２でありますが、マイナンバーの情報漏えいを防止する取り組み

について。このタイミングからいいますと一番ミスが起こりやすそうな、何かありそうなマ
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イナンバー制度のこの情報漏えいを防止する取り組みです。町もいろいろと防止策をとって

いただいていると思いますが、いかがでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 大きな２点目の１番目でございます。対策といたしましては、技術

的、物理的セキュリティーの対策として、システムのアクセスを行う際の必要な項目といた

しまして、ＩＣカード及びパスワードを用いた２要素認証のシステムをまず導入しておりま

す。また、ネットワーク全ての端末を対象といたしまして、外部へのデータの持ち出しの禁

止、データを持ち出す場合には、情報管理システムの導入から総務課にございます部分、そ

れを管理者であります総務課長の方に届け出、それから、それに対する決済を受けた後に専

用のＵＳＢ等で持ち出すというふうな形を現在とっております。 

 さらに、人的なセキュリティー対策といたしましては、全職員を対象に情報セキュリティ

ー研修を実施いたしております。情報資産、データの持ち出し申請、先ほど申しましたその

部分のこと、それからシステム管理者に届ける、総務課長に全ての部分について許可が要る

んだよというところ、そういうようなところを研修の中で徹底しているというところでござ

います。それと、今申しました部分以外にでも、いろいろとデータ管理については実施して

おるというところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 堀内議員。 

〇９番（堀内英樹） 今、ハード面の対策、それからソフト面の対策、一連の対策を述べてい

ただきました。部長、もう１つ大事なところは、職員の意識変革というか、つまりこのマイ

ナンバーの情報漏えいというものは、絶対あってはならない。あった場合にどういう問題が

起こるのかと、あるいは行政としての責任も追及されるのかということ、ここのところをや

っぱり意識をしっかり持っていただく。最終的には、このマイナンバーを扱うのは、前の議

会でも申し上げましたが、職員の方々です。扱うのは最後は人間です。だから、ここの意識

をやっぱりしっかり持っていただく。ほかの情報とは桁違いにこの情報漏えいというものは

問題があるんだぞという意識をしっかり持っていただく、そういうことが大事だと思います

が、その点は部長、いかがですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 個人情報は大変大事なものでございます。今申されましたように、

職員一人一人がその情報の徹底した管理、この認識を持って業務に当たるというところは今

申されたとおりでございます。その中で今、各部署でパソコン等を運用しているわけでござ
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いますが、その部分について、個人個人の中で使用方法がいろいろあるわけでございますが、

もしそれについて問題があった場合には、全て私の方、また課長の方にそのチェックリスト

が上がってきます。対処はどうなんだと。そういう形で、あったものに対してこういう事象

だったよという形で注意を与え、また、今後ならないような形をとっていくというふうな、

ＰＤＣＡと申しますか、あった部分の事象、それが起こらないようにする、本人への確認、

また認識というところも現在行っているというところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 堀内議員。 

〇９番（堀内英樹） マイナンバーのこの情報漏えいを防止する取り組み、あるいはその扱う

取り組みというのは、上牧町の事務事業の中でもリスク管理というか、リスク管理にという

ことを地でいく格好のテーマだと私は思っています。個人情報、一般の話ももちろんそうで

すが、それ以上にこのマイナンバーにかかわる個人情報というのは極めて特殊な高度な対応

が必要なテーマです。そこで１つ、部長、提案があるんですが、内部統制という考え方、あ

るいはその仕組みはご存じだろうと思うんですが、ぜひ導入されませんか。上牧町でも先ほ

ど来、ミスをなくす話もずっとしてきました。内部統制というのは、これはやっぱり特に情

報の保全とか活用、それからＩＴも絡んでくる話です。民間部門では以前からやっておりま

す。当然、会社法でも決められておりますし、いろんなところで金融商品取引法なんかでも

決められております。義務づけられております。ただ、行政というか、役所の中ではちょっ

とまだなじみが薄い。薄いが、大変大事な仕組みだというふうに考えております。この点は、

部長、いかがですか。内部統制というものを一歩踏み込んでぜひ導入されてはどうかと。い

かがですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 今申されました内部統制、民間でも広くされておるというところで

ございます。町におきましては、職員にしろ、いろいろな形での規則、条例等がございます。

今申されました内部統制につきましては、十分これから検討させていただきたいというふう

に考えます。 

〇議長（吉中隆昭） 堀内議員。 

〇９番（堀内英樹） 私も代表監査委員さんあたりと一緒に内部監査をお手伝いさせていただ

いておりますが、これは事後でございます。ところが、内部統制の発想というのは、やっぱ

り組織みずからが事前にいろんなチェック体制をつくっていく、そしてまた、ときには町長

をトップにした、先ほど来申し上げました公社の話とか、財政健全化団体の話等、申し上げ
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ました。やっぱり経営戦略的な点も含めて、そして日常の業務も含めて、今回は特にマイナ

ンバーの情報漏えいをどういうふうに防止するかと。事前にそこのところを町として一度整

理されて、これは今後出てくるであろう公会計制度も当然出てきます。それから法令遵守、

コンプライアンスにもかかわってくる話ですから、きょうのところは詳しい内容は申し上げ

ませんが、内部統制の考え方、仕組みというものをぜひ導入する方向で検討いただきたいと

思いますが、いかがでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 私も必要であるとは認識しております。ただ、上牧町の今やってい

ること、それをどのような形でまとめるのかというところもございます。十分これから研究

をさせていただきまして、またそれをもとに検討も開始したいというふうに思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 堀内議員。 

〇９番（堀内英樹） 検討したいということでございますので、ぜひ十分研究いただいて、数

は少ないですが、地方自治体、行政の中で若干の事例もございます。また、総務省等でもこ

れの検討会議等も始まっておりますから、ぜひ参考にされて、前向きに、できるだけ早い時

期に、すぐれた道具として活用していただくことをご提案申し上げて、私の一般質問は終わ

らせていただきます。長時間、感謝申し上げます。 

〇議長（吉中隆昭） 以上で、９番、堀内議員の一般質問を終わります。 

 ここで暫時休憩とします。再開は11時15分。 

 

    休憩 午前１１時０４分 

 

    再開 午前１１時１５分 

 

〇議長（吉中隆昭） それでは、再開いたします。 

 

                     ◇                    

 

          ◇牧 浦 秀 俊 

〇議長（吉中隆昭） 次に、４番、牧浦議員の発言を許します。 

 ４番、牧浦議員。 
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          （４番 牧浦秀俊 登壇） 

〇４番（牧浦秀俊） ４番、牧浦秀俊です。議長の許可をいただきましたので、一般質問通告

書に従って質問いたします。 

 私は、「上牧町を変える５つの挑戦」で初当選以来、早いもので１年がたとうとしています。

上牧町ではさまざまな問題が集積していますが、優先しなくてはいけないのが、子どもの数

が極端に少ないことで、ふやすことだと感じました。27年度上期に母子手帳を取得されたの

は48名、若者人口をふやすために教育が非常に大事になっています。奈良県でも教育サミッ

トを開催し、教育面からどんな方法で若者人口をふやすか話し合われています。また、国の

施策により上牧町人口ビジョンという人口減少を防ぐための問題対策を検討してきました。

その中でも、教育の部分が多々あることが確認できました。ということで、私は教育で若者

人口をふやすと信じ、３つの質問をしたいと思います。この質問については、28年２月に教

育サミットで、アイランド形式により近隣自治体が４市町村ずつ集まり話し合われた内容と

同じです。では、なぜこの問題をあえてするかといえば、この答えを明確に出されたところ

はなかったからです。私も非常に難しい問題だと感じ、この３つの問題を解決できた自治体

が教育から若者人口をふやすことができると感じました。 

 それでは、質問事項に入ります。質問事項、上牧町の教育の方向、人口ビジョンと連携さ

せて。 

 １、郷土教育の現状と今後のあり方。地域を愛する気持ちをどうやって教育していくのか。

また、それを誰が担当するのがよいのか。そして、どんな方法があるのか。そして、学校で

７時間目をつくり積極的にやれないものなのか。これが大きな１番目です。 

 ２番目、就学前教育の現状と今後のあり方。認定こども園の考え方はどうなのか。就学前

教育は貧困を緩和するとあるが、４年前から開催の地域未来塾は上牧町ではどうなのか。今

年度から子どもの学習支援補助事業が新規事業として組み込まれていますが、どのように対

応するのか。また、学習支援補助している団体に県が公募されるが、該当する団体があるの

か。 

 そして、３つ目は、人口減少等を踏まえ、小・中学校、地域の連携のあり方をどうするか。

この課題については、教育課程の中では行われていません。教育委員会と各関係部署がどの

ように連携、協力、実施していくのか。これは大事なことやと思います。 

 以上で一般質問の要旨を終わります。再質問は質問者席より行います。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 
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〇教育部長（藤岡達也） それでは、質問の１番、郷土教育の現状と今後のあり方という質問

です。上牧町を愛する気持ちをどうやって育てていくのか、またどんな方法でされているの

かという質問でございます。 

 現在、各学校で行っている郷土教育については、小学校では社会科の副読本、「わたしたち

の上牧町」を作成し、郷土教育を実施しております。また、中学校におきましては、地理の

単元で勉強し、夏休みに課題を出し、２学期にそれぞれの題材にて郷土教育を実施しており

ます。教育委員会といたしましては、郷土教育は重要と考えておりますので、さまざまな場

面で実施していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 牧浦議員。 

〇４番（牧浦秀俊） そしたら、これに関して、具体的にどういうことをどういうカリキュラ

ムでやっておられますか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 事例ということでございます。事例を挙げますと、小学校低学年で

は、町内の商店等に出向いて学習や、町内の古民家を訪ね、明治、大正の時代の生活の様式

と生活用具を見、学んでおります。高学年では、町外へ出て、社会見学等でいろんなこと、

水はどうやってできているのかということでダムへ見学に行ったり、食品はどういうふうに

できているのかということで各企業へ出て、自分たちがどうやって生活が成り立っていくの

かということを学んでいるような状況です。 

 それと、中学校につきましては、町内と事業所へ、また小学校高学年と同様に出かけ、職

業体験等を実施しているというのが状況でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 牧浦議員。 

〇４番（牧浦秀俊） 事例についてはよくわかりましたが、この地域を愛する気持ちをどうや

ってということなんですけども、これ、非常に難しいことやと思うんです。今は本当に事例

を聞かせていただきますと、教育の一環でやっているようなイメージなんですが、それで地

域を愛する気持ちというのをどうやって教育していくのかと。これがとっても難しいんです

けども、この面に関してご答弁願えないでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 大変難しい質問やと思います。子どもたち、特に小学生に上牧町の

いいところを学んでいただくことにより、今後、牧浦議員がおっしゃるように、人口ビジョ
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ンで人口増加、子どもがふえるという手立ての１つとして教育委員会も考え、日々郷土教育

といいますのか、上牧町のいいところを学んでいただいて、１人でも、大学に行かれた後、

戻ってきていただければという思いも含めまして、いろんな施策を教育委員会としては進め

ているところではございますが、その１つとして郷土教育、１人でもそういう気持ちになっ

てくれる子が出てくればありがたいなという気持ちで進めております。 

〇議長（吉中隆昭） 牧浦議員。 

〇４番（牧浦秀俊） そこでちょっとお聞きしたいんですが、これは上牧町人口ビジョンの冊

子なんですけども、実は私、この人口ビジョンの委員でもありまして、私の質問した部署で

もあるんです。そのまま読ませていただきます。「ふるさと教育の充実。就学等で町外へ出て

も上牧町に戻って子どもを育てるため、上牧町の良さを体験・学習する機会を提供し、地域

愛を育む」。「ふるさと教育の充実。奈良県や上牧町の現状に向き合い、ふるさとの魅力や普

遍的な価値に気づき、ふるさとに対する愛着や誇りを育むことを目的に、県や地域、住民、

学校が連携したふるさと教育を行い、上牧町の将来を担う人材を育成する」。 

 そして、この取り組み内容なんですが、県や地域と連携した学習体験、交流活動の実施、

県内優良企業や町内企業における職場体験学習、これは先ほど部長がおっしゃられた部分と

共通でよろしいんでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） それで結構です。 

〇議長（吉中隆昭） 牧浦議員。 

〇４番（牧浦秀俊） そしたら、この基準値なんですけども、2015年は１回、それから目標値、

2020年は３回と、この意味はどうなんでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 今おっしゃられたふるさと教育の充実ということで、委員会でも協

議されているのを、私が入らせていただいた協議会の中ではそういう意見もございました。

教育委員会といたしましては、先ほど説明させてもらったように、年１回、中学生に町内ま

たは近隣の企業に出向いて職業体験というもの実施しております。その委員会でも出ており

ましたが、奈良県にもまだまだいろんな企業、技術が必要とする職種等々がたくさんあると。

それを中学生のときに見ていただいて、Ｕターンの増加といいますのか、大学卒業後、また

奈良県に帰ってきていただくというのを目的にということで、この項目を入れさせていただ

いたということでございます。今この2015年１回というのは、従来からやっておる職業体験
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１回でございます。それから、この20年の３回、今のところは広報等、これから考えていか

なあかんとは思っていますが、何をするかというのは今から学校と協議してまた進めていき

たいと思いますので、ＫＰＩの目標値としては３回というのを入れさせていただいておりま

す。 

〇議長（吉中隆昭） 牧浦議員。 

〇４番（牧浦秀俊） そしたら、施策効果、この下の同居・近居世帯の増加、Ｕターン者の増

加というのが見込まれるということで書いてあるんですけども、この３回の中にぜひともこ

ういうことが盛り込まれるようにお願いしたいと思います。それで、このことを学校の先生

が教育するのが望ましいのか、またはそのほかの誰が担当するのがよいのか、この辺も難し

い問題かもわかりませんが、考えをお聞かせください。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 学校の授業の１つとして、この職業体験等々を進めてきております。

学校の授業の一環の１つとして進めている事業でございますので、やはり教育委員会として

は学校と教育委員会が進めていく事業でないのかなというのを思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 牧浦議員。 

〇４番（牧浦秀俊） そうですか。そしたら、先生が教える中で、やっぱりこの上牧町のよさ

をどうやって伝えてくれはるのかということをまたこちら側から先生にお願いするというこ

とはできないんでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 教育委員会といたしましても、いろんな意見を聞かせていただいて、

子どもにとって何が一番いいのかという方法を見出し、また進めていきたいと考えておりま

す。 

〇議長（吉中隆昭） 牧浦議員。 

〇４番（牧浦秀俊） 本当にこの人口ビジョンの中の施策は、全国ほとんど同じ内容だったん

ですが、ふるさと教育のところだけはやっぱり各地区、各市町村違ったんです。ここがなか

なか重要なところではないかということで感じたので、こうやって質問させていただきまし

た。こういうことは、これは多分、何年生のときに１回とか、そういうぐらいな程度やと思

うんですけども、その点はいかがでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 今のところ３回、今、教育委員会として考えておるのは、中学生を
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対象に３回ということで、職業体験もそうですし、技術を持っておられる方を招いて、子ど

もに対していいところ、すばらしいところをお話ししていただくのも１つの方法かと考えて

おります。やり方等については、先ほどもお答えさせてもらったとおり、何が子どもにとっ

て一番いいのかというのが一番大事なところやと思いますので、そこのところを十分教育委

員会と学校とで協議し、進めさせていただきます。 

〇議長（吉中隆昭） 牧浦議員。 

〇４番（牧浦秀俊） そしたら、本当にこの今のおっしゃられたことが、例えば７時間目をつ

くって積極的にやってもらえるかということなんですけども、この点はどうでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 一番最後の７時間目でございます。中学生においては７時間目はク

ラブ活動に充てております。小学校におきましては、７時間目といいますと、低学年になる

と５時近くになります。通学の安全面に一番配慮しなければならないというところを考えま

すと、７時間目というのはちょっと難しいこととは考えますし、指導要領にもありますよう

に、１年間何時間という時間を決めて、それを１学期、２学期、３学期と割り振り進めてい

るのが今の現状でございますので、メリットもございますが、デメリット等でもございます

ので、今後またそのことを考えながら進めたいとは考えます。 

〇議長（吉中隆昭） 牧浦議員。 

〇４番（牧浦秀俊） そしたら、これからますますいろんな方策を考えていただき、郷土教育

を充実させていただきたいと思います。 

 それでは、次、お願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 牧浦議員。 

〇４番（牧浦秀俊） ここでは先に教育長にお願いいたしたいんですが。 

〇議長（吉中隆昭） 牧浦議員。 

〇４番（牧浦秀俊） それでは、お願いいたします。教育長の認定こども園の考え方はどうな

のか。そしてまた、就学前教育は貧困を緩和するとあるが、４年前からの開催の地域未来塾

は上牧町ではどうなのか。そして、ことしから子どもの学習支援事業が新規事業として組み

込まれますが、どう対応するのかをお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 松浦教育長。 

〇教育長（松浦教雄） 認定こども園のことにつきましては、住民福祉部の方の担当でござい

ますので、また後で答弁がございます。私の方からは、まず初めに、まだまだ私は力不足で
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はございますが、何か教育をもって上牧町をどうかできないものかなというのは思っており

ます。今、全国に920幾つかの町村があるように聞いておりますが、地方があっての日本だと

言われていますので、特色ある、ある意味特化しながらも、本町のさまざまな実情に応じた

段階を踏んでの教育行政を目指せればと、そんなように考えておるわけでございます。ただ、

旧態依然ではなく何かアクションを起こせればと、そういう思いでおります。大型商業施設

の建設で住宅地もふえてはいますが、少なからずとも本町においても児童、生徒数の減少が

進んでいるのは否めない事実でございます。 

 それでは、どうやって地域、すなわち本町に愛着を持って、今も出ておりました郷土教育

のことも含めて、いかに立派に賢く、この賢くというのは勉強ができる、できないじゃなし

に、人間としてうまく世の中を生きていってくれるという意味の賢いでございますが、を育

てていくのが今後の大きな本町の課題でもあるのかなと、そんなように思っております。こ

の減少状況は子どもたちの責任では一切ございませんので、そして少子化によって子どもた

ちの活動エネルギーが低下したり、活動の選択の幅が狭くなったりするようなことだけは避

けたいなと考えております。 

 先週の委員会の中でも出ておりました、この経済的状況から来る子どもの貧困問題、また、

就学前教育が今一番大きな国の課題でもありますし、県におきましても、本町、上牧町にお

きましても大きな課題であるのは事実でございます。国の調査では、家庭の社会経済背景が

高い児童、生徒の方が各教科の平均正答率が高く、学校外での教育費が多い家庭ほど子ども

の学力は高いという、すなわち家庭所得が多いイコール教育支出も多いというデータも出て

おるわけでございます。本町におきましても、このことにスポットを当てて、地域住民や大

学生とボランティアを募りながら、放課後子ども学習プランに一歩足を踏み出そうとしてい

るところでございます。それが先日来の学校支援向上事業という部分でございます。もちろ

んすぐに学習効果があらわれてくる、出てくるというものでもございませんし、ある程度の

時間を要します。ただ、子どもたちに学習の方法や学習の場所やその機会、計画性のある時

間の使い方などを学んでほしい、まだまだそういう学びを知らない、そういう居場所のない

子どもたちが結構上牧町にもいるんだということを校長や教頭から聞かせてもらっておりま

す。そういうことで、すなわち底上げの作業でございます。 

 実は、昨年の６月ごろから町長にも相談をさせていただきながら、今回の事業は水面下で

動きつつありました。先月の２月25日には教育委員会会議で教育委員さんから同意をいただ

き、その明くる日の26日には町内の学校、園長、校長、教頭、全て出席のもと、この事業の
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説明と協力を求めたところでございます。そして、保護者、子どもたちには慎重かつ丁寧な

発信とアプローチが必要ではなかろうかなと思っております。例えば、プラス面では、一定

のやはりこの学習の定着や意欲や効果が上昇されると見込まれますが、注意しなければなら

ないことは、なぜうちの家やうちの子だけがという偏見や、また、格差助長、すなわち逆効

果につながる可能性もございますので、その辺の発信やアプローチの仕方については十分私

ども、考えていかなくてはならないな、慎重に扱っていきたいな。ただ、やめるわけではご

ざいませんので、一旦船が動き出しておりますので、早く港につけたいな、港に子どもたち

をつけていきたいなと考えております。 

 そして、何よりも町当局には頼もしい支援や後押しも予算面でいただいておりますので、

本当にありがたいなと思っております。つきましては、活動の開始時期、活動の日時、場所、

参加対象学年、参加方法、指導者、また、この事業を開いて子どもたちが実際にその事業に

参画をしてくれるわけですが、そのときの安全対策等々、詳細においては、必ず改めてまた

議員の皆様方、先生方の方には説明をさせてもらう機会も出てこようかと思います。ぜひご

支援、ご協力をお願いしたいと思います。これが、ひいては、今、教育混乱の中の時勢がこ

ういう時代ではございますので、議員さんが今ご質問の就学前教育の部分にもつながってく

る中身かなと思っております。そんな形で事業の方を進めてまいりたいと思っておりますの

で、ひとつよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（吉中隆昭） 牧浦議員。 

〇４番（牧浦秀俊） 前に教育長に相談しに行かせていただいたときでも、ちょっと考えとる

でということやったんですけども、やっと出てきたみたいですね。本当にまさにこういうこ

とをやっていただけたらという、例えば大学ボランティアを使っての放課後授業、こういう

のも本当に学力の底上げというのは全てにおいていい方向に向かっていくと。例えば上牧町

の経済状態、そしてまた納税、例えば就学前教育をやって学力が上がってくると、いい学校

にも行ける。いい学校に行くと、また、いい会社にも入る。そうなってくると、また所得が

上がる。そうなってくると、住民税がいっぱいやってくると。これがシカゴ大学のヘックマ

ン教授のいわゆる教育経済学というところやと思います。本当に教育長、これからもどんど

んどんどん進めていっていただきたいと思います。教育長はこれで結構です。 

 次に、住民福祉部長、お願いしたいんですが。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 住民福祉部の関係でございますけれども、認定こども園の考
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え方はという問いかけでございます。上牧町におきましては、今後の出生率、人口の動向、

地域性を見定めまして考えていかなければならないと考えておりますけれども、出生率の減

少、特に今、待機児童等もない状況でございますので、当面は予定していないという状況で

ございます。 

〇議長（吉中隆昭） 牧浦議員。 

〇４番（牧浦秀俊） この必要性に関しては、どう感じておられますか。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 地域の保護者の皆様のご意見は聞かせていただく機会がござ

いました。子ども・子育て支援事業計画のニーズ調査の機会でございましたけれども、特に

必要性があるという回答はなかったように記憶しております。でも、しかし、今後は幼稚園

教育、保育所保育が一体となった就学前の教育、保育に関しましては、必要に応じて考えて

いかなければならない施設であると考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 牧浦議員。 

〇４番（牧浦秀俊） 認定こども園に関しては、なかなかその事例が上がってきていないとい

うところもあるんですが、本当にこれからこういう方向がいいのかなと私自身が思っており

ます。このことから、認定こども園もこれからいろいろ情報を集めて、また検討を願いたい

と思います。以上です。 

 それでは、次、就学前教育は貧困を緩和するとありますけども、４年前から開催の地域未

来塾は上牧町ではどうなのか。これは福祉の方なんですか。これは違いますか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 地域未来塾は、平成27年から国が貧困と居場所づくり等々を救済す

るために創設した事業となっております。上牧町におきましては、小学校を対象に、先ほど

も教育長のご説明がありましたように、底上げということで28年度から予定しております。

今、牧浦議員がおっしゃっておる地域未来塾、国では基本、中学生の貧困というのが対象に

なっております。その辺はどういうふうにお答えさせていただく……。 

〇議長（吉中隆昭） 牧浦議員。 

〇４番（牧浦秀俊） 僕もそれを聞いて調べたんですけども、小・中と書いていましたので、

それはどうなのかなというように僕も逆に質問しようかなと思っていたんです。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 国の方からの通達等々を見ると、中学生の貧困というふうに書いて
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あったと記憶しております。それがあくまでも補助事業としての説明の中での資料というこ

とになっておりますので、それを小学生に拡大するというのはいささかも問題はないことや

とは思いますが、今言っておるこの地域未来塾と教育委員会が今考えておる底上げというの

は、事業的にはよく似た事業やと教育委員会では考えております。これを地域未来塾に特化

してという考えではなく、今、教育委員会が考えておるのは、上牧町の全ての子どもがちょ

っとでも成績が上がるということを目指してやっていこうという事業でございますので、そ

の辺をご理解いただきたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 牧浦議員。 

〇４番（牧浦秀俊） まさにそこを聞きたかったんです。先ほど教育長がおっしゃった学生ボ

ランティアを使った放課後事授業とか、例えば今、地域未来塾とか、その垣根をなくして学

力を上げるということをやっていくということで、例えばこれの負担区分なんですけども、

この地域未来塾は国・県・市町村が３分の１ずつになっているんですけども、例えばこの放

課後授業というのをもしされるとなればどうなるんでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） この地域未来塾の補助事業といいますのか、補助金をいただきにい

くとなれば、貧困の対象ということになると思いますので、今、教育委員会が考えておる、

先ほど教育長がご説明された事業に関しましては、また別の地域パートナーシップという事

業がございますので、そちらの方からわずかではございますが補助金、ちょっとプラスにな

るような状況ではおります。できるだけ補助金を活用して事業を進めたいというのもござい

ますが、また片一方には、上牧町の子どもに合った教育の仕方というのもあると思いますの

で、広く子どもさんみんなに対して放課後１時間程度と今は考えておりますが、勉強してい

ただくという勉強の癖づけというのをつけてもらえればということで考えている事業でござ

いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 牧浦議員。 

〇４番（牧浦秀俊） 本当にきめ細やかなことまで考えていただき、感謝しております。いち

早くこれが実行できるようによろしくお願いいたします。 

 それでは、次、お願いいたします。子どもの学習支援補助事業。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） これは先ほど教育長がお答えさせていただいた答えと同じ内容にな

りますが。 
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〇議長（吉中隆昭） 牧浦議員。 

〇４番（牧浦秀俊） これに関して、あと最後の部分なんですけども、学習支援補助している

団体に県が公募されていますが、該当する団体はあるのかどうかということなんです。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） ただいま奈良県が子どもの学習支援・居場所づくり事業とし

て、学習支援補助をする団体の公募をしているところでございますけれども、これは公募の

上、プロポーザル方式により選定される予定となっておりますので、今のところは情報がな

い状況でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 牧浦議員。 

〇４番（牧浦秀俊） ちょっと僕もこれはわからないんですけども、上牧町の状態から見ると、

社協が担当してもいいのかなという感じだと思うんですが、この点はどうでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） もちろん県の社協が県から委託を受けて行う事業と聞いてお

ります。県の社協からそれぞれ地域の社協に再委託をするという考え方も聞いておるところ

でございます。また、ＮＰＯ法人にも委託をするというふうな方向性になっているかと思っ

ております。 

〇議長（吉中隆昭） 牧浦議員。 

〇４番（牧浦秀俊） 理解いたしました。本当にありがとうございます。これを踏まえて大き

な３番に入っていくと思うんですけども、人口減少等を踏まえ、小・中学校、地域の連携の

あり方をどうするのか、これは本当に物すごく難しい問題になってくると思うんですけども、

これを教育サミットで答えられたところはなかったということなんですけども、これは誰に

していただくのがいいんでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 質問の３番、人口減少を踏まえた地域との連携ということで、教育

サミット等々で議題の１つになっておったと思います。そのとき資料として出されておった

部分もございますが、上牧町としてやっている事業、小学校３つに中学校２つということで

入っておったと思うんですが、これは今先ほど説明させていただいた地域パートナーシップ

事業を各町どういう状況で入れておるのかという資料でした。上牧町におきましては、総合

戦略の中にも子どもたちをみんなで育てようプロジェクト、学校を中心としたコミュニティ

ー網の形成というところで事業展開の計画をしております。 
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 事業内容としましては、現在各小・中学校で実施しているパートナーシップ事業、それと

28年から予定である家庭教育講座等々を実施し、学校を中心とした子育てのコミュニティー

網の充実を目指し、こういう事業を行い、地域との連携を図っていきたいと考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 牧浦議員。 

〇４番（牧浦秀俊） これはまさしく町長が表明された学校・地域パートナーシップ事業と関

連するかと思いました。そして、この人口ビジョンの中でも、みんなで育てようプロジェク

トがこういうぐあいに出てきております。本当に私の言いたいところは町長が表明したから、

この学校・地域パートナーシップ、この役場全体ではどうやってやっていこうか、それとま

た、我々町会議員はこれをどうやってこの中に入っていこうか、こういうことを本当に考え

ていかなくてはいけないと感じております。個々やることって、こうこうこうと書いてある

んですけども、これは例えば学校を中心としたコミュニティー網の形成、これ、教育委員会

と書いていますね。例えば全ての学習活動を道徳教育や人道権教育を意識し推進、こういう

ことも書いてあります。これは教育委員会と社会教育課となっております。いろいろな取り

組み内容を例えばそれを教育委員会だけでやっていくのか、例えばそれが社会教育課だけで

やっていくのか。こういうことを全体でチーム上牧みたいなことでやっていくような取り組

みの方法を考えて、これからはできないんでしょうかということなんです。この人口減少は

大きな問題やと思うんですけども、人口減少を考えると、その中に教育が入っていると。そ

ういう中の部分ですので、本当にこれは重要な事項やと思うんです。だから、この課題につ

いては教育過程の中では行われていないんですが、教育委員会と各関係部署がどのように連

携、協力し、実施していくのか。その考えを聞かせていただけますか。難しいですね、済み

ません。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） この総合戦略、教育委員会として入れておる部分は、先ほどの子ど

も学力向上支援等、子どもたちをみんなで育てようプロジェクトということで、２つの柱を

挙げております。１つは教育、学力の面。今、牧浦議員がおっしゃっておるのは規範意識、

人権等々をその年齢に合った勉強をしていただくということで、今回この２つの柱を立ち上

げたわけでございます。この教育委員会と書いておる部分は、教育委員会には教育総務課が

あり、社会教育課もあり、図書館もあり、いろんな部分がございます。それがみんな協力し

てそれぞれに合ったところで子どもの支援をするということから、これ、教育委員会という

大きなもので課の名前を入れていないという状況でございます。ここにはパートナーシップ
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ということで、今、５校で180人、いろんな学校の要望によっていろんなことをしていただい

ております。ボランティアでございます。それを拡充し、またほかにしていただくようなこ

とがあるんでしたら、その校区の地域でまた進めていただければなという思いを持って、こ

こでパートナーシップを特化して挙げさせてもらったわけでございます。これからも地域の

力をかりて、子どもの規範意識等々については、学校を帰ってから放課後のこともございま

す。いろんな面、本の読み聞かせも１つでございます。いろんな面がございますので、その

子どもさんに合った教育を進めていきたいという思いでこれを入れさせていただいていると

いうことでございますので、その辺ご理解いただきたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 牧浦議員。 

〇４番（牧浦秀俊） まさにそうかと思います。本当にこのことが一丸となってこの人口ビジ

ョンなり、また第５次上牧町総合計画にうまく取り込んでいただきたいと思います。本当に

丁寧なご答弁、ありがとうございます。 

 そして、僕からなんですけども、人口ビジョンの会議に参加して感じたことなんですけど

も、上牧町の施策、行事など、ほとんど広報かんまきやホームページでＰＲしていると回答

は返ってくるんですが、実際これだけでいいんでしょうかということなんです。なぜかとい

いますと、審議会に参加している一般町民のお母さん方が、ほとんど「え、そんなん上牧町

でやってんの」というようなことがいっぱい出てきました。せっかくこれだけのことを上牧

町でやっているのにもかかわらず、こういうことが行き届いていない。だからこのＰＲの仕

方をもっともっと考えていただきたいと思います。この点についてはどうでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 今おっしゃられているように、情報等々につきましては、ホームペ

ージ、広報かんまき、または学校でしたら子どもへのプリント等々で、その事業等々につい

てはＰＲといいますか、周知させていただいてはおります。平成28年度予算で、この間委員

会で審議いただいたわけでございますが、その中の一部にも教育委員会のページというとこ

ろの改修を予定しております。その辺でも住民がわかりやすいような情報を、スペース的な

問題もございますが、できるだけわかりやすくどういうものかというのを示していきたいと

思いますので、その辺、予算の範囲内でしっかりと進めたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

〇議長（吉中隆昭） 牧浦議員。 

〇４番（牧浦秀俊） このことだけじゃなくてという意味なんですけども、ＰＲの仕方、もっ
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ともっと町民に知らしめる、これは副町長にやってもらうのがいいんでしょうか。どうなん

でしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 田中副町長。 

〇副町長（田中一夫） 今、ご意見いただいている件につきましては、まさしく町長が日々私

らに指示しているところでございます。上牧町はいろんな事業をやっているんですけども、

なかなかＰＲ不足で住民の方にお知らせできない部分がございますので、その部分について

はまだこれからいろんな展開を考えながらいくんですけども、以前よりは少しだけましにな

ったかなという状況でございますので、いろんな形で住民さんに知っていただくという考え

をまとめながらいきたいと思っております。それで、今おっしゃったように、広報とホーム

ページだけでは確かに周知できません。聞くところによると、いろんな形で聞いたり口伝え

で聞いたりというのが多いということも聞いておりますので、福祉、教育、またもろもろの

事業についてご承知いただきますように努力いたします。 

〇議長（吉中隆昭） 牧浦議員。 

〇４番（牧浦秀俊） ありがとうございます。そのとおりやと思います。よろしくお願いいた

します。 

 それでは、総括といたしまして、特色ある教育は、上牧町を選んでくれるコンテンツにな

ります。そして、郷土教育は郷土愛も生まれます。これができれば上牧町に人が集まると信

じ、これで私の一般質問を終わります。丁寧なご答弁、ありがとうございました。 

〇議長（吉中隆昭） 以上で、４番、牧浦議員の一般質問を終わります。 

 ここで暫時休憩とし、午後１時より再開します。 

 

    休憩 午後 ０時０１分 

 

    再開 午後 １時００分 

 

〇議長（吉中隆昭） それでは、再開いたします。 

 

                     ◇                    

 

          ◇辻   誠 一 
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〇議長（吉中隆昭） 次に、５番、辻議員の発言を許します。 

 ５番、辻議員。 

          （５番 辻 誠一 登壇） 

〇５番（辻 誠一） ５番、辻誠一でございます。議長の許可を得ましたので、通告書に沿っ

てお聞きいたします。 

 最初に、表現に不適切な箇所と誤字がありましたので、おわびして訂正させていただきた

いと思います。不適切な箇所は、質問の要旨、本文の４行目ですね。「職員が７名採用されま

した」というのはまだ最終的でなくて、これは「７名の採用内定がありました」と、こう変

えさせていただきます。それから、誤字が２カ所。質問の相手、教育長がまた間違って、２

回目でございます。まことに申しわけございません。最後は一番下、４の「岡在橋」ですね。

これはひらがなが正しいようです。2,500分の１の平面図で確認いたしました。何でもお聞き

するところによりますと、当時の町長さんらの名前がついていたとお聞きしましたので、こ

んな漢字になってしまいました。申しわけございません。 

 それから、追加の資料を請求させていただきましたが、理事者側の方には大変お忙しい中、

早々に資料をきれいに頂戴いたしました。御礼申し上げます。 

 さて、今回、私の質問は大きく４つからなっていますが、最初の２つは、上牧町を今後さ

らに活力があり明るい町とするため問題提起をしております。限られた財政の中、上牧町の

特性を生かし、また、今ある財産を最大限に生かして、行政と町民とが積極的に協働してま

ちづくりをしていこうではないかと提案するものです。財政面から、国からの新型交付税措

置は二、三年は続いてもその後は不明です。よかれと思って始めた施策が後になって財政状

況を悪化させ、経常収支比率や間接的に実質公債費比率がまた上昇することを恐れます。逆

効果とならないよう願う次第でございます。 

 ３つ目は、危機管理でございます。時間の経過とともに意識が薄れ、阪神・淡路大震災を

知らない世代もふえてまいりました。しかし、そのうちに不意打ちを食らうよう大地震がや

ってくるでしょう。その警告です。 

 ４つ目は、去る１月30日に行った議会報告会において質問があった、おかあり橋の通行の

安全性です。この橋と天理寄りに同じような川の橋、高塚橋があります。この２橋とも、橋

の前後には歩道がついておりますが、橋には歩道がありません。橋で道路区域が狭められて

います。当時、西大和開発と道路公団でどのような協議がなされたかは知る由もありません。

また、その後、ご近所さんに聞いてみますと、歩行をさほど苦にしていない方もいらっしゃ
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います。しかし、安全対策をお聞きします。 

 それでは、質問の要旨を読み上げさせていただきます。 

 １、職員の採用。町役場の仕事も、国・県の通達により多岐・多様化しているのは現実で、

専門職の対応も必要なことは理解しております。また、不足している若手職員、また経験の

ある中途採用も必要だろうと以前から申し上げてきました。最近、社会人経験者の７名の採

用内定がありました。 

 １、職員の採用方針。どのような部門を増強するのか。 

 ２、近隣他町と比べて上牧町はどのようか。 

 ３、経験のある退職者、また有資格者に委託するのは。上牧町人材バンクの拡充、また、

長崎大学の道守の考え方はいかがか。 

 ２、人口ビジョン創生戦略と協働のまちづくりについて。人口ビジョン及び地方版総合戦

略審議会での議論とまちづくり基本条例の趣旨である行政と町民の協働のまちづくり、この

２つをドッキングしたビジョンと施策が望まれます。活気ある上牧町創生のため、限られた

予算の中で今ある財産を活用し、実行可能な施策が必要です。実行委員会を立ち上げて、ビ

ジョンと施策を実施することを提案します。 

 １、子どもの歓声が聞こえ、それを補佐する社会経験豊富なお年寄りが活躍する町は。 

 ２、遠方より上牧町に転居されてきた方がよかったと思う町は。 

 ３、町民体育祭に自由席を設け、自治会のない地域の方も参加は。 

 ４、出初め式にも自由席を設け、一般ご家族も参加できるのは。 

 ５、放置されたゲートボール場を子どもの広場、野外活動、バーベキュー用に開放し、管

理も町民、ボーイスカウトなどに委託するのはいかが。 

 ６、５月の社協まつり、11月のペガサスフェスタは好評である。フリーマーケット、イベ

ント誘致等も定期的に行うのは。 

 ３、庁舎の耐震、免震。以前にも指摘したように、耐震補強は建物が壊れにくくなっただ

けで、強い揺れは来ます。周辺機器の倒壊、損傷などがあってはなりません。 

 １、以前にも指摘した庁舎のオフィス免震はできているか。 

 ２、庁舎１階職員側の床には、配線が束になり露出している。対策は。 

 ４、おかあり橋。前回の議会報告会で通行の安全性の質問がありました。 

１、限られた予算の中、考えられる対策は。 

 ２、フェンスの腐食がさらに進行している。対策は。 
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 以上です。再質問は質問者席で行い、内容が多岐に及んでいますので、理事者側には端的

なご答弁をお願いいたします。それでは、よろしくお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） それでは、１番をお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） まず、１番の職員採用の方針。どのような部門を増強するのかと

いうご質問だと思います。採用方針といたしまして、地方分権等により各分野で仕事量がふ

え、仕事が多様化、複雑化している現状ですので、欠員補充といいますか、今年度退職する

職員よりも多く採用するということでしておったところでございます。また必要なところに

は増員し、適材適所の原則にのっとった形で職員の配置を進めていきたいと考えているとこ

ろでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） ただいまのご答弁では、欠員が出てくるということでした。最近、２名

の一般行政職、それから７名の社会人経験者、一般行政職、それから３名の専門職、３級以

上の方が内定されていますね。これは全てそういうことで補強されたわけですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 平成28年度の採用の事務職員９名、技術職４名の計13名を新規採

用者として雇用することを予定しております。男子６名、女子７名でございます。その中に

技術吏員として保健師、また、幼稚園教諭、学校栄養士、保育士等がおります。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） 内容は結構です。もうわかっていますからね。 

 じゃ、１つ観点を変えてお聞きします。これ、本年度の当初予算で職員数が前年度196、今

年度は193で３人の減なんですよね。ここで今回採用内定された方が入っているのか入ってい

ないのか。もし入っているなら、15名の退職者が出たということになるんですが。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 当初ベースで言いますと、昨年度は一般会計178名、特別会計19

名の197名でございます。28年度の当初では、一般会計179名、特別会計19名、198名でござい

ます。１名の増でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） 結構でございます。またこの提出していただいた資料を、資料請求しま
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したこのヒストグラムみたいなもの、これを新しいバージョン、採用された結果をいただき

たいんですが、いかがですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 新しく採用されたもののやつを、この年齢でなんですけども、ま

たお渡しした方がいいんですか。今ちょっと言いますと、例えば28年で採用する13名のうち、

21歳から25歳までは３名、26歳から30歳までは１名、31歳から35歳までは４名、36歳から40

歳までは５名となります。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） 詳細は後で結構でございます。この表をいただいたらいいですから。時

間がありませんので。 

 次、行かせていただきます。上牧町の職員定数条例というのがございます。これを見ます

と、かなり古いのかな、ここで職員の定数が書いてあるんですね。町長の事務部局の職員195、

議会事務局の職員４、その下に教育委員会の事務部局の職員61人と、これを全部足しますと

275人なんですよね。この辺の条例の改正というのはどうなるかお考えですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） かなり職員の数は減っておりますけども、時期を見てまた改正を

考えたいと思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） そうしますと、条例はこのままで、これ以下であればいいという解釈で

いいんですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 言えばそうなんですけども、やっぱり本町にとって適正な数はと

いうことで、時期を見計らって改正を考えなくてはならないかなと思っているところでござ

います。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） 時間もありませんので、この件は指摘だけさせていただきます。こうい

うような大きな数が出とったということを問題提起させていただきます。 

 次、２番、お願いします。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） ２番、近隣他町と比して上牧町はどうなのかと、職員数のことを
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聞いておられると思うんですけども、上牧町の特徴としてごみ収集、焼却を委託せず、職員

が行っている。また、各学校の給食を自校方式で行っており、人数は少なくなっているもの

の、各学校の給食員が、正職の職員が在籍しておりますので、それを引いた総数では、事務

員の職員の数では、例えば王寺町なら136、広陵町なら133、上牧町127、河合町は99名になっ

ているところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） そのとおりと思いますね。これは県の資料に全くそのことが書いていま

すね。なぜ多いのか。衛生・教育部門、ごみ収集とそれから給食員。これは施策ですから、

これはいいと思うんですよね。給食のやっていないところもありますから、別にこれは構わ

ないと思います。そういう特徴であると。あと、特徴的にこちらから申し上げたいのはラス

パイレス、かなり低いですね。ほぼ一番低いですね。皆さん、頑張っておられるね。これだ

けつけ加えて、次に行かせてください。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 経験のある退職者、また有資格者に委託するのはということでご

ざいますけども、まず、職員の再任用も行っているところでございます。また、職員の退職

者で、退職はしたけども、また条件が変わって臨時職員で来てもらっている職員もおります。

また、有資格者に対する委託については、上牧町のまちづくり人材バンクに登録していただ

いている方を各課で必要な場合は配置する予定でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） 再雇用とか、いろいろ補助なされて結構だと思いますが、この人材バン

クの考え方、資料請求したら10人しかいらっしゃらない。これも、この活用実績はあったん

でしょうか。人材バンクして、手を挙げてくださいと。手を挙げたけど、何も声がかかって

いないんじゃないかなと思うんだけど、その辺はどうなっているんですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 登録はしていただいていますが、実際に各課より声が上がらない

という状況でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） 今後のお考え、さらにこれを拡張していくのかどうか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 今後も人材登録のいろんな種類の登録をしていただきたいので、
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募集し、また、各課においてもこの情報を提供し、また、登録していただいた方には活躍を

していただきたいと思いますので、募集を続けていきたいと思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） 展開されるという姿勢が見えました。手を挙げやすいように、こういう

部門で専門職はいらっしゃいませんかと上げるのもいいと思いますよね。ただ漠然と、人材

バンクを始めましたから登録してくださいじゃなくて、こことこことここと、こういうのが、

いらっしゃいませんとか、そうすると手を挙げやすくなると思うんだけど、いかがですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 今まででしたら教育分野とかまちづくり分野、環境分野、防災、

防犯分野という形で募集しておりましたが、今、議員ご指摘のとおり、こういうはっきりと

した職種といいますか、そういうのを示させていただきたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） よろしくお願いします。 

 あと、長崎大学の道守というのは、道路の点検とか橋の点検を専属に、資格者、一般の方

にお願いして、役場の方も毎日毎日そればっかりやるわけにいかんから、そういう方を利用

してやっていくという、この考え方はどうですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 今、議員おっしゃっているのは、長崎県で行っている道守の件と

思いますけども、上牧町におきましては面積が6.14平方キロメートルと狭い地域になり、道

路等の補修は自治会や住民の方からの通報や要望を受け、中長期維持管理修繕計画に基づき、

予算規模を考慮し順次整備を行っております。また、危険性の高い箇所については即時対応

しておりますので、長崎大学が長崎県土木部と連携している道守については今のところ導入

を考えておらないところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） 昨今、町道が悪いとか、いろんな不都合、点検しているのかというよう

なご意見もあったんだけど、今ちょっと残念と思ったけど、自治会あるいは町民さんが積極

的に、私も含めて、また写真を流してまいります。 

 最後に、職員さんの方で最近、失礼だけど、優秀と思った方がやめていかれるようですね。

一般に、官庁関係は民間と違いまして、仕事に積極的で熱心な人材がいづらくなる傾向が昔

からございます。どこの社会や組織においても、結局人なんですよね。上牧町が発展してい
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くのも、あるいは衰退していくのも、人次第ですね。幸い28年度は人事評価制度の導入が計

画されていますね。これは職員の活性化、あるいは新規職員や若手職員の能力を伸ばすのに

大いに役立てていただきたいと思います。民間では中間管理職が部下を査定したり、あるい

は上司を査定したり、そういう方は査定しているんだけど、本当は自分が査定されているん

ですよね。私どもがやってまいりましたが、特にこの制度で中間管理職の方が若手の方を育

てていくと期待しております。次に行かせていただきます。これは意見だけです。 

 人口ビジョン創生戦略と協働まちづくり、１番をお願いします。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） １番の、子どもの歓声が聞こえ、それを補佐する社会経験の豊富

なお年寄りが活躍する町はというご質問です。上牧町まち・ひと・しごと創生総合戦略にお

きましても、教育、子育てを重視し、基本目標の１つとして「教育・子育て環境を整え、プ

ライベートと仕事の両立を支援する」を制定し、地域における教育・子育て環境の充実を施

策の基本的方向としております。すぐれた能力、技術、豊富な経験を有する町民の方々、人

材バンク登録者や高齢者等の協力は、総がかり子育ての町をアピールする上におきまして必

要不可欠と考えているところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） 端的にお願いしたいんだけど、例えば今、１番でも、「子どもの歓声が聞

こえてお年寄りも元気で活躍する、こういう町はいかがですか」「そうですね」とおっしゃっ

ていただいたら、それで済むんですよ。あんまり長々読まれると、あと時間がないから、す

みません。 

 ２番目、遠方より上牧町に転居されてきた方がよかったと思う町は、どんなようにお考え。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） まち・ひと・しごとの策定に伴い、町では転出者向けのアンケー

トを実施いたしました。町民の意見を参考とする有意義なものと思っております。転入者が

望まれている町は、住環境がよく暮らしやすい快適な町、公共交通が整った便利な町という

回答をいただいておるところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） そのとおりかと思います。そして、いらっしゃった方がそういう町であ

ったなと実感していただいて、それが風評というか、それがまた要するにお友達に行って、

やっぱり上牧町に来てよかったなと、予想どおりだったねと、こういう町、そのためには非
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常にきめの細かいところまで手が届くような、お金をかけずにですよ、ちょっと出向いてい

けばいいんだから。そういうような町にしたらいかがかなと思いますが、いかがですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 今、辻議員のおっしゃるとおりでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） 次、関連しているんですが、３番、町民体育祭、そして出初め式、お願

いします。自由席です。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） それでは、３番の町民体育祭に自由席を設け、自治会のない地域の

参加もということでございます。この件ですが、昨年開催した町民体育祭においても、自治

会がない方のスペースということで設けておりました。設けたのが開催間近であったことか

ら、周知し切れていない部分があったかと思いますが、今回、ことし開催部分につきまして

は周知できるようにしたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） すみません、認識不足で。そういうのがあったんですね。ちゃんと席が。

わかりました。 

 あと、何回もボーイスカウトの名前を出して恐縮だけど、あれがいつも階段の上に陣取っ

ておられるんですけど、もう少し自由席を多くして、みんなが参加しているという雰囲気に

持っていってもらいたいな。せっかく入場行進をしている方が、テントがなくてあんなとこ

ろに座っているだけなんていうのは、上牧町も全体をもっとよくしようというのに、ちょっ

と矛盾していないかなと。そういうところを積極的に教えてあげて、ここに来てくださいと

いうことをやっていただいたらと思うんだけど、いかがですか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 観覧席の部分でございますが、入場門から退場門までスペース的に

限られたスペースです。自治会の数も23自治会と多いことから、毎年配置については苦慮し

ているところでございますが、できるだけ目立つようなところにおいてやっていきたいと思

います。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） できるだけお願いいたします。私、前に申し上げたんだけど、あれを10

メートルほどこっちへ、北側に寄せれば、バックネットのところがあきますから、そういう



 

 －120－ 

ことをお考えください。これはもう結構です。 

 その次、４番、出初め式、お願いします。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 出初め式にも自由席を設け、一般ご家族にも参加できるようにとい

うことでございますが、上牧町消防団におきましては、町民の安心、安全、財産を守るため

に日々訓練を重ねております。一般の方々にもその成果を見ていただくことは非常によいこ

とだと考えております。見学していただく自由席につきましては、健民グラウンドの観覧席

がございますので、観覧席で見学していただいてはと考えております。 

 また、消防車による最後の放水演習、これがございます。五色の放水でとてもきれいな風

景でございます。私も何年か出初め式には参加しておりますが、住民の方々におかれまして

は、危険を及ぼさない区域で写真等も撮っていただければなと、このように考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） ぜひよろしくお願いします。これ、なぜ言うたかというたら、上で駐車

場のところでお父さんを待っていたんですね、消防団員のご家族が子どもさんを連れて。せ

っかくお父さんがあそこで表彰されているのをやっぱり間近で見せてあげたいというのが動

機なんですよ。 

 それからもう１つは、前あそこは第３保育所やったですかね。あそこで園児がわーっと来

て、歓声を上げて見ていましたね。そういう思いがあって、申し上げました。よろしくお願

いいたします。 

 次、お願いします。ゲートボール場。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） これ、５番のゲートボール場の件ですが、辻議員、どの部分のゲー

トボールについて。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） 表現不足ですみません。放置された、今使っていないところですね。濁

と南上牧です。ご存じの濁のところね。それから、南上牧もそのまま放置されていますね。

主にここ。新町にもちょっと小さいのがあるんですかね。特にこの２カ所です。濁と南上牧。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） それでは、濁のゲートボール場、自治会から返還を受けておりまし

て、運動広場としての整備を考えているところでございます。今後の活用、管理の方法につ
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いてはまた協議を進め、有意義に使えるような形で進めていきたいと考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） ぜひとも積極的にお願いしたいと思いますね。といいますのは、最近子

どもさんが外で遊ぶのをあんまり見かけませんね。学校が終われば習い事とか塾に行ってお

忙しいのか知らんけど、でも、わずかな時間があれば子どもは遊びたいんですよね。昨年や

らせていただいた子どもサバイバルキャンプでも、プログラムの間わずか二、三分の間でも、

子どもたちは一緒になってわーっと遊びますね。本当に楽しく跳び回っています。それから、

プログラムを都合で中断したバケツリレーというのがありますね。これは現実にはあり得な

いから、大人の考えでやめたんですよ。時間がないから。ところが、子どものアンケートを

見ると、バケツリレーがやりたかったというのがたくさん出てまいりまして、子どもという

のはこういうんだなと。みんなと一緒になって遊びたいんですね。大人の発想と違いますね。

ですから、子どもがのびのびとやっている場所の提供をお願いしたいと思います。 

 もう１つ、この間テレビのＮＨＫの「小さな旅」、千葉県の木更津というところ、あれ、東

京から千葉へ行って、あそこでニュータウンじゃないけど、ミニ開発なんかあって、子ども

さんを里山で育てるんですね。ご存じかもしれませんが、あそこの空き家なんかを使ってあ

そこで子どもが料理をつくったり、びっくりしたのがキンメダイをさばいとるんですね。魚

を子どもがね。子どもがじゃがいもを植えたりなんかしているのは別として、今度そこにお

父さんが来るんですよ。里山の木を切らないと危ないからということで、道を整備するわけ

ね。そうすると、今度はお父さんたちが入ってきましたね。これかな、上牧町のイメージね。

子どもが来て、お父さんが来ると。非常に参考になるのがありましたので、ぜひ子どもが外

で遊べるようなことをまたさらにお考えください。よろしくお願いします。 

 次、お願いします。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） ６番の５月の社協まつり、11月のペガサスフェスタは好評である。

フリーマーケット、イベントを定期的に行うものはということですけども、５月の社協まつ

り、11月のペガサスフェスタをはじめ、本町役場駐車場において毎年開催されております、

本町及び王寺町、河合町の商工会の主催により開催されている葛城エコフリーマーケットに

おきましても、大勢の町内外の方々にお越しいただき、本町の活性化に資する取り組みとな

っております。今後は、既存のイベントの内容面における充実を図るとともに、新規イベン

ト等の開発を視野に検討し、町の活性化と町としてのアピールを積極的に行ってまいりたい
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と考えております。 

 また、来年度、「すむ・奈良・ほっかつ！」事業として、北葛４町がお互いに連携し、当該

４町合同によるイベントの開催に向けて検討しているところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） 今おっしゃられたように、フリーマーケットって非常に人気がございま

すね。ペガサスフェスタのときもありましたね。社協まつりもそうです。今おっしゃられた

３町の葛城エコフリーマーケットですか、11月20日、これはすごい人が出ましたね。こんな

景色初めて見ました。上牧町役場の前にこんだけ人が集まって、これ、非常に人気がありま

すね。ただ、残念なのが、商工会、婦人部とか青年部とかあるんだけど、日ごろ余り出てこ

られないし、ここには出てこられたんですよね、３町と協力して。この辺の今度まちづくり

を活性化するには、商工会の活躍する場所が望まれるんですけど、これはどんなようにお考

えですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 町のペガサスフェスタでも商工会に出ていただき、いろいろとや

っていただいているところでございますが、商工会の活動として、私も認識しているのは、

余りほかの町と比べて活発化はしていないなという印象は受けているところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） 今おっしゃったとおりで、広陵町もやっていますね。あそこの竹取公園

というのか、あそこで広陵町がやる場合、上牧町はお呼びがかかっていないんですね。ほか

の王寺町とかはあるんだけど、ひいてはニセコが来ているんですね。ニセコって、北海道か

ら、広陵にはね。上牧町も呼ばれるようになりたいですね。 

 今まで商工会議所に補助制度があったんですかね。それはやめになったんですか。以前、

補助があったんですかね、助成金か何か。私はよく知らないんだけど。この辺はどうなんで

すかね、商工会の活性化のために、その辺の支援というのは。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 今ご質問の商工会に対する補助金でございますが、これについ

ては、以前には町から補助はしておったというところですが、補助するに当たって、各団体

で活動できる部分については活動していただくということから、商工会に対する補助金は今

現在支給していないというのが状況でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 
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〇５番（辻 誠一） ぜひ活躍の場を与えて、助成金は無理かもしれませんけど、いろんなと

ころでお出まし願って、していただけるように。フリーマーケットに関しましては、レイン

ボープラザでも毎月やるようですね。今度３月27日、その次が４月24日。毎月第４日曜日。

非常に人気があります。これはいいんだけど、一番最後に、夜市、夜店。これを夜、アピタ

のあたりからずーっと南都銀行の交差点まで、あの区間で夜やると、オリジナリティーがあ

って、上牧町は変わったことをやっとんなと、ひいては県道下牧高田線のあの辺のにぎわい

がまた戻ってこないかなというように思うんだけど、夜市、夜店というのはいかがですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） まず、夜市のことなんですけども、今聞かせていただいて、まず、

安全性がどうかなというのが私の率直な感想でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） そうね。管理がどうの、いろいろ難しいところでございます。それを問

題点を挙げて解決してほしい、そういう姿勢がほしいな。それはいろんな問題点はあります

よ。難しい管理の面。だけど、本当に協働のまちづくりをつくろうとしたら、そういうこと

の問題点を挙げて、じゃ、それを解決するにはどうしたらいいかということをみんなで考え

るべきで、例えばこんな例を出して恐縮だけど、なでしこジャパンがブラジルに大敗して負

けた。あのとき澤穂希さんがくしくも言われた、この中で本当に勝ってリオデジャネイロに

行こうとしているのは何人いるかと。みんな当たり前のことを言っているんだよ。だけど、

本当に上牧町の協働まちづくりをやっていこうとしたら、問題点を出していただいて、じゃ、

その問題点をみんなで考えて解決していきましょうというようにしていってほしいんだけど、

いかがですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 先ほど辻議員からアピタに向かっていく道でとおっしゃられたの

で、ぱっと想像してみて、一瞬そう思ったのは感想でございますけど、辻議員がおっしゃっ

たように、みんなで町民の方々と協働で行う行事でいろいろと問題点を出し合い、またやっ

ていくというのも方法と思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） いろいろとご検討ください。 

 もう１つ申し上げて。今、まちづくり基本条例の第35条、まちづくり協議会、つくること

ができますと。これ、書いてあるだけですね。まちづくり協議会の組織の運営等に関する事



 

 －124－ 

項は別に定めますとあるんだけど、何も定めていないようですね。こういう協議会を立ち上

げて、いろんな議員さんからも提案されたことがいっぱいありますね。そういうのを一つ一

つ潰していって、このまちづくり協議会の中でいろんな議論をして、じゃ、これは優先順位

が高いね、これいいねとか、そういう方向に持っていっていただいたらいいかなと思うんで

すが、これは最初遠山議員がおっしゃられたかな、政策調整課の中でなくて独立したところ

がいいとかありましたが、こういうまちづくり協議会を立ち上げて、その中でもんでもらっ

たらいいと思うんだけど、いかがですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 今ご提案していただいた分、また検討いたしたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） よろしくお願いします。次、お願いします。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 次、大きな２番目でよろしいでしょうか。 

〇５番（辻 誠一） 庁舎の耐震。そうですね、３番の１番。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） それでは、大きな３番の１番目でございます。その部分からご回答

いたします。 

 議員からは、以前から災害時の拠点となる役場の免震化、耐震化をご提案していただいて

おります。現状では、庁舎、オフィスの免震は実施できていないという現状ではございます

が、今回、平成28年度当初予算にも計上させていただいております、奈良県防災行政無線通

信ネットワークシステムの整備をするに当たりましては、総務課内にございます設備の免震

化を図る予定でございます。それから、また、今現在、防災行政無線の整備を行っておりま

す。その部分で町の機材についても免震化を図る予定となっております。また、その他の部

分でございますが、この部分につきましても、今申し上げた部分が免震化、整理できますと、

平成29年度から随時行っていく予定をしております。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） ちょっとニュアンスが違って申しわけございません。耐震化した後のオ

フィスのパソコンとか重要な通信機器、特に防災に関しまして、それがドーンとなって不都

合があったら困るから、ちゃんと固定していますね、倒れにくくしていますね、ちゃんと周

りが整備できていますね、こういうことができていると思っておられるかとお聞きしたかっ
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たんですけど、その辺はどうですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 今、私の方の言葉足らずで申しわけございません。今申し上げまし

たのは、役場の総務課内にございます防災のシステム、これを平成28年度当初予算に計上さ

せていただいております奈良県防災行政無線通信ネットワークシステム、この整備に合わせ

て免震を行うということでございます。それともう１点、現在、上牧町防災行政無線デジタ

ル化の事業を行っております。これに合わせまして、町の防災システムについても免震を行

うというところでございます。それと、最後に申し上げました、その部分が完了いたします

と、平成29年度からは順次、庁舎内の免震、今申し上げたところです、それに取り組んでい

く予定となっております。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） わかりました。よろしくご手配ください。私も拝見させていただきまし

て、地下室の防災無線の部屋、非常にがっちりして機器もしっかりとつけてあるし大丈夫だ

と。総務課でも、押しても、これは大丈夫やなと。ただ、１カ所だけ、入って左のところが

何か雑然としとって、大事な機械があるのに、まだちょっとその辺が少しいまいちかなと思

っているんです。ご答弁は結構ですよ。そういうことで、耐震補強はできたと安心せずに、

そういうことを地道なところを確実にやっていただきたいと思います。 

 ２番、お願いします。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） ２番の回答でございます。平成28年度にもマイナンバーセキュリテ

ィーに関する基幹システムの改修を予定しております。住基端末及び中間サーバー接続端末

の整備を行うに当たりまして、その際、既存の配線の更新を行ったり、また、再構築が見込

まれます。そのことから、現状では各課の電算機等のレイアウトがまだ定まっていないのが

状況でございます。それらの更新が終わった後、順次、ＯＡフロアの導入を計画し、今、議

員がおっしゃっておりますように、配線等の整備も順次行うような予定となっております。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） ぜひよろしくお願いしたいと思います。下の職員の方、お気の毒なくら

い配線の中で仕事をされていますね。くくってあるけど、防護してあるところ、していない

ところ、次から次へとパソコンとか通信機器がふえていくから。剥げているところ、あるね。

これ、本当、やっぱり総合的な、最終的なゴールが見えないとできないかもしれない。例え
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ば５センチか６センチ床を上げて、それでタイルを床に張ると。そしたら、その５センチの

間ぐらいのところに線が行って、どこからも立ち上げられるようにね。というようなことを

お考え、計画しておられて、何か国の補助金とかが出たときにそれに乗っかるとか、そうい

う準備をしておかれたらいいと思います。一番最後におっしゃられた、そういうのが総合的

に決まった時点で再度、配置がえとかを考えていただいて、ついでにこの床をぜひとも上げ

て、通りやすくしてあげて、安全なように。いかがですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 貴重なご意見、ありがとうございます。先ほど私が申し上げました

ように、現在、セキュリティーについての最終段階と申しますか、平成28年度で全てを完了

する予定となっております。そうなりますと、機器等の配置等も確定し、それに対する部分

につきまして、配線も確定します。その際、先ほども申しましたように、構築、また再整備

の配線が必要となろうかという事態も想定できます。それが終わりましたら、貴重なご意見

もいただきましたけれども、できる限り配線等も整備した部分で整理計画を立てまして、随

時、配線等の整理、また、１階だけではなく順次、庁舎についても取り組んでいきたいと、

このように考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） よろしくご検討ください。ありがとうございました。 

 次、行きます。お願いします。おかあり橋です。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） それでは、１番、限られた予算の中で考えられる対策はということで、

お考えをお聞かせください。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） １月30日の議会報告会の中で、おかあり橋の安全性に対する質

問があったというところで、その中でどういう状況であったのかという部分は私なりに確認

をさせていただいたところです。おかあり橋は歩道がなく、河合町の住民も利用されている

というところで、今現状のポールと後ろの白線だけでは逆に狭くなっているという申し出が

あって、何とか歩道橋も設置してほしいというふうな内容であったかというふうに思います。 

 それと、あと、回答させていただく前に、辻議員、檀上の方でおかあり橋と東の高塚橋の

お話もしていただきましたが、その件については、おかあり橋と高塚橋を併用して使ってと

いうお考えのものでしょうか。 
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〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） そのとおりでございます。今おっしゃられたように、歩道橋を新しくつ

くるというのは、設計から橋をかけるまで数億円ぐらい。そんなお金、どこにあるんかなと

思われます。歩道橋をつけるというのは、よっぽど裕福でないとできませんね。これは国の

助成もやってくれるかな、その計画で。確かに解決方法は歩道をつけることですね、お金を

無視すればね。ただ、優先順位を何にするか。人にするか、自動車にするか。人を優先する

なら、あそこを車両通行どめにすればいいんですよ。ただ、おかあり橋だけ通行どめにした

ら高塚橋に行くし、あの橋は２つとも似たつくりになっていますね。だから、車両を通行ど

めするのは嫌やと、もう少し機能面を入れたかったら、一方通行にするんですよね。どっち

かはどっちかの向きのね。 

 もう１つ、天理寄りの河合町の泉台から水道部へ行く橋、あれ、3.6メートル、１車線しか

通れないの。あれ、いつの間にか一方通行になっとるんですね。前は、見ていていないなと

思ったら、こっちから行けたけど、今は一方通行になっていますね。だから、一方通行とい

う概念を入れれば、おかあり橋とその向こうの高塚橋がペアかなと。そういう考えで、壇上

で申し上げました。通行どめにしちゃうか、一方通行にするか。 

 ところが、先ほど申し上げましたように、さほど危なくないよという方もいらっしゃるん

だけど、やっぱり危ないね。考えないかんですね。実際、通られたらわかるんですよ。私も

向こうへ行くときは、ここにフェンスがあって、洋服が引っかかるんですよ、だから。こっ

ちへ通ると、ここにポストがあるのね。だから手がこっちへこうなるんです。こうして歩か

ないと、服が破けそうで行けない。今度はトラックが来ると、ちょっと怖いですね。これ、

私、写真を撮っているとき、トラックが来たので。 

 あと、現状はポストが３つほど破損していますね。これはみっともないですね。こういう

のがきちんとなっていれば、歩行者の方も安心して通れるかもしれない。そういうことで考

えられる対策はどうですかということで申し上げました。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） そうしたら、まず、限られた予算の中で考えられる対策はとい

うところでございますが、今、辻議員に写真でお示しいただいた部分、おかあり橋のポール

であるとか、また白線であるとかいう部分につきましては、限られた予算の中で対応するこ

とは早期にできる部分かなというふうには考えております。 

 それと、あと、おかあり橋と高塚橋を併用した、仮に一方通行の取り扱い云々ということ
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になってきますと、これにつきましては行政界が河合町の部分も入ってくるというところで、

広域的にそういう話を進めていかないと、本町だけの認識ではそれができるのかできないの

かというところは、今この時点ではお答えできないという部分でございます。ですので、今

そういうお示しをいただいた部分では、できること、できないことを明確にして、できるこ

とについてはどういう問題があるのかというところを整理した上で、できることに絞って、

それに対してどういう問題があるのかというところを整理して着手する必要があるかなとい

うふうには思っております。 

 それと、特におかあり橋につきましては、下に西名阪が走っているというところで、この

補修等につきましては、ＮＥＸＣＯとの協議も必要になってきますので、慎重に事を進めな

ければならないかなというふうには認識しております。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） 部長のおっしゃるとおりで、いろんな他方面にわたって、河合町でも必

要やし、県でも必要やし、警察も必要やろうし、お考えください。そして善処、対策を望み

ます。 

 それでは、最後にすみません、ここ、非常にフェンスが腐って、部品がどうも欠けている

ようなところがあるんだけど、直していただいたりとか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） それと、次のフェンスでございますが、フェンスが腐食してき

ているというのはこちらの方でも認識しております。ただ、先ほども申しましたように、こ

のおかあり橋をいろいろ修理云々につきましては、ＮＥＸＣＯとの慎重な協議が必要になっ

てきます。それで、28年度において、おかあり橋の耐震工事の設計をする予定をしておりま

す。その中に、今言われた部分も盛り込んで、ＮＥＸＣＯとの協議をした後に、その後、耐

震工事の中に含めてこれも一式で同じようにやりたいというふうなのが私どもの考えでござ

います。 

〇議長（吉中隆昭） 辻議員。 

〇５番（辻 誠一） よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

 これで私の一般質問を終わらせていただきます。長時間にわたって、ご答弁ありがとうご

ざいました。 

〇議長（吉中隆昭） 以上で、５番、辻議員の一般質問を終わります。 

 ここで暫時休憩とし、２時10分再開いたします。 
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    休憩 午後 １時５８分 

 

    再開 午後 ２時１０分 

 

〇議長（吉中隆昭） それでは、再開いたします。 

 

                     ◇                    

 

          ◇石 丸 典 子 

〇議長（吉中隆昭） 次に、10番、石丸議員の発言を許します。 

 10番、石丸議員。 

          （１０番 石丸典子 登壇） 

〇１０番（石丸典子） 10番、日本共産党の石丸典子です。一般質問の通告書の内容に従い、

ただいまから質問をさせていただきます。 

 今回は５項目の質問であります。まず１つ目は、子どもの医療費助成について。２つ目、

デマンドタクシー、予約制乗り合いタクシーのことですが、この導入について。３つ目、久

渡古墳群の保存について。４つ目、道路、歩道のバリアフリー化について。５つ目、町民と

のタウンミーティングについてです。 

 まず、１つ目の子どもの医療費助成についてです。上牧町議会では、平成26年の６月議会

で奈良県へ向けた意見書、子どもの医療費助成制度を通院も中学卒業までに拡充し、窓口無

料化を求める意見書を全会一致で可決しました。平成28年度から奈良県が医療費助成、これ

まで入院だけであったものを小学校、中学生に拡大をされることになりました。これは多く

の県民の声を取り入れた、こういう施策だと思っております。特に子育て世代はお金が心配

され、給料日前に子どもが熱を出したり、お医者さんの医療費が大変困っているということ

でありますけれども、今回この意見書の内容の中の中学校卒業まで助成をするということが

拡充をされるという、奈良県の予算となっております。しかし、窓口の負担のない助成制度

ではありませんし、また、この意見書では、国の施策として子どもの医療費助成制度を求め

たものです。引き続き国の制度となるよう求めていきたいと思います。 

 そこで、今回、私がお伺いいたしますのは、一部負担金の扱いです。現行、一部負担金は、
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通院は１カ月において１医療機関において500円ですけれども、拡充されましたけれども、奈

良県の一部負担金は1,000円の倍額という内容のものです。上牧町の対応をお伺いいたします。 

 ２つ目は、デマンドタクシー、予約制乗り合いタクシーの導入についてです。住みなれた

地域で暮らし続けるためには、公共交通網の整備が欠かせません。上牧町では、奈良交通バ

ス、タクシー、そして町内巡回バスが運行されています。この町内巡回バスについては４ル

ート６便ということで、昨年から土曜日、日曜日、祝日も運行され、拡充をされているとこ

ろです。今回の私の質問の中では、巡回バスの拡充、今後の計画等については触れませんの

で、後日、他の議員が通告されておりますので、そちらに譲ることといたしまして、このよ

うに上牧町では巡回バスが走っておりますけれども、住宅の中まで入ってこられず、高齢者、

特に少し足のご不自由な方々には大変使いづらいということがあります。家の前まで予約を

すれば来ていただくことができるデマンドタクシーは、高齢者の外出支援策として有効だと

考えるところですけれども、これについての見解、また、どのような検討がなされたのかに

ついてもお伺いをいたします。 

 ３つ目は、久渡古墳群の保存についてです。昨年10月に史跡名勝天然記念物に指定されま

した。また、昨年の11月21日には、町主催による県立橿原考古学研究所の卜部行弘氏による

講演、「上牧町の考古学ことはじめ」が催され、たくさんの方が参加されたとお聞きをしてお

ります。残念ながら、私はほかの用事があったため参加はできませんでしたけれども、この

講演のお話は、上牧町の遺跡は数は多くないけれども、貴重なものが多いということからお

話があったとお聞きをしております。今後の保存計画をお伺いしたいと思います。 

 ４つ目、道路、歩道のバリアフリー化についてです。町の公共施設については、順次、耐

震化整備が、バリアフリー化も行われているところですけれども、周辺の道路、歩道につい

てお伺いをいたします。特に庁舎、役場の下の交差点の改修については、道路の拡幅、歩道

の整備が行われましたけれども、高齢者や足のご不自由な方々にとっては結果的に大変歩き

にくい状況になっているということが、先日、１月30日の議会報告会においても出されまし

た。この対応と、そして中央公民館前の道路と歩道の段差等、また溝がある点での対策につ

いて、あわせてお伺いをいたします。 

 ５つ目、町民とのタウンミーティングについてです。１月30日、上牧町議会による議会報

告会を開きました。ごみ処理問題の現状についてということで、担当となりました私が報告

をさせていただきました。約５分間でこの間の取り組み、現状を説明させていただいたとこ

ろです。この議会報告会は、今回は皆さんと語り合う議会報告会というものでしたから、私
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はごみ処理に関して減量するための具体的な提案や意見を期待していましたけれども、実際

は現状に至るまでの説明が主でした。そこで、町長みずから町民の中に出向いて行われるタ

ウンミーティング、ごみ処理問題をテーマにしたタウンミーティングの開催を提案いたしま

す。お考えをよろしくお願いいたします。 

 以上の項目です。再質問につきましては質問者席から行わせていただきますので、よろし

くお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 石丸議員。 

〇１０番（石丸典子） それでは、１つ目から順次お願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 子ども医療費の助成につきましては、平成28年８月診療分か

ら県の補助が予定されております。県の補助基準は一部負担金1,000円でございますけれども、

本町におきましては従来どおり500円というふうに予定しております。 

〇議長（吉中隆昭） 石丸議員。 

〇１０番（石丸典子） 現行、通院については１カ月500円、入院については1,000円というこ

とですね。恐らく県の方は、入院の一部負担金と合わされる形で医療費助成を中学卒業まで

外来をということで拡充されたのだと思われます。それで、上牧町はこの県の事業拡充まで、

既に中学卒業まで拡充をされておりますので、今後はこの医療費分については県の補助が幾

らか入ってくるということの認識でよろしいですね。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 県の補助が拡大されておりますので、その拡大分は町の県補

助金となる予定でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 石丸議員。 

〇１０番（石丸典子） それで、少しお伺いいたしますけれども、平成28年度の予算で子ども

の医療費の歳出ですけれども、１年生から６年生まで140人の対象、中学生は575人の対象と

いうことで、予算額約4,700万円ということで計上されました。そのうち県費として約1,100

万円ということですので、この部分がふえるというふうな認識をしておりますけれども、私

の提案は、上牧町としてこの一部負担金、現行500円をなくすという方向で子育て支援策をさ

れてはいかがかと思いますが、その点はいかがでしょうか。県内でも既に14の自治体で一部

負担金、窓口で500円なり1,000円を払うというのを取り払っているという事例もありますけ

れども、これはいかがでしょうか。 
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〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 一部負担金に関しましては、以前から通院に関しましては県

の補助基準は一部負担金1,000円以上、今までと変わりなく補助金等が入ってきておりますけ

れども、その1,000円でございますが、町は通院に関しましては500円負担としておりました。

一般財源の財源といたしましては約700万円の持ち出しを行っておりますから、無料といいま

すのは現在のところ考えておりません。 

〇議長（吉中隆昭） 石丸議員。 

〇１０番（石丸典子） 通院の医療部分で県費の部分で拡充されますから、その部分を充てる

というふうなご検討はしていただけますか。費用的にどのぐらいかというのもありますけれ

ども、これを新たに町独自のところであったのが県の施策で広がるというわけですから、そ

れはいかがでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 県の拡大分といたしまして1,100万円程度を拡大されるものと

見込んでおりますけれども、先ほど申しましたように、従来から通院の分に関しまして700

万円を一般財源として持ち出しておりますので、今後は当面はこの制度でいきたいと考えて

おります。 

〇議長（吉中隆昭） 石丸議員。 

〇１０番（石丸典子） これ、恐らく８月から施行ということで、それまでに補正予算か何か

組まれますか。特に改正はありませんか。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 出の方は特に関係ございませんので、財源振替の補正予算に

なるかと思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 石丸議員。 

〇１０番（石丸典子） ８月に実施されるまでに一定の検討をお願いしたいと思いますけれど

も、町長、検討いただくということでまたお返事をいただきたいと思いますが、いかがでし

ょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 今中町長。 

〇町長（今中富夫） 今、担当部長の方からお答えをさせていただきました。上牧町としては、

財源上の問題もございますし、大変厳しい状況の中から今までの施策を一つずつ積み上げて

きているという状況でございます。そういう中で、すぐさま一足飛びにというわけにはまい
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りませんので、我々としては財源上の問題がございますので、当面、様子を見ながら考えて

いくというのが今の状況かなというふうに考えておりますので、今すぐいつからやりますと

か、どうとか、そういうお答えは今の段階ではちょっとできにくいのではないかというふう

に思います。 

〇議長（吉中隆昭） 石丸議員。 

〇１０番（石丸典子） お聞きをしますけれども、お金の心配なしに子どもさんがお医者さん

にかかれるようにという趣旨からは、一部負担金も取り払うということに私はすべきだと思

いますので、その点については十分検討をいただきますようによろしくお願いいたします。 

 この項目については以上で結構です。次のデマンドタクシーの検討、また見解についてお

伺いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） デマンドタクシーの導入に関してでございますけれども、以

前から機会があるたびに回答させていただいております。上牧町におきましては、町の巡回

バスを運行しております。これまで乗客のニーズに合わせて増便、運行時間の延長、土、日、

祝日の運行に拡大してきております。当面はこの巡回バスを利用していただいて、デマンド

タクシーに関しましてはただいまのところ考えておらない状況でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 石丸議員。 

〇１０番（石丸典子） 私なりにもいろいろ少し調べたり検討させていただいたんですけども、

上牧の地理的な特性もあり、また、奈良交通バスがかなりの本数で運行されていたり、タク

シーの事業者も何社かありますし、町内の巡回バスも運行しているというところで、少し難

しさがあるのかと思われますけれども、駅がないということでやはり不便を感じていらっし

ゃる方が多いんです。町でデマンドタクシーを導入した場合、他町である駅へ行けるかどう

かということとか、病院等にしましても、他町、他市の病院等もありますので、その辺が大

変難しいのではないかと思ったところです。 

 それで、先ほど来、他の議員からもいろいろ質問が行われました上牧町人口ビジョン、ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略の中で、この中で上牧町に住み続けたいとは思わない理由は

何ですかのトップが、交通の便がよくないというのが挙げられておりました。また、上牧町

にお住まいになっていて不満だった点について、提出者のアンケートの第１位も交通の便が

よくないということで、恐らくこれらは年配の方がそのように思われたのではないかと思い

ますけれども、このアンケート等、どのように分析をされましたか。年齢構成等はわかりま
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すか。先日、私、地域福祉計画の素案も見せていただいたんですけども、この中のアンケー

トでは、交通、外出の支援等、お困りのこととかというふうな項目では質問がなく、また、

困っている項目も具体的には出されておりませんでした、ぱっと見ましたけれども。この辺

の分析、若いときはそうでもなかったけれども、車に乗らなくなったり高齢になった場合に

不便を感じるというふうなことではないでしょうか。これはどのように分析をされましたか。

また、これからでしたら、十分この観点からも考えていく課題だと思いますが、いかがです

か。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 本町におきましては、おっしゃいますように、町内外の移動

におきます公共交通機関、路線バスでございますけれども、都市部と同じような便数で運行

しております。また、タクシー会社も存在いたしますので、その点の課題もいろいろ整理し

ないといけない。導入に向けては課題整理が必要になってくるかと思います。地域福祉計画

の中での支援といいますか、これは地域におけるどのような支援が必要かというアンケート

をとっております。高齢者の支援を行うと、どのような感想をお持ちかと、支援する側とさ

れる側の意見も求めております。ちょっとずれるかもわかりませんけれども、ボランティア

活動を機会があればしたいと意見があるのは、約５割ございました。その中で困っておられ

る高齢者の支援をできるのではないかと考えております。また、介護保険の改正もございま

すので、簡単な支援、軽度な支援に関しましてはボランティアでできるのではないかと考え

ております。 

〇議長（吉中隆昭） 石丸議員。 

〇１０番（石丸典子） これ、現在のところ、上牧町においては、社協においてもこういう外

出支援というのは行われていないんです。買い物支援であるとか、車を出して、そういう社

協としての事業は行われていないということで、ボランティアで担えるところと、例えばデ

マンドタクシーということでタクシー会社に委託等をする場合にしましたら、一定の利用者

がないと継続した運営ができないというのは、他町、他市でも大変問題になっておりますの

で、やはりここはしっかりしたニーズ調査が必要だと思いますので、まずニーズ調査をお願

いしたいと思います。比較的、こういうデマンドタクシーを利用して外出をされたいと言わ

れる方は比較的元気な方だと思います。あとの方については、介護の方であるとか介護タク

シーであるとか、ヘルパーによる支援等もありますので、その辺については十分検討する課

題だと思われます。 
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 それと、この人口ビジョンの中には2020年に交通政策検討会を実施するということで、今

年度はありませんで、2020年に１回するということで、検討を始められようとすることだと

思います。こういうアンケートの結果から見ましても、やっぱり地域で住みなれた方が住み

なれたところで住み続けるということと、あと、自家用車ではなくて公共交通に頼った生活

というのがやはりまちづくりとしてもそれは重要なことだと思いますので、その辺について

は十分、デマンドタクシーは無理だからだめですというのではなく、いろんな観点から検討

をお願いしたいと思います。検討の１つとして、例えばタクシー補助券という形で、一定の

条件の方に対して外出を支援するタクシー補助券を年間何枚、上限を決めた形で発行をして

いる自治体は大変多いわけですから、その辺も含めてこれから上牧町として公共交通のあり

方として政策化をしていただきたいと思いますけれども、その辺はいかがですか。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 上牧町の人口ビジョンの創生総合戦略の中にも盛り込んでお

りますところの交通政策検討会、ここの検討会におきまして、上牧町の公共交通に関する課

題意識が高いことがあるから検討してまいりますということを明記しております。今後も課

題等、多々ございます。町の公共交通の事業者、そして個人のタクシー会社もございますの

で、その業種全般、参画していただいて、町民のニーズに取り組んでいきたいと考えており

ます。 

〇議長（吉中隆昭） 石丸議員。 

〇１０番（石丸典子） 前後しましたけれども、デマンドタクシー導入のための検討とか研究

というのは一応されたというふうな理解でよろしいですか。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 導入の検討でございますけれども、政策的な事柄でございま

すので、上層部とも検討をしております。その中で今は、先ほども申し上げましたように、

巡回バスで当面は対応するということになっております。それから、計画にもありましたの

で、今後はこの交通政策検討委員会、必要があれば検討委員会にかけていくという方針でご

ざいます。 

〇議長（吉中隆昭） 石丸議員。 

〇１０番（石丸典子） お聞きをしておきたいと思います。私の方でもまたいろいろ研究もし

ていきたいと思いますので、この件はこれで結構です。 

 それでは、３つ目の久渡古墳群の保存計画についてお願いいたします。 
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〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） それでは、今後の久渡古墳群の保存計画についてご説明させていた

だきます。今後の計画につきましては、この久渡古墳群は住宅地の中にあることから、保存・

保護と教育観光資源の役割も考慮いたしまして、自然公園としての整備を進めながらも、古

墳としてのアイテムも必要と考えるので、また古墳へのアプローチも考えていきたいと考え

ております。平成28年度中にこの保存計画を考える整備検討委員会を立ち上げさせていただ

きまして、地域住民を交えた協議ということで進めさせていただきたいと考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 石丸議員。 

〇１０番（石丸典子） 古墳公園という形で整備がされ、町内の散策の１つとしてということ

は、私もそういう形で保存されるのが望ましいなというふうに思っている１人でありますけ

れども、これは既に用地費ということで約２億7,000万円ぐらい要るというふうな説明をいた

だいているところですけれども、全体の財政計画、どのぐらいを見込まれているのかという

あたりのご説明をお願いしたいと思います。先日出していただきました中長期財政計画の中

では、費用は一切入っておりませんので、どのぐらいの費用がかかる計画なのかということ

であります。私はこの史跡のために大きな道路をつけるであるとか、そういうのはふさわし

くないと思っておりますので、近隣の住民の方の意見を聞いた形で、公園とした整備をする

ということで、気軽に散策ができるような、そういうふうなことを思っておりますけれども、

財政規模としてはどのぐらいを見ておられるのか、お願いしたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 整備計画の財政規模ということでございますが、中長期財政計画に

は議員がおっしゃるように、財政的な部分は盛り込んではおりません。今後、検討委員会で

どのような形で保存するのかというのも協議していただく１つですし、今おっしゃっておる

道路等との問題もその中には入ってくると思います。28年度に協議会を立ち上げさせていた

だきまして、その中で今後の費用等々についても協議しながら進めさせていただきたいとは

考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 石丸議員。 

〇１０番（石丸典子） これを始められる前に、まず、地元周辺住民、また地元自治会への説

明が行われると思いますけれども、この検討委員会の委員のメンバーというのはどのような

方を考えておられますか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 
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〇教育部長（藤岡達也） メンバー的なものは具体的にはまだ決まってはおりませんが、委員

の中には地元自治会から入っていただくというのは予定しております。 

〇議長（吉中隆昭） 石丸議員。 

〇１０番（石丸典子） それで、町からは財政状況であるとか、そのあたりについては大まか

に説明をいただいて、国指定ですから、一定の国の補助金、県の補助金はつきますけれども、

全体の財政状況とこれに費やせる費用はどのぐらいというのは、やはり目安も出していただ

かないと、ただ住民の代表であるとか、自治会の方であるとか、いろいろでの話し合いにな

りましたら話は大きく広がることもありますので、その辺については十分財政面の説明もい

ただきますようによろしくお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） もちろん補助金があるからということで大きな事業ができるという

ことではなく、上牧町として久渡古墳をどういうふうに生かして保存していくかというのが

大事な部分であると考えております。具体的に方向性が決まりましたら、また議会の方にも

報告させていただきたいと考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 石丸議員。 

〇１０番（石丸典子） この件については、また臨時議会でも用地買収の件でありますので、

またお伺いをしたいと思います。 

 それでは、ありがとうございます。次の道路、歩道のバリアフリー化のところで、２つほ

ど指摘をさせていただいた件をお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） それでは、道路、歩道のバリアフリー化というところで、まず

１点目、役場下交差点の改修というところでございますが、これにつきましては、県道中筋

出作川合線につきましては、県の工事で一応、渋滞解消対策工事として着手していただきま

した。その工事完了後におきまして、歩行者から県道中筋出作川合線の歩道、特に農協前の

歩道の傾斜がきついという声が上がっているという部分、私どもの耳にも入っております。

これを受けまして、まちづくり推進課の方で高田土木に、現状とこういう声がありますとい

うことで報告をさせていただきました。それを受けて、高田土木の方がことしの２月25日に

現場の方も来ていただいております。その中で今現状、一番きつい旧農協の歩道の傾斜につ

いては、隣接するところが町有地であるというところで、そこの部分については改修という

ところで対応していただけるというふうな回答を得ております。その改修方法につきまして



 

 －138－ 

は、今、町の方で案を練りながら協議を進めていきたいなというふうには考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 石丸議員。 

〇１０番（石丸典子） これ、工事をするときにはその辺についての検討はなかったというこ

とですね。実際、私たちもでき上がった時点ではそんなにふぐあいだとは気づかなかったん

ですけど、実際にそこを歩いてみると、確かに傾斜になっているということは、議会として

もちょっと弱い面であったなと思っておりますけども、事前に行政としてその辺についても

歩道のバリアフリーということに対する認識、その辺は今後どうですか。工事の前にしっか

りチェックをしていくということはこれからの課題だと思いますけども、いかがでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 今ご指摘の高田土木の県道の部分につきましては、事前に土木

と町の方ではそういう協議をしていなかったというのが現状でございます。ただ、今おっし

ゃっている部分を受けて、今後そういうふうな部分については、なるべく協議の機会と申し

ますか、そういうふうな部分は確保して、未然にそういうふうな部分を防げたらなというふ

うには考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 石丸議員。 

〇１０番（石丸典子） わかりましたが、改修されるのは、この農協前の部分だけなんですね、

今回は。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） はっきり言いまして、今回の農協前の部分につきましては、町

有地との絡みがございますので、改修はできます。ただ、民有地との隣接する部分につきま

しては、個人の所有されている方の意向、それからいろいろ商売なさっている部分もあるの

で、歩道の切り下げについてはあの部分からはどうもできないというのが県の方の回答でご

ざいます。 

〇議長（吉中隆昭） 石丸議員。 

〇１０番（石丸典子） 町として対応というのは何もできないわけですね。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 今ご説明させていただいています民有地との部分につきまして

は、県もある程度、そこに着手する前には所有者の方と協議はされて着手されております。

それと、県の事業としては県も補助事業として今の部分を着手されておりますので、それに

対する部分の今のところ重立った変更というのはできないというふうに聞いております。 
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〇議長（吉中隆昭） 石丸議員。 

〇１０番（石丸典子） この部分については、お聞きをしておきます。 

 それで、中央公民館前のバリアフリーに関してお願いいたします。少し広い歩道上ですけ

れども、溝状になっていたりで、自転車等が走りにくい等ありますが、その辺についてはい

かがですか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 今、石丸議員がおっしゃっております溝というのは、西東に走

っているあの細い溝のことをおっしゃっているわけですか。 

〇１０番（石丸典子） はい。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 一応、中央公民館前の歩道というところですが、歩道につきま

しては、セミフラット形式の歩道、これは歩道と車道が同じ高さにあると。例で言いますと、

保健福祉センター前の歩道がそれに当たります。中央公民館前の歩道につきましては、マウ

ンドアップ方式ということで、１段車道よりも上になっている形式になっております。それ

が中央公民館前の歩道でございます。中央公民館前の歩道につきましては、西東のこの傾斜

についてはどうすることもできませんが、今言ったマウンドアップ方式の分をセミフラット

にするということになってきますと、今現状、中央公民館前につきましてはバス停もござい

ます。そのバス停のバスが停車されたときに、乗りおりされる方のある程度の高さを保って

いるというふうな部分で、それをセミフラットに変えるということは多大なる経費も生じる

という部分で、今、私どもも中央公民館前の部分の現場を見に行かせていただきましたが、

それに対して歩く上での支障はないのかなというふうには感じております。 

 もう１点おっしゃっていました溝の対応というところですが、その溝が、そしたら歩道の

中にあるべきものか云々というのは調査したんですが、現状、あの溝につきましては、中央

公民館の施設の雨水を排水するために設置されているものでございます。それをなくすとい

うことはできませんので、それのために改修というのもまた経費的にもかかる。現状、私、

以前に保健福祉センターにおりましたときに、自転車で通行されるときにそこに溝の中には

まったという事例も一、二点は聞いておるんですね。そういうふうな部分に対処するという

ことでしたら、明確に溝とわかるような印をつけてそれを回避するというのもまた対策の１

つかなというふうには感じております。 

〇議長（吉中隆昭） 石丸議員。 

〇１０番（石丸典子） お聞きをしておきたいと思います。既にもうできてしまっている施設



 

 －140－ 

の前ですので、後からいろいろふぐあいが出てくるということなので、今後は計画段階から

しっかりバリアフリーという観点でしていかなければいけない点だと思いますので、これの

点についてはまた危険のないような対応をしていただきますようにお願いをしておきたいと

思います。ありがとうございます。 

 最後に、町長にお伺いいたしますタウンミーティングですが、よろしくお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） ここで10分、暫時休憩します。 

 

    休憩 午後 ２時４９分 

 

    再開 午後 ２時５６分 

 

〇議長（吉中隆昭） それでは、再開いたします。 

 石丸議員。 

〇１０番（石丸典子） それでは、最後の項目の町民とのタウンミーティングについて、町長

にお伺いしたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 今中町長。 

〇町長（今中富夫） ごみの議会報告会の話、議員さんからいろいろ報告を受けております。

中身の話もちょっと聞かせていただきました。それで、石丸議員はそれを受けて、そのこと

だけについてのタウンミーティングをしてはどうかというご提案をいただいておるわけでご

ざいますが、私としては毎年タウンミーティングをさせていただきまして、その中でそのと

きの上牧町が抱えている問題について皆さん方に説明してご意見を聞かせていただいており

ます。ごみ問題についても、毎回そういうお話をさせていただいておりますので、それを特

別とりたててそのことだけでタウンミーティングをするということではなしに、毎年やって

いるタウンミーティングの中で皆さん方のご意見、それと町の説明をさせていただいたらど

うかというふうに考えておりますので、とりたててやるつもりは今ございません。 

〇議長（吉中隆昭） 石丸議員。 

〇１０番（石丸典子） ここにはごみ処理問題をテーマにしたということを書いておりますけ

れども、これだけをテーマにしたという意味ではなく、これを入れたという意味ですので、

開催される予定であるということでお伺いをしておきます。 

 それで、平成28年度はごみ処理基本計画策定ということで、予算書にも委託料として540
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万円近い金額で計上されております。今後の上牧町のごみの処理量の見込みであるとか、排

出を抑える方策であるとか、また、どの程度までごみを分別していくかなどを定める基本的

な計画ですので、これにはまず、住民一人一人の皆さんがごみに対する意識を高めていただ

くということと、意識改革をするということと、また排出、ごみを出す側として、またリサ

イクルをする立場での協力というのが不可欠ですので、こういう観点から、ぜひこれをテー

マにということで挙げさせていただきました。ちなみにこれ、いつごろをめどに今予定され

ておりますか。 

〇議長（吉中隆昭） 今中町長。 

〇町長（今中富夫） 最近、早い時期になかなかやらせてもらうということはできないんです

が、４月に入りまして、少し落ち着いた段階からやらせていただきたいなというふうに考え

ております。 

〇議長（吉中隆昭） 石丸議員。 

〇１０番（石丸典子） 大変大きな問題ですし、また、町民の皆さんの関心も高い問題だと思

いますし、逆にもっともっと関心を寄せていただくということからも大変大事だと思ってお

りますので、ぜひ十分説明をいただき、ご意見、提案などを聞けるようなそういうタウンミ

ーティングであることを祈っております。ありがとうございます。 

 それでは、これで全て項目にわたってお聞きいたしましたので、これをもちまして私の一

般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

〇議長（吉中隆昭） 以上で、10番、石丸議員の一般質問を終わります。 

 ここで暫時休憩し、３時10分より再開いたします。 

 

    休憩 午後 ３時０１分 

 

    再開 午後 ３時１０分 

 

〇議長（吉中隆昭） それでは、再開いたします。 

 

                     ◇                    

 

          ◇服 部 公 英 
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〇議長（吉中隆昭） 次に、８番、服部議員の発言を許します。 

 ８番、服部議員。 

          （８番 服部公英 登壇） 

〇８番（服部公英） ８番、服部公英です。 

 先日の予算特別委員会の中で、震災が起きた時間に合わせて東日本大震災で亡くなられた

方々をしのび、黙祷をしました。心から哀悼の意を表します。 

 しかし、今の現状といいますと、既に５年が過ぎましたが、まだまだ復興も思うように進

んでいないようです。日本政府は、いま一度、東北が復活するための政策を最優先に考えて、

日本国民全体が安心して暮らせるように取り組んでもらいたいです。また、国は福島原発問

題も解決しないまま、原発の再開に向けた政策を打ち出しています。私は原発の再稼働には

反対です。原子力の廃棄物の処理の方法もないままで原子力発電所を再開することについて

は、よく考えて行うべきです。福島第一原発で被災された方々の支援を引き続き最優先に考

えて取り組んでいただきたいと思います。私たちも、東北の方々を支援することを忘れるこ

とのないように応援していきたいと思います。 

 それでは、一般質問通告書に従い、質問を行います。私の一般質問通告書は、大きな項目

で６つに分かれております。 

 まず、１つ目、住環境整備について。28年度予算案に盛り込まれている北上牧地区内の住

環境整備事業の内容を聞かせてください。次に、高池周辺の下水道整備について、現在はど

のような計画になっているのか聞かせてください。 

 大きな項目の２つ目、都市計画道路整備について。服部台明星線街路改良事業の全体事業

費３億9,680万円の事業内容を説明してください。次に、道路整備工事９億1,000万円につい

てもお願いします。 

 大きな項目の３つ目、ごみ関係の事業について。現在の焼却場解体工事の計画について、

28年度から33年度まで６年間で総事業費１億8,360万円の内容について説明してください。 

 ４つ目の項目、防災対策について。自治会などで防災教育を受けると、参加者はいつも同

じ顔ぶれで、高齢化も進んでいる。防災対策、防災計画、防災訓練等、高齢者や生活弱者の

ためにはどのような対策を考えているのか聞かせてください。 

 大きな項目５つ目、教育環境について。生活困窮世帯の学習支援について説明をお願いい

たします。次に、上牧町としては学習支援事業をどのように考えているのか、学習支援の予

算化に向けて検討しているのか、導入するとしたらどのような事業になるのか聞かせてくだ
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さい。 

 最後の項目６つ目、訴訟関連について。平成27年度訴訟関連の経過について現状を説明し

てください。 

 以上、大きな項目が以上です。再質問につきましては質問者席で質問しますので、よろし

くお願い申し上げます。 

〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 

〇８番（服部公英） この住環境整備について、私、予算特別委員会に入れてもらいました。

そのときにも聞かせてもらっているんですけれども、今回重点的に聞かせてほしいのは、予

算ページの60ページで小規模住宅地区道路改良事業のＣＢＲ試験試料採取２カ所のＣＢＲ試

験採取の内容について、まず、教えてもらえますか。 

〇議長（吉中隆昭） まちづくり推進課長。 

〇まちづくり推進課長（杉浦俊行） 議員の質問なんですけども、ＣＢＲ試験の内容について

なんですけども、既存の小規模の道路改良をするに当たりまして、道路の舗装構成を決める

作業でございます。要はアスファルト、上層路盤、それと下層路盤、ましてや現状の道路の

舗装の下の状態、路盤改良が悪かったらどういうふうな層厚、どういうふうな改良厚、ケミ

コンのキロ数とか放り込んでいかなあかんというのを、まず、その試験内容でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 

〇８番（服部公英） 次に出てくる2,100万円の道路改良工事、同じ箇所で道路改良工事代金が

ここに出ているんですけれども、ＣＢＲの採取の結果、このような高額な道路工事費が出て

くるものだと思うんですけれども、その辺の説明をお願いできますか。この工事代金につい

ては、これまでになく延長が短い割には多額の工事費用が計上されている、その内容につい

て教えてほしいんですけど。 

〇議長（吉中隆昭） まちづくり推進課長。 

〇まちづくり推進課長（杉浦俊行） 道路改良工事の概要についてなんですけども、工事延長

が80メートル、幅員が6.4メートルを実施します。工事概要につきましては、まず塗工、そし

て排水溝、両側の側溝、Ｌ型側溝と街渠ます等、それと舗装、先ほど説明したように、ＣＢ

Ｒ試験の結果、舗装の路床改良なり路盤をして、それと、構造物の既存の擁壁、道路幅員以

外にも6.4メートル広げるわけですから、当然、現状を見てもらったら擁壁等も残っておるの

で、それの取り壊し、のり面の整備ということで今回上げさせていただきました。 

〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 
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〇８番（服部公英） この現場については、私の家の近所でよく知っているので聞いているん

ですけれども、横の側面を補強しないと、今おっしゃったように６メートルの幅を出すと、

それだけ低いところにかさ上げして広くしなくてはいけない、そういう形で考えるんですけ

ども、今ある現在の側面を補強して、反対側に６メートルを広げて道をつくる工事内容にな

るんでしょうか。反対側というのは、今の現在ある道の側面を利用して、低い側ですね。葛

下川沿いの方が低いと思います。現場はそういう形状になっているんです。 

〇議長（吉中隆昭） まちづくり推進課長。 

〇まちづくり推進課長（杉浦俊行） 土地利用計画平面図におきましては、今低い方の道路幅

を広げていくと。だから、低くなったところを道路幅を広げていくと。多少、こっち側の方

の東側の方の既存の擁壁が残っている分については、若干整備が必要かなと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 

〇８番（服部公英） 今、私が聞いた部分については、もう設計はできているんですか。低い

方を土を入れるなり擁壁をして道幅を広げて、今現在残っている丘になっている側を余りい

らわない状況で、６メートル幅にしないで、低い方に合わせて道路をつくるというふうに理

解してよろしいですか。 

〇議長（吉中隆昭） 暫時休憩します、10分間。 

 

    休憩 午後 ３時２０分 

 

    再開 午後 ３時２５分 

 

〇議長（吉中隆昭） それでは、再開いたします。 

 服部議員。 

〇８番（服部公英） この件につきましては、予算特別委員会にも入っていましたし、細かい

内容については担当課に行ってまた聞かせてもらいますので、次の質問に移りたいと思いま

す。 

 次、高池周辺の下水道整備についての現在の状況についてお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 水道部長。 

〇水道部長（大東四郎） それでは、高池周辺の下水道整備でございますが、今年度事業とい

たしまして、平成27年12月に高池の下の部分におきまして、下水道の汚水管管渠工事としま
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して200ミリの敷設工事並びに、それに伴いまして水道の更新工事をあわせて実施いたしまし

た。また、文化館周辺の町営住宅第３住宅の付近でも、下水道管渠の築造工事を現在施工中

でございます。平成28年度につきましては、引き続きまして、高池下の町道北上牧４号線で

ございますが、同様に200ミリの汚水管渠の延長築造工事を実施したいと考えております。ま

た、来年度以降につきましても、引き続いて未整備箇所の整備を進めて、早期の供用開始に

努めていきたいと考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 

〇８番（服部公英） 高池周辺にある２戸１の住宅地区改良事業においてできた住宅の下には、

下水道は通っていると。現在、本管にはつなげられていないけれども、入っているというふ

うに考えてよろしいですか。 

〇議長（吉中隆昭） 水道部長。 

〇水道部長（大東四郎） 小集落事業で改良住宅として建設された高池のところでございます

が、高池のところについては下水道管渠は入っておりません。これから、今後また整備して

いきたいと考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 

〇８番（服部公英） わかりました。今説明していただいた、今入っている部分も含めて、本

管につなげることができるのは最終的には何年度ぐらいと考えておられますか。 

〇議長（吉中隆昭） 水道部長。 

〇水道部長（大東四郎） 下水道事業は平成30年３月末までに完成ということで、上牧町の場

合、事業を進めてまいっておりますが、何せちょっと国費の問題、町の事業の財政の問題等

でおくれておりまして、また、事業認可の延伸も含めまして、さらなる30年３月を目標にし

ておりますが、もう少し、４年、５年ぐらい先送りになると考えておるところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 

〇８番（服部公英） 聞いときます。ありがとうございます。 

 それでは、大きな項目の２つ目、お願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 都市計画道路の整備についてというところでございます。服部

台明星線の全体事業費３億9,680万の事業内容についてというところでございます。これにつ

きましては、中長期財政計画の中で服部台明星線街路改良工事、これにつきまして、28年か

ら31年の事業費ということで、全体事業費３億9,680万円を計上させていただいております。
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その中で28年度の事業費として計上させていただいている部分については、6,192万1,000円

でございます。これの内訳といたしましては、建物補償等の調査委託料が1,000万円、それか

ら交差点の処理計画及び用地測量設計が1,192万1,000円、それから道路改良工事が4,000万円

というところで28年度に予算計上させていただいております。 

〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 

〇８番（服部公英） 予算特別委員会で細かく聞きましたので、その点については２回聞くこ

とになりますので、もう結構です。 

 この工事についても、着工予定はあんまりはっきりとはわかりませんけれども、大体何年

ぐらいには通れるようになるというふうに予想されておりますか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） これにつきましては、今計画を予定しているのは、31年に全線

開通させたいというところで事業計画をしております。 

〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 

〇８番（服部公英） 聞いておきます。それでは、次の質問に移ってください。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 次に、道路整備工事の９億1,000万円についてでございます。こ

れにつきましても、中長期財政計画の中で平成28年から37年の期間、事業費というところで

９億1,000万円を計上させていただいております。まず、この中で一応、平成26年に道路路面

の状況調査をさせていただきまして、予算特別委員会の中でも課長がちょっと説明した部分

で、総延長の補修を必要とする部分、総延長が102.36キロメートルで、補修を必要とする部

分の延長が半分の50キロメートルがございました。その中で26年、27年と着手をしておりま

して、あと残り32キロ程度が残っておると。その部分を年度で毎年やっていきたいなという

事業でございまして、28年度におきましては１億円を計上しております。その内訳につきま

しては、予算特別委員会の中でも説明させていただきましたが、７路線７カ所の920万、それ

から道路舗装工事につきましては14路線で9,080万円というのが内訳でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 

〇８番（服部公英） その説明の部分の資料も予算特別委員会の資料で出ておりました。出て

いない部分で、第二小学校の運動場側の上っていく道路、あの道路の修理とかは計画には入

っていないんですけれども、小学校の整備とか、そういう周辺の環境の整備のために、また

道路の整備とかをするような要望があれば、緊急を要することであればしてもらえるという
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ような予算特別委員会での答弁もありましたけれども、してもらえるんでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 今ご指摘の部分につきましては、全体的な計画の中には入って

おります。その中でまた対処していきたいなというふうには考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 

〇８番（服部公英） 入っていたら結構です。運動場側のこっち側の縦の上に上る道ですね。

わかりました。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部理事。 

〇都市環境部理事（田中雅英） それでは、お答えいたします。３番、ごみ関係の事業につい

てというところでございます。 

 平成28年２月の中長期財政計画案からの通知であると思いますが、この１億8,360万円の内

訳といたしましては、まず、平成28年度で煙突解体工事の設計委託料341万3,000円、同じく

28年度末に予定しておりますその工事請負費で1,944万円、それから平成29年度から33年度の

間で、焼却場解体工事の設計及び管理業務委託料1,378万円、同じくその工事請負費として１

億4,696万7,000円、合計１億8,360万円ということでございます。 

 以上でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 

〇８番（服部公英） 今説明いただいた分の設計工事が終わりますと、平たい状態になるとい

うイメージでよろしいでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部理事。 

〇都市環境部理事（田中雅英） 焼却場が建っておりますところといいますのは、いわゆるの

り面に坂をつくりまして、平行といいますか、水平にしておりますので、そのあたりはどう

しても斜面になってくるであろうと。それ以外の部分というのはもともと平面でございます

ので、平坦になると。焼却場のあった部分というのは、平坦になるという言い方はちょっと

難しいかなと考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 

〇８番（服部公英） それでは、工場の部分、鉄骨とかの部分を解体して取り除くと。坂面に

なっている部分はそのまま残るというようなイメージでよろしいですか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部理事。 

〇都市環境部理事（田中雅英） それは上牧町から解体業者に対する指示で変わってくると思
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います。なるべく平坦になるように指示は出すつもりでおります。 

〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 

〇８番（服部公英） その工事が終わった後も、上牧町としては今の持ち込みのリサイクル並

びに粗大ごみの分別、その施設は中継施設ができるまでは使っていくというような答弁であ

ったと思うんですが、それでよろしいですか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部理事。 

〇都市環境部理事（田中雅英） それは中継施設じゃなしに、天理と共同でやるときまでとい

うことでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 

〇８番（服部公英） 天理で行う８年後ですか、それまでも今使っているペットボトルのリサ

イクルであるとか、特定産業廃棄物の持ち込みであるとかという箇所については、そのまま

継続して利用するというふうな理解でよろしいですか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部理事。 

〇都市環境部理事（田中雅英） はい、そのとおりでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 

〇８番（服部公英） その後は天理の方に配送できるようになった後は、今のような形の部分

は全部なくなるというように考えてよろしいですか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部理事。 

〇都市環境部理事（田中雅英） それは香芝市の地元説明会でもお話しさせてもらったんです

が、退去できる状態になるというふうに説明をさせていただきました。 

〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 

〇８番（服部公英） 香芝の住民さんに退去できる状態になるという説明ということなんです

けれども、退去できる状態になるという意味が私はちょっとわかりにくいんですけども、き

れいにそういう施設がなくなるという状況を想像してよろしいんですか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部理事。 

〇都市環境部理事（田中雅英） そのような状態にできる状況になるということでございます。

即座に着手できるという意味ではございません。退去可能な状態になるということです。 

〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 

〇８番（服部公英） よくわからないんですけれども、退去できる状況になるけれども、退去

する予算を組んでまた一から計画しないときれいにはできない、その計画はまた今後考えて
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いくというふうに理解してよろしいですか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部理事。 

〇都市環境部理事（田中雅英） おおむねそのようなご理解で結構かと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 

〇８番（服部公英） 理解できました。以上です。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） それでは、４点目でございます。生活弱者のためにはどのような対

策を町は考えているのかというところでございます。考えているところと、それから今行っ

ている対策、方針について少し述べさせていただきます。 

 災害弱者とは、自分の身に危険が差し迫った場合、それを察知する能力（危険察知能力）、

危険を知らせる情報を受け取る能力（情報入手・発信能力）、そうした危険に対して適切な行

動をとる能力（行動能力）のそのような面でハンディキャップを持った方たちを総称する概

念でございます。具体的には、傷病者、身体障害者、精神障害者をはじめ、日常的には健常

者であっても理解能力や判断能力を持たない乳幼児、体力的に衰えのある高齢者、本町の地

理や災害に関する知識が乏しく、日本語の理解が十分でない外国人などをいわゆる災害弱者

として捉え、本町の置き名としては要配慮者として位置づけているところでございます。こ

の要配慮者のうち、地震、災害が発生した場合、自力による避難が困難な方で、防災上の支

援を要する者を避難行動要支援者と位置づけまして、３月の広報かんまきにおきまして、避

難行動要支援者制度のご案内をさせていただいたところでございます。 

 この制度の趣旨を改めて申しますと、災害発生直後は行政機能も完全ではないため、地域

の共助の機能による支援が求められます。近年、隣近所のつき合いが希薄化し、昔あった向

こう三軒両隣による地域で助け合う意識は薄まりつつあります。また、地域によっては要配

慮者の存在を近所の住民でさえわからない状況もございます。しかし、これらのことは自主

防災組織、民生・児童委員、消防団等の避難支援等、関係者の組織的かつ積極的な取り組み

によりおおむね解消できるもの考えております。したがいまして、日常時から要配慮者に最

も身近な組織であります避難支援等関係者におきまして、災害時における要配慮者対策につ

いて検討していくことが重要と考えております。 

 本町におきましても、要配慮者の支援対策といたしまして、情報収集、地域との情報共有

方法など要配慮者対策の取り組み方針を定め、要配慮者のうち特に支援が必要な者の把握の

ため、避難行動要支援者登録制度を制定し、配慮者の支援に当たることとしております。町



 

 －150－ 

内の先進的な自主防災組織では、災害時の要配慮者に対する支援の取り組みが行われている

ことから、これを町内全域で推進したいとも考えております。このような地域における助け

合いは、防災をはじめ、防犯、福祉及び環境など住みやすい地域づくりにもつながるもの考

えておりますし、その中心的な役割を担う自主防災組織の存在はますます高くなってくるも

のと考えております。以上のことから、地域と最大限の協力、連携をし、災害弱者対策、い

わゆる避難行動要支援者の支援を行いたいと、このように考えているところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 

〇８番（服部公英） 丁寧な答弁、ありがとうございます。この質問をつくって、後で偶然、

各家庭の方にこの要配慮者支援の手引きというのが届きました。全くこの手引きを宣伝する

ために質問したわけじゃないんですけども、これは本当に大変すばらしいものだと私は思い

ます。質問をするのはしたけれども、どうすれば災害に対してこういう要配慮者の支援にな

るのかというのを考えたときに、なかなかその施策というのは私は思いつかなかったんです

けれども、やはりこういう形で各家庭にこういう冊子をつくって登録を呼びかけ、こういう

形で地域の皆さんの力をかりながらするのが一番ベストだなというふうに考えております。

この手引きに関する事業をしっかりと進めてもらいたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） この制度をつくりまして、これからもしっかりと、弱者と申します

か、要支援者対象者に対してできるように地域とともに頑張っていきたいと思います。 

〇８番（服部公英） ありがとうございます。次、お願いします。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） それでは、教育環境についてということで、学習支援事業をどのよ

うに考えているのかという質問でございます。朝から教育長からの説明もございましたよう

に、全国的に貧困や家庭環境の影響で低学力傾向の子どもが多く見受けられる傾向がありま

す。上牧町においても、その傾向が見られております。そこで、基礎学力、体力、規範意識

の向上を持ち、それらのバランスのとれた人としての成長を目指す支援が必要と考え、今回、

学校支援向上事業を考えております。 

 以上でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 

〇８番（服部公英） 事業の内容については、さきの議員の質問に答えられた事業というふう

に、同じ事業と考えてよろしいですか。 
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〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 事業の内容については、低学力傾向のある子どもの底上げ、そこが

一番でございます。４月からプロジェクトチームを立ち上げ、協議してまいりたいと考えて

おります。 

〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 

〇８番（服部公英） 具体的に取りかかるのはいつぐらいからになりますか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 時期的には、来月４月にプロジェクトチームをつくらせていただい

て、２学期、９月からスタートさせたいと考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 

〇８番（服部公英） 上牧町には各学校を含めて５校あるんですけれども、各学校においてそ

ういう事業を進めると考えてよろしいですか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 当初、小学校から３校を対象に進めてまいりまして、十分動くよう

になったら中学校の方へ移っていきたいとは考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 

〇８番（服部公英） 聞いておきます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 次に、訴訟関連についてでございます。平成27年度に都市環境

部として訴訟を起こさせていただいた分につきましては、まちづくり推進課が１件、それか

ら住宅土地管理課が２件ございます。順を追って説明させていただきます。 

 まず、住宅土地管理課における訴訟の１件目でございます。これにつきまして、改良住宅

使用料の長期滞納及び名義人以外の入居者に対する明け渡し訴訟でございます。これにつき

ましては、強制執行による明け渡しが平成28年３月３日に完了いたしました。債権の差し押

さえについては、平成28年度において着手する予定でございます。 

 続きまして、住宅土地管理課の２件目でございます。これにつきましては、改良住宅の不

法占拠、それから第２住宅の明け渡しについてでございます。これについては、改良名義人

の死亡に伴いまして、名義人の法定代理人である弁護士を通じ、死亡名義人の財産調査が実

施されて、４月22日以降に改良住宅の返却及び滞納家賃の整理等の報告がある予定でござい

ます。 
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〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 

〇８番（服部公英） 何件あるかははっきり知りませんけども、１件目の部分についてはもう

退去されているんですか。鍵も町が持って、きれいに空き家状態になっているんですか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） それにつきましては、３月３日付で町の方に返却いただいてお

ります。 

〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 

〇８番（服部公英） それでは、２点目についてはまだ解決していないというふうに理解して

よろしいですか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） ２点目についても解決しております。 

〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 

〇８番（服部公英） もう２件目の分についてもきれいに退去され、役場の方が管理している

状態になっているんですか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） ２点目については、一応、法定代理人から報告があって、その

部分を明け渡しということになりました。それともう１つ、それに関連しての部分なんです

けれども、第２住宅の明け渡しという部分がございまして、それについては名義人が死亡さ

れまして、相続人２名が相続放棄をされたことに伴いまして、今、現有、町でその部分を管

理している状況でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 

〇８番（服部公英） 次のやつ、お願いします。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） それでは、最後のもう１点、まちづくり推進課の訴訟の部分で

ございますが、これにつきましては、不法投棄撤去を求める訴訟でございまして、これにつ

いて、今、弁護士と今後の進め方について協議中でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 

〇８番（服部公英） ちょっと勉強不足で、３点目の不法投棄の場所については私、理解でき

ないんですけれども、どの部分の不法投棄について訴訟しているんですか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 
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〇都市環境部長（下間常嗣） そこの部分については、既に用地部分については撤去というこ

とで完了しております。それ以外の費用請求といいますか、そこの部分については、今、弁

護士とどういうふうに対処すべきかというところを協議中でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 服部議員。 

〇８番（服部公英） わかりました。場所についても知っている場所でした。ただ、訴訟が完

了しているけれども、支払の方法とか回収方法についてはまだ解決していないということで

理解できました。 

 私の質問は以上です。丁寧な答弁、ありがとうございました。以上です。 

〇議長（吉中隆昭） 以上で、８番、服部議員の一般質問を終わります。 

 これで本日の一般質問を終わります。 

 

                     ◇                    

 

    ◎散会の宣告 

〇議長（吉中隆昭） 本日はこれで散会いたします。 

 どうも皆さん、ご苦労さまでした。 

 

    散会 午後 ３時５２分 
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    開議 午前 ９時００分 

 

    ◎開議の宣告 

〇議長（吉中隆昭） 皆さん、おはようございます。ただいまの出席議員数は12名です。定足

数に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議事日程の報告 

〇議長（吉中隆昭） それでは、日程表に従い、順次議事を進めてまいります。 

 

                     ◇                    

 

    ◎一般質問 

〇議長（吉中隆昭） 日程第１、一般質問について。 

 一般質問の持ち時間は、理事者側の答弁を含め１人１時間以内です。質問者はその点、十

分心得て質問し、理事者側は的確かつ簡潔に答弁をお願いします。 

 

                     ◇                    

 

          ◇康 村 昌 史 

〇議長（吉中隆昭） それでは、７番、康村議員の発言を許します。 

 ７番、康村議員。 

          （７番 康村昌史 登壇） 

〇７番（康村昌史） ７番、康村昌史でございます。議長の許可を得ましたので、一般質問を

行います。 

 私の一般質問は、３点からなっております。 

 安心、安全なまちづくりについて。西大和ニュータウン内、片岡台１丁目と桜ケ丘３丁目

の生活用道路の一部分について、一般自動車等が南北行きの抜け道に使っています。そのた
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め、周辺住民が本当に困っています。 

 そこで、１、今まで両自治会、住民から苦情、相談等があったと思われるが、その対応に

ついてお伺いいたします。 

 ２番目に、その地域は事故も頻繁に起こっているようであるが、警察とはどのような話し

合いが行われているのか。 

 ３番目のゾーン30のメリットとデメリットについてお尋ねいたします。 

 ４番目に、ゾーン30を取り入れる場合の上牧町の果たす役割について教えていただきたい

と思います。 

 ２番目の大きな質問でございますが、職場環境についてです。上牧町の学校施設の給食室

は空調設備がないなどのため、給食室で働いている人々は季節により非常に労働環境が厳し

く、衛生上も問題があると思われます。 

 １、給食室の改修について。 

 ２番目の、空調設備の設置についてお伺いいたします。 

 ３つ目の質問事項は、防災についてです。上牧町内の各学校に備えてある防災備品につい

て。 

 １、各学校の防災備品の内容についてお伺いいたします。 

 ２番目、防災倉庫の設置についてお伺いいたします。 

 以上が私の一般質問でございますが、答弁のほどよろしくお願いいたします。再質問につ

きましては、質問者席で行います。よろしくお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 康村議員。 

〇７番（康村昌史） それでは、私の１点目の質問なんですけれども、今までこの両自治会、

住民から苦情、相談等があったと思われますが、その対応についてお伺いしたいと思います。 

 その前に、警察というのは交通管理者であり、上牧町は道路管理者であるということを申

し上げておきます。よろしくお願いします。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） それでは、今まで両自治会から片岡台１丁目と桜ケ丘３丁目、

自治会から苦情、それから相談があったのかというご質問でございますが、片岡台１丁目に

つきましては、南北の交通量が多いと、規制はできないのかというご質問、相談、それから

桜ケ丘３丁目については、自治会名で団地内の通り抜けの看板を設置できないのかというご

相談がございました。 
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 それにつきましては、片岡台１丁目に対する交通規制については、公安委員会に確認をい

たしましたところ、規制はできないという回答でございまして、これについては自治会にそ

の旨を報告させていただいております。次に、桜ケ丘３丁目の自治会内に自治会名による看

板を設置できないのかというところにつきましても、警察の方に確認をいたしましたところ、

これについては設置できないという回答であり、自治会には報告済みでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 康村議員。 

〇７番（康村昌史） そこで、次の２番目の質問。今同じように答えていただきましたので、

片岡台１丁目の方、警察の方が許可できない、桜ケ丘３丁目もできないというその理由を教

えていただきたいんですが、どうですか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） その部分につきまして、規制等につきましてはやはり自治会等

の同意が要るというところで、その同意がほぼおおむね100％に近い同意が要るというところ

で、その部分を確認できないでただ単に設置ほしいということであれば設置できないという

回答でございました。 

〇議長（吉中隆昭） 康村議員。 

〇７番（康村昌史） わかりました。それでは、桜ケ丘３丁目の看板を設置する、それもだめ

という理由をお聞かせ願います。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 桜ケ丘３丁目の立て看板についてなんですが、その立て看板が

要望された部分につきましては、下をコンクリート部分で固めて、そこに柱を立てて表示す

るという看板でした。それにつきましては、やはり道路部分にそれを置くということについ

て通行時の支障を来す、それから看板部分が飛んだりした場合について事故等のもとになる

というところで、警察の方としては許可ができないという回答でございました。 

〇議長（吉中隆昭） 康村議員。 

〇７番（康村昌史） よくわかりました。 

 それでは、３番目のゾーン30のメリット、デメリットについてですが、その前に、このゾ

ーン30についての予備知識を読み上げておきます。 

 先ほどから、生活用道路なんですけれども、通り抜けとして非常に利用されて、非常に危

険だということで、新たな生活道路対策として平成23年９月から道路交通法を改正し、取り

組みを開始されたということでございます。この生活道路とは、道幅5.5メートル未満で、そ
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の地域の住民らが自宅から大通りなど、主要道路に出るまでに使う道である。その多くでは

幅員が狭く、自動車の対面通行がやっとであるか、一方通行であるなど、頻繁に自動車が通

ることを前提としていない。その一方で、抜け道、通過交通の手段として、渋滞や信号、交

差点を迂回するためにこの生活用道路を通り抜けようとする者もいる。通学路に指定されて

いる場合も多く、自動車の通行により年間多数の負傷者が出ているという事実がある。 

 これがゾーン30の大まかな説明でございます。このゾーン30とは、生活道路における歩行

者等の安全な通行を確保することを目的として、平成23年９月から道路交通法の改正により

全国的に取り組まれております。現在、全国で約1,100カ所が整備されています。国は、平成

28年度末までに3,000カ所を目標としている。 

 このゾーン30の具体的な内容につきましては、１、ゾーン（区域）を定めて、30キロメー

トル以下の速度規制を行う。時速30キロというのは、30キロを超える人身事故は致死率が急

上昇するため、この30という名前が使われております。２番目に、その他の安全対策を必要

に応じて組み合わせ、ゾーン内における速度抑制やゾーン内を抜け道として通行する行為を

抑制、排除して、歩行者等の安全、安心を守ることであります。また、ゾーン30の整備区域

は次のように決められる。ここが大事なところなんですけれども、１、警察が道路管理者や

地域住民と協議、調整して決定する場合と、２番目、地域住民の要望で警察が整備する場合

の２種類があるとなっております。上牧町の場合では、やはり道路管理者である上牧町が主

体となって行われると思うんですけれども、そこでゾーン30のこの３つ目の質問なんですけ

れども、このゾーン30を取り入れる場合のメリットとデメリットについて詳しく説明してい

ただきたいと思います。特にデメリットについてでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） まず最初に、ゾーン30のメリットというところでございますが、

今、康村議員が冒頭で説明していただきましたが、まさに幹線道路で囲まれた住居地域全体

が交通規制で、安全に対策を実施できるというところかなというふうに思います。 

 次に、デメリットなんですが、これにつきましては地域の円滑な合意形成が必要であると

いうことが１点と、それから２点目としましては、設定趣旨、それから設定の箇所をいかに

ドライバーに周知し、交通規制と走行速度の抑制を図れるということが困難であるというの

がデメリットになるかなというふうには思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 康村議員。 

〇７番（康村昌史） それでは、今、デメリットが２点あったと思います。この合意形成とい
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うところが本当に難しいんじゃないかと。ある区域を限定して30キロメートル以下にスピー

ドを抑えるといった場合に、やはり住まれている住民の中には反対の方もいらっしゃると思

うんですけれども、この合意形成のための署名というのは基本的にはどの程度の数字が必要

なんでしょうか。教えていただきたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 今、ゾーン30につきましては、地域住民の総意というのが大前

提でございます。その総意というのを数字で示すというのは非常に難しい。100％であること

が一番いいわけなんですが、100％でなければできないのかというところの議論にもなるんで

すが、これにつきましては、おおむね100％に近い住民合意が必要であるかなというふうには

認識しております。 

〇議長（吉中隆昭） 康村議員。 

〇７番（康村昌史） そのおおむね100％というのが非常にあやふやというんでしょうか、その

辺が今後ゾーン30を取り入れるに当たって非常に問題になる数字ではないかと思いますので、

十分注意していただきたいと思っております。 

 次に、２番目の問題なんですけれども、ドライバーのモラルが下がっているために、その

ような通り抜けの手段としてこの道路を使うんですけれども、このゾーン30では、周知する

ために、あるいはスピードを落とさせるためにいろいろな手段が今考えられておりますけれ

ども、一体どのようなものがあるのか。それについての費用負担はどうなるのか教えていた

だきたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） ２点目の部分で、速度規制につきましては、ゾーン30というこ

とで大体30キロということは明記されておりますので、その周知については啓発看板等にな

るのかなというところと認識しておりますが、ただ、入り口等の標識、これにつきましては

幹線区間で設定いたしましたが、入り口、出口については相当数の箇所がございます。そこ

に表示しても、ドライバーにつきましては毎日通られる方、また、そうでないドライバーの

方もおられます。そういう方について、いかにここがゾーン30の区域ですよというふうな部

分を明記するというのが大変難しいというところになってくるかなと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 康村議員。 

〇７番（康村昌史） 本当によくわかります。その場合の道路をそういったふうに色を塗った

り、あるいは１つとして、よく外国とか行きましたら、歩道を盛り上げるというのですか、
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道路の一部を盛り上げて段差をつくる、ハンプと呼ばれるらしいんですけれども、僕は素人

でわからないんですけれども、相当の費用がかかると思うんですけれども、この場合の費用

負担というのは町が全額見ていただけるのか、その辺だけ教えていただきたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 今おっしゃている部分につきましては、今この時点で町が負担

するのかどうかという部分については私の方からは即答はできないんですが、先ほども言っ

ていました合意形成の中に、それについては警察であり道路管理者であり、また地域住民の

意見が一致するという部分が大前提でございますので、まず、地域でそういう要望があると。

その中で、そしたらその要望が全ていいのかというところにつきましては、警察、それから

道路管理者である三者でまた協議を進めて、どういう方法がいいのかというのを検討する必

要があるというところで、今おっしゃっている部分、それが全てどうなのかという部分につ

きましては、協議を得た後にそういう分担についてははっきりすべきものではないかなとい

う認識をしております。 

〇議長（吉中隆昭） 康村議員。 

〇７番（康村昌史） ということは、自治会が一部負担しなあかんということもあるんですか。

その辺だけはっきりしてほしいんですけれども。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 自治会が負担する、しないという部分も、今、私としては即答

はできないところでございますが、ただ、協議をした段階で町が全てやるべきものなのか、

また、自治会としても協力していただかなければならない部分もあるのかというところは、

協議の段階ではっきりさせて明確にしていきたいなというふうには感じております。 

〇議長（吉中隆昭） 康村議員。 

〇７番（康村昌史） 僕は当然、道路なので自治会負担はまずないんだろうと思っていたんで

すけれども、その辺、総務部長、どうなんでしょうかね。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 今、担当部長がお答えいたしましたように、いろいろな施策がある

と思います。例えば、ある一定の区域、幹線道路から入る部分の中に、先ほど議員が申され

ましたようにマウンドアップした部分、それから、そのすぐ横に、入り口に、例えばカラー

舗装で色をつけ、そこからゾーン30の区域ですよという路面上に明記するなど、いろいろな、

私は詳しいところまではまだ勉強不足なんですけれども、その部分についてまた国の補助金



 

 －163－ 

等もあるのではないかなというふうには考えます。ただ、どれだけのものをする、要はゾー

ン30をするに当たりまして、先ほど担当部長が申しましたように、いろいろな施策で取り組

んで、標識なりも設置するかもわかりませんし、その中で自治会と、先ほど申しましたよう

に役場、それから公安委員会で協議させていただいた中で、どのようなものをつくっていく。

その中では、先ほど部長も申しましたように、明確に自治会にお願いする部分もあるという

ところまでは回答できないと申しましたように、協議を進め、町としては負担は当然ござい

ます。その中で、補助金等が導入というのですか、利用できるものであれば、それも勘案し

て進めていくと、そのような形でなるのではないかなというふうには思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 康村議員。 

〇７番（康村昌史） よくわかりました。できるだけ自治会の負担がないようにお願い申し上

げまして、次に４つ目の質問に入らせていただきます。 

 つまり、もっと具体的に、自治会からこのゾーン30を取り入れたいという要望があった場

合に、どのような、書式もございますし、その辺について役場の役割というのを教えていた

だきたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 最後に、ゾーン30としての行政の役割というところでございま

すが、これにつきましては、自治会の方で意見集約したものを公安委員会の方に提出してい

ただくと。それを受けまして、公安委員会の方から町の方にこういうふうな申請がありまし

たよというところで通知が来て、その申請を受けまして、公安委員会の方から町の方にこう

いうふうな書類を作成してほしいという要望が来ると認識しております。町はその書類を作

成して、ゾーン30に着手できるような書類として再度公安委員会の方に提出するという運び

になるかなというふうに思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 康村議員。 

〇７番（康村昌史） よくわかりました。１点確認なんですけれども、その一番大事な自治会

の意見集約、それはひな形もなくて、おおむね100％の同意を得て、ここにゾーン30を設置し

たいというような内容を書けば、それでいいわけでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 今おっしゃっています具体的な書式がどうなるかという部分に

つきましては、今、私どもは認識はしておりません。書式があるのかないのかという部分に

つきましては、確認をしてお知らせすることになるのかなというふうには思っております。 
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〇議長（吉中隆昭） 康村議員。 

〇７番（康村昌史） わかりました。非常に危険であるということで、ゾーン30を求めている

自治会がございます。さらに、南上牧の通学路も本当に道路が狭くて、非常に危険であると

いうのを私も認識しております。このゾーン30の導入を考えてもよいぐらい道路幅が狭く、

非常に危険ですので、そこで、私としては提案しておきたいんですけれども、これはあくま

で提案ですので。松里園で発見された久渡古墳群、これを観光とあるいはまちおこしに有効

に活用するためにも、やはりこの都市計画道路である服部台明星線、五軒屋南上牧線の早期

着工を希望いたしております。そうすることによって、南上牧の通学路も非常に迂回路がで

きて安全になるんじゃないかということで、以上が私の要望でございます。それでは、この

質問はここで終わらせていただきます。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） それでは、項目２番、職場環境についてということでございます。

給食室の改修についてお尋ねです。給食室については、今現在、トイレを計画的に改修させ

ていただいており、今後の計画といたしまして、中長期計画でお示しさせていただいている

ように、給食室の床をドライシステムに改修する予定をしております。今後、床の改修と空

調設備を考えておりますので、そのときにさせていただきたいと思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 康村議員。 

〇７番（康村昌史） 私の要望を計画の中に入れているということなので、質問として終わっ

てしまったような感じなんですけれども、要は、子どもたちの安全を守るために調理室の改

良を行うと。そこで、中長期財政計画を見せていただいたんですけれども、給食室改修工事

は、上小、三小、上中、二中、上幼、全体事業費が１億1,570万円と、事業期間が平成30年か

ら31年度ということになっております。この中に、二小が抜けております。これの説明をお

願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 二小につきましては、給食室をウエット方式からドライ方式に改修

済みでございます。以上の理由から、今回の中長期計画には入れさせていただいていないと

いうことでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 康村議員。 

〇７番（康村昌史） それでは、先ほど部長がお答えいたしましたように、空調設備、その改

修のときにはこの二小には入っているんでしょうか。もし入っていなければ、今後どうされ
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るのかをお尋ねいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 今、中長期計画に入れさせていただいておるのは、床の改修の部分

の見積もりをとらせていただいて、上げさせていただいております。そのとき同時に、空調

の方につきましても、給食室の一角でも空調システムを入れさせていただければ、職員の方

に今、夏場、暑い環境で仕事をしていただいております。その改善になるのかなと思って、

予定といいますのか、計画をしております。 

〇議長（吉中隆昭） 康村議員。 

〇７番（康村昌史） その１室だけではだめなんですね。ご飯をつくっているときに汗がすご

くて、１日に何度となく着がえなあかんらしいんですよ。だから、１室ではなくて、確かに

ある一定の期間なんですけれども、やはり空調設備を全体にしてあげてほしいんですけれど

も、かなりのお金がかかるので今まで入れていないんだろうと思うんですけれども、その辺

についていかがでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 給食室につきましては、ご存じのように、熱量といいますか、給食

をつくっているときはすごい温度と湿度になります。それを快適な環境にするというのは大

変なことやと思いますので、その辺、費用対効果もございます。そのことも考えてまた計画

させていただきたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 康村議員。 

〇７番（康村昌史） わかりました。以上でこの質問は終わらせていただきます。 

〇議長（吉中隆昭） 康村議員。 

〇７番（康村昌史） それでは、１番目の質問です。各学校ごとの防災備品の内容。と同時に

聞いておきたいんですけども、その設置場所についてお話しいただきたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） それでは、３点目の防災についての各学校の防災備品の内容につい

てご説明いたします。 

 上牧町内、各小・中学校にブルーシートを配備する予定でございます。なお、各小学校に

おきましては、この春休み期間中に配備を予定いたしております。各学校に配備後の内訳で

ございますが、上牧小学校にはブルーシート100枚、毛布200枚、上牧第二小学校につきまし

てはブルーシート100枚、毛布200枚、上牧第三小学校におきましてはブルーシート100枚、毛
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布200枚、上牧中学校におきましてはブルーシート100枚、毛布300枚、上牧第二中学校におき

ましてはブルーシート100枚、毛布300枚、この小学校３校、中学校２校、合わせましてブル

ーシート500枚、毛布1,200枚を配備するという予定でございます。また、貯蓄備品をふやす

という点におきましては、検討しておりますが、学校を避難所として考える場合、基本的に

は避難生活の長期化が予定されます。そのことから、今回貯蓄しているブルーシート、それ

から毛布がまず必要と考えまして、配布させていただくものでございます。食用品、飲料水、

乳幼児・子ども用備品等はその後、第２段階といたしまして、これらにおきましても今後は

計画的に貯蓄を進めていきたいと、このように考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 康村議員。 

〇７番（康村昌史） よくわかりました。それでは、それはどこへ備えつける予定なんでしょ

うか。お尋ねいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 現在の保管場所につきましては、体育館内の空きスペース、それか

ら校舎、空き教室等を利用して保管をいただいております。 

〇議長（吉中隆昭） 康村議員。 

〇７番（康村昌史） よくわかりました。それでは、その空き教室、あるいは体育館を利用す

るというのはよくわかったんですけれども、私といたしましては、防災倉庫というものを設

置していただきたい。と申しますのも、阪神・淡路大震災以降、全国的に自主防災団体が組

織されてきました。自助・共助・公助のうち、自助・共助が大災害発生時には人命救助に必

要と認識されたからであります。大災害はいつ起こるかわからない状況の中で、ふだんの防

災、減災の意識、知識の向上は不可欠であると思われます。防災倉庫には必ず防災という文

字が入っており、大災害の発生を忘れないでほしいという啓蒙の意味も込められております。

子どもたちにも小さいときから学校でも防災倉庫を見せておくことは、非常に大事で有意義

であると思われます。学校内の教育の邪魔にならないで目立つところに防災倉庫の設置を望

むが、いかがでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） まず、防災倉庫の設置についてでございますが、設備場所の今おっ

しゃった学校内、どの地区に、どの場所にというふうな問題、それからその防災倉庫の管理

をどうするのかというところでクリアしなければならない問題もございます。現段階におき

ましては、防災倉庫の設置より空き教室の有効利用を念頭に、今後も教育委員会と協議を行
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っていきたいというふうには考えております。 

 また、先ほど議員が申されましたように、現在の防災につきましては、自助・共助・公助、

それに加えまして、自助、まず自分の身を守る、その次ですけれども、現在は近助と申しま

すか、まず自分の身を守り、それからご近所様のお手伝い、安否を確認すると。そのことが

今後、防災についても重要視されているというのが現在の考え方、それからその次に一番考

えられるというのは、各自治会で自主防災を積極的に行っていただいております。その部分

が一番大事ではないかなと。その中で、各自主防災につきましては、個々に防災倉庫、今申

されました防災意識の向上等も図る上において、貯蓄品も随時ふやしていただいているとい

うところでございます。その中で、各自治会につきましては、子どもさん方もその防災の教

育、また模擬的な訓練等も行われまして、実施していただいているというところでございま

す。そのことからも、各自治会で防災倉庫、今申されましたように、防災倉庫と書いている

だけで確かに認識も深めていただいていると思います。ただ、先ほども申しましたように、

学校、施設の中のどの部分に防災倉庫を設置するというところ、それから、またその管理、

リスク等も考えなければならないというところもございますが、今、議員が提案していただ

いておりますように、今後、教育委員会とも十分協議を行っていきたいと、このように考え

ます。 

〇議長（吉中隆昭） 康村議員。 

〇７番（康村昌史） ありがとうございます。本当に防災は日ごろからの啓蒙が非常に大事だ

と思いますので、参考にしていただきたいと思います。 

 以上で、私の一般質問は終わります。ありがとうございました。 

〇議長（吉中隆昭） 以上で、７番、康村議員の一般質問を終わります。 

 ここで暫時休憩とし、９時50分再開いたします。 

 

    休憩 午前 ９時３６分 

 

    再開 午前 ９時５０分 

 

〇議長（吉中隆昭） それでは、再開いたします。 

 

                     ◇                    
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          ◇富 木 つや子 

〇議長（吉中隆昭） 次に、６番、富木議員の発言を許します。 

 ６番、富木議員。 

          （６番 富木つや子 登壇） 

〇６番（富木つや子） 皆さん、おはようございます。６番、公明党、富木つや子でございま

す。 

 ただいま議長の許可を得ましたので、通告書に従いまして、１、子育てしやすい環境につ

いて、２、ふるさと納税について、３、男女共同参画について、以上の３項目について一般

質問をしてまいります。 

 初めに、子育てしやすい環境として、国は、人口減少に歯どめをかけ、地方の活性化を推

進するまち・ひと・しごと創生「長期ビジョン」「総合戦略」が策定され、安心して子育てが

できる環境の整備もその方向の１つであり、妊娠期から子育て期にわたるまでを包括的に支

援する子育て世代包括支援センターを設置して、さらに上牧町が子育てしやすい町としての

お取り組みを進めていただきたいと思いますが、今後の上牧町の展開についてお伺いをいた

します。 

 ②子育て世代包括支援センターの基本要件には、妊娠期から子育て期にわたるまでのさま

ざまな相談などに総合的に相談支援を行うワンストップ相談窓口の設置が盛り込まれていま

す。お考えをお聞かせください。 

 ③今年度、奈良県の医療費助成が拡大されました。子育てしやすい環境づくりとして、子

ども医療費の拡充を高校生まで拡充する考えについてお伺いいたします。 

 ④窓口負担のない制度についてもお考えをお願いいたします。 

 次に、ふるさと納税について。ふるさと納税制度開始からことしで８年になります。ふる

さと納税は、自分のふるさとを大切に思い、寄附という形でふるさとに貢献する制度です。

生まれ育った地域を懐かしみ、少しでもふるさとに役立ちたいという思いは誰にでもあると

思います。しかし、最近は、自分のふるさとに寄附するというよりも、魅力のある自治体へ

寄附をする傾向が強く、積極的に取り組んでいる自治体と全く取り組んでいない自治体とで

は寄附金額にかなりの格差が生じてきております。ふるさと納税の大きな魅力は、それぞれ

の自治体の寄附のお礼として地域の特産品を贈呈していることです。本町においても、ふる

さと納税に一工夫することで自主財源を確保するとともに、上牧町の魅力を発信できるよう
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お取り組みをお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。このことについて、次の５点

についてお伺いいたします。 

 ①ふるさと納税について、本町の考え方について。 

 ②現在、本町の寄附金の件数と総額について。 

 ③寄附金の活用について。 

 ④ふるさと納税に対し、本町のＰＲの取り組みについて。 

 ⑤寄附者に対してのお礼の取り組みについて。 

 最後に、男女共同参画についてお伺いいたします。女性が職業生活において、女性の能力

を発揮し、活躍できる環境を整備するために、女性の活躍推進法が平成27年８月28日に成立

いたしました。この推進法により、28年４月１日までに労働者301人以上の企業に女性の活躍

に向けた行動計画の策定などが新たに義務づけられることになり、国や市町村にでも同様、

全ての地方公共団体においても、特定事業主として女性の活躍に向けた行動計画の策定が義

務づけられました。上牧町の取り組みについて、次の点についてお伺いいたします。 

 ①特定事業主行動計画の策定について。 

 ②女性活躍推進法に伴う、目的達成のための支援策について。 

 以上が質問の内容です。再質問は質問者席で行ってまいります。担当課におかれましては、

ご答弁、よろしくお願いを申し上げます。 

 以上です。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 本町の考え方でございますけれども、子育てしやすい環境を

整えるということで、人口ビジョン総合戦略におきましても明確にさせていただいていると

ころでございます。妊娠から出産、子育てまで切れ目のない支援でございますが、平成28年

度から新たに不妊・不育治療の助成制度を創設しております。 

 また、出産後は従来から新米ママへの全戸訪問も実施しておりますが、特に妊娠届をされ

た時点から支援が必要な方につきましては、出産後も保健師によるカウンセリング等を行っ

ているところでございます。また、その後は、乳幼児健診等で育児支援、地域ぐるみの子育

て支援といたしまして、親子が参加型の情報交換の拠点といたしますところの広場事業を展

開しているところでございます。各種事業の中で妊娠、出産、子育て期におきまして連携を

行いまして、切れ目のない支援が実施できるようなネットワークが今現在も確立されている

ものと思っております。 
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〇議長（吉中隆昭） 富木議員。 

〇６番（富木つや子） これはまち・ひと・しごと創生基本方針等において、上牧町のこの総

合戦略の中の64ページにも、この子育て世代包括支援センターとして当てはまるものとして、

結婚、出産、子育ての夢をかなえるための支援ということで、結婚、出産、子育てまでの切

れ目のない支援を図るということでここに挙げられております。その中でやはり今、部長か

ら上牧町においてもさまざまな今回新しく事業として不妊治療、不育治療、またいろんな形

の事業をいろいろ紹介していただきまして、上牧町においてもネットワークをしっかりと利

用して、切れ目のない支援としての確立をしているということでお聞きをいたしましたけれ

ども、そういうふうな理解で、今、総合的な支援をやっていっているということの理解でよ

ろしいでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 現在も総合的にネットワークは確立できているものと思って

おります。ワンストップ窓口といいますが、それは今現在はございませんけれども、相談を

受けた時点で保健センター、教育委員会と各課との連携を密にしているところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 富木議員。 

〇６番（富木つや子） 今回の大きなポイントとしては、総合的支援をワンストップで行って

いくということが大きなポイントだと考えております。この子育て世代包括支援センターと

いうのは、もともとこれはネウボラといって、フィンランドでネウボラおばさんとして親し

まれているということで、フィンランド語の助言の場という意味でありまして、保健師があ

る１カ所の拠点、ワンストップの拠点で保健師が常駐をして、親の９割が気軽に子育て支援

について相談をしており、その場所というのが本当に定着をしているということで、今回日

本でもこのネウボラ、フィンランドでおけるネウボラということで取り入れていこうという

ことになっております。 

 先ほどおっしゃいましたように、ワンストップということが一番大事でありまして、いろ

いろとさまざまな取り組みを行っておりますけれども、そのことが各機関ばらばらで行われ

ているというのが今どこの自治体でも現状ではないかなと思います。それを集約して、今、

私が紹介しましたように、発達段階で保健師がかかわったり、また、その中で相談者の方々

の調整をしながら教育につないだり、それから保健につないだりということで、ワンストッ

プでそこで助言をしながら、その一つ一つの行っている事業を各機関が連携して、１人の方

の支援を総合的に行っていく体制だと考えているんですが、今回この取り組みについての上
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牧町が今後どのように取り組んでいかれるのか、さらなる取り組みについてお伺いをいたし

ます。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 先ほどネウボラとおっしゃいました、この件につきましては、

福祉部、福祉課といたしましても研究を重ねているところでございます。将来的には、おっ

しゃいましたように、今ばらばらではないかということでございますけれども、１つの点を

線と捉えて、つながりをつくっていきまして、切れ目のない支援、相談支援等を行っていき

まして、環境整備を整えてまいりたいと考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 富木議員。 

〇６番（富木つや子） わかりました。 

 それでは、次の質問の２番目でございますが、ワンストップ、今説明をさせていただきま

した、この総合窓口の子育て世代包括支援センターの中には、この相談窓口をしっかりと設

置していくということでございます。その中で、窓口の中で相談者の方々に必要な支援を説

明し、またその中で理解を求めながらサービスを使っていただくということで、パンフレッ

トの作成。私たちは島根県の邑南町に行かせていただきました。これはその中のガイドをい

ただいてきたんですけれども、これ、本当に多岐にわたって一目でわかるようにガイドがつ

くられております。相談された方々が、区分としては医療、保健、福祉、就労、結婚、定住、

教育、また生活環境というところまで区分をいたしまして、そして担当課がどこだ、また支

援策はこういうものだ、それからそれに対する説明を書かれている。一目で本当にぱっと見

たときに「私、ここのことを相談してみようかな」とか、そういうふうにわかるような本当

にすばらしいパンフレットがつくられております。この点も含めて、ワンストップ相談窓口、

またこのガイドについて、答弁をよろしくお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 最近は若いお母様方からの要望、議員さんがおっしゃいます

ような一目でわかるようなそういうガイドブックを欲しいと。上牧町におきましては、今ま

でそういうのは作成しておりませんでした。支援事業につきましてもＰＲ不足ではなかった

かと考えております。今年度につきましては、そのような全支援を網羅いたしましたガイド

ブックを保存版として作成していきたいと考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 富木議員。 

〇６番（富木つや子） 私も若いお母様方からいろんなご意見をいただくんです。それで、ホ
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ームページで見てももう一つつかめない、理解ができないところがあるんだけれどもという

ことでお伺いをすることが多いです。そのときにこれがあれば、こうですよ、ああですよと

いうことで説明もできますし、紹介もできますので、お願いをしたいと思います。 

 また、この総合戦略の中にも、切れ目のない支援の中でワンストップ相談窓口の設置とい

うことも書かれておりますけれども、この点については具体的に目標値としては2020年に200

件ということになっておりますが、この点について明確に説明をしていただいて、今後の取

り組みををよろしくお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） ワンストップ窓口の必要性はかなり感じております。今後は

教育福祉課、保健センター、教育委員会、関係各課と連携を密にするためにも、今も現在も

しておりますけれども、住民の若いお母様方利用しやすいような窓口設置は今後必要になっ

てくるかと考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 富木議員。 

〇６番（富木つや子） そうですね。ガイドも含めて、相談窓口で切れ目のない支援、それ以

外にネットワークをつなげた形で、そこで相談窓口でサービスの支援を若いお母様方、支援

をしていただきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 じゃ、次、お願いします。医療費。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 子どもの医療費を高校生まで拡充するという考えでございま

すけれども、子ども医療費でございますが、高校生までということなのですが、本町におき

ましては、平成26年４月から中学生の入院までの拡大、平成27年４月から中学生の通院まで

の拡大を実施いたしております。今後の拡充でございますけれども、現在の状況、今後の状

況を見据えながら考えて検討していきたいと考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 富木議員。 

〇６番（富木つや子） この子どもの医療費の拡大については、平成28年、今年度８月からス

タートをするということで、さきの議員からも質問がございました。私は高校生までの拡充

と、それから窓口負担をなくしてほしいということで今回は質問させていただいております。

現在は小１から６年生、それから中学生３年までの医療費としては約4,700万ということで、

それで、その中で今回拡大については、県の拡大では総額９億4,600万、そのうち上牧町につ

いては1,100万の補助ということで、こういう理解をしているんですが、その点についてはこ
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れで結構ですか。よろしいですか。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 県の補助事業の拡大、８月からでございます。そのとおりで

ございます。 

〇議長（吉中隆昭） 富木議員。 

〇６番（富木つや子） ちょっと計算しますと、この約4,700万マイナス1,100万で、大体今ま

で4,700万要ったのが、今回は約3,600万の負担でいいのかなと計算したんです。それでいい

んですかね。そのような考え方でいいですか。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 3,600万とおっしゃいますのは、町の負担の意味でございます

か。 

〇６番（富木つや子） そうです。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） そのとおりと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 富木議員。 

〇６番（富木つや子） では、町負担が3,600万になるということなんですけれども、しかし、

一部負担が1,000円ということで県が定めましたので、現行、上牧町は500円ということで、

それは変わらず500円にしていくということは、プラス500円を町負担でやっていくというこ

とだと思いますが、残りの500円に対しての件数掛けるで幾ら、今回この500円負担について

の金額はどれくらいかかるのか、約で結構ですのでお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 500円の差額の分の町負担でございますけれども、約700万程

度と考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 富木議員。 

〇６番（富木つや子） これは乳児と子ども、全額で。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 全対象児でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 富木議員。 

〇６番（富木つや子） そうしますと、単純に考えたんですけども、県負担分が、今まで町が

単独でやっておりましたので、県が補助するとなりますと、その分が要らなくなる。じゃ、

その差額の分で高校生までの拡充はできないのかなと、このように考えて町長の方にも要望
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者も出させていただきました。簡単に言いますと、3,600万プラス700万で4,300万ということ

で、単純に計算したんですけれども、あと400万が残るといいますが、使える額になるのかな

と思うんですが、その辺はいかがですか。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 単純計算でございますけれども、約400万、財源が発生するか

と思います。 

〇議長（吉中隆昭） 富木議員。 

〇６番（富木つや子） その400万で高校生までの拡充というのはできないものかなと思いまし

て、400万が浮いたというか、表現がおかしいんですけれども、町負担400万ということで、

400万をほかに使わないでしっかりとこの事業に使っていただきたいと思いますが、その辺は

いかがでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 400万が浮いたとおっしゃいますけれども、県の補助基準があ

ります。全額100％補助ではございません。２分の１補助でございます。２分の１はもちろん

町の一般財源から持ち出しているわけでございますから、今後におきましては、子育て支援

対策に財源を投入しなければならない状況でございます。それから、また、義務的経費も上

昇している状況でございますから、慎重に取り組んでいきたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 富木議員。 

〇６番（富木つや子） お聞きをさせていただきたいと思います。 

 それでは、次、窓口負担についてお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 窓口負担のない制度につきましては、再三、機会があるたび

に県の方に要望をさせていただいておるところでございます。また今後も早期の実現に向け

まして要望していきたいと考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 富木議員。 

〇６番（富木つや子） 今後、現物給付ということで理解をしているんですけれども、この点

も、近畿あたりをずっと見てみますと奈良県だけが、ほとんどの県はこの窓口負担をなくし

ております。私たちも知事に対してはこの要望もさせていただいておるところです。上牧町

についても、厳しい財源で、今まで本当に町長のご決断で子育て支援の医療費については、

段階的にあったとしても、取り組んでいただいたということで非常に喜ばれているところで
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ございます。今後についても、この要望もしっかりと私たちもしていきたいと思いますし、

町の方もまた要望も含めた上での今後のお取り組みを考えていただきたいなと思いますので、

よろしくお願いをしたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 上牧町におきましても、子育て支援をするということで、協

力的に要望してまいりたいと考えております。 

〇６番（富木つや子） ありがとうございました。次、お願いいたします。ふるさと納税。 

〇議長（吉中隆昭） 富木議員。 

〇６番（富木つや子） このふるさと納税についてでございますが、この点についても、住民

の方々からいろいろとご意見をいただいています。１月30日に議会報告会を行わせていただ

いた折にも、質疑応答の中でご意見が出ました。そういうことで、今後、ふるさと納税につ

いていろんな考え方はあると思いますが、上牧町はどのように考えておられるか、お願いい

たします。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） ふるさと納税制度につきましては、まず、３つの意義があるのでは

ないかなというふうに考えております。１つは、納税者の選択。納税者が税を自分のことと

考え、納税の大切さを自覚する機会となる。２つ目は、ふるさとの大切さの再認識。ふるさ

と納税を通じて、ふるさとの大切さ、恩に感謝する本来の人間性への回帰の貴重な機会とな

る。３つ目でございます、自治意識の進化。地方自治体にとって、みずからの自治のあり方

を問い、進化させる貴重な機会になるのではないかと、この３つの意義があると考えており

ます。 

 このようなふるさと納税は、寄附を通じて地域の人を応援し、寄附金を有効活用した地域

づくりに貢献していただくための寄附であることから、自治体は魅力ある政策の提言が必要

であると考えております。本町におきましては、平成20年11月から上牧町寄附による町づく

り条例、ふるさと納税の部分でございますが、これを施行しております。政策提言といたし

ましては、ふるさとへの思いに応える事業、未来を担う子どもたちを育成する事業、公共施

設の耐震対策の事業、文化、教育の振興に対する事業、住民自治の熟成やコミュニティーの

推進事業などを掲げ、ふるさと納税による寄附をお願いしているところでございます。現状

では、各提言について具体的な政策まで発信できていない状況ではございますが、今後、本

町の考え方に賛同していただき、ふるさと納税をしていただけるような政策を立案し、また
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情報の発信をしていきたい、このように考えているところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 富木議員。 

〇６番（富木つや子） 詳しく説明をしていただきました。そもそもふるさとを思い、自分の

ふるさとを大切に思って寄附をしてという形で貢献したいなと。上牧町、また外からいろい

ろ魅力のある町を知っていただきたいなということと、それともう１つは、財源確保という

ことも大きなポイントではないかなと思います。 

 今、部長がおっしゃいましたが、６点の応援していただく事業を説明していただきました。

その中で今、このいろんな応援していただく事業に対して応援をしていただくのが一番心、

気持ちを持って応援をしていただくのが一番いいんですけれども、今はそのふるさと納税の

魅力というのは、いろんなお土産がついているというか、お返しが魅力になって過熱をして

いるというのが現状だと思います。そこで、もう一度、ふるさと納税の仕組みを確認したい

と思いますので、調べさせていただいたんですけれども、部長から言っていただけますか。

お願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 仕組みといたしましては、先ほど私の方が申しましたように、各自

治体がいろいろな施策を考えております。その施策につきまして、それに賛同していただけ

る方々がその地方の提案に対して寄附をされるというものでございます。その寄附された部

分につきましては、2,000円を超える部分については、住民税、所得税などの減免措置になる

というところでございます。それと、最近、そのふるさと納税にかかわります部分、この部

分についても地方税法の一部改正が行われまして、よりふるさと納税がしやすくなるような

施策も講じられているというところでございます。 

 それと、今申されましたように、各自治体の施策に対する寄附をいただいた返礼、お礼と

いたしまして、全国的に今、返礼品と申しますか、お礼の品が出ていると。最近ではよくテ

レビでも、それからインターネットの中でもよくうたわれておりますが、各地方の例えば特

産品、カニであるとか肉であるとか、多種多様のお礼というものがされているというところ

も認識しているところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 富木議員。 

〇６番（富木つや子） 試算といいますか、計算の仕方なんですけど、所得税から控除をされ

るということで、ふるさと納税額マイナス2,000円掛ける所得税の税率ということで、これは

10％であったり20％であったりするんですね。引かれて、なおかつ控除をされ、それプラス
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お礼がついているということで、そのお礼にやっぱりみんな飛びつくというか、言い方が悪

いですけれども、魅力があるので、やはり皆さん、生活の中で、暮らしの中で損得というか、

やっぱりこれがいいなということで、これが欲しいなと、そのような考え方も中にはおあり

やと思います。だけれども、あくまでも自分のふるさと、どういうふうなお土産がついてい

ようがついていまいが、気持ちで本当にふるさと愛でふるさと納税していただいている方も

たくさんあるように思っています。 

 そこでですが、寄附金の件数と総額は今のところどうなっていますか。よろしくお願いい

たします。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 本町に寄附していただいております件数と総額につきましては、平

成26年度で、先ほど申しました事業、未来を担う子どもたちを育成する事業で１件、４万円。

27年度では、その他の町長が必要と認めた事業、これで１件で、この部分につきましては環

境保全というところもございます。この部分につきましては24万8,784円。それと、未来を担

う子どもたちを育成する事業、２件、２万5,000円。 

 以上でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 富木議員。 

〇６番（富木つや子） 上牧町においても、今示していただいたんですけれども、やっぱり上

牧町は上牧町なりの考え方というのもありますし、皆さんの気持ちが一番大事ですので、数

字に多いとか少ないとかいうことは私は余り申し上げることは控えたいなと思っています。

これ、皆さんにそういうことも含めた上でちょっと紹介をさせていただきたいんですが、隣

の王寺町は平成27年度、342件で736万3,000円ということで、大きな額、これはどういうこと

かといいますと、さっき言ったように、お礼としてのすごくインパクトがあるんですね。こ

れは今の金額からしたら、前年度の約16倍ということになっています。返礼の中には、キャ

ンプ場の貸切利用券、また座禅体験、それから人間ドック。これ、人間ドックというのは後

のいろいろと健康管理とか予防にもつながりますので、非常にいいアイディアだなと思って

います。そのようなことで、政策調整課によると、2014年度は20件で約46万円、15年度は昨

年までに340件を超え、約736万円ということで、今お話をさせていただきました。いろいろ

と全国的にお問い合わせがあるということで、雪丸くんというのは皆さんも誰もご存じやと

思いますけれども、そのようなキャラクターに乗せましていろんなアイディアもやっている

ということです。 



 

 －178－ 

 上牧町においても、金額的なことも、また考え方についてもいろいろあると思いますけれ

ども、この次、寄附金の活用は言っていただいたので結構です。次ですけども、やはりＰＲ

ということで、本町のＰＲについてお願いをしたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 今、３番の部分が少し説明の方が不十分でございましたので、再度、

３番も含めてご説明させていただきます。 

 寄附金の活用でございますが、３月の広報にも掲載させていただいているところでござい

ますが、未来を担う子どもたちへ育成する事業といたしまして、上牧第一保育所の和太鼓購

入の費用の一部に充てさせていただきました。皆さんもご存じ、見ていただいていると思う

んですけれども、こういうふうな子どもたちが和太鼓を演奏するというところでございます。

この部分については、大変反響もいただいております。この部分については、町のふるさと

納税の欄のそういうお知らせの中でもまたご紹介もしていきたいと、このようにも考えてお

ります。 

 それと、４番目のご質問でございます、ＰＲについてでございます。先ほど１番目のお答

えもいたしましたとおり、ふるさと納税に対する本町の考え方をお示しできていないのでは

ないかなと。例えば、先ほど申しました数点の町の事業、この中でもより具体的にＰＲを個々

に今度政策として立案していきたいなと。たとえば今上牧町、文化、教育の振興事業といた

しまして、先般、国の史跡指定を受けたところでございます。例えば、この上牧久渡古墳群

についてのこれまでの状況等をご説明し、どこにあるのだ、どういうふうな形にするんだと

いうところの政策的にまとめ上げたものを提示もさせていただきまして、その部分について、

例えば史跡公園整備を考えているのであれば、それに伴います寄附をお願いしますと。例え

ば目標額はこれぐらいですとか、その部分についてどれだけの今寄附が集まっているとか、

余り集まっていなければさらなるお願いをするとかいうところでございます。 

 それと、先ほど議員が申されましたように、そのお願いをした後のお礼、これについても、

例えば久渡古墳群から出土しております画文帯環状乳神獣鏡、この貴重な神獣鏡が出土して

おります。この部分について、またこれに関連した部分、例えば高額寄附をいただいたお方

にはこれのレプリカ、もしくはこの今申し上げました神獣鏡等に関連した、例えばお菓子な

りグッズなり、そういうようなものも、今申し上げましたように、その施策についての部分

をお願いする、発信するという中では、返礼品につきましてもそのような考え方で立案して

いきたいなと、このように考えているところでございます。 
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〇議長（吉中隆昭） 富木議員。 

〇６番（富木つや子） 今、部長がお話をされていましたその部分は非常に大事かなと、私も

今思って聞いておりました。やはり町の中で住民さんに参加していただいてまちづくりを進

めていく、そのまちづくりの中に今本当にこのような施策を行って取り組んでいるところで

ある、その中でご協力をいただきたいんやということで、町のある資源を使って、そして魅

力のあるまちづくりをしていくという、そのような熱意といいますか、そのようなアピール

をしていきながら、ご賛同いただける方に寄附をしていただく。そして、心ばかりかもしれ

ませんし、どのようなお礼になるかもしれません、考えていただくかわかりませんけれども、

そのこともお願いするところですが、やはりいろいろ今豪華なお礼で過熱をしておりますが、

私もそんなにほかの自治体と張り合うこともないと思いますし、豪華なものを出すから、お

礼にするからということでもないと思います。 

 しかしながら、やっぱり何もないというのもちょっとどうかなと思いますし、やはり上牧

町のホームページを見ますと、入っていきますと、お礼の品の用意はありませんということ

で出てくるんですね。これはこれで今こんな現状だなということを理解するんですけれども、

やはり気持ちとして熱意を込めて取り組むということが寄附される方々の心に突き刺さるし、

また感じていただくことができるんではないかなと思いますので、上牧町なりのアイディア

を、それからまた工夫、知恵を出して今後取り組んでいただきたいと思いますし、そのよう

なことが必要になってくるかと思いますが、この点について、再度また同じような答弁かと

思いますが、よろしくお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 一番最初に申し上げましたように、このふるさと納税の意義の１つ

として、自治意識の進化、地方自治体にとってみずからの自治のあり方を問い、進化させる

重要な機会、この意義、これを十分踏まえまして、先ほど申しましたように、今現在、上牧

町で挙げさせていただいております文化、教育の振興事業など５つの事業、これをより具体

的に、また政策として、先ほど例を挙げましたが、久渡古墳群の活用整備、それからもう１

つ、実積報告として挙げさせていただいた子どもたちの和太鼓、この部分、子どもたちを育

むための施策、この辺につきましても、今後、町といたしまして、各部分についてどういう

ことをやっていけばいいのか、どういうふうな施策を考案するのかというところ、また、先

ほど議員がおっしゃっていただいております、ささやかな返礼品、その部分も踏まえまして

十分検討し、いろんな提言、施策を発信していきたいと、このように考えております。 
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〇議長（吉中隆昭） 富木議員。 

〇６番（富木つや子） 総務省でもこの特産品というか、上牧町はこれといって特産品はない

のかなとは思うんですけれども、ブドウとかそういうこともありますし、シルバーさんがさ

れております、さをり織りなんかもあります。また、虹の湯の入浴券とか、そういうふうな

いろんな、あと奈良県産のおそうめんであるとか柿の葉ずしであるとかいうことも、企業と

提携をして行っている県内の自治体は多いかなと、このように思います。先ほど総務省が、

やっぱりこの過熱ぎみについて、適切に良識を持って対応することの旨を通知も行っている

ようです。 

 しかしながら、やっぱり上牧町のように、どこもですが、人口減少が進む中で、中長期的

な財政計画にもありました、町税が28年からだんだん減となっていく中で、その点の中にお

いても、住民の方に参加していただくこのふるさと納税、税以外の財源確保にもやはり自治

体はしっかりと取り組んで稼いでいくということも必要ではないかなと思いますので、その

点も含めてよろしくお願いをしたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部長。 

〇総務部長（西山義憲） 今、議員が申されましたように、例えば震災があった東北につきま

しては、震災当初、全国の寄附されている部分の約39％、48億円という巨額な寄附もされて

おったというふうにも聞いております。また、2014年につきましては、一気に全体の５％ま

で下がったというところも報道もされております。このことは今議員が申されましたように、

国の方が返礼品の過熱ぎみなところも指摘されているところでございます。寄附については、

全国的に約６割程度の返礼金をされているというところでもございます。議員が申されまし

たように、上牧町といたしましては、私が先ほど申しましたように、いろいろな事業、これ

について再度、町の方でいろいろな施策を講じ、こういうふうな事業をやっていきたいとい

うところをまた立案、整理いたしまして、その中でまたそれに関連するもの、議員がおっし

ゃいましたように、数少ない上牧町の特産品、それも含めて総合的に検討していきたいと、

このように思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 富木議員。 

〇６番（富木つや子） いろいろ知恵を出していただいて、工夫をしていただきたいなと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、次、お願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 
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〇総務部理事（為本佳伸） 男女共同参画、特定事業主行動計画の策定についてというご質問

だったと思うんですけども、議員がおっしゃったように、平成27年８月に女性活躍推進法が

成立し、従業員301人以上の民間事業主、また全ての地方公共団体に女性活躍のための計画で

ある特定事業主行動計画の策定が義務づけられたところです。本町におきましては、現在作

成を進めている状況でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 富木議員。 

〇６番（富木つや子） この質問については、平成26年12月にも女性の活躍についてというこ

とで質問させていただきました。今回は、今答弁されましたように、推進法が施行されまし

て、女性の活躍について明確に義務づけられましたので、もう一度質問をさせていただいた

ところでございます。これ、今言われましたように、１番目なんですけれども、特定事業主

行動計画についてなんですけれども、これは企業の場合ですけども、この女性活躍推進法の

中では、企業の労働者301人以上の企業に対して女性の活躍に向けた行動計画が新たに義務づ

けられて、また、国や市町村においても同様に、この推進法第15条の規定によって、上牧町

も職員を雇用としておりますので、特定事業主として行動計画の策定があらゆる市町村で義

務づけられております。 

 初めに、そういう今説明をした中から、301人の企業ですね上牧町の場合、あるのかどうか、

この現状についてお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 上牧町において、従業員301人以上の民間企業はございませんでし

た。 

〇議長（吉中隆昭） 富木議員。 

〇６番（富木つや子） そういうことで、今回は地方公共団体に関する取り組みということで、

役場についての質問に絞ってさせていただきます。企業については301人以上というのはない

ということで、アピタなんかは該当はしないということになりますか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） アピタは300人以下でございました。二百五、六十人やったと思い

ます。 

〇議長（吉中隆昭） 富木議員。 

〇６番（富木つや子） ないということで、わかりました。 

 この法律が地方公共団体に義務づけられている役割が２つあると思います。上牧町の場合、
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特定事業主行動計画ということで今取り組んでいただいているということですけれども、こ

の計画は体制的にはどのような体制で、どこで策定の計画をされているのかということと、

期間的なもの、その辺についてもお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 策定については、人事を預かっております当課、政策調整課で行

っているところではございます。期間なんですけども、これは10年間の時限立法ですけども、

おおむね５年間を目安で、また５年たったら見直しをするという形にしたいと思っておりま

す。 

〇議長（吉中隆昭） 富木議員。 

〇６番（富木つや子） それでは、26年の12月の議会でもお聞きをいたしましたけれども、改

めて上牧町の職員数に対しての女性職員が何名ということと、管理職何名、構成比率は何％

ということでお答えをいただきたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 資料は平成27年４月１日現在でございます。職員数197名、そのう

ち女性が83名となっております。女性管理職、また管理職候補である係長を含め、人数は19

名です。構成比率は24.36％となっています。 

 役職別女性管理職の数として、部長職８名のうち女性が１名、課長がゼロです。課長補佐

級といいますか、それは全員で24名いるんですけども、女性が５名。係長級32名、そのうち

女性が13名でございます。課長職は14名で、女性がゼロでございます。 

 以上でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 富木議員。 

〇６番（富木つや子） 今回では、国についてはこの女性の管理職といいますか、活躍をする

ということでは目標値では30％ということでうたわれております。上牧町の場合、今言って

いただきました、平成26年12月の時点では職員数203名、女性職員は90名、そのうち管理職は

係長を入れて13名、構成比率で20.31ということで、このときも高い比率だなということで感

心をしていたわけですけれども、今回は職員数197、女性は83名、そして管理職、係長が19

名ということで、比率的には24.36ということで、女性の活躍推進法にのっとるというか、既

に進めていただいているような結果だなということで、今お聞きをさせていただいておりま

した。 

 ちなみに、県なんかは課長補佐級以上に占める女性の割合を平成27年度までに８％に増加



 

 －183－ 

するとか、それから橿原市においては、管理職以上、課長補佐級以上の役職に占める女性の

割合の目標値を25％に設定。また、葛城市では同じように、女性管理職、補佐級以上の割合

を平成30年までに30％に増加。斑鳩町については、管理職、課長補佐級以上の女性割合を20％

以上の実現ということで、上牧町の場合は今24.36％ということで、大変に高い比率になって

いるかと思います。それだけ女性政策にもしっかりかかわっていただくというような判断で、

そのような結果になっているのかなと思います。 

 今回ですけども、今も高い比率なんですけれども、その中で上牧町は目標値をどのように

設定されるのか、お願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） この行動計画は、管理的地位にある職員の占める女性の割合、採

用の女性の割合、継続勤務年数の割合、職員１人当たり各月ごとの超過勤務時間、各役職段

階に占める女性職員の割合などについて、状況把握、課題分析を踏まえて、その課題に対す

る数値目標や取り組み内容を制定し、応用するものになっています。数値目標は今まだ策定

中で確定はしておりませんけども、女性の割合も高くしていきたいというのは思っておりま

す。 

〇議長（吉中隆昭） 富木議員。 

〇６番（富木つや子） 国が30％ということで打ち出しております。上牧町の場合、今24.36％

ということで非常に高い数値となっておりますので、国の30％を目指して、数値ではないで

すけれども、数値とともに中身の充実は同じように高まっていくと思いますので、女性の採

用とそれから管理職、またその時々の状況に応じた取り組みをしていただきたいと思います。 

 26年12月のときに町長の答弁の中では、どのようなお考え方であるかということでお尋ね

をいたしました。そのときに町長は、私は女性、男性に限らず、どのような考え方で管理職

の登用を進めていくかというのを全般的にお話ししたいということで、男女を問わずに、以

前から人事に関しては、やはりすぐれている、すぐれていないとかいろんな状況の中で、専

門分野、また一般職、一般事務の中で当然、その職員がしっかりと把握をし、またやる気が

あり、またその取り組みについて熱心である。そういうところから、女性、男性に限らず、

しっかりと専門分野、また一般職についても上牧町の職員としてその人事を考えているとい

うことで、男女を問わずということで、同じ目線の中で人事をしていくということをおっし

ゃっていただいておりました。 

 次なんですけれども、その中で自治体としての役割、２つ目です。２の女性活躍推進法の
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目的として、この上牧町が行動計画を立てられた中での支援策をよろしくお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 支援策といいますか、取り組みについては、子育て、仕事の両立

のワークライフバランスということを推進することで、職員が安心して仕事と家事、子育て

などをできるようにすると同時に、職員として知識の向上を図るための積極的にさまざまな

研修に参加できるような体制づくりを行っていきたい。また、女性職員が相談しやすい職場

づくりに努めていきたいと考えているところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 富木議員。 

〇６番（富木つや子） お願いいたします。やはりその中で大事なことは、能力のキャリアア

ップの研修であるとか、それから相談窓口、女性職員のいろんな悩み等々も聞いていただく

ような窓口、受け皿をしっかりと配置をお願いいたします。 

 それと、その中で気になっていることが１点あります。やはり専門職の福祉分野の保健師

さんの活躍、これはこれから本当に高齢化、人口減少の中で、高齢者・子育て支援ではもっ

と大変な重要な仕事の位置となりますので、職務として充実して働けるような環境づくりを

していただきたいと思うんですが、この点についてはいかがでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 今の保健師のお話なんですけども、今年度また新規に新しく１人、

増員をしました。そういう仕事が多々あるということで、増員したところでございます。そ

ういう意味で、職場環境にも寄与したかなと思っておるところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 富木議員。 

〇６番（富木つや子） 保健師さんについては専門職ということで、賃金の見直しもしていた

だいておりますけれども、お金もですが、やはり仕事に対しての情熱、また仕事に対しての

充実感であるとか、そういう本当に責任を持って仕事をやっていただける環境づくりという

のが一番大事かなと思いますので、その点についてもよろしくお願いしたいと思います。 

 それから、最後ですけれども、今、ＮＨＫの朝ドラで「あさが来た」というのをやってお

ります。これは83歳の古川智映子さんの本をもとに、女性の企業家、幕末から大正の日本の

中で女性が表に出ることはなかったんですけれども、その時代に企業家として銀行、生命保

険会社と女子大学をつくっていった、女性のパイオニアとして知られたドラマなんですけれ

ども、広岡浅子さんをモデルにしたドラマです。今の三菱東京ＵＦＪ銀行はこの方が、ドラ

マであるように、つくられていったということと、それから女子大の設立、このことで女性
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企業に対する、また女性が社会に進出しやすい、女性が活躍する場を築き上げた第一歩のき

っかけであるのかなと思いながら見させていただきました。 

 最後ですけども、女性の管理職として福祉部長に答弁をお願いいたします。これからのま

ちづくり、また社会においても上牧町が女性登用に取り組む意義は、各局のあらゆる役職段

階で女性が施策、方針の意思決定や政策立案業務にかかわることを通して、多様化をする町

民のニーズに応えられると思います。今、内閣府、男女共同参画の推進に当たりまして、市

町村においてもこのような計画が立てられることを義務づけられました。上牧町は女性の管

理職の比率も高いし、これからも女性団体、地域の団体についても女性の議員がしっかりし

ていきたいと思いますが……。 

〇議長（吉中隆昭） 富木議員、時間ですので一般質問を打ち切ります。 

 富木議員。 

〇６番（富木つや子） そしたら、これで私の質問は終わりたいと思います。次にまた部長に

は答弁というか、よろしくお願いしたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 以上で、６番、富木議員の一般質問を終わります。 

 ここで暫時休憩とし、11時再開といたします。 

 

    休憩 午前１０時５１分 

 

    再開 午前１１時００分 

 

〇議長（吉中隆昭） それでは、再開いたします。 

 

                     ◇                    

 

          ◇長 岡 照 美 

〇議長（吉中隆昭） 次に、１番、長岡議員の発言を許します。 

 １番、長岡議員。 

          （１番 長岡照美 登壇） 

〇１番（長岡照美） １番、公明党、長岡照美でございます。済みません、声をからせてしま

いまして、お聞き苦しいと思いますが、一生懸命頑張りますのでよろしくお願いいたします。 
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 通告書に従いまして、一般質問を行わせていただきます。大きな項目は、子供の未来応援

国民運動の推進で、子どもの貧困対策でございます。２つ目には、がん対策加速化プランに

基づいたがん対策についてでございます。３つ目は、違反簡易広告物追放登録員、町民ボラ

ンティア制度についての３項目でございます。 

 まず、１つ目の子どもの未来応援団国民運動の推進で、子どもの貧困対策につきましては、

厚生労働省の国民生活基礎調査では、平成24年の子どもの貧困率は16.3％と、1985年の10.9％

から5.4％増加し、17歳以下の子どもの６人に１人が、約300万人が貧困状態にあるとされて

います。また、ＯＥＣＤ、経済協力開発機構が昨年公表したデータによると、加盟する34カ

国中、日本は９番目に悪く、ひとり親世帯の貧困率については54.1％と２人に１人を超えて

いる状況にあり、最悪の水準となっております。このような中で、子どもの貧困対策の推進

に関する法律が制定されました。 

 １、この法律をどのように認識されているのかお伺いしたいと思います。 

 ２、本町において貧困の状態にある子どもの認識をお伺いいたします。 

 ３、子どもの貧困対策の４つの柱とされております、教育の支援、生活の支援、保護者の

就労に対する支援、経済的支援について現状をお伺いしたいと思います。 

 ４、子どもの学習支援や子どもの居場所づくりのための地域未来塾の取り組みをお伺いい

たします。 

 次、２つ目のがん対策加速化プランに基づいたがん対策についてでございます。がんは日

本で昭和56年より死因の第１位であり、平成26年には年間約37万人が亡くなり、生涯のうち

に約２人に１人ががんにかかると推計されています。こうしたことから、依然としてがんは

国民の生命と健康にとって重大な問題であるとともに、がん対策は一億総活躍社会の実現に

向けても重要な施策であります。 

 昨年６月１日、厚生労働省が開催したがんサミットで、2030年前後にはがん多死社会が到

来すると警鐘が鳴らされました。国におけるがん対策は、平成18年がん対策基本法の制定に

始まり、それを受けて平成19年に制定されたがん対策推進計画で本格化しました。しかし、

75歳未満の年齢調整死亡率が目標の20％減少に届かないとの予測から、昨年12月に国民の死

因１位であるがんの死亡率を減らすためのがん対策加速化プランが公表されました。がん対

策加速化プランでは、がんの予防や早期発見を進め、避けられるがんを防ぐこと、２つ目に、

がんの治療・研究として、治療や研究を推進し、がんによる死亡者数の減少につなげていく

こと、３点目に、がんとの共生でございます。就労支援や緩和ケアなどを含む包括的な支援
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により、がんとともに生きることを可能にする社会を構築することを柱に、2017年の次期基

本計画までの間に集中的に実行すべき具体策が示されております。そこで、がん対策加速化

プランに内容についてお伺いしたいと思います。 

 ３つ目でございます。違反簡易広告物追放登録員、町民ボランティア制度についてでござ

います。平成23年度より、町民ボランティアと行政が協力して違反簡易広告物の撤去制度を

導入しております。違反簡易広告物追放登録員制度の趣旨、登録員、活動内容、効果、今後

のお取り組みをお伺いしたいと思います。 

 再質問につきましては質問者席から行わせていただきますので、よろしくお願い申し上げ

ます。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 子どもの貧困対策の推進ということでございますけれども、

今現在は子どもの取り巻く課題、虐待、いじめ、貧困など、深刻化しているところでござい

ます。子どもたちが安心して健やかに育つことができる地域づくりがいかに重要かというこ

と、また、子どもの自助努力の問題ではなく、自治体等が解決の責務を負う社会問題である

と認識しているところでございます。子どもの貧困問題は放置してはならないと思っており

ます。現在、本町におきましても、生活困窮者自立支援の１つといたしまして、県の中和・

吉野生活自立サポートセンターの相談員によります生活相談窓口を設置しているところでご

ざいます。 

〇議長（吉中隆昭） 長岡議員。 

〇１番（長岡照美） 今、部長の方からおっしゃっていただきました、そのとおりだと思いま

す。やはり貧困の子どもたちの生活や成長には、貧困ということでさまざまな影響があると

考えております。その責任はやはり子どもではなく大人の責任ではないかと、このように思

っております。やはり子どもの将来が生まれ育った環境によって左右されることのないよう

に、また、貧困の連鎖というのも社会問題になっておりますが、そのようなことがないよう

に、必要な環境整備と教育が必要だと考えております。 

 そこで、この貧困の方々を応援するという意味で、国の方からは６つの支援、応援するも

のが示されております。１つに、支援につながる自治体窓口のワンストップ化の推進という

ことでございます。２つ目には生活を応援するということで、児童扶養手当であるとか、ま

た、子どもの居場所づくり、そのようなことでございます。また、３つ目には教育を応援す

るということで、教育費負担の軽減であるとか、また、子どもの学習支援の充実ということ
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がうたわれております。４つ目には、保護者の仕事を応援するということで、ひとり親家庭

の親の就労支援などの項目も挙げられております。５番目には、住まいを応援するというこ

とで、ひとり親家庭に対する住居確保の支援、また、６つ目には社会全体で応援するという

ことで、子供の未来応援国民運動の推進、また子どもの未来応援地域ネットワーク形成支援

ということで、このような支援が１つになって貧困である子どもたちを保護していこうとい

うことだと思います。 

 そこで、上牧町におきましては、貧困の状態にある子どもたちの認識をお伺いしたいと思

います。昭和63年から平成23年の25年間で母子世帯は1.5倍、また父子世帯は1.3倍、母子世

帯は84.9万世帯から123.8万世帯、また父子世帯は17.3万世帯から22.3万世帯と、母子世帯の

80.6％が就業しており、そのうち47.4％はパートやアルバイト等で、やはり経済的に厳しい

状況におかれているという状況でもございます。上牧町においては、父子家庭、また母子家

庭の人数等、わかりましたら教えていただきたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 母子家庭、父子家庭の人数でございますけれども、今データ

は持っておりません。貧困か貧困でないかを認識するということでございますけれども、か

なり難しいことでございます。見えにくいのが現状でありますけれども、関係機関と協力し

合って連携をとると。現実では保健センターの保健師からの情報、窓口へ来られました離婚

されたひとり親世帯の相談、教育委員会を通じての事例提供、そのあたりからは人数的には

状況は把握できるものではないかと考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 長岡議員。 

〇１番（長岡照美） やはりまず、貧困の状態にある子どもの認識を各課で共通していただい

て、しっかり把握していただくというのも大事なことかと思いますので、よろしくお願いし

たいと思います。 

 次に、子どもの貧困対策の４つの柱ということで、先ほど申し上げました教育の支援、ま

た生活の支援、保護者の就労に対する支援、また経済的支援ということでうたわれておりま

すが、本町でのお取り組みをそれぞれ教えていただけますか。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 子どもの貧困対策の４つの柱でございます。まず、教育の支

援でございますけれども、１人で過ごす時間が多い子どもさんたちに対しまして、学習支援

も含めました居場所づくり、県の事業でございます、地域型の子どもの学習ということで、
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連携をとっていきたいと思っております。また、教育委員会におきましても、新たに開校さ

れますところの放課後塾にもつなげられるように、生活環境に応じた支援をいたしたいと考

えております。 

〇議長（吉中隆昭） 長岡議員。 

〇１番（長岡照美） 今、放課後の事業、また居場所づくり、子どもたちの学習支援等のお話

を聞かせていただきました。やはり貧困で、貧困という言葉は余り使いたくないと思うんで

すが、自立に向けた就業支援を基本にして、子育て、生活支援、学習支援などの総合的な支

援対策が必要かと思っております。 

 そこで、これ、一番最初に申し上げました支援につながる自治体窓口のワンストップ化の

推進ということで、先ほど教育委員会、また保健師さんとのお話がございましたが、その辺

の連携でどこの窓口に行ってもこのワンストップ化の推進というか、相談に乗っていただけ

るということでよろしいでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 特に窓口はただいまは設置しておりませんけれども、各担当

窓口に相談に来られた場合は、すぐさま連携をとれるように体制は整っております。 

〇議長（吉中隆昭） 長岡議員。 

〇１番（長岡照美） 次に、子どもの学習支援や子どもの居場所づくりのため、また、地域の

未来塾の取り組みをお伺いしたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 今、議員がお尋ねの学習支援でございますが、先ほどもおっしゃっ

たように、全国的に貧困の影響で学力が低下しているという状況です。上牧町においても、

そういう傾向が見られております。それを援助する意味で、基礎学力、体力、規範意識の向

上を考え、目指した支援が必要と考えております。内容といたしましては、今後、放課後塾

の２学期から開校を目指して、４月よりプロジェクトチームをつくって運営や子どもの安全

確保、また指導方法の協議を進めていく予定をしております。 

〇議長（吉中隆昭） 長岡議員。 

〇１番（長岡照美） 今、放課後学習支援ということで、２学期から行うということをお伺い

させていただきました。これは全て上牧町内の子どもたちを対象にということで少し伺って

おりますが、その中にはやはり経済的に厳しい状況におかれた子どもたちや、またひとり親

家庭の子どもたち、また１人で過ごす時間が多い子どもたちもその中に含まれると思います。
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放課後の子ども学習支援を入り口にしまして、子どもたちが大人やお兄さんやまたお姉さん、

同世代の友達とつながっていく機会にもなると思うんですね。特に、その中でも貧困の中で

我慢が当たり前となっている子どもたちにとって過ごしやすい場所、安心して楽しく学習支

援の教室に集ってきていただけるという意味でも、子どもの居場所づくりという意味も兼ね

ているのかとは思いますが、そのような考え方はどうでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） まず、対象のお子さんですが、貧困の家庭のお子さんだけをすると

いうのではなく、全ての子どもを対象に開校しようとは考えております。勉強だけでなく、

先ほど議員がおっしゃったように、居場所づくり、楽しい教室を進めていくことが、またそ

の教室が広がっていくと考えておりますので、そのことも含めまして考えさせていただいて

おります。 

〇議長（吉中隆昭） 長岡議員。 

〇１番（長岡照美） この項目での地域の未来塾の取り組みについてお伺いしたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 長岡議員。 

〇１番（長岡照美） これは地域の未来塾の取り組みというのは、中学生を対象にしたという

ことで私は理解しているんですが、その点、お願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 地域未来塾、国からは中学生を対象に地域未来塾ということで、補

助要項にも入ってきていると思います。上牧町におきましては、その地域未来塾やなしに、

まず小学生の学習支援ということで、28年度２学期から始めさせていただきますが、できま

したら中学校２校までも広げていきたいとは考えておりますが、まず、小学校で立ち上げさ

せていただいて、軌道に乗るのが一番やと考えておりますので、地域未来塾が対象としてい

る中学生も大事ではございますが、一遍にいかないということもございます。そういうこと

でご理解いただきたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 長岡議員。 

〇１番（長岡照美） ここで私がお伺いしたいなと思ったのが、中和はばたき教室の、これは

生活保護の方を対象に王寺町で行われている学習支援でありますが、上牧町で地域未来塾が

立ち上がった場合に、この中和はばたき教室との兼ね合いはどうなるのかなとちょっと心配

したところでございます。生活保護世帯の中学生の学習支援として、今、中和はばたき教室

が行われているようですけれども、子どもたちの将来が生まれて育った環境、または事情に
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よって左右されてしまって、高等学校進学率も全体と比較してやっぱり低い状態にあるとい

うことを伺っておりますが、上牧町の状況はどのような状況なのかおわかりですか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 王寺町で開かれている地域未来塾、２人通学していると聞いており

ますが、上牧町としましては教育委員会のこの放課後塾、もう一方、福祉の方で進められる

土曜日の居場所づくり等々、連携して進めさせていただきたいとは考えております。 

〇１番（長岡照美） わかりました。ありがとうございます。 

〇議長（吉中隆昭） 長岡議員。 

〇１番（長岡照美） それでは、次、がん対策加速化プランについてお伺いしたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） がん対策加速化プランでございますけれども、プランの柱は

がんの予防、がんの治療・研究、がんとの共生でございます。町として取り組む分野は、が

んの予防でございます。本町は平成21年度より子宮頸がん、乳がん検診の受診対象者に無料

クーポン券を送付、啓発、普及のためにがん検診手帳を郵送し、受診勧奨を実施していると

ころでございます。また、平成28年度におきましても同様に、子宮頸がん、乳がん検診等、

受診対策対象者に無料クーポン券による啓発を予定しております。また、大腸がん検診につ

きましても、過去５年間の未受診者に対して受診勧奨を行う予定をしております。 

〇議長（吉中隆昭） 長岡議員。 

〇１番（長岡照美） 私も今回、特に予防、避けられるがんについてお伺いしたいと思ってお

ります。今、部長の方から、上牧町でのがん検診の状況をお伺いさせていただきました。が

ん検診の向上に向けては、本当に取り組んでいただいていることは十分に承知しております

が、先日の予算委員会の中でも受診率をお伺いしましたら、とても低い状況をまた再確認さ

せていただいたところでございます。その点についてはいかがでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 上牧町におきましても、全国的に低い受診率を推移している

のは認識しております。この対策といたしまして、がんの原因になるたばこ対策についても、

ペガサスフェスタ、大型店舗などによりまして、肺年齢の測定とか一酸化炭素濃度測定を実

施して、庁舎内だけではなく、外へ出向いての啓発も行っております。今年度も啓発してい

きたいと思っておりますが、あと、受診しやすい環境を整えるということで、土、日等の集

団検診も実施したいと考えております。 
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 また、乳がん検診につきましても、個別で受診できる医療機関でございますけれども、27

年度の実績では予約がとれない状況であったと伺っておりますところですが、この医療機関

も２医療機関の増加を考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 長岡議員。 

〇１番（長岡照美） 今、部長の方からたばこ対策の件もお話しいただきましたが、この避け

られるがん予防に４点実施すべきものがあるということでございました。その１つが先ほど

おっしゃっていただきました、がん検診の受診率の向上であります。２つ目が、たばこ対策

ということでございます。このたばこ対策に対しましては、たばこの害には肺がんであると

か、虚血性心疾患、また脳血管疾患などの原因があると言われています。中でも肺がんの死

亡者数は年間７万3,396人と増加傾向にあると言われております。また、基本計画の目標が達

成できない大きな理由も、たばこ対策がおくれていることではないかというふうにも言われ

ております。成人の喫煙率を12％に減少することを目標にしておりますが、未成年者の喫煙

率というのも減少傾向ではありますが、2012年には中学１年生の男子で1.2％、女子で0.8％、

高校生の男子生徒になりますと5.6％、女子は2.5％となって、やはり中学生より高校生では

たばこの喫煙率がふえている状況でございますが、この禁煙対策と受動喫煙対策、現状と課

題ということで、今、町の方で健診等、いろいろとしていただいているということですが、

今後、禁煙外来とか今言われておりますが、その推進等はどのように考えられていますか。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 今、若いお母様方も喫煙されている方も多いかと認識してお

りますけれども、この件に関しましては、乳幼児の健診等で母親、またその配偶者の方に禁

煙支援を行っているところでございます。受動喫煙の防止のための注意喚起も行っておりま

す。禁煙外来でございますけれども、その機会支援の中でその説明とか、禁煙外来へ誘導す

るように支援を行っているところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 長岡議員。 

〇１番（長岡照美） わかりました。あと２つ、このがんを防ぐ予防についてはやはり肝炎対

策が必要だということが言われております。一生に一度は肝炎ウイルスの検査をするように

ということでございます。 

 それと、学校におけるがん教育の件でございます。これは先ほど言いました、禁煙対策も

含めてのがん教育ということで、この２つをご答弁いただけますか。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 
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〇住民福祉部長（藤岡季永子） 先に肝炎対策について説明させていただきます。肝炎対策に

つきましては、肝がんの原因にもなることから、平成27年度より40歳以上60歳までの５歳刻

みの年齢全員の方に受診勧奨を行いました。受診率はそう伸びてはおりませんけれども、平

成28年度につきましても同様に啓発を行っていく予定でございます。 

〇１番（長岡照美） よろしくお願いします。次、お願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） がん教育のことについてお答えさせていただきます。平成27年12月、

加速化プランということで厚生労働省が公表を行われました。先ほど議員がおっしゃった、

予防、治療・研究、がんとの共生、３つのプランを示され、このうち予防についての内容で、

学校におけるがんの教育について明記されております。子どものころから健康と命の大切さ

を学び、がんやがん患者に対する正しい知識や認識を持つようにということで、教育するこ

とが重要とされております。具体的には、発達段階に応じて作成した教材の活用、また、学

校と連携して、町医等の専門的な立場の方による研修会の開催も必要やとされております。

これらのことを考えながら、がん教育の推進については進めさせていただきたいとは考えて

おります。 

〇議長（吉中隆昭） 長岡議員。 

〇１番（長岡照美） 国の方も、やはり学校におけるがん教育を推進するところには手当をす

るということで言われておりますので、ぜひ実施していただきますようによろしくお願いい

たします。 

 そこで、先ほどからのがん検診の受診率についてでございますが、やはり低いということ

で、今回、子宮頸がんの健診についてと、また胃がん検診について要望等させていただきた

いかなと思いますので、少しお聞きいただきたいと思います。 

 まず、子宮頸がん検診についてでございます。これは、ＨＰＶ、ヒトパピローマウイルス

に感染し、発病するものであります。感染者は90％以上は自然に消えますが、0.15％、約1,000

人のうち1.5人は子宮頸がんを発症するということであります。特に若い方にとっては、クー

ポン等を発行していただいておりますが、産婦人科に行くところからやはり抵抗があるとい

うことを聞いております。上牧町において、子宮頸がんの受診率は6.7％と先日お聞きしまし

た。県下39市町村の表が25年度で出ておりました。その中で、25年度は10.4％で、御所市の

9.5％、吉野町の9.9％に次いで、奈良県39市町村中、下から３番目の受診率です。そのこと

からも、自宅で気軽にいつでも子宮頸がんの自己検診ができる検査キットがあります。これ
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は奈良医大産婦人科検査センターが郵便で検査してくれます。キットを受け取り、ご自身で

採取後に郵便で郵送します。検査結果は携帯であるとかＥメールでお知らせをするもので、

１人でも多くの方に検査を受けていただけるように、導入の検討をお願いしたいと思います。 

 もう１点は、胃がん検診についてでございます。これは上牧町の胃がん検診の健診率は

2.21％と聞きました。平成25年度においては、39市町村中、下から河合町の1.6％をはじめ、

奈良市、高取町、御所市、上牧町と、上牧町は3.8％の下から５番目に受診率が低い状況にな

っておりました。この胃の粘膜に住みついていることが多いピロリ菌、耳にされることがあ

ると思いますが、ピロリ菌ですが、これは胃がんの原因になっていると考えられております。

各地でピロリ菌除菌を始める動きが出ております。従来の胃がん検診にピロリ菌検査を加え

る自治体も出ております。北海道大学の協力を受けて、夕張市、福島町、稚内市における中

学生と高校生にピロリ菌検査と除菌を実施しております。また、岡山県真庭市においては、

中学２年生、３年生に検査を実施して、また、兵庫県篠山市では中学生に検査を実施してお

ります。これらの検査結果では、ピロリ菌の抗体の陽性率は５％前後のようであります。年

齢が若くなるにつれてピロリ菌感染率は確かに低くなっているようですので、若い方、若年

者のピロリ菌除菌を行えば、胃がんの撲滅に向けて大きく進むと思われますので、ぜひお取

り組みいただきたいと思うんですが、いかがでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 健診の受診率を向上させるということは永遠の課題であると

考えております。子宮がん、ヒトパピローマウイルス、そのキット、あとピロリ菌検査の導

入に関しましては、かなり時間を要するかと思います。町内医師会、医療機関との提携等も

考えていかなければならないこともあります。その実施体制に関しましては、必要に応じて

慎重に検討を重ねてまいりたいと考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 長岡議員。 

〇１番（長岡照美） 時間がかかるということでございましたが、子宮頸がんの健診のキット、

これは広陵町の方で実施しておりますので、そういうことをご存じの若いご婦人の方からそ

ういうお声も聞いておりますので、ぜひご検討いただきたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 若い方の産婦人科受診が行きにくいということも聞いており

ますので、研究を重ねてまいりたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 長岡議員。 
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〇１番（長岡照美） よろしくお願いいたします。 

 それでは、次、違反簡易広告物追放登録員、町民ボランティアの制度についてお伺いした

いと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 長岡議員。 

〇１番（長岡照美） この違反簡易広告物追放登録員の町民ボランティア制度についでござい

ますが、やはり町民ボランティアの皆さんが自分たちの住む町をきれいにしていこうという

思いで、また、防犯の抑止力となるのではないかということで、こつこつ地道に電柱やガー

ドレールの違法広告物、またビラ等の簡易広告物の除去のお手伝いをしていただいておりま

すが、町内の公共物に張り出されている看板の撤去がなぜできないのかという疑問の声が上

がっているところでございますが、やはり上牧町内から違法広告物、公共物等の張り出され

ているものについて除去できる体制にはできないのか、その点を含めましてお伺いしたいと

思います。まず、今、登録員と言わせていただきますが、登録員制度を取り入れられた趣旨

というか、目的であるとか、今の登録員数、また活動内容、活動実績の現状についてお伺い

したいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） まず、違反簡易広告物追放登録員制度の趣旨でございますが、

これにつきましては、屋外広告物法の第７条第４項の規定に基づいて、道路区域の広告物掲

載禁止物に違法に掲出された張り紙、それから張り札、広告旗、それから立て看板等を除去

することによって、地域の景観の保持及び道路の見通しを確保するための事業というところ

で着手させていただいている部分でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 次に、登録員というところでございますが、登録員としては町

内の一定区域に住所、もしくは事業者を有する個人または法人を構成員とする組織体であり

ます。２名以上の地域団体を違反広告物追放推進団体として町の方から認定しているもでご

ざいます。ちなみに、平成27年度における認定団体は４団体、14名の方を認定しているもの

でございます。 

 次に、活動内容についてでございますが、これにつきましては先ほども申しましたように、

道路区域の広告物掲載禁止物件に違法に掲出された張り紙、それから張り札、それから広告

旗、それから立て看板等の除却作業に従事していただいているものでございます。 

 続きまして、活動の内容についてなんですが、これにつきましては先ほど議員も冒頭でお
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述べいただきましたとおり、平成23年度から除却活動を開始して、23年度から現状に至って

いるわけなんですが、年４回、作業としては実施していただいているところでございます。

平成25年度から奈良県におきまして、９月１日から30日までを屋外広告物適正化月間と定め

られたことに伴いまして、本町においても月間中に一斉点検を９月中には一度実施している

という状況でございます。 

 それから、現状についてというところなんですが、先ほど報告させていただいたように、

23年度からこの事業が始まりまして、今現状を見ますと、認定団体が４団体というところで、

これが全然ふえていないような状況にございますので、地道な活動でございますが、今後に

つきましては、町といたしましては活動のＰＲを広報紙等で行いまして、今後さらなる団体

がふえますようにＰＲ等はしていきたいなというふうには考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 長岡議員。 

〇１番（長岡照美） 今、ご報告いただきました。その中で、登録員数は現在４団体で14名と

いうことでお伺いさせていただきました。これ、23年度から導入されているということで、

住民団体による違法簡易広告物除去事業実施要綱の第３条の５の中に、推進団体の認定期間

は２年以内とするということで、ただし更新を妨げないということで、今、23年度から始ま

りまして、２回ですかね、ずっと当初から登録されているボランティアさんは２回再登録を

していただいているという状況かと思いますが、この23年時からの動きというのはございま

すか。23年度もこの４団体、14名ということですか。その点、お願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 私が今調査いたしました部分では、23年度から４団体で活動は

していただいているという部分で、人数につきましては、23年度から今に至る部分での経緯

というのは今把握していないような状況なんですが、団体については４団体ということで把

握しております。 

〇議長（吉中隆昭） 長岡議員。 

〇１番（長岡照美） 先ほど部長もおっしゃっていただきました、やはりこの協力している団

体を募集していくということで、この事業を行っている行政では、ホームページ等で都度と

いうか、開いたらすぐに登録員の募集を都度行っている状況でありますので、私も今回その

点を、23年度から始めて、ホームページのどこを開いてもこの団体のことが載っていなかっ

たので、今回はそれをお願いしようと思いましたので、ホームページ等で団体の募集等を行

っていただき、やはり上牧町を美しい町にということで取り組んでいただきたいと思います。 
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 次に、活動実績については、回数をおっしゃっていただきました。この４団体の活動実績

はどのような状況で、また、活動を終えた後、報告等をされていると思うんですね、どれだ

けのものを撤去したかという。その状況はどうでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） その状況なんですが、まず、昨年度の部分も見ておりましたが、

一応、活動された団体については、除却活動の実績報告というのを町の方に提出していただ

いております。それを見ておりますと、各団体、９月に一斉にする部分を除きまして、年１

回程度は活動はしていただいているかなという部分で報告をいただいております。 

〇議長（吉中隆昭） 長岡議員。 

〇１番（長岡照美） この屋外広告物について、町の方に許可申請をしているものについては

除去の対象にならないというのは、屋外広告物法において承知しているところでございます

が、やはり町長が委任したものにおいては撤去が可能になるということで、例えば政党の看

板がガードレールとか、また公共物に多く見受けられます。これは１枚張ってあると、張っ

てもいいもののように２枚、３枚と張られている状況をごらんになっていると思いますが、

この状況をどのように捉えておられますか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 今おっしゃっておられます政党、それから政治活動における看

板等についてなんですが、これにつきましては、やはり除去するに当たっては選挙管理委員

会等の協議も必要かなというふうには感じておるわけなんですが、ただ、そういう看板につ

きましては、選挙管理委員会の許可を得て掲載されているものとそうでないものとという部

分があるかなというふうには認識しています。その中で、その類の看板につきましては、設

置者もしくは管理されている方のそういうふうな連絡先等が明記されているのかなというふ

うには思います。ただ、そういう看板を除却する場合については、事前に設置者に撤去して

もらうというのが基本ではないかなというふうには思いますので、事前にその団体について

一応連絡を入れ、期限を設けた後に撤去してくれという依頼が大前提であるのかなと。その

期限を過ぎた後については、こちらの方で撤去しますよというふうな、そういう連絡事項と

いう部分が必要になるのかなというふうには思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 長岡議員。 

〇１番（長岡照美） 今までにそのような対処方法をされた件数等がございましたら、お願い

したいと思います。それと、先ほど期限ということでおっしゃいましたが、その期限は何日、
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何カ月と考えてよろしいのでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） 今までどういうふうな対応をしていたのかというところでござ

いますが、それにつきましては、私は以前の対応という部分については今把握していないよ

うな状況なんですが、今、私がお答えさせていただいた部分につきましては、今後そのよう

な対応をしなければならないのかなという部分と、それから期限という部分につきましては、

私も今勉強不足の中で、どの期限が適しているのかという部分ではちょっと今明確にはお答

えすることができないんですが、通常概念でいいましたら、２週間程度の期限の中で撤去し

ていただいて、それ以後、撤去がなければこちらの方で撤去しますというふうな通達が必要

かなというふうには感じております。 

〇議長（吉中隆昭） 長岡議員。 

〇１番（長岡照美） 今、大体のことをお伺いさせていただきました。この通報といいますか、

こんなところに張っていますよというのは、やはり住民さんからであるとか、また登録員さ

んからの申し出があれば都度そのような対応をしていただけるということでよろしいんでし

ょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） そういうふうな連絡がございましたら、こちらの方も選挙管理

委員会との協議をした上で、また通報させていただくと。またこの作業、９月の強調月間の

一斉に行うということであれば、その期限をさかのぼり、その前日にパトロール等を行いま

して、そういうふうな広告物があるのでしたら事前に撤去依頼の報告をさせていただいて、

その期限を撤去日に合わせて、残っている部分については撤去させていただきますというふ

うな部分も、撤去する上においては手法の１つかなというふうには感じております。 

〇議長（吉中隆昭） 長岡議員。 

〇１番（長岡照美） 今おっしゃっていただいたのはどこかに明記するとか、その辺のお考え

はございますか。また、町内で登録員さんは真冬の寒いときは余りされていないと思うんで

すが、夏場を中心に汗をかきかき、こつこつとされている。そういうのがあって、自分たち

が取っているのと反対に、町内にそういう看板があれば何でだろうという対応がありました

ので、それをお伺いさせていただきました。今後、町内のそういう違法の広告物がなくなる

ということで、また登録員さんのやりがい、また頑張ろうという気持ちにもなると思います

ので、ぜひ先ほどおっしゃられたようなお取り組みをしていただきたいと思いますが、それ
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は今、部長の方からおっしゃっていただきましたが、どこかに明記されるのか、その辺だけ

お願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） この除却の事業実施要綱という部分については、今定めておる

部分なんですが、ただ、今おっしゃっている部分、いろんな法令との兼ね合いの部分につき

ましては、この中に具体的に明記するというのは非常に難しいんじゃないかなというふうに

私は考えております。ただ、その中では明記することはちょっと難しいかもわかりませんが、

そういう事例がありましたら、関係課と協議し、対処するという部分で行っていきたいなと

いうふうには思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 長岡議員。 

〇１番（長岡照美） わかりました。ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

 それで、最後でございますが、公共物に許可なく広告や看板を張れないようにするお取り

組みについてお伺いしたいと思います。許可なく広告、看板を張ることは違法ですなどと、

行政によっては公共物にそういう看板を設置しているところがあるんですね。上牧町におき

ましても、掲示することで効果もあるのではないかと思いますが、そのようなお取り組みは、

お考えはございませんか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） まず公共物にそういうふうなものを設置するということについ

て、まず、そのものがまた視界等の支障になるということも考えられますので、その部分に

つきましては広報、ホームページを通じ、喚起を促していきたいなというふうには考えてお

ります。 

〇議長（吉中隆昭） 長岡議員。 

〇１番（長岡照美） わかりました。 

 以上で私の一般質問を終わらせていただきます。またよろしくお願いいたします。ありが

とうございました。 

〇議長（吉中隆昭） 以上で、１番、長岡議員の一般質問を終わります。 

 ここで暫時休憩とし、午後１時再開します。 

 

    休憩 午前１１時５３分 
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    再開 午後 １時００分 

 

〇議長（吉中隆昭） それでは、再開いたします。 

 

                     ◇                    

 

          ◇竹之内   剛 

〇議長（吉中隆昭） 次に、２番、竹之内議員の発言を許します。 

 ２番、竹之内議員。 

          （２番 竹之内 剛 登壇） 

〇２番（竹之内剛） ２番、竹之内剛です。よろしくお願いします。 

 議長の許可を得ましたので、通告書に従い質問させていただきます。 

 最初に、通告書の誤字の訂正がございますので、申し上げます。質問事項、大きな項目の

３つ目、「上牧交差点歩道の整備＋」という記号が入っておりますが、これは誤字であります。

訂正をお願いいたします。それと、その下の「久渡山古墳」と書かれておりますけれども、

こちらは「久土古墳群」、漢字も誤っております。「久渡古墳群」に訂正をお願いいたします。 

 それでは、今回、私の質問は４つの項目に分かれております。大きな項目１つ目、スポー

ツ振興について。２つ目に、町内巡回バスについて。３つ目、上牧交差点歩道の整備につい

て。４つ目に、久渡古墳の認知及びＰＲについて。 

 １つ目の項目の１番、体育協会の役割、事業計画、内容について。 

 ２、スポーツ推進委員の役割、事業計画、内容について。 

 ３、スポーツ少年団の活動支援の内容について。 

 ４、中学校における部活動、運動部の現状について。 

 ５、障害者スポーツの普及について。この５番につきましては、担当課を住民福祉課に変

更していただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 大きな項目２つ目の町内巡回バスについて。 

 １、バス停の設置基準について。 

 ２、運行計画と町民のニーズとのマッチングについて。 

 ３つ目、１、歩道の安全性保護のための歩行空間と平坦性について。 

 ４つ目、１、画文帯環状乳神獣鏡が出土した意義を、広く住民をはじめ対外的な認知を促
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進するための広報等の取り組みについて、お伺いいたします。 

 以上が一般質問の項目です。再質問は質問席から行わせていただきます。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） 質問に入る前に、初めに、文部科学省は子どもの体力の現状と将来への

影響について、昭和60年ごろから低下傾向、運動する子どもとしない子どもの二極化傾向、

肥満傾向の子どもの割合の増加、生活習慣につながるおそれを指摘しており、加えて、体力

の低下は子どもが豊かな人間性やみずから学びみずから考える力といった生きる力を身につ

ける上で影響を及ぼし、社会全体にとっても無視できない問題としています。子どもの体力

低下の原因は、外遊びやスポーツの重要性を学力の状況と比べて軽視する傾向が進んだこと

にあると考えられ、運動不足の直接的要因として、１、学校外の学習活動や室内遊びの増加

による外遊びやスポーツ活動時間の減少、２、空き地や生活道路といった子どもたちの手軽

な遊び場の減少、３、少子化や学校外の学習活動による仲間の減少といわれており、以上の

ことから私は、スポーツ活動時間の向上、遊び場、スポーツをする場所の確保、仲間づくり

が子どもの体力の向上、そして生きる力を育むための重要と考えます。そして、このことは

子どもだけに限らず、全ての人に通じることであると考えます。 

 質問事項の体育協会やスポーツ推進委員の事業計画もございますけれども、上牧町におい

て、上牧町社会体育推進委員会というのがございます。平成23年、スポーツ基本法が文部科

学省から施行され、それに伴い、上牧町におきましても上牧町社会体育推進委員会設置条例

が制定され、その第１条に、スポーツ基本法の規定に基づき、町民の心身の健全な発達と明

るく豊かな生活に寄与する目的をもって、上牧町社会体育推進委員会を設定するとあります。

当委員会は、上牧町教育委員会の諮問に応じて、スポーツの推進に関する次に挙げる事項に

ついて調査審議し、及びこれらの事項に関して教育委員会に建議すると、１から10項の項目

を挙げられております。 

 委員会の任命としては、学識経験者、関係行政機関の代表、社会教育関係の代表とされて

おります。そして、上牧町社会体育推進委員会の名簿の中には、２校の中学校、３校の小学

校の校長先生や教育長などが任命されて活動されております。このことにつきまして、社会

体育推進委員会のもとに体育協会の役割やスポーツ推進委員、スポーツ少年団の活動が反映

されると理解してよろしいでしょうか。お願いします。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） そのとおりで結構です。 
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〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） それでは、質問事項に入っていただきたいと思います。１番から順次、

よろしくお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） それでは、１番の体育協会の役割、事業計画等について説明させて

いただきます。 

 体育協会は、上牧町のスポーツの振興、発展を図り、スポーツを通じて町民相互の親睦と

青少年の育成を図ることを目的に、スポーツ団体を中心に町民で構成されております。事業

といたしましては、各種スポーツ大会の開催、上牧町主催のスポーツ事業の支援、体育の振

興、発展に係る事業等々がございます。実施事業といたしましては、町民体育祭、町民マラ

ソン大会、市町村子ども駅伝の運営協力、町長杯ソフトボール、グラウンドゴルフ等がござ

います。 

 以上でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） そうしましたら、この体育協会員はどのようにして選出されるのか、人

数の制限はあるか、教えていただけますか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 人数については制限はございませんが、選考に関しましては体育協

会の方で選出して決めていただいております。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） それでは、事業計画の内容で少しお聞きいたします。これは今年度27年

度の計画表で質問させていただきますけれども、中に、子どもが参加する事業については、

体育祭、マラソン大会、駅伝大会がありますが、レクリエーション的なスポーツに親しむ子

どものための事業がないように思われますが、いかがでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 27年度、子どもが参加できるスポーツはちょっと少ないように感じ

ます。28年度におきましては、子ども版のウオーキング大会、また、野外活動教室の開催等々

を計画しております。気軽に子どもが参加できるスポーツということで、以前あった子ども

向けのスポーツも考えております。28年度実施する予定でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 



 

 －203－ 

〇２番（竹之内剛） 理解しました。それでは、以前ありました少年少女のスポーツ体験教室

というのが数年前にあったと思うんですが、これはなぜなくなったのか、理由をお聞かせい

ただけますか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 一番は参加者がそろわなかったという事情もございます。その裏に

は、周知等々がこちらでする部分が足りなかった部分もあるのかとは感じております。その

ことも反省しまして、28年度やはり子どもの体力等々も今世間をにぎわせております。その

ことも考えまして、体力的にちょっとでも向上するようにということで、１つ、２つではご

ざいますが、進める予定はしております。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） 理解しました。それでは、小学生がこちらの事業名にも対象年齢とあり

ますけれども、小学生の４年生以上は参加できるのがあるのですが、３年生以下が参加でき

る行事がないように思われますが、いかがでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 28年度実施する予定のウオーキング大会等々には低学年から参加で

きるように計画しておりますので、そちらへ参加していただければと考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） 理解しました。それでは、この件について最後ですけれども、事業の中

にソフトボールが２回入っておりますけれども、これは町長杯のソフトボールになると思う

んですけども、これは２回とも同じような内容なのでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） ソフトボール大会につきましては、町長杯のソフトボール大会と会

長杯のソフトボール大会を年２回開催しております。実施内容については同じでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） ソフトボールというのは、子どもたちも親しみやすい競技であると思い

ますので、これをどちらか小学生や中学生のスポ少に値する子どもたちの年齢で開催すると

いう考えはいかがでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 今まで少年少女球技大会という小学生が参加するスポーツもござい

ました。参加者等で今やめておるという状況ですが、なぜかといいますと、けがをする確率
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も多く、運営上、支障が出てきたという時期もあって、中止にしたという経緯もございます。

バットを使うということから、初めてバットを持つ子どもさんもたくさんいらっしゃいます。

危険な場面も私も何回も見ております。そのことから中止をさせていただいたということで

ございます。それにかわるスポーツということで、体力を使う競技を考えて28年度に実施し

たいと思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） 理解しました。危険を伴うということで、新しいそれにかわる行事を28

年度は実施していただける計画だということで、理解しておきます。１番につきましては以

上です。 

 では、２番、お願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） それでは、２番のスポーツ推進委員の役割と事業計画でございます。

スポーツ推進委員は、さまざまなスポーツにかかわり、知識と経験豊かな方が地域活動にお

けるボランティアにかかわっている町民で組織されております。委員はさらなる個々のスキ

ルアップを図り、軽スポーツをはじめとする地域で行われるスポーツに対し積極的に参加し、

スポーツの向上を目指すというものでございます。事業につきましては、さわやかウオーキ

ングを実施しておるというような状況でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） この推進委員のメンバーは19名と聞いておるんですけども、この中の名

簿を見させていただきましたら、体育協会と推進委員を兼ねられている方が非常に多いと思

われますが、この辺のことを聞かせていただけますか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） スポーツ推進委員の構成を見てみますと、体協の役員さんと学校の

教頭先生で構成していただいております。なぜかという質問でございますが、体育協会の役

員さんに入ってもらうことによって、より以上にスポーツ、体育に関する、子どもから大人

までのスポーツを振興していけるという目的でございますので、そういう結果となっており

ます。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） 理解しました。それでは、次ですけども、スポーツ推進委員の年間行事

についてお伺いします。総会に当たるのが２回、研修会が５回で、さわやかウオーキングが
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１回行われていますけれども、非常に研修会が多いのですが、その５回行われる研修会はど

のように生かされているのかお聞かせ願えますか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） スポーツ推進委員がどういうようなことを協議されておるかという

質問だと思います。28年度につきましては、先ほども説明させていただいているように、子

ども向けのスポーツ、大人向けのスポーツ、新しい種目を幾つか入れる予定をしております。

それらどういうスポーツを入れていくのかというのを協議する場とは考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） 理解しました。その中で、研修に行かれている内容の中でニュースポー

ツと思われる協議が入っております。これは28年度の３月13日に行われたと思われますが、

吹き矢、囲碁ボール、輪投げとあるんですが、このニュースポーツに関しては町内での普及

や指導は考えられていますか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 年に１回、推進委員ということで県外に研修に行っていただいてお

ります。今回はニュースポーツということで研修を受けてきていただきました。何か新しい

スポーツを１つやるという目的で、今年度も、事業名はまだ考えてはおりませんが、する予

定をしております。それの普及、推進に向けてスポーツ推進委員の方にお願いする予定をし

ております。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） 理解しました。なぜこの質問をしたかといいますと、ニュースポーツと

いうのは、今、日本全国で普及が目覚ましく行われていまして、低学年の子どもから高齢者

の方、そして障害者の方も同じフィールドで親しめるということで非常に普及されています。

ですから、今この考えをお持ちであるならば、これをぜひ普及していただきたいなと考えま

す。ニュースポーツには道具が必要だと思うんです。今、体協などでは、ニュースポーツの

道具などは備品としてあるのでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） ニュースポーツは簡単なルールで小さなお子さんから大人まででき

るスポーツと認識しております。道具ということでございますが、28年度予算でそろえてい

く予定はしております。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 
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〇２番（竹之内剛） 理解しました。この件につきましては、道具は安価なものではなく非常

に高級なものと認識しているんですけれども、しっかりと予算を立てていただいて、道具を

そろえていただいて、町民の方が本当に幅広く経験して達成感を得られるような環境をつく

っていただきたいと思います。２番につきましては以上です。 

 ３番についてお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） ３番のスポーツ少年団の活動支援ということでございます。現在、

上牧町にはスポーツ少年団、９種目の14団体、275名が加盟といいますか、加入しております。

活動支援ということでございますが、１人1,100円ということで、それぞれのクラブに補助金

という形で出させていただいております。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） １人1,100円という助成金が出ているということで、これは小学生、中学

生が対象になるとは思うのですが、これは町内、町外、制約はあるのでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 町内のみでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） 理解しました。助成金が出るのは町内だけであって、スポ少として参加

をするのは町外でもいけるという理解でよろしいんでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） クラブの中には町外から参加している子どもさんもいらっしゃいま

す。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） 理解しました。これ、スポ少の中で基準が10人、町内の子どもが10人で

スポ少に登録できて、助成金を申請できますよという形で、これから少子化に伴って、１つ

の団体でなかなか10人を集めるというのは厳しくなってくると思うんです。町内で確保する

のが厳しくなってくると思うので、現状を踏まえて今後の対策として何かお考えでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 人数の基準につきましては、10人ということで決めさせてはいただ

いております。委員がおっしゃるように、10人以下でもということでございますが、一応、

線引きは必要かと思っております。 
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〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） 今、部長がおっしゃられた10人の中の線引きと言われましたが、それは

10人に満たないと登録は絶対にだめですよ、スポ少としては認めませんよという理解でしょ

うか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 町内から来られている方が６人、７人、町外から何人かいらっしゃ

るという形で10名という団体もございます。それが一応ルールということで進めさせていた

だいております。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） それでは、もし10人がいて、８人が町内、２人が町外であっても、10と

して登録はできるということでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） それは登録できます。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） 理解しました。ありがとうございます。 

 これから少子化の影響で、今後人数が減ってくるということは明らかだと思うんです。対

策として、近隣の町と協力してスポーツ少年団の運営を考えていくのも１つの方法だと考え

るんですが、いろんな施策の上で、小さな町でやるよりも、言われていましたけども、近隣

の町で協力し合って事業をする、そういうふうなことをスポ少でも考えておられるでしょう

か。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） ただいまのところ、一町一町のスポーツクラブになっております。

今おっしゃられるように、例えば北葛４町で進めるのも１つの方法かとは思いますが、今の

ところ、そういうことが議題に上るということはございませんでした。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） 理解しました。先ほどメンバーが集まりにくいという話をしたんですけ

れども、聞くところによりますと、上牧町内のスポ少の団体によっては人数の減少で集まら

なくて、父兄の方々が自助の努力でビラをつくり、それを配って回られて勧誘活動をされて

いるということを聞きました。町としては、この件に関してはどのように思われますか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 
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〇教育部長（藤岡達也） 子どものスポーツクラブの中にも、広報かんまきの広告欄を使って

募集されているクラブも実際には議員がおっしゃるようにございます。今のところ、町から

募集の支援というのはしてはおりませんが、１つのクラブを特化して募集するということも

できにくいところもございますので、その辺をご理解いただきたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） 理解しました。それでは、スポーツ少年団との情報交換を管理されてい

る側として、情報交換の機会は持たれているでしょうか。４月に登録されて、あと１年間は

もうそれぞれやってくださいよという形なのか、それとも情報交換やいろんなことをされて

いるでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） まず初めに、４月に登録ということで登録の報告がございます。そ

の後、子ども向けのスポーツ大会等々を実施するときには、こういうスポーツがあるので参

加していないかということも含めまして、今のクラブの活動状況も聞かせていただくという

場面も何回かはございます。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） スポ少の活動の発展のためには、やはり行政側の役割として、情報交換

の場を持つことが非常に必要ではないかと考えますが、いかがでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 各スポーツクラブの代表の方とは、定期的にとは申しませんが、年

間何回かお話しする場面もございます。今後につきましては、そういうときに人数等、これ

からの活動等について、また子どもが少なくなっていくということから考えていかなあかん

ところかなとは思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） 理解しました。先ほどのメンバー確保の話に少し戻りますが、私の考え

では、メンバー確保のためにはスポ少の周知活動が重要と考えます。日本体育協会の過去の

調査によると、スポーツ少年団に入ったきっかけの７割は活動を見に行った、そしてもう１

つは友達に誘われたとあります。このことから、スポーツ少年団の加入を促す方法として、

これは提案ですけれども、スポーツ少年団の各種目のフェスティバル的なことをやっていた

だければ、子どもたちがその活動を見て、機会をつくって、それが有効的になると考えます

が、いかがでしょうか。 
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〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） スポーツ少年団が口コミで広がっていっているという部分もたくさ

んあると思っております。そういう興味あるスポーツを見て加入してやり始めるというお子

さんも少なくないのは私も見ておりますので、感じてはおります。できるだけそういう機会

が多くあればあるほど、スポーツに参加する子どもがふえていくとは感じますが、今、議員

がおっしゃるように、フェスティバル的なものをするというには全ての団体ということにな

りますので、今後検討していくところかなとは考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） 例えばスポーツ少年団側から、スポーツフェスティバル的なことを自分

たちでやりたいが、協力していただけませんかという話になった場合は、また事情は変わっ

てきますか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） スポーツ少年団側から話があった場合、町は協力するのかという質

問やと思いますが、それは今、私が、それがあったからしますよと言うのはちょっと話的に

おかしな話になるのかなとは思っております。子どものスポーツを普及するという意味でい

ろんな方法があるとは思います。今後、検討していきたいとは考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） 理解しました。それでは、スポ少のことに関しましては現状をしっかり

捉まえていただいて、問題点を見つけて課題を解決するためにしっかりと対応していってい

ただくことが望ましいと思いますので、よろしくお願いします。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） １人でも多くのお子さんが何らかのスポーツに関心を持って参加す

るというのは、非常に大事なことやと思います。大人になっていく過程でも十分役に立つこ

とだとは感じておりますので、できるだけそういうふうに進めていきたいとは感じておりま

す。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） よろしくお願いします。以上で、この項目の質問を終わります。 

 続きまして、４番、お願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） ４番の中学校における部活動の現状についてということでございま
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す。生徒数が減っていますが、今後はどのように考えていますかという質問やと思います。

当面は今のクラブ数を維持することができるとは考えておりますが、クラブによっては生徒

減による影響があると思います。考えなければならない時期が来るとは思いますが、当面、

維持できる間はこのスポーツクラブの数でやっていきたいとは考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） この質問はなぜさせていただいたかといいますと、この前出していただ

きました中に生徒推移表というのがございまして、５年後を見てみますと、上牧中学におい

ては100人減、上牧二中においては30人減、それに伴いクラス数が非常に激減します。小学校

におきましても、上牧小学校は140人の減、そして上牧二小におきましては100人の減、三小

においては14人の増となっておりましたけども、これから見まして、中学校に上がってくる

児童たちが、今クラブは２つの中学校に野球、サッカー、バレー、バスケット、卓球、テニ

ス、水泳、ソフト、バドミントンと上中にあります。二中におきましては、水泳、ソフト、

バドミントンはありませんけれども、生徒減になりましたら必然的に教師の数も減ってくる

と思うんです。今、部長がおっしゃいましたけども、極力現状維持とおっしゃっていただき

ましたけども、これ、なかなか難しくなってくるのではないかと考えるんですが、どうでし

ょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 今、議員おっしゃったように、５年後の生徒数は減っていくとは感

じております。クラブ活動は上中、二中で今それぞれの校区によってやってはおりますが、

そのことも含めて、今後考えていかなあかんときなのかなというふうには感じておす。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） 中学校におきましては、クラブ活動というのは日課の中の一環で、非常

に重要なウエートを占めていると思うんです。達成感や友達との交流、発散する、規範の意

識の向上なんかもやはりクラブ活動から生まれてくるものだと私は考えます。教師の数が減

ってきたときに、今、他の府とか県では実施されていますけれども、クラブの外部コーチと

いう形で有償のボランティアで雇われてされているところもありますが、こういったシステ

ムは考えられているでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 外部指導者の採用ということやと思います。文科省からも何度とな

く外部指導者の採用ということで文書も参っております。現在、上牧町ではスポーツクラブ
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ではございませんが、吹奏楽とか茶道部で外部の方に入っていただいてはおります。スポー

ツクラブについても、今後、専門的な技術を持った方を外部指導者として採用するのも考え

ていかなければならない時期なのかなとは考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） ぜひ前向きに検討していただきたいと思います。今、中学校のクラブは

団体競技と個人競技に分かれていると思うんですが、例をおきましたら、野球部におきまし

ては、こちらの資料では上牧町11とありますが、それは３年生が引退前の数字になっている

と思うんです。現段階では上中が２名、二中が２名ということで、少なくなった場合は、こ

れは各団体には中体連という組織がありまして、そちらの計らいで合同チームで出てもいい

よということになるんですけれども、そういった形で拾ってくれる協議はいいんですが、や

はりこれから個人種目が重視になってくるのかなという懸念もされますので、部活動におい

ては、どうでしょう、偏って子どもが入ってしまうとかいろんなことが考えられるんですが、

これからの現状について最後に意見をいただければと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） クラブ活動は、議員もおっしゃるように、いろんな面を含めた部分

がございます。規範意識もございましょうし、中学生は体力が一番強化するという時期でも

ございますので、クラブ活動の意義というのは大変重要な役目を果たしております。議員が

おっしゃるように、人数も少なくなってきます。団体クラブにおきましても、今おっしゃっ

たように野球部でも９人に満たないというクラブがございまして、中体連の配慮により、公

式戦には少ない者同士が１つのクラブになって参加しているというような状況でございます。

これからは、先ほども申しましたが、上牧町の中でも上中、二中の範囲の中ででも校区のこ

とも考えながらスポーツクラブを進めていかなあかんとは思っていますので、その辺をご理

解いただきたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） 前向きな答弁、ありがとうございます。これからぜひそういうグローバ

ルな考えで進めていっていただければと思います。 

 この件に関しましては、以上です。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） ５番の質問ですけれども、障害者スポーツの普及についてなんですけれ

ども、この件につきましては、奈良県の中で大きな障害者向けの大会が２回開催されていま
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す。その１つは、４月下旬から５月にかけて開催される大会、もう１つは国体に準じて開催

される全国大会があります。これ、全国大会につながっておりますけれども、これらの募集

の手続について伺いたいのですが、お願いします。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 議員おっしゃいますように、奈良県のスポーツ大会は２種類

ございます。現在、障害者の方が参加できる大会でございますけれども、奈良県身体障害者

体育大会、これにつきましては、参加資格が奈良県身体障害者体育大会開催要領の規定によ

りまして、奈良県身体障害者福祉協会連合会加盟団体に限られております。このことから、

加盟団体である上牧町身体障害者協会会員の方に個別に社会福祉協議会より案内をさせてい

ただいておるところでございます。 

 また、奈良県障害者スポーツ大会につきましては、この大会は奈良県障害者スポーツ協会

から福祉課、学校、また養護学校、障害者入所施設等へ案内が１月末に送付されますことか

ら、お手元に届くのが２月上旬ぐらいかと考えております。申し込み期限が、27年度は３月

４日となっておりました。このことによりまして、毎回広報に載せる期間がなかったという

ことでございます。当時の申し込みにつきましては、前回大会に参加された方々お一人お一

人に電話連絡を入れさせていただいた経緯がございます。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） 部長が今おっしゃっていただいたように、募集の要項が届くのが非常に

遅いということも理解しております。今年度におきましても、募集要項が届いたときには広

報に載せようとしたときに広報の締め切りがもう終わっておりまして、３月の広報に載せた

としても、募集が４日であるために周知が４日間しかないと。こういうことで、これは募集

の仕方に難があるのかなと考えまして、この２回の大会におきまして、今年度は間に合いま

せんけども、ぜひ問い合わせていただいて、参加者に電話ではなくしっかりとした広報活動

の中で周知できるように努力していただくわけにはいきますでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 今後におきましては、この大会の申し込み日程、また、中和

福祉事務所と連絡調整を図っていきまして、町の広報に記載できるように周知をしたいと考

えております。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） 国際大会におきましても、オリンピックの管轄は文部科学省、パラリン
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ピックの管轄は厚生労働省といった別々になっておりまして、年々歩み寄りを見せてはおる

んですけれども、参加をしようとする人はどこに申し込んだらいいのかわからないというこ

ともありますので、その辺の周知もしっかりしていただけたらと思います。年々、組織委員

会が一本化されて、パラリンピックもテレビ放映などで知名度も上がっております。上牧町

においても、ぜひ参加者をふやす取り組みについてしっかり検討していただければと思いま

す。ことしに限っては、指導者の方が、参加する人数が少ないので、その方が一軒一軒回ら

れたという経緯も聞いておりますので、この件につきましては来年度からまた進歩しますよ

うにお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） できるだけ多くの方に参加していただけますように周知徹底

を図っていきたいと思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） この件につきましては、以上で結構です。 

 それでは、町内巡回バスについて。１番、バス停設置基準について、２番、運行計画と町

民のニーズのマッチングについてとありますけれども、巡回バスは2000年から運行されてい

るとお聞きしています。経緯と現在の利用状況をいろいろ調べさせていただきました。最近

では、お買い物する店舗の激減で最近では住民の方の生活の買い物の足としての役割が大き

くなっているように思われますが、いかがでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 保健福祉センター館長。 

〇保健福祉センター館長（今西奉史） ただいまの議員の通告ですが、全くそのとおりで、ア

ピタという大店舗ができましたので、やはりかなり利用される方が多くなっております。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） そういった観点から、停留所の位置や数、便数は、町民のニーズにマッ

チしているとお考えでしょうか。実は先日、買い物袋を持って、水道部の坂道、米山台にあ

るところがあると思うんですけれども、坂道を上ってご苦労されている老人の方を見て確認

したところ、巡回バスのことは知っているが、居住場所付近はバスの巡回路に入っておらず、

バス停もなく、徒歩で買い物に行かざるを得ないとのことでした。 

 そこで、自分で巡回バスに乗ろうと思いまして、総務部長の方に巡回バスの地図をいただ

きました。自分で車で運転して回り、そしてささゆり号、ペガサス号、ルートが２カ所ある

と思うんですが、実際に数回乗って回らせていただきました。その中で気づいたことがある
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んですけれども、非常に巡回はスムーズに時間どおりに回っておられました。ここに停留所

があったらいいのになと思うところとか、全般的に総括で思ったことは、この地域は何でバ

スが入っていないんだろう、ここは行けないのかなというところが、ここでは申しませんが、

全部で12カ所ほどありました。これから巡回バスを運行されるに当たりまして、予算的な問

題もあるかと思うのですが、今後バス停の増設及びバスの増便を検討される予定などはある

でしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 保健福祉センター館長。 

〇保健福祉センター館長（今西奉史） まず、通告書の運行計画と町民のニーズとのマッチン

グについてから、順次説明させていただきます。 

 まず、最初にこの今のルートに決定いたしましたのは、ご利用される方が多分高齢者の方、

世に交通弱者といわれる方、高齢者の方が主に利用されるのではないかなということで、シ

ルバークラブ連合会というのがありますので、そちらで皆さんの大字からの代表者さん等が

来られますので、まず、そこで題に上げさせていただきまして、そこで運行時間、始発時間

を何時にしたらいいのか、また最終便は何時ごろにしたらいいのか、また各大字における通

過ルート等をご相談させていただきました。 

 そこで、バス停の位置ということなんですが、まず、バス停を決定する前に、最初にお年

寄り、高齢者の対象が主ではないかということで、お年寄りがバスに乗っておられる時間の

限界、どのぐらい乗っていても心身ともに苦痛に感じられないのかというのを基本に考えま

したところ、高齢者さん等に問い合わせいたしましたら、やはり２時間ぐらい大丈夫やでと

いうお年寄りも当然おられます。でも、ほとんどの方は狭いバスの中でやはりトイレのこと

もあるので、30分ぐらいが限界ではないのかなという意見がほとんどでございました。それ

で、近隣市町村にもこれも調べましたところ、ほとんどのところが１ルートが30分という形

で回っておられます。このことを基本に、当町も30分がちょうどいいのではないかというこ

とで、バスを試走させております。 

 ところが、老人の方からお聞きして４ルート決定したわけなんですが、バス停を止まらな

いで素通りで行った場合、１ルート約20分ぐらいかかるんですね。これ、安全運行の件を満

たしてということで、20分ぐらいということで、もし各バス停を設置する場合、１分程度や

はり停車する必要があるのではないか。ということは、30分を基本にすればやはり10カ所ぐ

らいが適当ではないかと。この10カ所については、それぞれこれもご相談させていただきま

したが、やはり待機される場所、特に例えば待機される場所では、バス停に位置するところ
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が安全であるかとか、また緊急時、ここでちょっと倒れておられるねんけどという連絡が入

った場合、位置が特定しやすい場所、主に公民館前とか役場とか、そういうところを決定し

ております。 

 以上でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） 今、ご答弁の中にもあったと思うんですけれども、緊急時とおっしゃい

ましたけれども、僕がバスに乗らせていただきまして、高齢者の方、ほとんど女性なんです

けども、乗ってこられて、ドアを開け閉めがご自分でなさりにくい方とか、お手伝いもした

んですけども、これ、もしかしたらけがとかされたら、緊急時の場合はどうされるのかな。

事故が緊急で起こった場合、どうされるのかなと。その辺について、少しお聞かせいただけ

ますか。 

〇議長（吉中隆昭） 保健福祉センター館長。 

〇保健福祉センター館長（今西奉史） まず、バスは手動ではございません。自動であくよう

に、運転手が安全を確認してからあけ閉めするようになっております。それで、緊急時とい

うことですねんけど、一応、町内巡回バス、乗車人の体調不良による緊急対応マニュアルと

いうのはこさえております。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） 実は、自動と申されましたが、この前乗ったときに、路線の本来のペガ

サス号が故障していると。その際に、これは臨時の車やねんと運転手さんに説明していただ

いて、そのときに僕が乗り合わせたので、今の質問をさせてもらったんですが、故障した場

合、臨時便を出される、その臨時便がない場合とかは起こり得るということですか。どうで

しょう。 

〇議長（吉中隆昭） 保健福祉センター館長。 

〇保健福祉センター館長（今西奉史） 申しわけないです。僕もそこまで議員のおっしゃるこ

とが理解できませんでした。そのときは確かに自動扉が故障して修理に出しているときとい

うことで、予備のバスで運行した時期に乗られたということなんですが、予備のバスがもし

だめになったということで、だめ、だめばっかり続くんですが、そのときには公用車等で対

応しなければならないと感じております。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） 理解しました。乗せていただきまして私が感じましたのは、車内では非
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常に和やかにお話しされたり、僕はおばさんが乗ってこられてガイドなんかをしてもらった

りもしました。ですから、あの空間の中は住民の方の買い物の足でもありますが、コミュニ

ケーションの場でもあると思われますので、ぜひこれから、この前、予約タクシーの件はち

ょっと考えられないという意見もありましたので、ぜひこのバスに関しましては、どんどん

どんどん検討していただいて進展していくような計画を立てていただきたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 保健福祉センター館長。 

〇保健福祉センター館長（今西奉史） 先ほども質問のときに抜かしてしまいましたんですが、

増便とかを計画されているかということなんですが、もちろん今までも、当初は別として、

最近でしたら財政難以降、まずバス１台で運行してから、次に25年から２台にバスを増便し

ております。さらにニーズとかがありました、アピタ等も建設されましたので、土、日、祝

日の運行も行っております。停滞しているんじゃなくて、徐々に住民さんのニーズに応える

ように改革も進めておりますので、今後おっしゃったような住宅地内も検討の余地はあると

考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） 今後いろいろ検討していただきまして、やっていただきますようよろし

くお願いします。この件につきましては、以上で終わらせていただきます。 

 時間的に質問の時間が限られておりますので、一番最後の項目の久渡山古墳の認知及びＰ

Ｒについては今回は、次回の質問にさせていただきまして、次の質問を最後にさせていただ

きます。お願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） この件につきましては前回の議員も質問されていましたが、私は少し違

う角度からお尋ねしたいと思います。先日の答弁の中では、２カ所の歩道整備の傾斜がきつ

過ぎて歩行者が歩きにくい、危険であることに関しまして、答弁の中で、工事元である高田

土木に連絡をしてもう一度現場を見てもらった結果、農協前の歩道については再整備の検討

の余地はあるが、その下の上牧交差点については余地はないという答弁を部長はされたと思

うんですが、その件につきまして、この問題は、私ら議員が１月30日に議員懇談会を開きま

した。その際に、住民の方から、あそこの交差点を毎日通るけれども、傾斜がきつ過ぎて危

ないということでお聞きしました。私、実際に歩いたり、車椅子を持っていって押してみた

り、ベビーカーを押してみたりしました。確かに危険です。普通どおり規定は守られている

とおっしゃったケースもあるんですけれども、非常に生活として渡るのは危険です。ですか
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ら、この件に関しましては、余地がないとおっしゃいましたけれども、これを私個人の質問

ではなく、全議員の住民の方からの声を聞いての質問になりますので、時間もございません

ので、この件に関して、交差点の歩道は見直してもう一度調査をしてきっちりと報告をして

いただけるのかということをお聞きしたいのと、これを私たちはもう一度議員の中で検討し

まして、意見をまとめる余地があるという答えになっておりますので、その辺を踏まえて、

短く返答の方をお願いいたします。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） この件につきましては、下の県道の下牧高田線に接する四つ角

の部分でございますが、それにつきましては、私有地と隣接する部分で、私有地の所有者の

意向も十分協議いただいた後の今の現状の工事になったというところで、これについては県

としては今即座に改修はできませんという部分の回答をいただいております。これにつきま

しては、いろいろ議会報告会の町民さんの意見云々も、こうですよということも説明いたし

まして、その回答を得ているというところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） そうしましたら、歩道に関しまして、私有地であるがために、完成した

ときは現状態になっていたと。それでも危険を伴うということでなされているということは、

もう一度工事元の高田土木を含めた調査をしていただいて、もちろんこれは最悪のケースだ

と思いますけれども、工事のやり直しなどは追及されていく姿勢はお持ちですか。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） それにつきましては、県は補助金をいただいてそれに着手され

ているというところで、今現状に至っております。その補助金をもらいながらその工事に着

手されたというところで、その部分については耐用年数といいますか、補助金の部分があっ

て着手できない期間というのもあるかなというふうに思います。それで、町といたしまして

は、根気強くまた改修の要望については上げていきたいなというふうには考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 竹之内議員。 

〇２番（竹之内剛） この件につきましては、時間も来ましたので、また議会の方に持ち帰り

まして検討して意見を提出させていただきたいと思います。 

 以上で私の質問を終わります。 

〇議長（吉中隆昭） 以上で、２番、竹之内議員の一般質問を終わります。 

 ここで暫時休憩とし、２時10分再開します。 
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    休憩 午後 １時５９分 

 

    再開 午後 ２時１０分 

 

〇議長（吉中隆昭） それでは、再開いたします。 

 

                     ◇                    

 

          ◇東   充 洋 

〇議長（吉中隆昭） 次に、11番、東議員の発言を許します。 

 11番、東議員。 

          （１１番 東 充洋 登壇） 

〇１１番（東 充洋） 11番、日本共産党の東 充洋でございます。 

 私の一般質問は、福祉事業施策について、上牧町人口ビジョンについての２項目にわたる

質問でございます。 

 初めに、今、貧困格差が大きな問題となっております。ＵＲ片岡台団地では、建設当時、

家賃は割高で、総中流社会、ホワイトカラーの象徴としてマイホーム購入までの住居として

利用されてきました。しかし、時は流れ、今では高齢化も進み、年金で生活されている世帯

が非常にふえてきました。そのような状況で年金は目減りし、何を削ればいいのか、削るも

のもない、どのようにして生活すればいいのかわからない、ＵＲより家賃の安い町営住宅に

入居したい、どうすればいいのかという相談を６件受けました。しかし、町営住宅は公募さ

れていないのは空き部屋がないためで、空き室があれば必ず広報等で公募されるので、その

ときに応募していただきたいと説明をしております。ＵＲは３カ月家賃を滞納すれば退去さ

せられます。住むところがないという人に対して上牧町はどのような救済措置をとられてい

るのか、まず説明を求めたいと思います。 

 ひとり親家族や真面目に働いても貧困から抜け出すことができない家庭等のさまざまな格

差が大きな社会問題となっています。上牧町は子どもの貧困についてどのような施策を講じ

ようとされているのか伺います。例えば、子どもたちの学力においても、貧困が比例してい

ると明らかにされています。学習塾に行けない生活保護所帯の子どもたちには、王寺町のや
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わらぎ会館で希望者を学生等のボランティアでケアされています。しかし、生活保護を受け

ない、わずかな差で受けられない等、いろいろな状況があります。このような状況の子ども

たちにもケアが必要であると考えます。貧困と思われる子どもたちへの学力を向上させるた

め、施策が必要です。上牧町の見解をお伺いいたします。 

 また、食事がとれない子どもたちのために、こども食堂が各地でボランティアによって開

設されています。上牧町の見解をお伺いいたします。 

 障害者福祉センター別棟の改修及び管理についてであります。別棟の廊下が老朽化のため、

床が抜けるおそれがあります。流し台の腐食が著しく、衛生上、問題があります。玄関に車

椅子用のスロープの設置が必要です。ふすまもぼろぼろで補修が必要です。ということで、

一般質問通告の前に担当者とお話をさせていただきました。そして、今これらについて鋭意

取り組んでいるという報告を受けました。この項につきましては、それらの状況を見させて

いただき、そしてまた何か問題があるときに質問させていただくということで割愛をさせて

いただくというふうにしたいと思います。 

 上牧町人口ビジョン及び上牧町まち・ひと・しごと総合戦略について。上牧町人口ビジョ

ン及び上牧町まち・ひと・しごと総合戦略について、答申が２月29日に行われました。この

総合戦略についてのポイントについて説明を求めます。 

 以上でございます。再質問は自席にて行わせていただきます。どうかよろしくお願いいた

します。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） それでは、まず最初の町営住宅の入居をどのようにしているの

かというところと、住むところがない人に対して町はどのような救済措置をしているのかと

いうところでございますが、まず、町営住宅の入居につきましては、上牧町の町営住宅条例

の第４条に基づきまして、入居者の公募を広報紙に掲載しまして、町ホームページ等に掲載

することにより、入居者を募集して入居していただいているところでございます。 

 ちなみに、その部分で平成27年度においては募集戸数を３戸募集いたしまして、６月広報

で掲載した上、入居していただいているという、27年度においてはそのような事例がござい

ます。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） よって、私が今申し上げましたように、今のところは募集が公募はさ

れていないということなので、それまで待っていただきたい。そのときには必ず公募が行わ
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れますよというふうに言っているわけなんですけども、それはそれで正しい解釈ということ

でよろしゅうございますね。 

〇議長（吉中隆昭） 都市環境部長。 

〇都市環境部長（下間常嗣） そのとおりでございます。 

〇１１番（東 充洋） じゃ、次、お願いします。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） ただいま上牧町と県と連携して事業を実施しております、は

ばたき教室を王寺町で実施しております。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） 今、住居のことで、町営住宅については、私の申しました、今公募さ

れていないので、入居したい希望があれども公募のときに申し込んでほしいというふうに私

は申し伝えていますので、それでいいですねと言って、それでオーケーという話になったん

ですけども、その後、その方々がもし、例えば必ずＵＲは３カ月家賃滞納すれば出ていって

ほしいということで、退去させられるという状況になっているんです。その人たちを救う手

立てはあるのかということをまずはお伺いしたいんです。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） その場合の住居の確保ということでございますね。最近は１

点、例がございまして、住居も退去しないといけないという事例がございました。そのとき

は中和福祉事務所と町との連携をとりまして、その生活困窮の給付金等の連携をとっており

ます。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） そのような緊急の場合に、そういう住宅を確保することができないと

いうことでの相談ということで、今、事例をおっしゃったんですけど、そういうふうに社会

福祉事務所と連携をされたわけなんですけども、そういう場合はどこにそういう居住をする

ところがあるんですか。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） その方その方の生活の環境とか条件等、母子の方とかひとり

暮らしの方、老人の方、いろいろな方がおられますので、それなりの一時保護をできる施設

は県の方で持っておりますので、そちらの方で考えていくということでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 
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〇１１番（東 充洋） 例えば住居確保給付金という制度がありまして、これは2015年４月施

行で、生活困窮者自立支援法に基づく必須の事業やということで、そういう制度があるとい

う。ここでは１から８までの該当する人によるものだというふうに言われているんですけど

も、まずは離職等により経済的に困窮し、住居喪失者、または住居喪失のおそれがあること

とか、申請日において65歳未満で、かつ離職時の日から２年以内であることとかいう決まり

があるんですけども、私がここで、これはまさしくこの生活確保給付金というのは65歳未満

の方というふうに限られているわけですよね。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） この事業につきましては、中和福祉事務所を設置している市

でしたら、自身で事務所を持っております。町に関しましては、県の中和福祉事務所と連携

をとるということでございますので、内容につきましては今のところ情報がございません。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） この制度でいきますと、必ず申し込みは市町村というふうになってい

ますので、直接住民の方が福祉事務所へ行かれる場面もあるかもわかりませんけれども、国

の言っているのでは、市町村が窓口というふうになっておりますので、今のところは実例は

ないのかもわかりませんけれども、今後こういう自体が起こりかねないということも考えら

れます。なぜならば、離職時にリストラされるとかそういうような状況が生じたような状況

で、家を失うことがあったり、住むところがなくなったりするという、そういうことを心配

されての施策だというふうに思うんです。 

 ところが、私は65歳以下の方の状況ではなしに、もっと高齢の方のことを言っていまして、

やはり年金だけで生活をしているけれども、しかし、生活保護にまではいかない、それより

もほんまに少し生活保護基準よりも高いというだけで、４万円近い家賃を払うのが非常に厳

しい。そしてまた、今年度、ＵＲにおいては共益費の値上げがされて、月3,000円を超える共

益費を払わなければならないというような状況で、非常に家賃だけではなくて、そういう附

帯的なものも値上がりするということで、非常に住みづらいという状況がお年寄りの中では

生まれてきているという状況なために、相談をしていただいているんだというふうに思うん

ですね。やはり安い住宅はどこかにないかということをずっと探し求められているというよ

うな状況での相談だというふうに思うんですけども、生活保護でもないというところの人た

ちに対する救済措置というのは何かあるのかなということで、例えば社会福祉協議会に行っ

てお金をお借りするというような制度があるんですけども、これも審査があって、そして保
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証人があってという状況でないと審査も受けられないし、確実にお金がおろしてもらえると

いうものでもないということで、本当にお困りになっている方は多分、私は今の状況ではこ

の６名の方だけではなくて、もっと上牧中にはいてはるんではないかなというふうに予想す

るんですけれども、そのような相談というのは先ほどあったと言いましたけども、もっとも

っと相談というのはないですか、町に対して。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 今現在は月１回の生活自立支援相談というのを行っておりま

すけれども、そのような低年金者で生活がちょっと苦しいと、そういう方の相談は承ってお

らない状況です。ただ就業、仕事したい、探したいというような相談が主な内容でございま

す。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） そうですよね。やっぱり80近くになっても仕事をして生活費を何とか

と言われる方が、この６人の方々もそのような状況のことをおっしゃっていたんですけども、

ありませんよね。仕事は本当にないと思います。 

 これは赤旗新聞の記事なんですけれども、ここで言われたのが、貧困世帯が20年で2.5倍と

いうふうに記事が載っていたんですね。これは都道府県別の実態を示しておられるんですけ

ども、山形大学の戸室さんという准教授の方が調査したことなんですけれども、特にそうい

うお年寄りのところとやはり子育ての世帯のところの割合が20年間で2.5倍の格差を生んで

しまっているというふうにここでデータを示されているんです。貧困世帯というのは92年で

は385万所帯だったと。それから、12年に調査したところでは、986万所帯、2.5倍に増加した

というふうに言われているんですね。都道府県別に見ると、沖縄が貧困率34.8％、ワーキン

グプア率が25.9％、子育て世帯貧困が37.5％ということで、沖縄が一番高いですよというこ

とをここで言われているんですけれども、しかし、低貧困地域と言われた愛知県周辺、それ

から東京都周辺の地域でも貧困率が急上昇を生じているということで、都会とかそういうこ

とだけじゃなしに、日本全国一律的に貧困世帯が広まっているということをここで言われて

いるんですね。 

 特にこの戸室先生が言ってはるのは、貧困は特定の地域に固有の問題ではなく、全国一般

の問題と深刻化しているということですので、奈良県も全国ですから当然入っているわけで、

そういう中でやはりそういうふうに住宅の問題だとかそういうところでお困りの方々という

のはあってしかるべきでありますし、今後そういう形での相談も上牧町でもふえる可能性と
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いうのは十分あり得るというふうに思いますので、その辺の施策を、社会福祉事務所の関係

ということになろうかとは思うんですけども、その辺の協力を上牧町はこういうふうにして

受けていますということも、こういう人たちに大いに知らせてあげなければならないような

状況ではないかというふうに思いますので、ぜひその点についても配慮願いたいというふう

に思います。 

 次、行きます。次は、ひとり親家族や真面目に働いても貧困から抜け出すことができない

家庭とさまざまな格差が大きな社会問題になっています。上牧町は子どもの貧困についてど

のような施策を講じようとされているのか、まずお伺いしたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） ただいま子どもの貧困対策、先ほども答弁いたしましたけれ

ども４つの柱ということで、法的に制度化されました。上牧町におきましては、生活の支援

といたしまして制度改正が行われますところの、ひとり親世帯の保育所の利用の負担軽減、

それからまた、ひとり親世帯の児童扶養手当が２人目、３人目と倍額になりました。その制

度改正と、また、保護者の負の連鎖といいますか、子どもたちが幸福に育つためには、ひと

り親のお母さん方の支援、就労の支援を、先ほど申しました奈良県中和・吉野生活自立サポ

ートセンターを利用していただいて、経済的な支援、それと就業支援、生活に関してお困り

の方には母子・父子福祉資金貸付金の相談等を順次行ってまいりたいと考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） そういう中で、今おっしゃっていただいた中に就労の支援というふう

にあるわけなんですけども、この支援について、どのような状況に今なっているでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 相談員に関する月１回の相談に来ていただいております。若

い方も最近は多うございます。ひとり親に関しましては、とにかくパート対応になろうかと

思います。多いです。低所得から抜け出すためにもジョブ・カード、ハローワークとの連携、

マザーズワークと申しますか、そちらの方に相談をかけているところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） あと、夕べ、私ごとなんですけども、息子がまたひょっこり帰ってき

まして、うちの息子というのは、横浜市の保育所を、指定管理を受けていて、上牧と同じよ

うに、指定管理を受けた幼稚園を買い取って、保育所を開設して、同じように横浜市でやっ

ているという仕事をしているんですけども、そういう状況の中で、職員の方がお子様を産む
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ために一時職場を離れたと。無事に出産されたと。出産されてまた戻ろうとするんですけど

も、戻れないと。それは何かというたら、保育所がないということで、上牧とは状況が違う

んですけども、そういうふうに横浜とかああいう大きな都市でもそういうふうな状況があっ

て、就労についていたのに、そういう状況でやっぱり離れたらなかなかまたもとに復帰する

ことが非常に困難であるというふうな状況もあるらしいです。余談ですけども、そういう心

配もあるという状況です。 

 そういう中で支援をしていっていただいているんですけども、そういう中で子どもたちの

学力、この議会の一般質問の中でもたくさん触れられてきていると思うんですけれども、そ

ういう中で学力と貧困とは比例して、やはり就学が非常に困難になってきているということ

も言われているんですけれども、生活保護を受けられている方は王寺のやわらぎ会館でこう

いうのをやっていますよということで、希望者の方はそこへ行ってケアを受けることができ

るんですけども、生活保護もなかなか受けにくくなってきているというのが現状で、生活保

護に頼らず、非常に頑張っておられる家庭もいらっしゃいます。そういう中で、そういう子

どもたちが、同じような生活保護を受けている方々と同じようなケアを受けることができる

のかどうかというのをまず知りたい。もし受けられない場合はどうするのかということをお

聞かせいただきたいというふうに思うのですが。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 生活保護世帯の方につきましては、お子様につきましては、

はばたき教室を今利用していただいております。27年度から、県の事業といたしまして拡大

されました。生活困窮者世帯のお子様も利用できるようになっております。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） これはそういう拡大をしていただいたということで、そういう困って

いる方々に対する子どもさんが同じようにケアをしてもらえると。何か条件はあるんでしょ

うか。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） とくに自己申告であると思います。申請書を出せば受けつけ

ていただけると思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） 例えば所得証明が要るだとか、そういうものが必要になってくるんで

しょうか。 
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〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） ただいまのところでございますけれども、所得証明の添付は

伺っておりません。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） わかりました。そういうことを住民の方々にやはり広く知らしめる必

要があるというふうに思うんですけども、その点はいかがお考えでしょう。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 住民の方々に周知徹底するということは非常に大事なことで

あると思います。制度的にご存じのないお母様方もおられると思いますので、地域で活動し

ていただいている民生委員、ボランティア等の方々にも周知徹底を図りまして、連携をとっ

ていきたいと思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） ぜひお願いしたいというのと、もう１つはやはり広報と、わりかし読

まれていないみたいなんですけども、そういうところにも掲載も必要かなというふうに思い

ますので、あわせてお願いしたいと思いますが、いかがですか。 

〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） 広報等、周知してもなかなか読んでいただけないという実例

もございます。若い方はホームページも結構見られている方もおられると思うんです。ホー

ムページを見られていない方も、出てきているかなとは。とにかく地域の連携ですね。啓発

といったら、それぐらいしかないかと思っております。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） わかりました。啓発をぜひ強めていただけるようにというふうにだけ

要望しておきたいというふうに思います。 

 それで、次になんですけれども、子どものひとり親の方々だとか、いろんな貧困があると

思うんですけども、やはり今問題なのは、マスコミでも大きく取り上げられているのは子ど

もの貧困ということだというふうに思うんですね。これは町長と雑談の中で話していたこと

なんですけれども、斑鳩町なんかでもこども食堂というのを実施して、２回、初めは子ども

さんたちを集めて一緒に食事をつくったと。その次から始まっているということをお聞きし

たんですけれども、上牧町もこういう子どもたちのためのこども食堂なんていうものが必要

ではないかというふうに思うんですけども、その点につきましてはいかがでしょうか。 
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〇議長（吉中隆昭） 住民福祉部長。 

〇住民福祉部長（藤岡季永子） こども食堂は地域で広がっていると思っております。この事

業に関しましては、行政主体ではなくて、地域密着されておりますボランティアの方々が主

体となられた方が有効的に稼働するのではないかと考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） 老人会などからボランティアというふうな、福岡県の久留米市ですか、

そういうところからも行われているというような報道がされているわけなんですけれども、

実施していく上においては、行政が直接料理をつくったりご飯をつくったりできるわけでは

ございませんので、当然それに協力していただけるボランティアの方々を募らなければなら

ないということは、そういうことだろうというふうに思うんですけれども、しかし、そうい

う子どもさんたちが今いてるのかどうかということをまず地域ではなかなか調べることがで

きないんですね。ですから、一番そういう状況を知り得るところはどこかというと、やはり

毎日子どもさんと接触している学校か、そういうところで把握するということが大事なのか

なというふうに思うんですけども、そのような把握はされているんでしょうか。 

〇議長（吉中隆昭） 教育部長。 

〇教育部長（藤岡達也） 毎年４月、家庭訪問等を担任の先生がされます。そのときに状況等

を把握して、個々の情報は持っておる状態でございます。中には食事の面でちょっと不足し

ているお子さんもいらっしゃるのかなという情報はありますが、件数はそんなに多くはない

です。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） 私も子どもさんたちの状況なんていうのはよくわからないんですけれ

ども、コミュニティーセンターの玄関にずっと座って、ゲームをしたりだとか、友達とカー

ドで遊んだりしているという子がおるんですね。うろうろするんちゃうんですね。一ところ

に座り込んで、ずっとやっている子どもたちがいてるんです。それも日曜日、土曜日の午前

中からやっているという子どもたちがいてまして、ご飯を食べてるんやろかなと思ったりす

ることがあるんですけども、報道されている状況の中では、やはり働いているお母さんが朝

早く起きて子どもさんにご飯を食べさせてあげるということがなかなかできない。また、今

度は貧困のためにご飯を食べさせることができないと、いろいろ条件はあるんだろうという

ふうに思うんですけど、そういう中でそういう情報があって、地域と連携をして、やはりこ

ども食堂みたいなのが必要だという状況が生まれるようなことをつくっていければなという
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ふうには思っているんですけれども、この辺、町長、いかがですか。 

〇議長（吉中隆昭） 今中町長。 

〇町長（今中富夫） 先般、東議員がほかの用事で来られたときに、そういう子どもさんがお

るという話を一緒にしておりました。貧困が学力の低下にもつながっていると。これ、全て

つながっている連鎖でございます。ただ、貧困がどのような状況が貧困かというのがなかな

か判断としては難しい部分もあると。毎日例えば、ご飯を食べていない子どもがいるのかい

ないのか、なかなか難しいところだろうと思うんですが、そういうことが全て鎖のようにつ

ながっていっていると。やっぱりこういう状況はしっかりと打開をしていくというのが大事

だろうというふうに思います。そういうことについてもまた、今ここに福祉部長もおります

し、社協もございますので、そういうところと相談しながら、行政、我々がどの程度できる

のか、研究する必要があるというふうに思います。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） 行政のやることというのは、町長、例えばおくやまだとか、それから

アピタとか、そういうところに町長が行って、少しお米や何か余ったのがあったらボランテ

ィアに出してもらわれへんかというふうに頼んでもらうようなお仕事が、町長以下、行政の

仕事かな。あとは、行政とタイアップしてボランティアの方々が、月１回なのか月２回なの

かわかりませんけれども、そういうところを開設していくというのが住民側の力かなという

ふうに思っていますので、この辺は町長、今すぐというふうにはならないかもわかりません

けども、早い時期にこういう子どもたち、連鎖が長くつながっていかないうちに芽を摘んで

いくという１つの町長の施策としてぜひ打ち出していただける、このような状況をつくって

いただきたいというふうに思うんですけども、いかがでしょう。 

〇議長（吉中隆昭） 今中町長。 

〇町長（今中富夫） しっかりと現状を調査して、できるだけそういう子どもたちがいなくな

るように、少なくなるように、いろいろ工夫をしていきたいというふうに思います。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） どうかよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

 次に、上牧町の人口ビジョン及びまち・ひと・しごとの総合戦略についてお伺いをしたい

というふうに思います。理事、ごめんなさいね。僕、全部は読めてないんですわ。時間がな

くて全部は読めていないんですけれども、この中で、この戦略を達成するまでにはかなり長

い時間、私が生きているのかどうかもわからんぐらいの時間のところをめどにして達成して
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いこうという、非常にスパンの長い戦略だというふうに思うんですね。そういう中なんです

けれども、まずはここに書かれている、会長中山さんから今中町長に対しての答申の中で書

かれているんですけれども、４つの基本の目標、９つの基本的方向に基づき戦略を着実に推

進するためというふうに書かれているわけなんですけれども、こういう文言が書かれている

んですけれども、この体系の中での４つの基本のところなんですけれども、まず、お聞きし

たいんですけども、今回予算のところでも計上されていました不妊・不育症治療支援、こう

いうのが予算も計上されていて、産み育てられるような環境をつくろうということだと思う

んですけども、これはどのような調査とアンケートを実施して、どのような住民要望があっ

て、このような施策を講じることになったのか、説明を願いたいと思います。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 住民の要望というご質問だったと思うんですけど、これ、52ペー

ジに町民アンケートをさせていただきましたということで、このようなアンケートをして、

このアンケート調査も53ページ以降に載っているところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） そのようなアンケートをとられたと。現状はどうなんですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） このような町民のご意見、アンケートの結果を踏まえて、いろい

ろな施策を考えたところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） ということは、今回５名、10名というふうに予算を組まれていたとい

うことは、今現在、１人、２人、３人、４人という方々が治療を受けられているという現状

があって、こういうアンケートもとって、それで予算計上したという状況になるのかという

ことを聞いているんです。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） そういうアンケートを、職員にこういう資料をお渡しして、いろ

いろと各課においてそういう本施策を考えてもらって、それを上げてもらって、それをまた

部長クラスで精査をして審議会にかけたという流れでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） 流れ的にはそう流れていったんですよね。やったんですけども、実際

に今、上牧町の町民の方が、この治療なりを受けている方が何人か現状でいてて、そういう
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人たちの声が反映されて、このような予算計上に至ったのですかと聞いているんです。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） まだそのお声は聞いておりませんというところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） 今のところは実態がないということでございます。これからこういう

広報なり何なりを住民の方々に示して、そこからどういう希望があるかというふうになると

見ているということです。わかりました。私もしっかり見させていただこうというふうに思

います。 

 次に、この基本目標の２のコンパクトシティＰＲ活動。ここにちょろっと書かれているん

ですけれども、これはどのようなイメージをして、この基本的な方向に向けていこうとして

いるんでしょう。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 上牧町はもちろん町域も狭いですけども、狭い中でも大きな病院

も２つあり、また商業施設も大きいのもあると。そういう面では、施設は福祉施設もありま

すし、いろいろとコンパクトになっているんではないかなということで、そういうイメージ

を持っているところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） ここにコンパクトシティＰＲ活動ということで、コンパクトで生活利

便性にすぐれ、自然に囲まれた上牧町の特徴をＰＲすることを目的に、町の名勝、商業施設、

生活利便施設、文化、自然を地域外にＰＲするというふうになっているんですけど、１つは

古墳は大体１つの目玉になるのかなというふうに思うんですけど、商業施設も、上牧町は最

長６キロですので、ですからそんな物すごく遠いということでもないんですけども、やはり

人間、１里歩いたらしんどいです、４キロ歩いたら。それで、利便性と、こう言うんですけ

ども、やはり片岡台から車のコロがついたやつで買い物に毎日行っている人を僕も知ってい

ますけど、その方は健康で、もう毎日しんどいでっしゃろと言ったら、いや、運動やからえ

えねんと言って行っている人はいいんですわ、それはそれで、運動で。ところが、やはり運

動ではなくて、行かんとしゃあないんやという人だっていてるんですね。やはり利便性と言

いますけど、あの坂はやっぱり利便ちゃいますよ、本当に。ですから、そういうところもこ

こでは簡単に書いているんですけれども、やはりそういうところも十分加味して、これから

高齢化になっていくんやでということが常々言われている状況のもとで、本当に80の人たち
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が片岡台の１丁目、２丁目の端からアピタまで行くか、また河合町のイオンまで行くかと。

行くとしたら、その２つのどちらかしか西大和地区ではないわけですから。車があれば便利

ですよ。ここで書かれているとおり、利便性にすぐれた施設だというふうに思います。です

から、その辺のギャップがあるということを十分承知いただいて、今後のこの事業を進めて

いくうちの参考の１つにしていただきたいなというふうに思うんですけども、いかがでしょ

うか、その辺。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） 大変わかりました。それは大いに参考にさせていただきますけど

も、このコンパクトシティのＰＲ活動というのは、「すむ・奈良・ほっかつ！」という形の事

業でもやる部分でございますので、いろいろな上牧町はこういうところですよということで

ご紹介する、ＰＲする事業でございます。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） そのことを上牧町町長が中心となって、北葛４町でやろうとしている

という中の１つ、これも。 

〇総務部理事（為本佳伸） そうです。 

〇１１番（東 充洋） そうですか。私は上牧町だけの基本としてやっている部分かなという

ふうに勘違いしていました。わかりました。 

 次に、地域活動、ＮＰＯ活動への参加機会の創出ということなんですけども、町長は常々

申されているように、上牧町の宝物は何かと見たら、人材だろうと。フルに人材を駆使して

まちづくりに寄与してもらおうというものをつくり出していこうということではないかなと

いうふうに私は思っているんですけども、町長、それでいいですかね、ここの部分は。 

〇議長（吉中隆昭） 今中町長。 

〇町長（今中富夫） 東議員もご存じのように、今、例えば滝川の再生をやろう、これはＮＰ

Ｏ。それと、ささゆりルーム、ここでも高齢者を集めて、生きがい対策としてちょっと講師

として取り組んでいただいている。それと、それ以外にもいろんな活動を上牧町の中でそれ

ぞれの住民さんがしていただいている。これは上牧町にそれだけの人材があるわけでござい

ます。こういうものをもっと広げていくこと、これがまず高齢化社会に向けての一番大事な

部分ではないのかなと。そういうことを上牧町はしっかりとやっていかなければならないし、

やっていただきたいというふうに考えております。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 
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〇１１番（東 充洋） わかりました。私が思っていたとおりのことだというふうに理解しま

した。それで、これはまた予算のときの話で、私は聞けなかったんですけども、資料の中で

のことなんですけど、あれは本当に理事は検討するとおっしゃっていたんですけども、資料

の10ページ、歳出、ここの交付条件のところやね。同一団体への交付は３回を限度とします

というところで、どなたかが質疑をされていたというふうに私は聞いていたんですけれども、

そういうふうになってきますと、今、町長が申されていたようなＮＰＯのところだとか、あ

と、ほかにもあるというふうに町長もおっしゃっていたんですけど、そういうところの活動

が非常に制限されてくるという状況になるんではないかというふうに心配しているんです。

それはどうなんでしょう。ステップアップを図っていくということを目的としているんです

けども、今ここで書かれているような状況のもとで、産み育てられていっているんかなとい

う心配をしているという状況なんです。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） その補助要綱なんですけども、まず、なかなか団体の申し込みが

ないということで、今回改正をさせていただきました。今まででしたら２分の１、３分の１

という補助金でしたけども、100％の補助ということで15万円、申し込みがあればさせていた

だきますよということです。 

 それと、あと、検討すると言いましたのは、既存の団体をというご質問がほかの議員から

ありまして、どうするかということでしたけども、原則として新規事業が対象となるんです

けども、ただし、既存の事業でも事業内容の質を高め、新たな展開をする場合はそのままこ

の限りではないですよということになっておりますので、それを重視していこうかなという

ふうに考えているところです。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） その今おっしゃった条項はどこへ書いてあるんですか。どこに当ては

まるんですか。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） この要綱自身を変えようかなという形で思っておりますので、そ

の辺はここには書いておりませんけども、当てはまりませんけども、要綱を、既存の団体も

そういうふうに事業内容を高め、新たな展開を図る場合は認めますよということにさせてい

ただきたいなとは思っておるところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 
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〇１１番（東 充洋） その辺も難しいところですよね。その団体によっては、１つの事業を

やって、その基本をもとにどんどんと発展させていく。しかし、発展させていく中の事業と

いうのは新しい事業であると。例えば、滝川をきれいにしましょうというふうにそのまちづ

くりがあって、そこを起点として、次は例えばですよ、そんな計画を今全く私も聞いたこと

ありませんから、ないんでしょうけども、例えばその次の土地があったとしたら、そこを何

とかコンサートできるようなものにしていこうとかいうことでまた計画をしていくというこ

とは、また新しい事業になるわけじゃないですか。ないんですよ、そんなことは。そういう

ふうなことがもしあったとしたら、それを新しい事業として、いやいや、初めにやったから

今度は２分の１にするんでというふうになったのでは困るん違うかなと、そのＮＰＯ自体が

というふうに思ったので、聞かせていただいているわけで、理事はその点は例外的な状況も

あるということですので、その例外をここにきちっとうたうために見直すということを考え

ているというふうに把握していいんですか、私は。いかがでしょう。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） ３月30日にここで補助金の委員会をしますので、これを提示して、

ご審議していただこうと思っているところでございます。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） わかりました。そしたら、またその審議会が終われば、ぜひ議会の方

にも報告をいただいて、どのような方向になったのかということをぜひお知らせを願いたい

というふうに思うんですけども、いかがでしょう。 

〇議長（吉中隆昭） 総務部理事。 

〇総務部理事（為本佳伸） そのようにさせていただきます。 

〇議長（吉中隆昭） 東議員。 

〇１１番（東 充洋） これで私の一般質問を終わらせていただきます。どうもありがとうご

ざいました。 

〇議長（吉中隆昭） 以上で、11番、東議員の一般質問を終わります。 

 これで本日の一般質問を終わります。 

 

                     ◇                    

 

    ◎散会の宣告 
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〇議長（吉中隆昭） 本日はこれで散会いたします。 

 どうも皆様、ご苦労さまでした。 

 

    散会 午後 ３時０３分 
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    開議 午後 １時００分 

 

    ◎開議の宣告 

〇議長（吉中隆昭） 皆さん、こんにちは。ただいまの出席議員数は12名です。定足数に達し

ておりますので、これから本日の会議を開きます。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議事日程の報告 

〇議長（吉中隆昭） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 それでは、日程表に従い、順次議事を進めてまいります。 

 

                     ◇                    

 

    ◎予算特別委員長報告について 

〇議長（吉中隆昭） 日程第１、予算特別委員長報告について。 

 東委員長、報告願います。 

 東委員長。 

          （予算特別委員会委員長 東 充洋 登壇） 

〇予算特別委員長（東 充洋） それでは、平成28年度予算特別委員会の報告を行わせていた

だきます。 

 初日の本会議において、今中町長から以下の所信表明が行われました。 

 内容は、人に優しく活力あふれる地域社会の創造について。 

 誰もが住みなれた町で、健康で安心して生き生きと暮らすことは町民に共通する願いで、

最も身近な基礎自治体である町の役割の原点である。この原点を追求し続けていくことが使

命である。医療、福祉、子育て支援をはじめ、防災・減災対策、教育環境整備など町民の安

全安心の確保と暮らしの充実を最優先とした施策に取り組む。 

 次に、将来を見据えた町経営を上げ、人口減少、少子高齢化の局面を迎えている中、将来

推計人口では今後の人口減少に転じ、少子高齢化が急速に進行すると予測し、上牧町人口ビ

ジョン及び総合戦略を策定し、教育、子育て環境の整備、若者世帯が手軽に住める住環境の
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整備、連携による地域力の向上、上牧町で働き続けられる環境整備などの施策を重点的に進

める。 

 ３つ目の信頼と連携を深める町政運営では、地方分権改革の進展に伴い、国や県からの事

務権限の移譲が進められるなど、町としての責任が今まで以上に増している。こうした状況

の中、適正かつ効果的な事務事業の執行に努め、公平公正で、より質の高い行政サービスを

提供し、町民の信頼や期待に応えられるよう全力を尽くす。厳しい財政状況の中、今まで以

上に町民生活に直結する施策の充実を図っていきたいとの表明がありました。 

 今中町長が示した所信に基づいて各予算が示され、３月９日から３月11日までの３日間、

予算特別委員会で慎重審議が行われました。 

 一般会計予算の概要について。 

 平成28年度一般会計予算は、予算の総額は歳入歳出それぞれ71億4,206万8,000円、前年度

対比マイナス7.1％、金額で５億4,977万7,000円の減額となり、減額の要因は、平成27年度に

おいて防災行政無線デジタル化整備事業３億3,912万円、上牧中学校耐震及び大規模改修工事

２億7,517万4,000円等が含まれていたことによるものである。 

 予算の概要として、歳入では、町税は前年度と比較し、町民税はほぼ横ばい、固定資産税

はアピタ周辺の住宅開発等で370万円程度の増収、軽自動車税は税率改正に伴う増額分等で

410万円増、町たばこ税では650万円程度の減額を見込み、町税全体においては、前年度比較

で123万5,000円の増収で21億3,417万2,000円計上。地方交付税については、基準財政需要額

を算定する個別算定経費が人口減少などにより減少。包括算定経費においても、地方財政計

画の推移参考伸び率がマイナス6.5％であったことから減少を見込み、公債費に、事業費補正

についても算入する事業債が減額になることから、対象額が減少する等の要因から、地方交

付税につきましては前年度比較マイナス5,637万円の24億6,670万1,000円と見込んでいる。 

 重点施策の主な取り組みとして、安全で安心して心豊かに暮らせるまちづくりの施策とし

て、防犯対策や犯罪防止の抑止力ともなる防犯カメラ設置事業に670万、設置場所は町内の主

要交差点小・中学校、幼稚園などの学校教育施設、図書館、第一、第二体育館に設置する。

近年増加する空き家対策事業として1,000万円。防犯強化対策として、自治会で管理されてい

る防犯灯ＬＥＤ化を促進するため補助金制度を創設し、500万円の予算を計上。将来を担う世

代の健やかな成長と豊かな心を育む環境づくりの施策では、子どもを産み育てやすい環境づ

くりとして、不妊、不育治療費の助成金120万円、病児・病後児保育事業費44万7,000円計上。

学校教育での充実は、学校支援向上・学校地域パートナーシップ事業427万7,000円計上。教
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育環境の整備には、小・中学校、幼稚園で給食室、トイレ、体育館の改修工事で6,239万3,000

円計上。安全で災害に強い都市基盤整備の施策については、幹線道路網の整備として、都市

計画道路事業費6,192万1,000円、災害時の緊急輸送路に係る橋梁の補修、耐震事業費9,500

万円、道路整備事業１億円計上。高齢者、障がい者に優しいまちづくりとしては、保健福祉

センターに階段手すりの新設工事48万6,000円、第一体育館のトイレのバリアフリー化改修工

事594万円、役場駐車場の高齢者、障がい者スペース再整備92万9,000円計上。その他として、

公共施設等総合管理計画策定費993万6,000円、新地方公会計整備事業費125万3,000円、一般

廃棄物処理計画策定費用536万8,000円、久渡古墳群関係費用2,174万円計上。財政調整基金は

１億2,291万円取り崩し、平成28年度一般会計予算に繰り入れた。繰り入れ後の基金残高は、

10億1,671万3,000円となる。地方債残高については、６億5,478万5,000円減少し、125億3,204

万7,000円となる見込みとの説明があった。 

 町長の所信表明と予算概要に基づき審議が行われ、各委員から次の質疑が行われた。 

 初めに、統括質疑が行われ、平成28年度予算を編成するに当たり、重視した点は何か説明

を求める。回答。財政規模については、平成27年度は防災行政無線デジタル化事業３億3,912

万円、上牧中学校耐震化及び大規模改修工事２億7,517万4,000円等の事業を含んでいたので、

今年度は予算規模としては５億5,000万円、7.1％減少している。予算化した施策の中で、特

に町長の所信表明演説の中で重点施策として、１、町民が安全で安心して心豊かに暮らせる

まちづくり事業として、防犯カメラの設置、空き家対策費用、防犯灯のＬＥＤ化設置の補助。

２、将来を担う世代の健やかな成長と豊かな心を育む環境づくりとして、不妊、不育治療の

助成、病児・病後児保育事業、学校支援向上事業等を予算化している。 

 経常収支比率、平成26年度決算97.2％を悪化させない取り組みについて説明を求める。回

答。平成28年度予算には具体的には盛り込んでいないが、あらゆる取り組み、特に公債費を

縮減させる取り組みとして、低利率債への借りかえ、繰上償還などを行っている。 

 平成28年度予算編成と中長期財政計画との整合性について説明を求める。回答。中長期財

政計画の作成時期の関係で差異があるが、今後予定のごみ広域化や公共施設管理計画との整

合性を図る意味でローリングを図っていきたいと考えている。 

 歳入についての質疑。 

 町民税現年度分において、平成27年度と比較して32万円の微増となっている要因の説明を

求める。回答。町民税個人分の均等割で納税者が0.3％増、所得割で税率0.07％の増になるた

めである。 
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 町民税個人分収納率を前年度実績98.5％から98.8％に設定した要因について説明を求める。

回答。平成26年度決算において、個人分の徴収率が98.8％で過去10年の実績で最高であった。

平成28年度の目標値として98.8％に設定した。 

 固定資産税現年度分で、税収が前年度と比較して、土地は減収となり、家屋が増収となっ

ている要因について説明を求める。回答。家屋が増収となっているのは、平成28年度は、新

築住宅がふえると見込んでいる。土地が減収と見込んだのは、住宅用地取得の特例として、

非住宅地に新築住宅が建てられると、新築家屋取得の場合、200平方メートル以下６分の１、

200平方メートル以上３分の１となる減免が受けられるため減収を見込んだ。 

 町たばこ税は前年度より652万2,000円減収の１億5,881万5,000円が計上されているが、減

収の要因について説明を求める。回答。たばこ税については、前年度を元とした積算と全国

のたばこ販売実績の速報値を取り入れた積算額を当初予算として計上した。全国的に喫煙率

が減少しているとの速報値が出ているが、三級たばこの税率改正で増収になるのではと期待

したが、三級たばこ自体販売数も少ないことから増収に転じることはないと見込んだ。 

 国庫補助金の年金生活者等支援臨時福祉給付金給付事業補助金1,614万円、国庫委託料の年

金生活者等支援臨時福祉給付金給付事務費補助金892万4,000円について説明を求める。また、

給付時には、振り込め詐欺への注意喚起を求める。回答。事業費1,614万円の内訳は、平成28

年度の臨時福祉給付金の簡素な給付金１人3,000円となり、支給見込み人数を3,180人と試算。

これにより、3,180人掛ける3,000円で954万円となり、子ども世帯に対する給付措置は廃止さ

れ、新たに年金受給者のうち障害基礎年金または遺族基礎年金受給者に限定され、１人当た

り３万円支給され、支払い見込み人数を220人と試算し、これにより220人掛ける３万円で660

万円となり、合わせると1,614万円となる。また、892万4,000円はこの事業に係る経費として

計上した。また、振り込め詐欺への注意喚起は、給付時にチラシ、広報、本人への通知時に

行う。 

 歳出についての質疑。 

 総務費、一般管理費の新地方公会計整備支援事業委託料125万3,000円について説明を求め

る。回答。新地方公会計は平成28年度決算から導入する予定である。公有地の固定資産台帳

が３月末に整理される。そして、複式簿記によって資産財務状況等が明らかになり、それを

公表することとなる。 

 総務管理費の省エネＬＥＤ防犯灯推進事業補助金500万円について説明を求める。回答。各

自治会が既存の防犯灯からＬＥＤ防犯灯に切りかえるために要する費用の半額を補助するも
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ので、上限を１万円とした。各自治会が補助金を申請していただく場合は、関西電力に申請

した書類等を提出してもらう。また、既にＬＥＤに取りかえた自治会も同様とする。今後、

自治連合会で聞き取り調査を行う予定。予算が足らない場合は、財政が許す範囲で補正対応

したい。 

 衛生費の不妊治療助成金70万円、不育治療助成事業50万円について、予定利用者数、病院

の指定の有無について説明を求める。回答。不妊治療の予定利用者を10名、不育治療の予定

利用者を５名で予算計上。病院の指定はない。 

 土木費、道路橋梁費、道路整備工事9,800万円で、14路線の工事を予定している。補修対象

をどのように選んだのか、住民の要望は反映されているのか、内容説明を求める。回答。補

修の必要な道路延長は約51キロある。整備は補助金がある幹線道路から実施。町単独で行わ

なければならない箇所もあり、また、道路の状態や自治会要望などの調査を行い、緊急度の

高いところから優先順位を決め補修を実施している。予算計上している道路整備工事箇所は

自治会、住民要望を十分考慮し予算計上している。 

 教育費の小学校、中学校、幼稚園の各管理費で、ＡＥＤのリース料を計上しているが、Ａ

ＥＤの設置場所が職員室や玄関など、休日には使用できない状況である。また、各地域の集

会施設に設置してほしいとの要望とＡＥＤの設置場所を周知してほしいとの要望があり、説

明を求める。回答。学校においては、学校開放時にも使用できるよう担当課と検討する。Ａ

ＥＤをふやすことについては、予算を考慮しながら検討している。既設の設置場所の周知に

ついては、広報等で周知をしていく。 

 教育費、幼稚園の運動教室指導委託料16万5,000円について。特色ある、魅力ある幼稚園事

業の一環であると思うが、保護者の意見等を聞いて予算計上なっているのか。また、業者の

選定はどのようにして決めたのか説明を求める。回答。この事業は平成27年度に、ＰＴＡが

費用を負担して実施している事業で、保護者から要望があり、教育委員会においては、英語

教育、体力づくりで魅力ある幼稚園を目指す事業であるため予算計上した。また、運動事業

者は事業内容で決めた。 

 以上の質疑が各委員から行われた。採決の結果、全委員異議なく可決すべきものと決しま

した。 

 平成28年度国民健康保険特別会計予算についての概要において、歳入歳出予算はそれぞれ

31億8,086万円を計上。歳入では、医療費給付費等の増額により、国庫・県費、共同事業交付

金で１億361万3,000円の増額、保険基金安定繰入金で、制度改正により前年度比3,109万3,000
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円増額、前期高齢者交付金は被保険者の増加で、交付金2,640万6,000円増額となった。一方、

療養給付費交付金では、退職医療の対象者の減少により、保険税、医療費がともに減少した

影響により、1,949万8,000円減少となっている。 

 歳出予算では、総務費で、人件費1,088万4,000円の減額、医療給付費については、１億3,190

万4,000円の増額、支援金、拠出金では、前々年度の清算分と今年度概算分で増減となってい

る。共同拠出金では、財政安定化共同事業拠出金で、基準拠出対象額の増加に伴い2,126万

3,000円の増額となっている。 

 以上の概要を踏まえ、各委員の質疑が行われた。各委員からの質疑は以下のとおり。 

 国民健康保険税の現年度分徴収率を95％に設定している理由について説明を求める。回答。

平成26年度決算において、現年度分については過去10年間で最高の徴収率94.6％だったので、

その数値をもとに算出し目標値として計上した。 

 徴収体制強化の対策について説明を求める。回答。「奈良モデル」をもとに、近隣市町村と

連携をとり、徴収率向上の検討会議を重ね、担当職員の意欲向上に努めている。 

 歳出、保健事業費、特定健康審査等事業費、委託料の1,824万1,000円について。平成26年

度決算においては、国の特定健診受診目標値60％をもとに予算計上したが、実際の受診率は

23.18％だったと報告を受けた。本年度予算の受診目標値と目標達成の方策及び特定健診の対

象者への受診勧奨や人間ドックの効果について説明を求める。回答。本年度予算においては、

60％を若干切る形で目標設定している。引き続き、広報での案内や人間ドック助成とも絡め

て対応していきたい。効果については、健診を受ければ病気の兆候、予防にもつながる。ま

た、受診率の向上により医療費抑制の効果が見込まれる。今後も啓発無料券を継続し、受診

率の向上に努めたい。 

 国民健康保険特別会計の財政調整基金の基金残高が４億132万円と説明を受けているが、基

金を取り崩して個人の国民健康保険税を下げることはできないか。回答。平成30年に国民健

康保険が県一元化を予定している。保険税率が決まっていない状況で基金を取り崩すことは

考えていない。もし現状より保険税が引き上げられた場合、住民負担を基金で緩和させるた

めに積み上げる必要があると判断している。 

 以上の質疑が各委員から行われ、採決の結果、全委員異議なく可決すべきものと決しまし

た。 

 平成28年度後期高齢者医療特別会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ２億9,091万2,000円

が計上された。予算概要では、歳入で後期高齢者医療保険料は保険料率の改正と被保険者の
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増加により、予算２億2,390万5,000円を計上。対前年度比7.6％、金額で1,584万3,000円の増

額となった。諸収入で、今年度より予定している人間ドック費用助成に係る補助金分681万

3,000円を計上。 

 歳出では、後期高齢者医療広域連合納付金で２億8,891万円、前年度比7.4％、金額にして

1,978万8,000円の増額。内訳は、共通経費負担で1,097万5,000円、保険料で２億2,390万6,000

円、基盤安定負担金で５億4,002万9,000円となっている。増額要因は、保険料1,584万3,000

円と基盤安定負担金413万2,000円の増額分である。保健事業でも651万1,000円の計上は、広

域連合から委託を受けた特定健診に係る費用と、今年度より実施予定している人間ドック費

助成金を計上したと説明があり、委員から質疑が行われた。 

 後期高齢者医療保険は２億2,390万5,000円計上、前年度比で1,584万3,000円の増収につい

て説明を求める。回答。後期高齢者医療保険の税率改正により、均等割り４万4,700円から４

万4,800円に100円の増額となり、所得割においても8.57％から8.92％保険税率が改正された

ため、1,584万3,000円の増収を見込んだ。 

 健康保持増進事業費、保健事業費651万1,000円計上、前年度比較114万3,000円の増額につ

いて内容説明を求める。回答。特定健診の受診件数を、前年度は480件見込み、予算で20件受

診件数をふやし500件を予定しているため増額となった。 

 健康保持増進事業の保健事業費、負担金補助及び交付金で、100万円の計上について説明を

求める。回答。平成28年度から後期高齢者対象者についても人間ドックの費用助成、広域連

合の補助金を活用して、50名、２万円を上限として助成を実施する経費である。 

 以上、質疑が行われ、採決の結果、全委員異議なく可決すべきものと決しました。 

 平成28年度介護保険特別会計予算について。 

 平成28年度介護保険特別会計予算は、保険事業勘定の歳入歳出それぞれ総額18億2,346万

8,000円を計上。介護サービス事業勘定は、歳入歳出それぞれ1,176万2,000円を計上、対前年

度比13.6％、金額にして２億1,899万6,000円増となっている。 

 歳入では、保険料で４億4,326万3,000円計上、対前年度比12.9％、額で5,061万1,000円の

増。国庫支出金は３億5,794万6,000円、支払基金交付金は４億9,195万5,000円、県支出金は

２億6,249万6,000円計上。それぞれ歳出の保険給付費及び地域支援事業費を元に計上したと

の説明があり、繰越金では法定繰入分を含め２億6,677万8,000円が計上された。 

 歳出では、総務費で3,767万8,000円計上。保険給付費は17億4,166万2,000円計上、対前年

度比14％、額にして２億1,340万5,000円の増。地域支援事業費で4,281万9,000円計上、対前
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年度比13.5％、額にして509万1,000円増。地域支援事業で4,281万9,000円計上、前年度比

13.5％、額にして509万1,000円増となり、介護サービス事業勘定では、サービス収入958万

6,000円、繰入金216万7,000円を計上。 

 歳出では、サービス事業費1,176万1,000円計上。これは主に介護予防プラン作成委託料と

賃金の経費と説明があり、各委員から質疑が行われた。 

 介護保険料は４億4,326万3,000円計上、前年度比12.9％、金額にして5,061万1,000円の増

収が見込まれている。増収の要因について説明を求める。回答。介護給付費の増額が見込ま

れるため、保険料の増額計上となった。 

 地域支援事業の二次予防事業、二次予防事業対象者事業委託料382万9,000円は、二次予防

事業対象者を把握する事業として介護認定されていない5,700人に郵送方式での調査と通所

Ｃモデル実施を行う計画について説明を求める。回答。二次予防対象者で介護を受けていな

い高齢者対象に、郵送内容に答えていただき、個別に運動教室の紹介をする事業で、５月か

ら６月ごろに実施する予定。また、通所型サービスＣで短期集中予防サービスを３カ月から

６カ月間で栄養の改善、運動等で生活機能の向上を図る事業である。 

 地域支援事業包括的支援事業、任意事業費、介護予防ケアマネジメント事業費の委託料ハ

ートランドしぎさん12万円、北葛城郡広域弁護士会36万円について説明を求める。回答。ハ

ートランドしぎさんについては、認知症高齢者相談事業として、毎月第４水曜日に相談事業

を実施委託しているものである。弁護士会については、事業推進に当たっての相談委託料と

なっている。平成27年度内にハートランドしぎさんでの相談内容を検討基盤として、認知症

ケアパス作成に取り組むとの説明を受けたが、その後の進捗状況について説明を求める。回

答。本年度中に完成し、公表する予定である。 

 款３地域支援事業費、項２包括的支援事業、目２任意事業費の委託料、配食見守り事業委

託料135万6,000円と、緊急通報見守り事業委託料264万4,000円について説明を求める。回答。

配食見守り事業につきましては、独居高齢者等で栄養改善が必要な独居高齢者等に行う事業

です。現在、施設入所者提出等を精査して29名の方が利用している。緊急見守り事業につい

ては、65歳以上のひとり暮らし、高齢者世帯、日中独居の方たちが対象で、現在95世帯が利

用している。 

 以上の質疑が行われ、採決の結果、全委員異議なく可決すべきものと決しました。 

 平成28年度住宅新築資金等貸付事業特別会計予算について。 

 平成28年度住宅新築資金等貸付事業特別会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ351万1,000
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円計上。諸収入、貸付金元利収入で予算額281万円、前年度比較で81万3,000円の減額の要因

と住宅新築資金元利収入現年度分141万7,000円、宅地取得資金元利収入現年度分139万3,000

円について、利用対象者数について説明を求める。回答。利用者が繰上償還されたのが、減

額の要因。住宅新築資金元利収入現年度分、宅地取得資金元利収入現年度分で８名が利用と

の説明があり、採決の結果、全委員異議なく可決すべきものと決しました。 

 平成28年度上牧町下水道事業特別会計予算について。 

 平成28年度上牧町下水道事業特別会計の総額は、歳入歳出それぞれ６億2,190万7,000円計

上。前年度当初予算比較で0.8％の減、金額で552万7,000円の減となった。 

 歳入予算の主な内容は、使用料及び手数料で２億7,221万1,000円、前年度比較で473万8,000

円の減、率で17.11％の減となった。使用料減額の主な要因は、人口減少並びに節水機器への

利用転換等により使用水量が減少。国庫補助金の当初予算は2,200万円、前年度当初予算比較

で900万円の減額で、公共下水道事業の縮小となっている。繰入金は、予算は１億4,828万5,000

円計上。前年度と比べて一般会計から620万3,000円増額となっている。町債の下水道事業は

１億7,940万円増額計上で、要因は公共下水道事業が対前年度比で220万円減額の3,820万円、

流域下水道事業債は前年度対比420万円増額の1,550万円。資本費平準化債は、昨年と同額の

１億5,000万円。また、下水道事業債特別措置分も昨年と同額で2,070万円の予算を計上。 

 歳出予算は、下水道事業の管理運営費である下水道総務費は対前年度当初比較で8.16％増

額の143万8,000円増で、１億7,770万円計上。奈良県に支払う汚水処理負担金として、負担金

補助及び交付金の流域下水道維持管理市町村負担金を１億2,477万1,000円計上。前年度比較

で333万9,000円減。要因は、使用水量の減少によるもの。公共下水道事業7,314万2,000円、

前年度比較で12.03％減、金額にして999万9,000円減額となった。公共下水道事業は、北上牧

地区と都市計画道路服部台明星線の汚水管渠築造工事、桜ケ丘片岡台地区の長寿命化対策管

渠築造工事、その他に汚水ますの新築や人件費、必要経費などを加え7,314万2,000円計上。

流域下水道事業費は、奈良県へ支払う上牧町の負担金、大和川上流流域下水道事業市町村建

設負担金1,554万2,000円を計上、前年度比較で411万3,000円増額。公債費、元金で長期債元

金償還は２億6,180万3,000円、前年度比較で1.34％減、金額で355万4,000円減。長期債利子

は8,047万8,000円、前年度比較で10.76％減、金額で976万7,000円減という予算の概要である。 

 委員による質疑は、下水道使用料は２億7,204万円計上、前年度比較で444万8,000円減収と

なる要因について説明を求める。回答。予算の概要でも説明したように、使用料減額の主な

要因は、人口減並びに節水機器への利用転換等により使用水量が減少すると見込んでいる。 
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 以上の質疑が行われ、採決の結果、全委員異議なく可決すべきものと決しました。 

 平成28年度上牧町水道事業会計予算について。 

 平成28年度の業務予定量は、給水戸数を前年度よりも88戸増加の7,015戸。年間総排水量は、

前年度比較で5,614万立方メートル減の196万8,392立方メートル、１日排水量は5,393立方メ

ートルと定めた。近年、人口の減少で、世帯数の緩やかな増加は見られますが、エコ意識の

向上や節水機器の汎用で水需要の予測が厳しい状況である。 

 収益的収入及び支出の収益的収入は、前年度当初比較で1,874万1,000円の減額、４億9,428

万1,000円。水道料金は前年度比較1,468万7,000円の減少となり、大口需要家の使用水量の減

並びに一般家庭の節水利用により４億5,655万計上。一般会計の給水分担金は1,738万8,000

円計上、前年度比較378万円減、率で17.86％減。収益的支出は、原水及び浄水費の受水費は

２億6,210万円計上、対前年度比較で561万9,000円減額。排水及び給水費は6,789万1,000円計

上、前年度比較で679万2,000円減額、率で9.09％の減。排水及び給水費は、公務の人件費、

委託料、修繕費、動力費ほかの予算となっております。総係費は6,726万2,000円計上、前年

度比較533万9,000円増、庶務係の人件費からその他必要経費を積み上げた予算となっている。

起業債利息108万1,000円、消費税960万円を計上。 

 資本的収入及び支出の資本的収入は、前年度550万円、本年度は250万円減の300万円を計上。

資本的支出は、本年度5,010万円計上、前年度比較3,290万円の減額。金額の減少どおり建設

等費を減少させたもので、本年度予定工事は都市計画道路服部台明星線道路工事に伴い、配

水管の新設及び服部台明星線との接続部既設道路内の配水管更新工事。公共下水道事業に伴

い配水管更新工事。小規模住宅地区道路改良工事に伴う水道管移設補償工事を計画。企業債

の償還金943万5,000円を計上と説明。質疑は次のとおり。 

 上牧町水道事業会計予算書の平成27年度損益計算書で、当年度純利益4,623万4,000円、前

年度繰越利益剰余金７億1,139万5,000円、その他未処理利益譲与金変動額を合算した当年度

未処理分利益剰余金が７億6,047万3,000円になっている。これを受けて個人の水道料金を下

げることはできないか。回答。貸借対照表の償却資産166億9,011万3,000円。これはこれまで

行ってきた建物を含む総事業費で、今後耐震化や配水管の入れかえ事業等を行っていかなけ

ればならないため、料金を引き下げてもすぐに料金を引き上げなければならない状況も考え

られ、料金引き上げはできないと回答であった。 

 以上の質疑が行われ、採決の結果、全委員異議なく可決すべきものと決しました。 

 以上、予算特別委員会に付託された７つの予算案につきまして、慎重審議の上、全て予算
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案につきまして可決されたことを報告し、予算特別委員会の報告といたします。 

〇議長（吉中隆昭） 委員長の報告が終わりましたので、ただいまより議案の審議に入ります。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第４５号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第２、議第45号 平成28年度上牧町一般会計予算について、これを

議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第４６号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第３、議第46号 平成28年度上牧町国民健康保険特別会計予算につ

いて、これを議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 
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〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第４７号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第４、議第47号 平成28年度上牧町後期高齢者医療特別会計予算に

ついて、これを議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 
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                     ◇                    

 

    ◎議第４８号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第５、議第48号 平成28年度上牧町介護保険特別会計予算について、

これを議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第４９号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第６、議第49号 平成28年度上牧町住宅新築資金等貸付事業特別会

計予算について、これを議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 
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          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第５０号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第７、議第50号 平成28年度上牧町下水道事業特別会計予算につい

て、これを議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第５１号の質疑、討論、採決 
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〇議長（吉中隆昭） 日程第８、議第51号 平成28年度上牧町水道事業会計予算について、こ

れを議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎総務建設委員長報告について 

〇議長（吉中隆昭） 日程第９、総務建設委員長報告について。 

 富木委員長、報告願います。 

 富木委員長。 

          （総務建設委員会委員長 富木つや子 登壇） 

〇総務建設委員長（富木つや子） ６番、富木つや子でございます。それでは、総務建設委員

会の報告を申し上げます。 

 当委員会に付託されました、議第１号 上牧町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改

正する条例について、議第２号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の

一部を改正する条例について、議第３号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正

する条例について、議第４号 地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律

の施行に伴う関係条例の整理について、議第６号 上牧町行政不服審査会条例の制定につい
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て、議第７号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整理について、議第８号 上牧町行

政不服審査法の規定による提出資料等の写し等の交付に係る手数料に関する条例の制定につ

いて、議第９号 上牧町債権管理条例の制定について、議第10号 上牧町消防団員等公務災

害補償条例の一部を改正する条例について、議第11号 上牧町営住宅条例の一部を改正する

条例について、議第18号から議第38号までの公の施設の指定管理者の指定について、議第39

号 上牧町道路線の認定について、議第40号 平成27年度上牧町一般会計補正予算（第４回）

について、議第52号 上牧町防災行政無線デジタル化整備事業に伴う請負変更契約の締結に

ついて、議第53号 ごみ中継施設建設工事の請負契約の締結について、以上35議案について。

なお、議第18号から議第38号までの公の施設の指定管理者の指定について、以上21件の議案

については一括審議とし、３月８日午前10時から、全委員出席により慎重審議いたしました

結果、全議案、全委員異議なく可決いたしました。 

 それでは、各委員より出された主な質疑について報告してまいります。 

 議第１号 上牧町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例について。 

 条例を改正した意図について質疑があり、まちづくり基本条例が26年４月１日に施行され

た。先進地においてこの条例を服務規程に入れている。まちづくり基本条例を遵守すること

は、まちの最高規範として研修で身につけていくための改正であると説明があり、研修の実

施状況については、平成26年と27年と実施。28年も予定していると答弁がありました。 

 続いて、「上牧町まちづくり基本条例を遵守し」が挿入され、まちづくり基本条例を最高規

範と位置づけたが、条例改正では制度、条例、規則等の見直しは完結したのかとの質疑があ

り、条例制定後ワークショップ等を開催し、町民の意見の反映を図っているが、いまだ完結

まで至っていない。制度、条例、規則等の検証もあわせて見直しも取り組んでいきたいと答

弁がありました。 

 議第２号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例

について。 

 改正に伴う人件費増の予算反映の質疑では、平成27年４月に遡及する分は今回の第４回補

正予算に、平成28年度分については平成28年度当初予算に反映をしていると答弁があり、続

いて、人件費の増加は経常収支比率の数値悪化に直結。悪化を最小限にするためにも、公債

費の削減等の取り組み強化が必要との質疑があり、さまざまな手段を講じて取り組むと答弁

がありました。 

 議第３号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について。 
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 地方公務員法改正により、人事評価制度の導入、職務給原則の徹底が図られたが、行政職

給料表は改正に見合うものになっているのか。また、等級別に職名ごとの職員数の公表の準

備について質疑があり、今回の改正では問題なく対応できている。また、公表はできている

と答弁がありました。 

 また、一般職とは別に専門職や資格職の給与体系の導入を求めてきた、その取り組み状況

についても質疑があり、どのような職種に必要なのかを検討し、28年度中にまとめて29年度

から実施する考えが示されました。 

 議第６号 上牧町行政不服審査会条例の制定について。 

 上牧町で組織する行政不服審査会は常設のものなのか、それとも、地方公務員法第81条第

２項の規程に限定なものなのか。また、行政不服審査会並びにに委員の独立性が重要となる

が、町長が委嘱する委員はどのように選定するのか等について質疑がありました。その点に

ついては、審査請求をする住民等の利便性を考慮し、常設の機関としている。委嘱する委員

の選定は、弁護士や学識経験者等を予定している。上牧町まちづくり基本条例第33条に規定

する審査会等には当てはまらないので、委員の公募や会議の公開は実施しないとの答弁があ

りました。 

 議第７号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整理について。 

 上牧町情報公開条例に規定する上牧町情報公開審査会と上牧町個人情報保護条例に規定す

る上牧町個人情報保護審査会との関連性について質疑があり、いずれの審査会も並存する形

となっていると答弁がありました。 

 議第８号 上牧町行政不服審査法の規定による提出資料等の写し等の交付に係る手数料に

関する条例の制定について。 

 上牧町情報公開条例及び上牧町個人情報保護条例に規定する手数料は無料となっているの

に、本条例に規定する手数料が有料となっているのはなぜかとの質疑があり、上牧町情報公

開条例及び上牧町個人情報保護条例に規定する手数料は、手続に関する手数料という意味で

あり、写しの交付については費用を徴収しているとの答弁がありました。 

 議第９号 上牧町債権管理条例の制定について。 

 上牧町にとって本当に必要であり大事な条例案が出された。この条例がこの時期に上程さ

れた狙いはとの質疑に対し、昨年秋から近隣市町村の取り組み状況を調査し、今回、債権管

理の適正化を目指して上程したとの答弁がありました。 

 また、町民税を例にした場合、課税徴収、滞納などの流れがあるが、どの時点から債権と
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するのかとの質疑に対し、滞納処分、そのほかの保全措置、取り立ての段階において債権と

位置づけられると答弁がありました。 

 次に、定義に強制徴収公債権、非強制徴収公債権、私債権とあり、それぞれ債権回収の方

法に違いがある。例えば、町民税等の具体的な事例を挙げて説明を求める質疑に対し、強制

徴収公債権では、地方税法の滞納処分により町がみずから滞納処分できる町民税、固定資産

税、国民健康保険税、保育所保育料等で、また、非徴収公債権については、延長保育の負担

金、公民館、コミュニティセンターの使用料、幼稚園保育料等である。私債権は町営住宅家

賃、水道使用料、給水分担金、学童保育保育料等である。債権については、これ以外にも当

てはまるものがあると答弁がありました。 

 次に、台帳を整備するとなっているが、全庁で一元的につくるのか、担当課ごとにつくる

のか質疑があり、台帳の整備は担当課ごとに整備する方針との答弁がありました。 

 続いて、平成26年度決算における収入未済額、水道事業を除く６会計の収入未済額が５億

4,003万円、不納欠損額は6,629万円ある。これはあまりに多額であり、徴収率の低さにもつ

ながっている。町の財政運営にとってこの収入未済額をどうして減らしていくかが大きな課

題であり、全庁での一元管理が望ましいがとの質疑があり、規則を定めて担当課において台

帳整備を行い、その上で統一化を検討していきたいと答弁がありました。 

 次に、債権管理の目的、債権回収の体制について質疑がありました。 

 この点については、滞納処分等については既に地方自治法や地方税法で規定されており、

今回、それ等をまとめて整理した。債権の中にはどうしても回収できないものもあり、債権

放棄の規定を盛り込むことによって徴収率の向上にもつなげていきたいと答弁がありました。 

 議第18号から38号、公の施設の指定管理者の指定について。 

 施設の老朽化や経年劣化の対処についての質疑があり、平成28年度において公共施設等総

合管理計画を策定する中で検討していきたい。あわせて、大規模改修や耐震化の必要性も含

めて現地調査を行い、地元関係団体とも協議をして行う方針であると答弁がありました。 

 また、上牧町は片岡台３丁目のリサイクルセンターに保険をかけていないことが明らかに

なった。自治会が指定管理を受けているが、リサイクルセンターは町の財産であり、火災保

険等はどの地域の公民館や集会施設にも保険をかけるよう指摘するとの質疑があり、今後、

リサイクルセンターにも保険をかけるとの答弁がありました。 

 続いて、今回、21の施設について、各自治会の会長と指定管理契約を結ぶことになるが、

それぞれの自治会の事情がある。例えば、片岡台３丁目のコミュニティセンターでは、冷暖



 

 －257－ 

房機が故障しているため、自治会で新たな冷暖房機を買いかえるために貯金をしているが、

自治会会員の少ない片岡台３丁目では、自治会では、冷暖房機など設備の購入のために自治

会が半分負担するにもできない状況である。各自治会の状況把握と対処について質疑があり

ました。各自治会の状況を把握するように努めたいと答弁がありました。 

 議第40号 平成27年度上牧町一般会計補正予算（第４回）について。 

 初めに歳入について、説明書７ページ、款16寄附金、項１寄附金、目２総務費寄附金、節

１総務管理費寄附金について、説明、寄附によるまちづくり条例に基づく寄附は、ふるさと

納税のよるものなのか質疑があり、その点については２万円１件と5,000円１件の計２件、い

ずれもふるさと納税制度によるもので、未来を担う子どもたちを育成する事業を指定してさ

れた寄附金であると答弁がありました。 

 続いて、歳出について。 

 説明書９ページ、款２総務費、項１総務管理費、目１一般管理費、節２給料について。人

事院勧告による給与改正に伴う人件費の影響額の質疑があり、答弁では、一般職給与が102

万8,000円、地域手当720万3,000円、勤勉手当680万8,000円、特別職の期末手当22万1,000円、

議会議員24万2,000円、全体総額では1,550万4,000円となっていると説明がありました。 

 同じく説明書９ページ、款２総務費、項１総務管理費、目４企画費、節13委託料、「すむ・

奈良・ほっかつ」事業委託料について、「すむ・奈良・ほっかつ」事業委託料500万円と、同

負担金1,800万円について説明が求められ、その点については、国の一億総活躍社会政策の１

つとしての地方創生加速化交付金2,300万円、国庫補助金を活用した事業で、対象事業は人の

流れ、働き対策、まちづくりである。町長が北葛城郡町村会長であることから、地域間連携

と政策間連携として、移住促進プロジェクト事業を北葛城郡４町で取り組むことになったと

答弁がありました。 

 説明書10ページ、款２総務費、項１総務管理費、目４企画費、節19負担金補助及び交付金、

「すむ・奈良・ほっかつ」事業負担金について。４町全体の予算規模と事業の詳細の質疑が

あり、上牧町、河合町、王寺町、広陵町の４町でリジョンプロモーション、空き家ストップ

ファイリング、魅力体感イベントの開催などを行い、コールセンターは上牧町で行う。４町

の費用負担は、上牧町2,300万円、河合町2,300万円、王寺町2,500万円、広陵町2,500万円で、

４町合計9,600万円で、国の全額負担である。４町が分業して作業を行い、詳細については４

月に４町が集まって決定するとの答弁がありました。 

 説明書10ページ、款２総務費、項１総務管理費、目４企画費、節19負担金補助及び交付金、
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上牧町共同のまちづくり公募型補助金について。上牧町共同のまちづくり公募型補助金44万

円の減額補正理由の質疑があり、84万円の予算に対し、２件40万円の応募があったため、44

万円の減額となった。６月議会で応募がふえるよう対策を講じる。また、その２件は、ここ

数年公募型補助金を受けて、まちの発展のために活動している２団体であるとの答弁があり

ました。 

 今後、応募をふやす対策はとの質疑では、今年度応募は何件かあったが条件が合致しなか

った。平成28年度より要綱を一部改正し、補助率100％の補助金を新設するなど、応募者の使

い勝手のよいものにしたと答弁がありました。 

 説明書17ページ、款５農林商工業費、項１農業費、目５地籍調査費について。補助が年々

減少しているが、今後の計画について、また、全ての節の減額についても質疑があり、この

事業の計画は20年間をめどにやっていきたい。今年度は桜ケ岡から片岡台までやる予定でし

たが、国からの事業費が減ったため調査する面積が減り、金額の減額になったと説明があり

ました。 

 説明書21ページ、款８教育費、項１教育総務費、目２事務局費、節19負担金補助及び交付

金、幼稚園就園奨励費について。57万3,000円の減額補正の理由、今後の幼稚園就園奨励費に

対する町の施策の考え方について質疑があり、57万3,000円の減額補正は不用額である。今後

の幼稚園就園奨励費に対する町の施策、考え方については、町立保育園の条例改正にあわせ

私立幼稚園についても同様に所得階層を追加し、補助金限度額を８万4,000円から18万円に増

加することとしたとの答弁がありました。 

 説明書23ページ、款８教育費、項５社会教育費、目７文化財保護費、節17公有財産購入費、

上牧久渡古墳群土地購入費について。上牧久渡古墳群土地購入費２億6,000万円について説明

が求められ、答弁では、場所は松里園の近隣地である。平成27年10月７日に国の史跡名勝に

指定されたことにより、国庫補助１億8,515万円と県補助金2,490万円を受けて町有化し、維

持管理を目指すことになった。土地購入は６筆１万7,049平方メートルであり、購入価格は、

土地鑑定価格に土地所有者による開発準備の経費を含めて協議する予定であるとの説明があ

りました。 

 以上で総務建設委員会の報告を終わります。 

〇議長（吉中隆昭） 委員長の報告が終わりましたので、ただいまより議案の審議に入ります。 

 

                     ◇                    
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    ◎議第１号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第10、議第１号 上牧町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改

正する条例について、これを議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第２号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第11、議第２号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関す

る条例の一部を改正する条例について、これを議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 
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〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第３号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第12、議第３号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正

する条例について、これを議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第４号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第13、議第４号 地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改
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正する法律の施行に伴う関係条例の整理について、これを議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第６号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第14、議第６号 上牧町行政不服審査会条例の制定について、これ

を議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 



 

 －262－ 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第７号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第15、議第７号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整理につ

いて、これを議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第８号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第16、議第８号 上牧町行政不服審査法の規定による提出資料等の

写し等の交付に係る手数料に関する条例の制定について、これを議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 
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          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第９号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第17、議第９号 上牧町債権管理条例の制定について、これを議題

といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 
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                     ◇                    

 

    ◎議第１０号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第18、議第10号 上牧町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正

する条例について、これを議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第１１号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第19、議第11号 上牧町営住宅条例の一部を改正する条例について、

これを議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 
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 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第１８号から議第３８号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第20、議第18号から日程第40、議第38号 公の施設の指定管理者の

指定について、以上の21件の議案については、この際、一括議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これより議第18号から議第38号までを、一括し

て質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから議第18号から議第38号までを、一括して討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、議第18号から議第38号は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    
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    ◎議第３９号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第41、議第39号 上牧町道路線の認定について、これを議題といた

します。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第４０号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第42、議第40号 平成27年度上牧町一般会計補正予算（第４回）に

ついて、これを議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 
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〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第５２号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第43、議第52号 上牧町防災行政無線デジタル化整備事業に伴う請

負変更契約の締結について、これを議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第５３号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第44、議第53号 ごみ中継施設建設工事の請負契約の締結について、
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これを議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎文教厚生委員長報告について 

〇議長（吉中隆昭） 日程第45、文教厚生委員長報告について。 

 康村委員長、報告願います。 

 康村委員長。 

          （文教厚生委員会委員長 康村昌史 登壇） 

〇文教厚生委員長（康村昌史） ７番 康村昌史です。文教厚生委員会の報告を申し上げます。 

 去る３月４日の本会議において、文教厚生委員会に付託されました議第５号 学校教育法

等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理について、議第12号 上牧町指定地域

密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条

例について、議第13号 上牧町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運

営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例について、議第14号 上牧町立幼稚園保育料徴

収条例の一部を改正する条例について、議第15号 上牧町社会教育委員に関する条例の一部
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を改正する条例について、議第16号 上牧町公民館設置条例の一部を改正する条例について、

議第17号 上牧町民体育館設置条例の一部を改正する条例について、議第41号 平成27年度

上牧町国民健康保険特別会計補正予算（第３回）について、議第42号 平成27年度上牧町介

護保険特別会計補正予算（第４回）について、議第43号 平成27年度上牧町下水道事業特別

会計補正予算（第３回）について、議第44号 平成27年度上牧町水道事業会計補正予算（第

３回）について、意見書案第１号 若者も高齢者も安心できる年金制度の実現を求める意見

書（案）、意見書案第２号 児童虐待防止対策の抜本強化を求める意見書（案）について、３

月７日午前10時から、全委員出席により慎重審議いたしました主な質疑内容を報告いたしま

す。 

 議第５号 学校教育法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理について。 

 小中一貫教育を実施するための義務教育学校の制度改正であるが、中１ギャップ、また、

小中一貫校制の上牧町の考えはとの質疑があり、学校教育法の改正により、上牧町において

も将来的に子どもの減少などで小中一貫校を考える時期が来れば調整をしていくとの答弁が

あった。 

 議第12号 上牧町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例については、地域密着型通所介護施設の現状と運営推進会議

についての質疑があり、現在、町内には６つの事業所があり、４月からは地域と連携するた

め、施設ごとに運営推進会議を設置するとの答弁があった。 

 議第13号 上牧町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指

定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例については、質疑はありませんでした。 

 議第14号 上牧町立幼稚園保育料徴収条例の一部を改正する条例については、多子世帯、

３人以上の子どもがいる世帯の保護者負担軽減策であるが、最年長の子どもの上限を小学３

年生とした理由についての質疑があり、国の基準にあわせているが今後変更があり、年収約

360万円未満であれば上限がなくなるとの答弁があった。 

 また、子育て支援の１つとして、多子世帯の保育料が大幅に拡充され、保育料の階層段階

も５段階であったのが６段階に拡大したことによる影響はどうかとの質疑があり、改正後の

28年度対象者の影響額は37万円程度と考えているとの答弁があった。 

 議第15号 上牧町社会教育委員に関する条例の一部を改正する条例について。 

 社会教育委員は公民館運営審議会の委員と兼務しているが、現在の体制についての質疑が
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あり、12人であるとの答弁があった。 

 議第16号 上牧町公民館設置条例の一部を改正する条例について。 

 条例で定めている公民館分館は庁舎西館を含め13施設となった。三軒屋公民館の所属につ

いての質疑があり、自治会と協力して管理をしているとの答弁があった。 

 議第17号 上牧町民体育館設置条例の一部を改正する条例について。 

 体育館の管理体制とその管理担当者の資格について質疑があり、体育館の管理はシルバー

人材センターに委託しており、３人のローテーションで管理している。その管理担当者には、

特に資格などは必要ないとの答弁があった。 

 また、午前９時から午後９時までの使用時間帯で、どのような使用申請になるのかとの質

疑があり、使用時間帯の午前９時から午後９時の間で、１回につき２時間単位で申請するこ

とができ、あいていれば続けて申請して使用可能であるとの答弁があった。 

 また、今回の改正は体育館の使用料金と照明料金を分離し、午後５時から７時までも使用

できるようになり、住民サービス、負担の軽減を図っているが、誰が照明料金の支払いをチ

ェックするのかとの質疑があり、照明料金は管理人がチェックし徴収するとの答弁があった。 

 さらに、体育館の利用料金について、町民体育館は１面利用のみで高いと言われている。

他市町では１面利用や半面利用で料金を決めている。また、体育館がいつもいっぱいで借り

ることができないなどの住民からの苦情もある。半面利用を取り入れれば、料金問題、利用

グループもふえると考えるがどうかとの質疑があり、半面利用もできないこともないが、他

町に比べれば体育館の面積が狭いと思うが、この使用については今後考えていくとの答弁が

あった。 

 議第41号 平成27年度上牧町国民健康保険特別会計補正予算（第３回）について。 

 保険給付費約1,800万円の増額のうち高額療養費について、上牧町単独ではどのような傾向

があるのかとの質疑があり、平成27年９月診療分より、新薬適用などで200万円を超える高額

医療費が２件発生し、今後も続くことが予想されるとの答弁があった。 

 また、一般管理費43万3,000円の減額は育児休暇による人件費の減であるが、この間職員の

対応はどのようにしているのかとの質疑があり、現状の人員で業務を行い、保健指導は生き

活き対策課に依頼したとの答弁があった。 

 議第42号 平成27年度上牧町介護保険特別会計補正予算（第４回）について。 

 第１号被保険者保険料2,828万4,000円の減額は、低所得者の保険料の軽減分と給付費の調

整をするもので、要介護度の高い方たちが亡くなったのが主たる要因である。また、受給者
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はふえているが利用料があまりふえていないとの説明があったが、第６期介護保険事業計画

で見直した低所得者段階別保険料の影響はどのようかとの質疑があり、顕著ではないとの答

弁があった。 

 また、介護保険給付費が計画に比べ約１億円減額となった要因について質疑があり、要介

護者の居宅介護サービスの利用が減っているとの答弁があった。 

 議第43号 平成27年度上牧町下水道事業特別会計補正予算（第３回）について。 

 下水道使用料350万円の減額理由についての質疑があり、人口減少と節水による使用水量の

減少との説明があった。また、地方債の償還について、26年度の償還額は7,087万9,000円、

27年度見込みは１億6,198万5,000円で前年度の倍以上の理由は何かとの質疑があり、昨年末

に県より無償利子で繰上償還したものであるとの答弁があった。 

 議第44号 平成27年度上牧町水道事業会計補正予算（第３回）について。 

 建設費配水管で1,120万円の減額は、４つの27年度事業計画のうち、１、服部台明星線配水

管施設工事ができなかったこと、また、あとの３つ、町道北上牧４号線配水管更新工事、上

牧町公共下水道北上牧ルート164から176号工事に伴う水道移設、上牧新橋水管橋更新工事は

完了し、その執行残かとの質疑があり、そのとおりであるとの答弁があった。 

 また、建設費委託料で81万円の減額は、町営第３から第４住宅内配水管移設設計委託業の

執行残かとの質疑があり、そのとおりであるとの答弁があった。 

 さらに、水道料金を900万円減額した理由についての質疑があり、大口使用者の減少、人口

減少と節水が要因であるとの答弁があった。 

 以上11議案について、慎重審議をいたしました結果、全委員異議なく可決すべきものと決

しました。 

 意見書案第１号 若者も高齢者も安心できる年金制度の実現を求める意見書（案）につい

ては、マクロ経済スライドは平成28年度には発動はせず、平成27年度も据え置きとなってい

る。年金制度は、今の現役世代が支払う保険料で現在の年金受給者を支えている賦課方式が

基本になっている。マクロ経済スライドは、少子高齢化の中でも年金制度を維持することが

できる。また、保険料を納める現役世代の負担を重過ぎないように、将来世代の給付水準を

確保するためにも必要な制度と考える。また、年金制度の削減の取りやめ、最低保障年金制

度の実現に関する意見書につきましても反対の討論があったが、採決の結果、賛成多数で可

決されました。 

 意見書案第２号 児童虐待防止対策の抜本強化を求める意見書（案）について。 
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 虐待を未然に防ぐために、根本的な対策が要るのではないかという意見と児童虐待の背景

に若い人の雇用破壊と貧困の広がりがある。若者への安定した仕事と子育てへの経済的支援

が必要であるとの意見があったが、全委員異議なく可決いたしました。 

 以上で文教厚生委員会の報告を終わります。 

〇議長（吉中隆昭） ここで暫時休憩とし、午後３時に再開いたします。 

 

    休憩 午後 ２時５３分 

 

    再開 午後 ３時００分 

 

〇議長（吉中隆昭） それでは再開いたします。 

 委員長の報告が終わりましたので、ただいまより議案の審議に入ります。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第５号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第46、議第５号 学校教育法等の一部を改正する法律の施行に伴う

関係条例の整理について、これを議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 
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 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第１２号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第47、議第12号 上牧町指定地域密着型サービスの事業の人員、設

備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について、これを議題といたし

ます。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第１３号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第48、議第13号 上牧町指定地域密着型介護予防サービスの事業の

人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的

な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について、これを議題といた

します。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 
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 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第１４号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第49、議第14号 上牧町立幼稚園保育料徴収条例の一部を改正する

条例について、これを議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 
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 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第１５号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第50、議第15号 上牧町社会教育委員に関する条例の一部を改正す

る条例について、これを議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第１６号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第51、議第16号 上牧町公民館設置条例の一部を改正する条例につ

いて、これを議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 
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 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第１７号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第52、議第17号 上牧町民体育館設置条例の一部を改正する条例に

ついて、これを議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    
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    ◎議第４１号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第53、議第41号 平成27年度上牧町国民健康保険特別会計補正予算

（第３回）について、これを議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第４２号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第54、議第42号 平成27年度上牧町介護保険特別会計補正予算（第

４回）について、これを議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 
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〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第４３号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第55、議第43号 平成27年度上牧町下水道事業特別会計補正予算（第

３回）について、これを議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎議第４４号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第56、議第44号 平成27年度上牧町水道事業会計補正予算（第３回）
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について、これを議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎意見書案第１号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第57、意見書案第１号 若者も高齢者も安心できる年金制度の実現

を求める意見書（案）、これを議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

 長岡議員。 

〇１番（長岡照美） 若者も高齢者も安心できる年金制度の実現を求める意見書（案）につい

て、反対の討論を行わせていただきます。 

 意見書によりますと、政府、厚生労働省は、マクロ経済スライドを使ってこの先30年間年
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金を下げ続けることを見込んでいる。また、30年間にもわたる年金削減と書かれてあります

が、マクロ経済スライドは平成28年度は発動はせず、平成27年度も据え置きとなっておりま

す。年金制度は、現役世代が支払う保険料で年金受給者を支えており、賦課方式が基本にな

っております。保険料を納める現役世代の負担を重過ぎないように、また、将来世代の給付

水準を確保するためにも、マクロ経済スライドは必要な制度と考えます。 

 また、年金支給を毎月払いにするとのことでございますが、２カ月に一度の年金支給は事

務経費の簡素化と大事な年金財源の経費の節減につながるものだと考えます。最低保障年金

制度については、保険料を徴収せず、最低保障年金を全額税金で賄う制度は国民の負担なし

に実現できるのか疑問であります。 

 そのことから反対の討論とさせていただきます。以上です。 

〇議長（吉中隆昭） ほかにございませんか。 

 東議員。 

〇１１番（東 充洋） 私は賛成の討論を行わせていただきたいと思います。 

 今、年金を支えているのは、現役の方が支えているというようなお話でありましたが、現

役の方だけで年金など支えられるはずがございません。我々が、年金を受給している人間が

40年、30年という長い月日をかけてこの年金を積み上げてきたものであるという認識に立っ

ていただきたいということを、まず申し上げておきたい。 

 次に、政府は少子化のもとで制度の持続可能を理由に挙げて、マクロ経済スライドを平成

４年に自民党、公明党の政権によってつくりました。100年安心とまで言いました。そこまで

自画自賛をしておいて、破綻をするんではないかという状況にまでなっているではないです

か。その点を大いに踏まえていただきたい。 

 そして、今回我々は議員提出議案で、期末手当がふえる議案を全議員で可決したではない

ですか。自分たちの実入りの分においては何も抵抗なく２万円でも受け取りますよと言って

おいて、我々の議員歳費よりも半分、それ以下の人たちの年金受給者の方々が切実な生活を

追いやられている状況で、何とか年金を物価の分だけでも引き上げてほしい、当たり前の理

屈ではないですか。 

 このような状況で、日本の経済が本当に立ち直るでしょうか。ここに大きな疑問があると

思うんです。日本の経済を支えているのは大会社だけですか。日本の経済を支えているのは

我々庶民なんです。我々の消費が、大きく日本の経済を支えているという状況であることを

忘れてはならないというふうに思うわけであります。よって、議員の歳費が引き上げられる、
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そういうだけでは日本の経済は立ち直りません。やはり、労働者の賃金を引き上げるととも

に、年金を受給されている方々の年金も引き上げていかなければ、日本の経済は立ち行かな

くなる、このような状況になることをお伝えしておきたいというふうに思うんです。 

 よって、この意見書、３つの要望がされているわけでありますが、これは至極当たり前の

要望であって、これらの要望は当然、国に届けられ、改められるようお願いする、それが意

見書の趣旨であるわけでありますから、私は当然、これは全議員が賛成してしかるべき評点

であろうというふうに理解するわけでありますが、よって、私はこの意見書に対して賛成と

いうことで、賛成の討論にさせていただきたいというふうに思います。 

 以上です。 

〇議長（吉中隆昭） ほかにございませんか。 

 堀内議員。 

〇９番（堀内英樹） ９番、堀内英樹です。 

 私は反対の討論をさせていただきます。 

 タイトルにございます、若者も高齢者も安心できる年金制度の実現を求める意見書。気持

ちは今、東議員からも指摘がありましたが、私も共感できる部分というのは随分ございます。

ただ、この意見書案の要望事項にございます、３番目の現在、隔月払いの年金支給を毎月払

いにすること。これに私は賛同しかねます。なぜかといいますと、年金会計というのは、社

会主義国を除いては独立会計であります。独立会計で現在、偶数月の隔月支給というふうに

なっております。それを毎月支給ということにしますと、独立会計という制度のもとではい

ろんな経費がかかってまいります。事務経費、それから、人件費、そして、郵送費、こうい

ったものが相当かかってきます。隔月払いと毎月払いと比べた場合、毎月払いの方がはるか

に経費がかかるわけです。その分、年金の原資から消えていく。つまり、タコが自分の足を

食うような話になります。ここのところは、上牧町議会として意見書を提出するのには、私

は抵抗があります。 

 それともう１つ。今回の意見書の扱いを巡って、私はもう少し慎重に議会としても議論し

てもよかったんではないかなと思います。今回、２月19日付で、全日本年金者組合奈良県本

部から上牧町議会議長宛てに、同じ内容の意見書のお願いという文書が参りました。そして、

意見書の文面も全く同じ文面が使われております。つまり、外部の団体から上牧町議会宛て

に提出された文面がそのまま使われているわけです。 

 そこで、それを上牧町議会として議決してほしいと、こういう要望でありますが、一方、
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皆さん、上牧町議会基本条例、前の議会で、みんなでつくりました。それの第５条に、町民

参加及び町民との連携という項目があります。その第４項には、議会は町民による請願及び

陳情の提出を政策提言と位置づけ、付託を受けた委員会において提出者の意見を聞く機会を

設けるよう努めるとなっております。まさに今回の外部の団体から議長宛てに提出された意

見書というものは、町民による、もちろん団体も含めてですが、請願、陳情の提出、これに

当たると、まさにどんぴしゃりそのものです。したがって、議会としては、やはり委員会だ

けではなくて議会の会議においても、提出者の意見を十分お聞きした上で、議会の中で議論

すべきではなかったかなというふうに思っております。今日提出されるまでの経過も含めて、

私の反対の討論とさせていただきます。 

 以上です。 

〇議長（吉中隆昭） ほかにございませんか。 

 康村議員。 

〇７番（康村昌史） 今の堀内議員の反対討論の後半部分については、ちょっと疑義がありま

すので、発言を許していただきたいと思いますが、そもそも反対討論と言いますのは、意見

書案の内容について反対討論を行うものでございます。今、堀内議員が発言いたしました反

対討論の内容につきましては、意見書案の提出方法、審議方法などについて疑義がもしあれ

ば、議運のときに申し上げることであります。 

 また、今回提出されました意見書案は、上牧町の議会基本条例の第５条第４項を指示され

ましたが、これは町民による請願及び陳情の提出でございます。意見書案とは全く正確を異

にするものでございます。それに当たり、議会基本条例を持ち出すというのはいかがなもの

かと思います。 

 さらに、この意見書案の提出者石丸委員は、長年、日本共産党で活躍され、議会でも本当

にすばらしい意見を述べられている方でございます。この提出された意見書案の内容につい

ては十分熟知され、あらゆる角度からこの意見書案については勉強され、質問があったとき

でも十分答えられた方でございます。ですから、この意見書案については全く疑義はござい

ません。今の堀内議員の発言、後半部分を議事録に残した場合は、上牧町議会の汚点である

と私は思います。そのため、今の発言の取り消しを求めるものでございます。 

〇議長（吉中隆昭） ここで討論を打ち切ります。 

 これから採決いたします。 

 採決は起立により行います。本案に対する委員長の報告は可決です。 
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 委員長の報告どおり可決することに賛成の方、起立願います。 

          （起立多数） 

〇議長（吉中隆昭） 起立多数です。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎意見書案第２号の質疑、討論、採決 

〇議長（吉中隆昭） 日程第58、意見書案第２号 児童虐待防止対策の抜本強化を求める意見

書（案）、これを議題といたします。 

 提案理由の説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

          （「質疑なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

          （「討論なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） 討論なしと認めます。 

 これから採決いたします。 

 本案を委員長の報告どおり可決することにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎閉会の宣告 

〇議長（吉中隆昭） お諮りいたします。 

 本定例会の会議に付されました事件は全て終了いたしました。 

 したがって、会議規則第７条の規定により閉会したいと思います。ご異議ございませんか。 
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          （「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（吉中隆昭） ご異議なしと認めます。 

 したがって、本定例会は閉会することに決定いたしました。 

 

                     ◇                    

 

    ◎町長の挨拶 

〇議長（吉中隆昭） 閉会に当たり、招集者の挨拶をお願いいたします。 

 町長。 

          （町長 今中富夫 登壇） 

〇町長（今中富夫） 上程いたしましたたくさんの議案でございましたが、全議案議決をいた

だきましてありがとうございました。一般会計の当初予算をはじめ、たくさん予算案も提出

させていただきました。しっかりと執行をしていきたいというふうに考えております。また、

以前の議会、今議会でもそうでございますが、議員の皆さん方からご指摘をいただいており

ます丁寧な対応、これにつきましても、これから我々職員、しっかりと取り組んでまいりた

いというふうに考えております。議会も活発な議論ができますように、我々全力で取り組ん

でまいりたいというふうに思いますので、引き続き皆さん方のご理解とご協力をお願いして、

お礼のご挨拶にさせていただきます。 

 ありがとうございました。 

 

                     ◇                    

 

〇議長（吉中隆昭） これをもちまして、平成28年第１回上牧町議会定例会を閉会いたします。 

  どうも皆さま、ご苦労さまでした。 

 

    閉会 午後 ３時２７分 



 

 －285－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 

 

 

 

      議        長     吉  中  隆  昭    

 

      署  名  議  員     長  岡  照  美    

 

      署  名  議  員     東     充  洋    

 

 

 


